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ガバナー就任の

｀りヽ

心 拶

｡ｻｰφ啼友ふ。

　ロータリーの奉仕活動は、ロータリアン個人の身近で地味な奉什活動が最も大切であることは

ａうまでもありません。ロータリークラブの中で利害の伴わない純粋な友情に培われて、自らの

品性を高め人格を磨き、また、クラブの団体奉仕活動の経験を通じて、ロータリーの奉仕の理想

と活動の実践の方法を学び取ります。

　言うまでもなく国際ロータリーを構成する基木肌位は各ロータリークラブであり、そのクラブ

の運営や活動を統率する文字通りの代表者は会長であります。その会長と　一心同体となってクラ

ブの運営活動を補佐するのがクラブ幹事です。今年度のクラブの運営活動をどのような素晴らし

いものにするか、-にかかってあなたがたの双肩にあります。

　ＲＩ会長をはじめ、世界各クラブの会長、幹事その他役員の任期はほとんどが･年であります。

この毎年の更新がロータリーをいつまでも若々しい活力をもたせている理由であり、匪界中に25、

841R C、1､139､579名のロータリアンを擁する大組織の原動力となっているのであります。

　クラブの伝統を尊重するのは当然ですが、ただ前年通りの活動の継承にのみ終わることなく、

とかくマンネリ化する傾向を打破して、田ご界が変わりつつある現状に鑑み、クラブもまた、新し

い時代の息吹をとりいれ、大きく窓を開いて活動の活性化を図っていただきたいと存じます。

　ロータリーは自分白身の幸せにもなる素晴らしい奉什の場でもあります。今年度のＲＩのテー

マは「まことの幸福は人助けから」という大変地味ではありますが、これこそロータリーの奉什

の原点とも言うべきすがすがしいテーマです。

　クリフォード・Ｌ・ダクターマンＲＩ会長は､「ささやかな身近な無欲の行為が私たち自身の心

の中に、どれほど暖かい幸福の喜びをもたらしていることでしょう。」と旨っております。

　子供が初めてよちよち歩きをする時、大人が無意識のうちに子供に手をさしのべた時のほのぼ

のとした喜びと安堵感、これこそが今年のテーマの真髄だと思います。

　なお、ダクターマン会長は「私はロータリーの新しい奉什プログラムは提出いたしません。そ

れよりも昨年度に実践できなかったプログラムを前進させ、バランスのとれた奉仕プログラムを

強く推進させたいと思います｡」と言っております。

　先輩の歩んでこられたあなたがたのクラブの伝統は、敬意をもって尊重しながらも、今一度あ

なたのクラブの運営活動について詳しい再検討をしていただき、それをもとに新しい時代に適応

するバランスのとれたクラブの運営活動ができるよう、継承すべきは継承し、改革すべきは勇気

をもって改革して、今年度の素晴らしい活動計画をたてて実施していただきますよう切望いたし

ます。
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菅生浩三直前ガバナーヘ

感謝の言葉

ﾔｻｰφ寺友ふ。

菅生さん

　ガバナーの任期を無事に終了せられ、はっとしておられることでしょう。本当にご呂二労

さまでございました。

　前年度のＲＩのテーマ「Look Beyond Yourself」を指針とされつつ真のロータリーの

活性化を求められ、一年間、献身的にご奉仕とご指導を賜りました。激動の地球的な社会

環境に対応して、地域対策室を設け、その活動として、環境・身体障害者・高齢者問題に

関する講演会とフォーラムを２回に亘り実施されましたが、このようにロータリーの奉仕

活動の今の、また明日の、あるべき姿を謙虚に再検討され、地区内金ロータリアンに広域

的な規模で行われている各種の奉仕活動の実態について、正確な認識を共有することによ

ってロータリーの一層の活性化を図られました。

　なお広く社会全体からロータリーの姿勢を正しく理解していただくべく、数々の地区活

動を収録したビデオを制作され、また地区大会でのシンポジウム「21世紀の教育と研究を

考える‥‥‥ロータリー活動と大学問題」は、時宜を得たものとして、テレビ・新聞等マ

スコミで大きくとりあげられるなど、すばらしい広報面の新規軸を打ち出されました。

　あなたは４大奉仕部門を単に縦割りのみでなく、ボーダレスにその活動方針を見いださ

れ、自己の責任と信念に基づいて力強く実行されました。

　私はとてもおよびませんが、この一年ご指導いただきました事を充分わきまえながら精

一杯努力いたします。どうか今後なお一層ご健康に留意され、当地区の発展のために、引

き続きご指導賜ります事をお願い中し上げ感謝の言葉といたします。
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クリフ・ダクターマン

1992－93年度国際ロータリー会長

　先ず最初に、あなたをロータリーに引き付

けたものは何でしたか？　単に親睦を楽しむ

ことでしたか？　それともあなたが地域社会で

何か意義ある仕事に参加することでしたか？

そもそも、それがあなたの人生に新しい意味

をもたらす契機になると考えられたでしょう

か？　あなたのロータリー・クラブの会員：

誇りをもって交際できる人々について一寸考

えてみましょう。こうしたロータリーの会員

達が本当のロータリアンになってゆく様子を

見届けましたか？　ロータリアンを、一味違っ

た男や女に仕立ててゆくものは何でしょうか？

ロータリアンは自分の人生にある種の幸福感

と深い満足感を見いだしているようにみえま

すが、それはなぜでしょう？

　個人的な喜びや、満足感と幸福を求めるこ

とは万人共通の目標です。だが真のロータリ

アンとは、他人に奉仕し、人助けをすること

によって得られる大きな満足感と尽きせぬ果

報を発見した男達女達です。

　心の奥でそう思いながらあまり口に出して

は言いませんが、ロータリアンはよく知って

います一大義の要請に動かされてやむにや

まれず、その目的達成のため、人生の大半を

-

捧げた人こそ、世界で最も幸福な人の一一･人で

あると。まことの幸福は人助けからというこ

とをロータリアンは発見します。

　ロータリーの理想の真髄は、何ら個人的見

返りを求めることなく進んで他人に援助の手

を差しのべることです。驚くべきことですが、

我々にとって最高の幸福感は、他人のために

役立つように、また自分かこの匪の務めを終

わった後まで永続するような目的のために、

惜しみなく自分の時間と労力と財力を捧げる

時に得られます。

　助けを求める人にほんの一寸親切にしてあ

げるだけで、いくたびあなたの人生が高めら

れたことでしょう。人々に奉仕するために肩

を組んで力を合わせる時、どれ程濃密な友情

がはぐくまれたことでしょう。助けを求める

真剣な声に応えてあげれば、何ともたとえよ

うのない心の充実感に目の覚める思いがする

ではありませんか。幸福-それは恐らく人

間すべての真底からの熱望-それが、他人

を助ける、という行為によっていともたやす

く手に入る、という途方もない秘訣と普遍的

真理をロータリアンは分かち合うのです。
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(1992-'93年度国際ロータリーのテーマ)

●ロータリアンは事業および専門職務によっ

て人の役に立ち、そこから真の幸福を見いだ

しています。私達の職業技能は、私達がロー

タリーにソえることのできる最も重要な財産

の一つです。本年度、あなたは自分の職業に

ロータリーの奉什の理想を傾注しますか？

●ロータリアンは窮乏や不健康な状態、ある

いは人間の作厳を損なうような事態に苦しむ

地域の人々に援助の手を差しのべることによっ

て、真の幸福が得られます。意義ある奉仕の

できる最適の場所が、時にはあなた自身の近

隣村落にあるかもしれません。本年度、あな

たのクラブはあなたの地域の人々の生活改善

プロジェクトを手がけますか？

●ロータリアンは、貧困、飢餓、疾病、絶望

に苦悩する達い国の人々を助けることによっ

て真の幸福を兄いだしています。この人達と

私達が顔を合わすことはないでしょう。　しか

し私達はこの人達の生活に触れる機会をもっ

ているのです。本年度、あなたのクラブや地

区は、世界のどこかで、苦しみを和らげ、生

活水準を高め、平和と親善を推進するプログ

ラムを支援しますか？

●ロータリアンは、人の役に立つと同時に、

友情を築き深めることによって真の幸福を見

いだしています。実際のところ、ロータリー

の変わらぬ魅力の秘密は、私達の周囲の世界

を本当に変えることのできる任務に向かって、

あらゆる国の男女が力を合わせようとする熱

望にあるのです。本年度、あなた自身がロー

タリーの奉仕に参加することで、あなたのク

ラブに、また広く世界にロータリーの友情の

輪が広がるでしょう？

報いられることの一番大きい仕事というもの

は、多くの場合、品格ある男女が、自分達で

よいと信ずる目的のため、精力と財源を分か

ち合って行動する、地味で控え目な企画の中

にあるものです。この人達は、自分達の行動

が、「援助をする人」「援助を受ける人」双方

のためになる、という点に真の幸福を見いだ

しているのです。あらゆる全員がロータリー

から受けるものは、このような機会です

なぜならロータリアンは、まことの幸福は人

助けからと知っているからです。
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収入の部

1992～93年度

　収　　　支

国際ロータリー第2660地区

　　予　　算　　為

1雅位:l引

科　　　　　　　　目 予　算　額 前年度f算

前　　期　　繰　　越　　金 17,000,000 15,000,000

R.　I.　交　　付　　金 800､000 800,000

地区資金（15,000×5,550人） 83,250,000 79,500,000

雑　　　　　収　　　　　入 700,000 700,000

合　　　　　　　　　　　　計 101,750,000 96,000,000

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位:円）

科　　　　　　　［1 予　算　額 前年度予算額

地区ガバナー指お　委員会

意　義　あ　る　業績　賞　委　員　会

200,000

　50,000

200,000

　50,000

委
　
　
員
　
　
会

活

動
　
　
費

会
　
　
議
　
　
費

クラブ奉仕部門

職業奉仕部門

社会奉仕部門

青少年奉仕部門

国際奉仕部門

ロータリー

財　団　部　門

米山奨学部門

拡　大　部　門

委　員　会

地
地
地
が
Ｒ
Ｒ
直

が
予

区

会ａ増強委員会

広報雑誌委員会

規定情報委員会

職業奉仕委員会

ボランティア活動委員会
-
社会奉仕委員会

環境保全委員会

青少年･奉仕委員会

インターアクト委員会

ローターアクト委員会

　　-曼Ｗ社会奉仕委員会

青少年交換委員会

国際平和交流委員会
-
ロータリー財団委員

国際親普奨学金委員

研究グループ交換委員会

財団増進委員会

財団学友委員会

米山奨学委員会

拡　大　委　員　会

活　動　予　備　費

　計

－一
大 仝 補

補　
　
員

会議
委

協　
　
区

区

バナ

　I.

　I.

一
会

打ち合わせ

　長　記　念

会　長　　歓

前　ガ　パ　ナ　ー　記

会

念

品
迎

助
助
会

議

品

費

代
費
代

バナーノミニー国際会議参加補助

備

　　　　　　　　　　計

日本国内地区ガバナー金…(200円×5,550Å)

ロータリー文庫協力曹……(300円×5,550人)

地区大金分担金…………(3,000円×5,550人)

ガバナー月信

印　劉　費

ガ

ー合

一次

製版・印刷・送料・ホルダー

予　　　　備　　　　費

　　計

バ 　ナ　ー　事　務　所　経　費

　　　　　　　　　　　　　　計

年　　度　　繰　　越　　金

　200,000

　500,000

　700,000

　400,000

　150,000

1,950,000

　250,000

2,600,000

3,200,000

5,700,000

　200,000

　500,000

　250,000

　100,000

1,5{}0,000

1,300,000

　240,000

　600,000

　700,000

　200,000

-

　900,000

22,390,000

一一

　310,000

　310,000

3,500,000

2,100,000

　160,000

　370,000

　260,000

　830,000

　800,000

8,640,000

-

　1,n0,000

-

　1,665,000

16,650,000

9,400,1100

　300,000

　9,700,000

-

27,540,000

87,695,000

-

14,055,000

　200,000

3,500,000

　700,000

　400,000

　150,000

1,770,000

　250,000

2,600,000

2,800,000

5,400,000

-

　200,000

　500,000

　250,000

　100,000

1,500,000

6,620,000

　240,000

　400,000

一一

　500,000

　150,000

　900,000

-

29,380,000

　310,000

　310,000

3,100,000

2,100,000

　160,000

　370,000

　260,000

　830,000

　800,000

8,240,000

1,060,000

1,060,000

-

15,900,000

　9,400,000

　300,000

-

　9,700,000

-

24,869,000

90,209,000

　5,791,000

-

ガバナー

財務委員長

会　　　計

作成

承認

山

池

國

1992年３月31目

1992年５月９目

中

田

分

文

紀

和

郎

'92年12月末 '92年２月末

クラブ数 74 74

会　員　数 5,5卯(予) 5,437

〔備考〕社会奉仕委員会予算のうち1,000,000円

　　　は，他部門と合同で行う活動に要する費

　　　用である。

㎝一位：円）

ガバナー事務所経費内訳

科　　目 予算額 前年度予算額

借室料・光熱費 5,160,000 4,429,000

賃金給料 12,920,000 11,400,000

ｶﾞﾊﾞﾅｰ交通通信曹 1,300,000 1,240,000

印　刷　費 1,600,000 1,650,000

交通通信費 2,400,000 2,300,000

文　献　費 160,000 150,000

事務用消耗品費 1,100,000 1,000,000

什器備品費 600,000 500,000

雑　　　　費 1,800,000 1,700,000

予　備　費 500,000 500,000

合　　　　計 27,540,000 24,869,000

１１



◆国際ロータリー主要年間行事

年　　月 　　　　　　　　行　　　　　　　　　　　事　　　　　　　　　　　名

　　会　員　増　強　及　び　拡　大　月　間(Membership and Kxtension Month)

　　青　　少　　年　　活　　動　　月　　間(Y()uth ActivitiesMonth)

　　職　　業　　奉　　仕　　月　　間(V()cationaI Service M()nth)

　　米　　　　　　山　　　　　　月　　　　　　間(Y()neyama Month)
一一
　　ロ　ー　タ　リ　ー　財　団　月　間(The Rotary Foundati()n Month)＿_‥

　　ロ　ー　タ　リ　ー　理　解　推　進　月　間(R()tarv Awareness Month)　　　　　＿_

　　世　　　界　　　理　　　解　　　月　　　間(W()rld understanding M()nth)
-一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
　　ロータリー創立記念日・世界理解と平和の日(World understanding＆Peace Day)
一　　　　　　　　　　　　　　一一
　　ロ　ー　タ　リ　ー　の　雑　誌　月　間(R()tarv's Magazine Month)

８　　川

９　　月

10　　月

10　　月

11　　月

　　１　　月

一一一一-
　　２　　月

　　２月23日

４　　月

◆1992～'93年度国際ロータリー第2660地区年間カレンダー

年　　月　　日 行　　事　　名 7z･　　　　　場

1992年７月11ロ(土) 合同地区委員会 新阪急ホテル

旧に[】(金ド９目(日) 青少年ニコニコキャンプ

９月12目(上)～川口(月) 山のライラ

11月１日(日) インターアクト年次大会

1993年３月31日(水ト4月4目ｔ 1993年国際協議会

４月17日(土) 会長エレクト研修セミナー

次期地区委員長会議

弁大宗信者会館

(サラスバティホール)

４月23口吻

４月24日(土)

1992～'93年度地区大会

　　　　　//

1993～'94年度のための地区協議会

ロイヤルホテル

フェスティバルホール

５月１日(土) ロイヤルホテル

５月２日額～4目㈹･祝 海のライラ

薬業年･金会館（予定）５月15日(土) 現・次年度地区合同委員長会議

５月16目(日) ローターアクト年次大会

５月23日(日ド26日(和 1993年国際大会 オーストラリアメルボルン

◆報告書送付先及び送金先

国際ロータリー中央事務局

国際ロータリー日本支局

Rotary lnternational､One Rotary Center､ 1560 Sherman Avenue,Evanston,IL,U.S.A.60201

�160東京都新宿区新宿ト36一回　サンカテリーナ1階

参仕室�(03)3355-5383　地区･クラブ関係のお問い合わせFAX(03)3226-4606

資料室�(03)3355-5391　文献、資料の注文、お問い合わせ(各室共通)

財務室�(03)3355-5425～6　財務関係、お問い合わせ

　　　　送金先：さくら銀行東京営業部I]座N譜O%8049　国際ロータリー財務長代理甜F陛(のぽる)

�105東京都港区芝公園2-6-3 abc会館8階

�(03)3434-8681(さくら銀行京橋支店口座ｈ普0920373)FAX(03)3578-8281

�105東京都港区芝公園2-6-3 abc会館８階

�(03)3436-6651(さくら銀行丸ノ内支店口座No.樫09640G)FAX(03)3436-5956

�105東京都港区芝公園2-6-3 abc会館8階

�(03)3433-6497 F｀AX(03)3433-7395

�542大阪市中央区難波5-1-60南海サウスタワーホテル大阪1403号室

�(06)634-7511(大和銀行難波支店口座No騰4793257)

財団法人

ロータリー米山記念奨学会

ロータリーの友事務所

　青少年交換事務局

　事務局長　河　合　　良

一-　　　　　　　　　　　　－
　国際ロータリー第2660地区

　　会　計　國　分　紀　－
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◆主要報告書

報　告　事　項

１

ト　則　脹　;l,･

－ 一 一

２．クラブ･出席率報;','．

３．クラブ細則の変迦

4.充堆朱充堆職業分類表

５．クラブ計画および目標のI箭約

ｉ

期　　日

７Ｊ」

１月

１目

１目

夕JH(田までに必着

　　その都度

８月31目

クラブ公式訪問目の

２週間前に

６．地|)[大仝提出･信任状,illEIりj,ll:　　I圏3年3j]3111

7.新入会員､退会者､会員の

　住所または種類の変迦
－ 一 一 一 一

８．クラブの会長､幹事､例会場、

　　日時、事務所等の変更届

9.R.I.文献購入申込　　　　　｜

　各R.C.常備の注文用紙にて　｜

10.次年度クラブ仝長、幹事報告｜

　　(公式帽奪・記載資料)

11.全国会員91簿のための校正

　　(送られてきたゲラ刷を校jlE

　　し返送する)

12.国際大会提出･信任状証|り|書

　　(仝長､幹事のサインが必要)

◆主要送金

その都度

　　　その都度

　　　その都度

　■■■■㎜㎜㎜■■㎜㎜■㎜■■

クラブ'役員選

２週||lj以内に

　　　2　J』

4　Jj

｜

４

報 先
　　　　　　㎜㎜■㎜■■㎜■㎜㎜㎜㎜■■■㎜㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜㎜■㎜■㎜■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜■■㎜㎜㎜㎜■■㎜㎜㎜

①R

.

1

.

中火･|哺り｡バＲＩより送付された指定川紙）

②（写）ガバナー

③C引R

.

I

.

ll泰支1･

1

い!4務室

④C引　クラブ･に保管

ガバナー事務所（所定の用紙）

ガバナー事務所

ｉガバナー事務所

‥ 一 一

所定の用紙３部に記入して、ガバナーli務所に２部

１部はクラブ'に保管

会員数25ちまたはその過す数毎に１もの選挙人を選よ。

(R.I.細則第12条第５節b)

(ガバナー事務所より送付された指定用紙)

①R.I.中央事務局（英文・所定の用紙）

②ガバナー事務所

I①R.I.日本支局

Ｉ②ガバナー事務所　　③ロータリーの友事務所

ｊ　
安
　
一

　
回
　
一

　
£
　
　
一

R.I.中火事務局（英文の文献）

R.I.日本支局（和文の文献）

①R.I.中央事務局(RIより送付された３色刷りの用紙)

②ガバナー　　　③ガバナー・ノミニー
-
ロータリー全国名簿編集室宛

〒162東京都新宿区市谷方ﾐ内町1山本ビル3階

　　TEL.(03)3267－5265

国際大会出席の代議員またはその代理者(ガバナー･ノミ

ニーなど)用紙はR.I.より直接各クラブに送付される。会

員50ZEtﾄ｡のクラブは50悍毎に、またはその過半数につ

き追加代議員１おを選ぶ。　(R.I.定款第８条第３節a)

送　　　　　　　　金 期　　日 送　金　先

1.人頭分担金１人当り半年分SI4.50

　　●7月２□より10月１日まで

　　●１月２Ｈより４月１日までに中途入会した会員S7.25

7月１日･1月1日

10月１日･4月1日

R.I.日本支局財務室2.ロータリー財団への寄付

　　寄付金は１入S10.00以1こ

　　新人会員は入会時S10.00

　　その他の寄付は随時送金

7月1日

3.地区資金１人当り半年分￥7,500(内､地区大会分担金￥1,500)

　中途入会者および新クラブ設立の場合

　●７月２日より10月１日まで及び１月２日より４月１日までに

　　入会した会員に対し￥5,000(地区大会分担金￥1,000を含む)

7月1H･1月1日

10月１日･4月１日 R.I.第2660地区会計

4.地区青少年交換ファンド　１人当り半年分￥1,500 7月1日･1月1日

5.財団法人ロータリー米山記念奨学会への寄付

　　普通寄付金は　１人当り各クラブの決定額の半分

　　特別寄付金は随時送金

7月1日･1月1日 ロータリー米山記念奨学金

6.「The Rotarian」の購読料（希望数）半年分S6.00 7月1日･1月1日 R.I.日本支局財務室

7.「ロータリーの友」購読料半年分￥1,236（消費税含）

　　（但し、中途入会者については雑誌を受取った月より月割１部

　　￥206計算）

7月1日･1月1日 ロータリーの友事務所
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　表紙（版画）の紹介：大阪の歳時記を画題と

して、毎号、元大阪南西ロータリークラブ会

員木村光佑先生に版画をお願いすることにな

りました。

　　　　木村光佑先生のプロフィール

　木村光佑先生は1936年に大阪で生れ、1959

年京都市立美術大学（現・芸術大学）日本画

科卒業後、ジャパンアート・フェスティバル

大賞、イギリス、アメリカ、ユーゴー、ポー

ランド、ノルウェー、ソウルなどの国際版画

ビエンナーレ国際大賞をはじめ、かすかすの

国際的な賞を受け、世界的レベルで活発な創

作活動を続けておられる作家で、現在京都工

芸繊維大学工芸学部の教授である。

◆1992～'93年度

●ガバナー事務所

●執　務　時

●休

●地区幹事・
汪
田
岡

津
中
村

間
日

　〔代表的作品〕

1980●大阪大学本部陶板壁画

1984●版画集゛交響楽〈ザ・シンフォニー〉″

　　　朝日放送刊行

1985●インテックス大阪映画

　　●川端康成記念館壁画

1988●大阪市政100周年記念ポスター<大阪の

　　　詩〉<伝承〉<交流〉

　　●茨木市モニュメント〈空の万へ〉

　　●大阪音楽大学壁画〈響１〉<響２〉

　　　　ロータリーレート

７月１目からロータリー為替レートが

１ドル＝130円に変更されました。

ガバナー事務所

〒542大阪市中央区難波5-1-60南海サウスタワーホテル大阪1403号室

　　　電話06-634-7511　　FAX 06-634-7500

J]陽一金曜10:00～17:00　土曜10:00～12:00

日曜・祝日　夏期８月13日限～16H(日)年末年始12月29日(火)～IJj3田日)

財務委員

孝夫(大阪南)
康仁(大阪南)
秀雄(大阪東)

菅生清左衛門(大阪南)

久我三郎(大阪南)

安川隆三(大阪南)

白||｣　隆(大阪南)

山野　　茂(大阪南)

越井　　健(大阪南)

木村吉弥太(大阪南)

●事

井
田
藤
岡
野
田
分
田
村
所

酒
新
伊
島
清
池
國
西
中
務

精
隆

宏(大阪南)

一(大阪南)

彦(大阪南)

司(大阪南)

耕作(茨木)
一

紀
文
恵
職

ガバナー

郎(大阪南)

－･(大阪南)

明(大阪北)

次(茨　木)

員新甚

代表幹事、総括、公式訪問、諸会合、ＲＩ

代表幹事補佐、事務所管理、ローターアクト

幹事、規定、拡大、ガバナー月信、地区大全

幹事、クラブ奉仕(増強､広報､雑誌)、地区大会

幹事、職業奉仕、地区大会

幹事、社会奉仕、地区大全

幹事、青少年活動、地区大仝

幹事、インターアクト、地区大全

幹事、国際奉仕(弐界社会奉仕､青少年交換､国際交流平和)地区大仝

幹事、ロータリー財団、地区大会

幹事、米山奨学金、地区大会

幹事、地区大全

幹事、ガバナー月信、クラブ会報､地区大全

幹事、I.G.F.、地区大会

幹事、事務連絡

財務委員長

財務委員、会計

財務委員

財務委員

裕己・粟生理子

国際ロータリー第2660地区

φ々友ふ，

●

辿』一己2JLj辿　●
√

Ｉ
Ｉ

十
泳

に
作
レ

ー
。
－
Ｉ
レ
　
一
。
－
Ｌ
ｊ
－
１
－
１
１
収

〒542大阪市中央区難波5-1-60

　　　南海サウスタワーホテル大阪1403号室

　　　電話大阪(06)634-7511
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会員増強と拡大月間に因んで

。、、､り啼友ふ。

　開票ロータリーの役割は３つあります。否むしろ３つに絞られています。

　　　　１．奉仕の理念の追求とその提唱

　　　　２．ロータリーの拡大

　　　　よ　ロータリーに関する情報の媒介

であります。

　１と３については、またの機会に譲るとしまして、今月は会員増強および拡大の月間で

すので、２についてお話を申しあげたいと思います。

　ポール・ハリスは「ロータリーはこれで良いということはあり得ない、現在のロータリ

ーがこれで良いと思っているとすれば、退廃こそあれ発展はあり得ない」といっています。

クラブの活性化と次の世代での発展のために会はの増強とクラブの拡大は欠かすことの出

来ない大切な問題です。

　がしかし、会員増強がともすれば量的拡大にのみとらわれがちだが、ぜひとも質的増強

にも留意しなければならヽないと思います。

　会員の退会防ILも大きな増強といえるでしょう。やむを得ない退会以外の理由が、新会

員がロータリーの批判こ心から溶け込めないという理由が多いことです。新会員が出末る

た計早くロータリーに慣れるように特別なオリエンテーションプログラムを試してみては

いかがでしょうか。

　また、50名以ドの会員のクラブは運営11いろいろな問題があると思いますので、ぜひと

も増強に力を入れてください。

　今年度の地区の拡大委員会では、答クラブのテリトリーの人目とロータリアンの対比、

また企業数との対比を詳しく調べ、その[1で各地域の特別生をも考慮にいれて拡大へのア

ドバイスの資料とするつもりで検討しております。

　ロータリーが今まで同様に将来にも素晴らしい発展を朋するためにはその組織のたえざ

る新陳代謝が必要なのはいうまでもありません。　どうか増強と拡大に答会長、幹収さんの

熱意あるご協力を切にお願いする次第です。

２

●

●



●

　1994～'95年度

　　ガバナー・ノミニー候補者を

　　　　　　　　推薦して下さい.ゲ

◆締切：９月末日

　　　　　　地区が･バナー指Ｚ委C1仝

　　　　　　創i長　菅生　浩三{大阪北}

国際ロータリー細則第12鳶第７節（ｅ）のｌ

規則及び当地区ガバナー指ち委員会規約第ｉ

６により候補名･の推薦をお願いします。　　１

　（註）地区ガバナー指名委員会規約第６　１

　　　指名委員会は、期限を定めて地区内：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

　　　クラブに対し､地区ガバナー･ﾉﾐニーｉ

　　　候補者の指名案の提出を要請する。　１

ｌ

ｌ

１

１

―
Ｉ
』

；　　　地区大会ニュース（N0.1）

l　l992～’93年jlの地区大会をﾄﾞ記の要領で

口剛崔いたします。手帳にごr一定ﾄﾞさい。

●地区.大会日程及び開催場所

　･|句友５年4 H2311吻於：ロイヤルホテル

　　会長・幹･li懇談会、部門別懇､凌会

　　RI会長代理歓迎晩餐会、大人の集い

　が成５年4Jj2411出　於:フェスティバルホール

　　本会議

●地区大会事務局

　〒542大阪lb中仙(難波5-1-5㈱高島堀木村秘書室

　　　大阪|徊ロータリークラブ事務局内

　　　電､活06-631-1262

　　　FAX 06-631-9851

意義ある業績賞に

　　　　　ロータリー・クラブの有意義で［μ越した口

　　　　－タリー活動に対して、ＲＩから「意義ある

　　　　尨績賞」が贈７されます。そのために、各地

　　　　区ガバナーは受賞クラブを選び、ＲＩに選定

　　　　を証明する手続をとることになっていますが、

　　　　本年度の第2660地区における選定の基準及び

　　　　予続は、次のとおりであります。

●　　◆選定の基準

　　　　１．プロジェクトは、その土地において重要

　　　　　とみられているか、域いはその上地のみに

　　　　　眼らず謹の目からも重要とみられている問

　　　　　題又はニーズを対象とするものでなければ

　　　　　なりません。

　　　　２．プロジェクトは、慨なる金銭的な奉仕で

　　　　　なく、クラブ会員の大半又は全員が直接参

　　　　　加するようなものでなければなりません。

　　　　３．プロジェクトは、他のロータリー・クラ

　　　　　ブもこれと競争して行うことができるよう

　　　　　なものでなければなりません。

　　　　４．プロジェクトは、当該年度に始められた

-

ついて

　　　意義ある業績賞委員会

　　　委員長菅生　浩三(大阪北)

　ものであることを要しないが、そのプロジ

　ェクトが現に実施中のものか、又はその表

　彰の行われるロータリー年度に終わるもの

　でなければなりません。

５．同一プロジェクトについて、重ねて業績

　の認証を受けることはできません。

◆選定の手続

１．各クラブは、表彰申請書を、できるだけ

　詳しい資料を添えて、10月31日（木）までに、

　ガバナー事務所気付「意業ある業績賞委員

　会」宛提出して下さい。

２．「意義ある業績賞委員会」は、12月１日ま

　でに会議を開き、５クラブまでを限度とし

　て受賞候補クラブを選び、これをガバナー

　に申請します。

３．ガバナーは、その中の１クラブを選んで、

　ＲＩに選定を証明する手続をとります。

４．ＲＩから正式の認定状が送付されてきま

　すと、ガバナーは地区大会でこの認定状を

　受賞クラブに贈凪して表彰します。

３　－



本年度地区委員会活動計画（り）1）

◆地区ガバナー指名委員会

　　　　　　　　　剔1長　菅生　浩三吠阪｡|ﾛ

1）地区ガバナー指名委員仝規約に基づき、

　ガバナー1j信２号において、1994～95年度

　の地区ガバナー・ノミニー候補者の指1･;案

　を各クラブより提出するよう要請し、その

　最終期限を９月末日とする。

2）10月lll以降、出来るだけ早く指名委員

　仝を開き、候補者の指名を行い、ガバナー

　1j信６号乃至７号で公示し、７号乃至８号

　でガバナー・ノミニーの宣言を行う。

◆意義ある業績賞委員会

　　　　　　　　委員長　菅生　浩三（大阪北）

Ｄ　ガバナー月信２号において、選定基準と

　委員会に関する発表を行い、申請期限を10

　月末日とすることを公示する。（申請手続

　きについては手続要覧42～43頁参照）

2）12月１日までに選考委員会を開催し、５

　クラブまでを限度として、受賞クラブを選

　び、ガバナーに送達する。

3）各ロータリークラブに対して、幅広い奉

　仕活動の実践につき積極的に申請すること

　を勧奨する。

◆会員増強委員会

　　　　　　　　委a長　山本　三雄(大阪大淀)

1.各クラブの会員増強意欲の盛りたてをは

　かり、会員増強推進フォーラムを企画し実

　行していただき、各クラブの会員増強を可

　能な限り新しい会員を獲得していただきた

　い。

2.会員歴５年以上の方でまだ一人も会員増

　強をしていない会員に是非会員増強をして

　いただく、各クラブでの会員増強委員会の

　委員会活動を活性化していただくよう卓話

　及びスライドで増強委員会の活性化に努力

　する。

3.5(咄未満のクラブの仝員増強を|附図こ引

　き続き収点的に、各クラブ会員増強委員会

　と接触し、会員増強意欲の推進を引き出す

　よう具･体策を検討する。

４．各クラブの会員増強の実態を､調査し、減

　少クラブ、及び、増強出来ないクラブ、退

　会会員の多いクラブ、の実態を究明し、原

　因の検討会を開く。

５．職業分類表の充填及び未充填分類表を肖

　考し、職業分類委員会及び会員選考委員会

　の人々にも積極的に全員増強委員会に協力

　していただく。

◆広報・雑誌委員会

　　　　　　　　　委員jを　足速　忠利（吹聞

１．８月上旬にクラブ広報・雑誌委員長会議

　を開催し、本年度の地区としての基本的な

　考え方を説明する。

２．９月ﾄﾞ旬に在阪主‾嬰新聞、放送、通信社

　の幹部とガバナーとの懇談会を開催。

３．毎月一回、「ロータリー・広報ニュース」

　を発行し、マスコミを中心に約50社に送付

　して、広報に務める。

４．「ビデオ・スライド銀行」のビデオ作品を

　各クラブの4i話の時間に観ていただくよう

　徹底した依頼活動を行う。

５．「ロータリーの友」英語版を、各クラブの

　海外姉妹クラブに送付し、日本のロータリ

　ーの現状の一端を知らせる。

◆規定情報委員会

　　　　　　　　委員長　土＃　IE裕（大阪北）

1.1992年規定審議会で決まった諸規定改正

　点のクラブヘの周知

　　「標準ロータリークラブ定款」「推奨ロー

　タリークラブ細則」「手続要覧」の1992年７

４

●

●



リ

LJ

JjlHからの改llﾐ点を、クラブ･委員長会議

をIII･期に開催して説明する等クラブヘの周

知に努める。

　システム・マニュアルの改訂

イ｝上記諸規定の改IEに伴い、情報「シス

　テム・マニュアル」の改訂を行なう。

口｝この機会に､「クラブにおけるシステム

　・マニュアル利川の実態」および「マニ

　ュアルの内容等に関するクラブの意見」

　について、アンケート調査を早急に行な

　い、改訂の参考に資する。

　　　　３．クラブのロータリー情報活動の実態把捉
●　　　　

と対応

　　　　　　　クラブにおけるロータリー情報活動の実

　　　　　態についても、アンケート調査を行い、こ

　　　　　れを集約して地区関係各位に配布するとと

　　　　　もに、

　　　　　イ）優れた活動および特色ある活動を行な

　　　　　　　っているクラブの事例を全クラブに紹介

　　　　　　　し、

　　　　　口）ロータリーの基本に照らして望ましく

　　　　　　　ないと思われる事例については、対応を

　　　　　　　考える。

●

４

　ロータリー理解推進月間Ｏ月）

　１月の「ロータリー理解推進月間」に、

各クラブがロータリー情報の必要性を強調

し、普及させるためのプログラムを実施す

ることを要請する。

○;t話銀行〉

１

２

　前年度の外部卓話講師の一部をクラブの

意見を聴いて入れ替える。

　地区内各クラブから推進を受けたロータ

リアンを、本年度の卓話講師に加える。

◆職業奉仕委員会

　　　　　　　　委員長　浅沼清太郎吠阪）

１．基　本　方　針

　　職業奉仕の意義、特に職業奉仕の新方針、

　職業宣言、四つのテスト、道徳律の意義に

　ついての理解をより深めることを推し進め

　る。

～

, ）

２

　職業奉什は、あくまでも全山固人が企業

において、職業倫理の向1こを目指す実践活

動であるが、同時に、職業奉什の新方針は、

従来ともすればなおざりにされてきた、ク

ラブ｀自身の任務、即ち、各クラブは個人が

倫理基準に従って行動することを鼓舞育成

すべき役割を担っていることを強調してい

る。

　特に本年度ＲＩ理事会は、ロータリーの

活性化を図るため指導者（リーダーシップ）

養成制度を導入し、職業奉仕部門において

は、会員個人による積極的な活動を促すよ

う、各クラブがより一層リーダーシップを

発揮して奨励することを期待している。

　職業倫理の向上を目指すのはロータリア

ンのみではないが、世の中に沢山ある団体

の中で、職業倫理の向上を目指して集まっ

ているのはロータリーだけであり、その意

義を再認識する必要がある。

　活　動　計　画

　クラブ会員の職業倫理を高めるため、主

として1990～’92年度実施の各活動を踏襲し

これを促進する。

（1）卓話及びフォーラム

　ア）職業奉仕の意義・会員個人の職業倫

　　理について

　　　（「ロータリアンの職業宣言」の配布）

　イ）四つのテストの推進について

　ウ）違法駐車問題について

　エ）産業廃棄物問題について

　オ）身障者に対する「職業相談プロジェ

　　クト」について

（2）会員の事業所見学

（3）職業活動表彰

（4）違法駐車問題解決に向けての具体的実

　践活動

　　1990～’91年度地区大全は、「地域社会

　の職業代表人として職業倫理の高揚を掲

　げるロータリアンは、その先達として全

　員及び会員の属する団体や企業の、マイ

　カー通勤や業務用車両の持ち帰りの自粛



を提唱し棹進すること｡」を決議している。

　そこで引続き、この大会決議に深くか

かかる違法駐車問題の解決に向けての腿

体的な活動を介し、職業倫理の向卜に努

めるとともに、経済諸団体等との協調を

進めて活動の拡大に努力する。

ア）「パークライトシール」の普及拡大に

　ついて

イ）「めいわく駐小追放モデル斜匙所宣

　に」の拡大について

ウ）「めいわく駐車追放啓発活動」への

　参加について

◆ロータリーボランティア活動委員会

　　　　　　　　委は長　杉本久仁一り斑中蛸

　社会奉仕部門において、３年間という試験

的プログラムとして取りllげられたが、所属

を変更して、引き続き存続する事になった。

　社会奉仕部門に於ける３年間の初年度、次

年度には、ロータリーボランティア・ビュー

ローの設立を中心に活動し、そして３年度に

は、ロータリアンの技能登録を行い、又個人

の国際的ボランティア活動に対し、ガバナー

表彰を受けた。

　現在、ロータリーボランティア活動委員会

設置クラブは14で、社会奉仕部門の所属であ

る。

　地区ロータりーボランティア委員会として

は、この所属を職業奉仕部門に変更すること、

又委員会の無いクラブでは、職業奉仕委員長

が担当者を指名し、職務に当たる事としてい

る。

1.ロータリーボランティア活動委員会の担

　当者に、技能登録の呼び掛けをお願いする。

　登録は、ロータリアンに眼らず、家族・口

　－ターアクト・ロータリー財団学友を対象

　とする。

２．ボランティア奉仕希望の事例の発見・要

　請は、四大奉仕委員長さんにお願いする。

３．地区内のボランティアに必要なリストは、

　各クラブで保管し、地区においては、国際

６

/1

的にご奉什JTiける方のリストの整備を行い、

要請に広じて活Jljする｡尚、国外の要､illjに

対しては、国際奉什委は長を通じて|!朴ll補

助金の申請をお願いする。

　個人の国際的なボランティア活動に対し

て、前年度に引き続き、ガバナー表彰をお

願いする。

◆社会奉仕委員会

　　　　　委旧を新注敬凶）大大叫）

①　高齢者問題

　●社合奏什活動のマニュアル

Ａ●老人収容施設の揚所、内容

　●高齢者雇用の際の政府からの

　　助成金

　●美しく老いる為の心身の

　　条件

Ｂ●寝たきりにならない為の

　　10項目

　●痴呆判定のスケール

Ｃ●Ｓ＆Ｃ　海遊館招待

　　　(Senior,Children

　　　と附き添いの三陸代)

紹毎

を紹介し。

自分自身

ロータリー

内、地域社

会への啓蒙

　Ｄ●高齢者の作文募集、審査、表彰

　Ｅ●特別養護老人ホームの介護者への憩い

　　　の場提供

　Ｆ●ＧＳＣ　ロータリアンの70才以ll

　　　高齢者の交流

　　　80％を占める元気な高齢者の方々が相

　　　集い、親睦を深め、情報を交換し、加

　　　えて病弱の方々、元ロータリアンの方

　　　々を助け合うクラブとする目的です。

　　　特にロータリークラブに屎ﾄ屋くを架

　　　すものでなく、柔軟なソフトな組織に

　　　したいものである。

②　地域社会への社会奉仕

　Ａ●全養護施設の紹介

　Ｂ●身障者雇用問題

　　●助成金の数々| 。Jム

　　●身障者の特技丿瑕り|

　Ｃ●養護施設の子供達の過去の白浜招待旅

●

●



●

●

　　　行、末参加名･へび)1!慮

　Ｄ●週末里親の紹介

　Ｅ●視覚障害者への配慮

　Ｆ●太陽の家訪問(|尋､!r者|'nl施設)

}jで　社会奉仕活動伺列集の編集提供

　以|･｡はもとより本来の社仝奉仕活動の理念

:こJぶずくものであり、又|申年度活動した地域

対策案のj友吸をふまえ、勘案した計画である。

◆環境保全委員会

　　　　　　　　　駒田　岡部　次郎爪　釦

⑤=本年度も各クラブ’に画　づ白プロジェクトを

　押しつけることなく、各クラブの自iﾓ的活

　動を積極的に撰進していただく。　これは委

　口合の駄本姿勢であり、現実に甲｡独クラブ

　或は地域を同じくする数クラブ合同で意義

　ある活動を実行していただいている。

ブクラブ環境保全委員長（担当者）会議を開

　催し、池クラブの活動を紹介レ参引こ供す

　る、

⊃「意識の昂揚」については既にロータリア

　ンは斜業したものとし、職域・地域を対象

　として実施していただくよう各クラブ｀にお

　願いする。例会の　jllの卓話のみが年間活

　動のすべてであっては困ると思う。

⑤本年度も環境問題について実地研修・見学

　合を明存に実施したい。計画としては「水

　質問題」をとりあげたいと考えている。

○環境保全問題はＲＩで、また全地区で積極

　的に取組んでいる間題なので、当地区に対

　してもいろいろと報告を求められることも

　多く、またアンケートに答える機会も多い

　が、これらすべてに対して当委員会として

　は誠実に対応してゆきたい。

○地珠サミットが６月にブラジルで開催され

　地珠規膜の環境問題への対応が論議される。

　ロータリアン個人、クラブ単位での身近な

　実践活動の域を越えて、ロータリーとして

　如何に貢献すべきか、何がなし得るかを長

　期的視点で考える初年でありたいと念願す

　る。

㎜ ■

◆青少年活動委員会

　　　　　　　　剔i長　西　　IIりIIﾛ､|いむ|り

１．ライラＲＹＬＡ（青少年指導お’養l友セミ

　ナー）の実施

　　目的と内容への理解か進みましたので、

　i’?少年の参加が大変多くなりました。一最近

　ではチームプレイとか環境問題とかのテー

　マを掲げて、活発な意見交換を行ない、参

　力|II7少年の意識に、大きな刺激をり･えてい

　ます｡これまで通り秋と春の２回実施しま

　す。

　　①|11のライラ　ホスト：茨木東RC

　　　1992年9FH2日～14日　大阪府立青少

　　　年野外活動センター（能勢町）

　　②海のライラ　ホスト：枚方くずはRC

　　　1993年5 1Tj2 11～4「|　大阪府立青少

　　　年海洋センター（岬町議輪）

２．少年少吹|ニコニコキャンプの実施

　　小学校５・６年生（４年生と中学１年生

　の参加も可）を対象に、２泊３Ｈのキャン

　プを通して、自然と親しみ、集団生活を体

　験して、新しい友だちも作ってもらおうと

　いうプログラムです。また、ライラの参加

　者やＲＡＣ・ＩＡＣの青少年をリーダーに

　して、リーダーとしての実地訓練をするこ

　とも目的です。昨年参加したりーダーは子

　どもたちとの交流を通して、すばらしい経

　験を得たようです。

　今年度は初めて海で実施いたします。

　　　1992年８月７日～９日　大阪府立青少

　　　　年海洋センター（岬町議輪）

　　　ホストクラブ：大阪西南ＲＣ

３．近隣四地区青少年活動委員長会議

　　昨年は開催できませんでしたので、今年

　度は秋に開催します。

４．ライラマニュアルの改訂

　　最近の資料を加えて改訂版を発行いたし

　ます。

７　－



◆ローターアクト委員会

　　　　　　　　到匝北村何づれ|申

出　地区内１９ＲＡＣは会は増強、出席率３囚

　難な問題を抱えながらもれいエネルギーに

　充ちた夫々のクラブらしい特色のある活動

　を展開している。又さまざまな地区行粕こ

　積極的に参加レ各クラブ問の交流は年毎

　に密接になり地区としてまとまった良い雰

　囲気の中で成長して来ているのはたいへん

　肖ばしい。之は各提唱ＲＣの援助、指導に

　よる効果が次第にもトりをみせて来たので

　あろう。各提唱ＲＣの一一層のご協力をお願

　いした。

（2）本年度の地区ローターアクトのターゲッ

　トは「咲かそうＲＡＣの花、広げようＲＡ

　Ｃの輪」で、ソフトに又着実にＲＡＣの広

　がりとその華やかな開花を計ろうとするも

　ので、地域社会への活動の場を一層広げて

　行く事を目指している。

（3）今年度最大の目標は新クラブの結成にあ

　る。 19番目の吹田ＲＡＣが設立されたのが

　1986年、現在迄６年間も新クラブが誕生し

　ていない。幸に山中ガバナーは青少年育成

　に見識、経験共に深く、積極的な抱負を持

　って居られるこの機会に是非とも数クラブ

　の結成にこぎつけたい。提唱の気運のある

　クラブに地区委員会ＲＡＣ地区役員で積極

　的に援助を行うと共に、地区内各ＲＣにＲ

　ＡＣのＰＲを展開したい。

（4）本年度の海外研修はシンガポール及び香

　港とし、現地ＲＡＣとの親善交流と社会奉

　仕活動を重点的に行い、観光、ショッピン

　グ等は出来るだけ控える計画を立てている。

（5）今年度より新しく世界ローターアクトＤ

　ＡＹ（３月13日）が定められたので、従来

　日本で行われてきた「全国統一ＲＡＣの日」

　　（９月）を之に統合し、地区行事としてチ

　ャリティウォークを開催し、広く一般市民

　の参加を呼びかける事にした。

８

◆インターアクト委員会

　　　　　　　　　剔匝　中島　孝:夫以　丿白

1）ヽ11委ｎ会は、提lljlll 9 R C の」ﾆI11解ヒliJ」を

　得て、加盟校顧問、インターアクターと協

　調、泰年度地区運営方針にもとづき、イン

　ターアクトの理想を実現すべく、活発な活

　動を展開する。

2）当年度の当番校、金光ハ尾高等学校（提

　唱八尾ＲＣ）が計画したサブテーマ

　　　　「水・私達の環境を見つめよう」

　を各クラブの活動に取り入れる。

3）海外研修は、現地インターアクトと交流

　し、11=μll理解を深める嘔を□1的とし、現

　地インターアクトと活動のありかたフォー

　ラムを計画する。

　　ホームスティによる現地の家庭生活にふ

　れ、家庭と友好を深めながら、相互の理解

　を得る。

　　　訪問地　米国カリフォルニア

　　　　　　　　　　　ロサンゼルス　６日間

4）インターアクトクラブ未提唱のロータリ

　ークラブに設政を働きかける。

　　学校単位のインターアクトクラブ提供と

　共に、地域内でのロータり一手づくりのイ

　ンターアクトクラブ設立を推進する。

5）地区委員会を充実し、地区としてのイン

　ターアクト運営方針を委員会が策定、諸活

　動の理解、運営分担を検討する。

●

●



●

●

　　　　　　　　　　　「ビデオ・スライド銀行」について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･j､Ⅲ･籾､i.£tUit5111」を　足j.|　忠利

　;忿のようなピデオ作lljIIIをjlj意しております。ロータリーの奉引丿舌●力のJ見1犬を、ぜひ。各クラブ｀

でごlなくな’さい｡

　●ビデオ作II､II1名

　　　〔ｉＴ〕「（;．Ｓ．Ｅ．）＝紆Fj究グルーフI」交換（16分）

　　　　　私どもの地区と海外のlil）（との間での交換ブIログラムで、それぞれ仕‘jiの違う若者５

　　　　　入を相手地区に約５週111j派遣して、現在のロータリアン家庭にホームステイして、そ

　　　　　の国、及び･諸施､没をjr究し、自分の専門叙iJ或のｌf‘究を行います。

　　　　　91年2 lj、4Sと々の1也|）（からアメリカのノースカロライナヘi垠遣しました５人の若者の

　　　　　体験を゛吸しくまとめたものです。

　　　C2j「インターアクト」「10う」･）

　　　　　若い入達のために、ロータリーが｀翁1111’､するクラブ’で、高1交IEが｀入会できます。91年の

　　　　　夏にシンガポールに研修旅行を行い、J見地のメンJベーとの交4奥を中心にまとめてあり

　　　　　ます。

　　　･加「こコこコキャンプ」（13分）

　　　　　　毎fF夏にj也|）（の行ilとして行います。小･？t交５年と６年のjFf具たちloo人ほどを、大

　　　　　　阪府能勢町の青少年野外活1カセンターに２泊３日で招待し、自然の豊かさ、団結の大

　　　　　　切さなどを勉!廸1してもらいます。

　　　　　　飯倉･吹さん、自分たちで作ったカレーライスのおいしかったことなどがまとめられて

　　　　　　います。

　　　（f）「身障児等rl浜旅行」（10分）

　　　　　恵まれない子供達120入ほどを、毎年１１月にr］浜旅行に招待しています。r･f共たちの

　　　　　楽しいＩＨのj（!S浪で･す。

　　　ぶ）「Ｓ＆Ｃ、ｉ４」旅館への招待」（８うｙ）

　　　　　　ｓ＆ｃとは、シルバーアンドチャイルドのことで、高齢者、孫、嫁など3 1!t代の人達

　　　　　　を大阪港にある海遊館に招待しています。

　　　哨）「海のライラ、山のライラ」（15分）

　　　　　　若い入jまが’2i自3 11の=共同4Ξi舌をj一じ、ま也域lt会で貢’S吠できるよう石涯fl釜を行うプ’ログ

　　　　　　ラムで海のライラは、大阪府淡輪の海洋センター、山のライラは、能勢町の野外活動

　　　　　　センターで行います。

　●製作r･定作品

　　　　　「ロータアクト」（7E成i斉）、「ロータり一員ｵ団」、「米山奨’蓼」

　●ご利川の方丿去について

　　　①　貸し出し、又は買い取りご希望の向きは、が｡ベナー事務所へお申込ください。

　　　　　　｛TEL : 06－634－7511、FAX:06－634－7500　蝕!当:j也区幹事菅生清ﾉri衛門）

　　　②　貸し出しは無料。ご使用後は、早目にご返却ください。

　　　　　　買い取りご希望の場合は、１水当り１‾万円です（送料含む）。

　　　（13）再生装;置は、各クラブで準備してください。

■お知らせ

ｏよ也区委員の変更

　山内尚隆君、退会のため地区ローターアクト

　委は辞任

ｏマンスリーレター１りｰ･12頁び)年間カレンダー

　1993年国際協議会

　1993年３月31日(水)～４月４日(日)一

　1993年３月31日(水)～４月８Ｈ(木)に旧゛正

　ＰＥＴＳ・次期地区委員長会議

　1993年４月１７日(土)一４月16日(匍に変更

ｏ摂津ＲＣ会長、ガバナー公式訪間日変史

　向件楠秋れ一橿村泰信れ、10月23日一12月18日

ｏ東大阪中ＲＣ事務局移転

　〒543大阪市天Ｅ寺区fi少辻町5-5丸善88

　シティハイツ303呼(8/1より、ＴＥＬ･ＦＡＸ従来通り)

９

訃 報

川嵩　一雄君（枚方くずはＲＣ）

　ヽ‾ﾄﾞ成４年６月4［1逝去（享年81才）

　明治43年12月10日生まれ

　昭和49年５月30日入会（チャーターメンバー

　1978～1979年度会長

　ポール・ハリス・フエロー

稲野　治兵衛君（大阪北ＲＣ）

　釣茂４年７月７日逝去（享年74才）

　大llﾓ７年１月21日生まれ

　昭和57年１月13日入会

　1983～’84年度　広報委員長

　1990～’91年度　職業奉仕担当理事

　　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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文　庫　通　信

　ロータり一文庫にはロータり一関係のrいITな文献や視聴覚資料など、｜万1;T々り.I､･:が収集（

分類・整備され、皆様のご利用に備えております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

　ロータり一の研究や､渚活動のために、ぜひご活Jljくださるようお待ちしております｡　　　｜

　　　　　　　　　　　　　　　　★利　用　方　法★　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

　文庫資料は自由に閲覧出来ますが、電話や､吟仁によるお問合せも承ります。お問合せは問

接では要領を得ない場合がありますので、なるべくご水入からllll:接お願い致します。

（文庫資料をご希望の場合は）

●発行先に在庫のある資料については、発行児をご紹介致します。

●絶版のものは実費（１枚20円十送料）でコピーサービスを致します。

●徹夜資料はご希望により無料進lly致します。

（貸　出　し）

●-般資料（印刷物）の貸出しは出来ませんが、視聴覚資料（ビデオ・スライド・フ四レム）

　は斤約制（申込用紙有）で貸出し致します。

（登録資料の紹介）

●「資料目録」をクラブ服務所に備付用として１セット（3H廿）をお送りしてありますので、

　ご利用願います。「目録」をご希望の場合はお申込みください。

●「ガバナー月信」に「文庫通信」欄を設けさせて頂き、皆様のご参参になるような資料の紹

　介を致しております。

（こヽ｀　寄　贈）

●個人の著作、クラブ発行のもの、地区発行のもの等々、いずれも内外を問わずロータリー

　に関する資料をご寄贈願います。文庫に保存して皆様のお役に政てさせて頂きます。

　　　　　　　　　　　　★半年間に登録された資料の中から★

○「はじめてのロータリー（拡大情報マニュアル）」田中　毅　即）O年113八

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先＝酉犀川RC�0797-22-（）084〕

○「ロータリー財団マニュアル（地区及びクラブＲ財ﾄ月委は会のための）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D.2580990～92）1991年19日（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先＝D.2580�03-35（）6-H02〕

○「ロータリー活動の理念と実践について思う」森　紀1　1991年272既

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込児＝森　紀l�0489-74-6474〕

○「高校生の留学と教育の国際化」毛利公匝　1991年177頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先＝新居浜RC�0897-34-6767〕

⑤「新人会員のためのロータリー人門」森　紀1　1992年85践

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先＝森　紀l�o489-7ト0474〕

○「S.A.A.」大館北R C　1992年８頁　　　〔申込先＝大館北RC�0186-19-2098〕

○「職業参仕実践服例集JD.2590　1992年80頁　　〔申込先＝D.2590�O↓1-246-2590〕

○「ロータリー旱わかり（新人会員教育用資料）JD.2550　1992年40頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先＝D.2550豊0287-トト2662〕

口

ガバナー

タリー文庫

国際ロータリー第2660地区

φ呼吸ふ， 〒542大阪市中央区難波5-ト60

　　　南海サウスタワーホテル大阪1403号室

　　　電話大阪(06)634-7511
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青少年活前月即 こあたって

ｶﾞﾊﾞﾅｰ　φ泰久i，

　むせ返るような暑･さの８月もやっと過ぎましたが、会長さん、幹･jiさん、お変わりあり

ませんか。

　8 JIは孟蘭盆の月で（仏を敬い、兇il［に感謝し、この||ljをすでに去りし友人、知人に憶

いを馳せる］「過去を憶ふJI」であります。

　そして、さわやかな秋風と共にやっとや９てきた、澄みわた９た青い‘空の9 JIはお彼岸

　（仏の||lj界、そして次の11jJに思いをはせる）を迎える等、「未来を想ふ月」であります。

このJ］をロータリーが青少年月間にしたこともむべなるかなと思います。

　さて、ロータリーの青少年｡奉什についても私たちのロータり一の兇刃･たちは常にいろい

ろな試行錯誤を重ねながら最良の実践方法を模索し、すばらしい実践の町1を残してくれま

した。

　即ち、ロータり一の初期には困っているむ者を金銭トで助けようという素朴な実践から

やり始めました。これが貧しい学生に対する「奨学金制度」であります。勿論これはすば

らしい活動であり今も脈々と絞いているのはいうまでもありません。が、しかしこれは財

源に限りありすべての訟？生を助けることはできず、り･えられるものと選からはずれたも

のとの間に|喩しい区別をせねばならぬ問題があり、やがてロータリーは与える奉仕に敏行

して育てる青少年奉仕に目を向けるようになりました。

　私たちすべてのロータリアンも昔は少年であり青年でありました。なるが故に育てる奉

仕がもう一段と浄化され、台てるだけでなく、もう　一歩ふみこんで打ち解けた。

　　　　　　　　　　　　「For　Y（）uth　から　With　Youth」へ

揖］ち青少年に「対して」ではなくl?少年と「こJIﾐに」の考えが強く打ち出されてまいりました。

　ロータリアン自身がロータリークラブでll々人格の研錯を積みロータリアンどうしが親

睦と奉什を通じておたがいの心を増幅しあうことで「よりよいあなたを」をつくり「より

よい私」をつくるクラブ制度である、1960年代になるとその点に着目した発想があらわれ、

ロータリーは青少年活動にクラブ形態による実践方法を考え出した。

　これが1962年の「インターアクトクラブ」であり、1965年の「ローターアクトクラブ」で

あります。クラブ制度によって良い青少年の輪を大きく育てようとするものであります。

　絞いて1970年以降には「ＲＹＬＡ」「指導者キャンプ」等のセミナー形式による実践方法

が開発され更に「青少年交換」や「研究グループ交換」等の国際交流形態による方法も提

唱されて現在に至っております。

　ＲＡＣ．ＩＡＣ．の活動が始まった当初は、果たしてこのようなクラブ活動がll本で定

着するのであろうかと大変危惧されたのは事実であります。

　||本での受験制度（ＩＡＣ）による問題のみでなく、多くのロータリアンには青少年奉

仕は単に「与える奉仕」の発想しかなかった当時に「共に考え、共に活動し、共に切瑳

琢磨する」クラブ活動を通じての町1まで一足飛びに飛び越えたので簡甲｡にな巳めなかった

２
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からだと思います、

　今から18年前当地区（:466地区時代）にやっと５つのＲＡＣ．ができあがり独みlにＲＡＣ．

の地区絹織をこしらえようという頃に、３年間のローターアクトの地区委員長を仰せっか

りました、

　足委員長の||IJパさん（現ＤＰＧ）や前委は長ヽﾄﾞ桧さん（和歌山I↑濯IJ坊ＲＣ）の御指導を

得て、若い彼らとそして彼女らと共にものを考え、共に旅をし、共に語り合い、次の世代

の人々を育てることに大きな喜びを覚え、具に奉仕活動をさせて頂きました。

　それまでに得てきた払の人生経験を、人問としての私の考え万を、ロータリーで得た奉

仕に村する知恵を、桔･杯衿人たちに、受け取って頂けるよう努力しました。

　が、しかし逆に、その若人たちのきまじめなものの考え方、未知なるものへの旺盛な知識

欲、ひたむきな情熱、すばらしい迫力などに、たびたび驚き、むしろ私白身大きな感動を

覚え、かつ教えられることも多くありました。

　引き続いてインターアクトの地区委員長を２年させて頂く機会に恵まれました。高校生

の若人たちの何かを得ようとするひたむきな心に触れまた、顧問の先生方の少しでも他人

への思いやりと感謝を高校生たちに侍だせようとする大変な努力に接し、これまた誠に大

きな感動といろいろな思い出を侍つことができました。

　その頃初めてロータリアンになった喜びを心から思えるようになったといって過言であ

りません。

　その頃の多くのインターアクターたちが、引き続きローターアクターになり、立派な社

会人として活躍し、中には母佼の光生になり、顧問を務めている人もおります。ローター

アクターたちの中にはト数人がロータリアンとなり、随所で大変な活躍をされております。

顧問の先生とは、18年もの長い間おつき合い願っておる方もあり、今もってそのころの多

くの衿人たちと嬉しい交流が続いております。

　幸いロータリーの先輩たちは、ロータリーの青少年奉仕にこんなすばらしい実践の形を

作ってくれております。高齢化が進み、目まぐるしく変化するこの時代に今ほど次の既代

を背負う青年たちを考えることの大切なときはないと思います。

　会長さん、幹雅さん、ＩＡＣ．ＲＡＣ．の設茫育成に力を尽くして頂くことを心から切望

するのであります。

　ロータリー財団国際親善奨学生、青少年交換、ＧＳＥなど民間では匪界最大の奨学制度

であり、米山奨学制度はその数においても金額においても文字通り民間としては日本最大

の奨学制度であります。それに加え、ＲＹＬＡ、ニコこコキャンプなど地区としては日々

熱心に取り組んでおります。これらの諸活動がこれほどすばらしくなったのは歴代のパス

トガバナーはいうに及ばず地区委員長、地区委員の大変なご尽力と地区内金口一一タリアン

の努力の賜物と心から感謝するものであります。

　事故を恐れていてはいかなる活動もできないという話もありますが、こと青少年に関

するかぎりには専門的教育を受けておらない我々ロータリアンとしては（一部の専門家は

おられますが）事故に対しては全知全能を尽くして細心の注意を払ってもなお払いすぎ

ることはないと思います。すなわち、青少年と共に活動するとはいうものの我々大人が青

少年を預かることの服大さをあらためて思うべきだと存じております。

　青少年月間にちなんで常々考えていることの一部を申しﾄlげ会長さん、幹事さんのます

ますのご活躍を念じあげます。

３



ロータリーと青少年奉仕

I'1少年帽陥|埋I圃.当

パ･ストガバナー　戸　　田 参

　青少年問題とロータリーとの問題は極めて深く、目｡つ遠い。 192�に少年保汚行収が行

われて以来、今日まで連綿と続き、多くの実践的ブログラムが行われている。

　ロータリアンが地域社会で、またIIlj界という大きな社会で、いかに熱心によい什㈲をし

つバすても、若い人達が自分の時代を迎えた時に、その指導力や奉仕の精神を受け継いで

くれなければ、ロータリアンの努力も歴史のひとこまとして途切れてしまうことになる。

　ロータリーは地球、匪界の将来を担う渥少年にバトンタッチして、より良き匪岑を引き

つぐ服要な役割を祖ってもらう為に多彩なプログラムを組み、次の基ﾉﾄﾞ的な田I勺を達成す

るよう、長期にわたり積極的に推進している。

　Ｄ世界各地の了･供達に恵まれた人生のスタートが切れるよう協力すること。

　2）機会と課題を与えることで、また、高い倫理観を奨励することによりが少年が幸福で

　　健全な市民になる為の援助をすること。

3）頭で理解するだけでなく、人類愛的な社会性や国際性を身につけ、他との協調と良き

　　習慣を体得できるよう援助すること。

これ等を具現するために各種の事業を行っている。

（Ξ）インターアクト・クラブ｀（IAC）1962年　14才～18才の高校生を対称

④ローターアクト・クラブ｀（RAC）1968年　18才～29才の青年ﾘ3久を対称

（Ξ）ロータリー青年指導者養成プログラム（RYLA）1971年　苔い指導者の育成と訓練

則玉I際青少年交換プログラム　1976年　相互留学により国際理解と親善の増進

④ハンデ｀ｨ・キャンブ’1976年　身障者と健常者のキャンプによる田際親善

（Ξ）ロータリー国際職業人交換（ROVE）1956年

　若い職業人の国際交流（18才～25才）

④ロータリー財団奨学制度　1947年　広い意昧での国際的青少年奉什であり、匪界最大級

　の奨学事業に成長している。

その他、非行、薬物乱用の防止、失業問題、職業指導など浪要な課題と取組んでいる。

○青少年奉仕に理解と情熱を

　「各ロータリアンは青少年の模範」の標語は私達のあるべき姿勢を示し、私達に各部門で

奉仕の理想を広げる機会を与えている。将来を託す青少年へのロータリーの参仕活動は、

私達の行った奉仕の100倍にも1､000倍にもふくらんで人類の幸福に寄与する力となること

を信じ全力を投入しなければならない。そのために真に必要なのは奨来を見透す長い目と、

青少年問題への正しい理解と、実行への燃える情熱と、一人ひとりのロータリアンの参加

こそが最も重要であろう。

｜
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少年少女ニコ
一

一 コキャンプ報告

　　　　地区ll陣年刮Jj剔ほ剔i露目佳彦

　去る8jj711から９日まで泉|徊郡岬町淡輪に

ある大阪府QI青少年海洋センターでR I 2660

地区の少年少久ニコニコキャンフIが人:阪西lh

RCのホストにより行われた。

　小学５、６年の児収74y;RAcのりーダー

8 y;ロータリアン1（）Zが|･1親、左生、ロータ

リアン等多数の見送りを受けて午後１時南海

屯車難波駅出発､Ｍ崎駅乗換え､淡輪駅で下車、

ほぽIJliへ徒歩約10分午後２時半に現地に到着。

　午後３時から入所式。戸田ＰＧが「小学生

の頃の楽しい思い出はいつまでも残るので皆

さんも楽しい思い出を作るように」､西地区委

員長が皆で楽しく友達を作るように」､松林セ

ンター所長が「決められたことをきっちり守

って楽しい生活を作I川lげるように」とそれ

ぞれ挨拶された。なお挨拶はされなかったが

大森ＧＮも参列された。式の後リーダーの紹

介、児童の班別編成、宿泊室の決定、班旗作

成、館内見学等あり。

　夕食後キャンプファイアが行われた。女性

り一ダーのりードで皆が声を合わせて祈るう

ちに、白衣を纒った２大の男性のリーダーの

扮する火の神が松明を持って現れ、櫓に組ん

だ薪に点火し、数人のリーダーが交替でリー

ドし、全員が火を囲んで歌と踊りに興ずるこ

と約１時間、やがて火の勢いの衰えたところ

で児童が目を閉じてドを向いている間に火が

消されてキャンプファイアは終わった。

　第２日目は台風10号の影響で天気が心配さ

れ午前に児童全員がＯＰヨット（１人乗り小

型ヨ･yト）に乗ることになった。リーダーか

ら組み立て方の説明を受けて皆で協力して組

み立て、ライフジャケットを付け、リーダー

が舵を握り児童は帆と舟を結ぶロープを持ち

これを緩めたり引き締めたりしてスピードを

調節した。風が少し強かったが却って舟がよ

く走って楽しそうだった。

５

　午後は体育館でドッヂボールに鰻じ、また

眸NIIﾐ､I::に色を塗る作業をした。

　タ万頃から強い雨が降りだし、野外炊さん

のj゛定か室内でのぐ食パーティーに変更され

た。リーダーがあらかじめ鉄板で焼肉、ソー

セージ、とうもろこし、焼きそば、豚肉と野

菜炒めを準備し男の児童がお握りを作り、果

物、ビール、ジュースなども添えられ盛沢山

の御馳走で児紀　リーダー、ロータリアンが

　一常に会しての楽しい集いであった。

　第３日目は台風の影響も全く消えＬ々の好

天気で波もなく児童待望の海水浴と決まった。

センターのすぐ北側にある一般の海水浴場で

奥行き100米幅700米をテトラポットと一部フェ

ンスで囲み､鮫やモーターボートの侵入の心配

の無いところで児厳達は喜々として水と戯れ

ていた。やがて西瓜割りとなり各班から１人

ずつ13人が試みた。命中しない子が多く命中

しても傷をつける程度。１人だけ見事に割っ

た子がいたが、腕を仲はした構えの良さは剣

道でもやっているのかと思わせた。最後にＲ

ＡＣのリーダーの１人がパワフルな一撃で２

つ割りにしたのは流石であった。児童がまだ

泳ぎたいとせがむうちにリーダーが海水浴の終

了を告げ、未練を残しつつセンターに戻った。

　昼食から山中ガバナーも参加されセンター

の食事と後片付けを体験された。午後１時か

ら退所式、山中ガバナーの挨拶と修了証書の

授与、松林所長の講評、久我ホストクラブ会

長のお礼の言葉、西委員長の閉会の言葉があ

って総ての行事を終え、午後２時15分センタ

ーのリーダーが整列して拍手で見送る中を別

れを惜しみながらセンターを出て予定どおり

午後４時先生や母親の出迎えを受け難波駅に

全員無事帰着した。

　今回は初めての海のキャンプで募集に当た

り参加希望者の人数の見通しを誤り小学４年

生はお断りし、関係の方々にご迷惑をおかけ

したことをお詫び致します。またご協力頂き

ました山中ガバナー始め地区のクラブ及びホ

ストクラブの皆様に厚く御礼申しＬげます。
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財団法人ロータリー米山記念奨学会
寄付金納入明細総合表

1992fl16 JIぶ】lj｣3μE(ili一位:IID

比夕
I凹1吊7H～1992午引|　間間人分分 　公Ｇ数

（１２口未）

　（Ｍ）

ＩＶＩい）

｀ﾄﾞ均涌

過　去　累　計　分
?いぞ,馴ヽj々 特jJII寄付金 　　　俘　　計

㎜㎜㎜㎜　　㎜　■　　　15､594,500

樫通寄付分 特別寄付金 狛　　，［

Z300 6.311，7F;0 9,252,750 3,239 ４，８１４

　　=■=-７==
８、１６３

1()1，112,485 92,943､936 194,056,421

2510 ９、５６１、()０() 24.178､699 33､739,699 4，r33 口9,024,9()() 115､759,326 254,784,226

2520 9j13､32() 8,980､330 18､093,650 3,577 5,058 128､050､947 85,919､758 213,970,705

25ぶ） 5､915､･1()0 10,693，412 16,638,812 2、798 5，946 87,332,550 69,622，190 156,954,7田

2800 ･1，536,5()() 8，169，196 12,705,696 2,124 5､981 58,386,800 33,939,011 92,325,8H

251()

25ぶ)

　7.421，450

　　　　　　-一一16,279､5()0

15,587､751 23,009,201 3,508 6,559 132,407,400 85,338,897 217,716,297

89,()69,252 105,348,752 5,026 20,960 207,316,2()0 592,396,698 799､742,898

2560 15､759､250 11、757､422 57､516､672 5､170 11、125 Z12､664､000 281、895,671 494､559､671

2570 H，021、200 25､957､024 :拓,978,224 ２、７１１ 13､640 109､590,125 205,039､948 314､630,073

j 2770 12,357,370 70,079,306 82､436,676 3,577 23,046 120,356,830 410,157,030 530,513,860

2580 ２１，１１３､４()０ 59,721，658 80,835,058 4､645 17,402 240,797,403 665,575､120 906,372,523

2750 2(),890､750 83,264,419 1()4,155,169 5,419 19,220 227,629,750 758,993､690 986,623,440

2590 12,316,250 63,697、115 76,013,365 3,0:38 25,020 127,990,250 封8,650,087 576,640,337

2780 13,2H、000 65､266､000 78,510､000 3,527 22,259 138,086、100 451，047,747 589,133､847

2790

26()0

15､656,000

　9､080､()()()

44,216,240

63,374,708

59,872,240

72,454,7()8

4,106 14,581 160,419,020 346,894，103 507,313,123

2,878 25,175 88,917,740 256,861，257 345,778,997

2760 17､203､5()0 65,3()4,473 82､507,973 5,827 14,159 202,341,850 535,508､529 737,850,379

2610 6､841、920 27,677､015 34,518､935 3,067 11，254 100,859,070 229,915,898 330､774,968

12620 17､083,750 41、118､137 58､201，887 4,313 13､494 178,449,250 229,813,482 408,262､732

263() 12,817、100 58,913,421 71､730,521 4,340 16,527 156､300,965 385,750､261 542､051､226

265() 27､371､750 135，198,242 162､569,992 6､235 26,073 306､371､845 1、115､3()4,277 1,421､676,122

2640 23,696,000 77，119,60() 100､815,600 3､821 26,384 234､904,350 581､895,595 816､799,945

2660 26.298.500 107､440,240 133,738,740 5,311 25,181 281､831,360 893,530,970 1，175,362,330

2680 13,876､750 50,0()3,408 63.880､158 4，105 15､561 156,510,860 256,233,462 412,744,322

2670 9､976､500 50,334､2()1 60,310､701 3,735 16､117 135,114､950 148,857,375 283,972､325

2690 15,362,950 46,549,666 61,912,616 3，954 15、658 138,389､050 246､987,2()3 385､376､263

2710 H、614、500 28,446､239 40,060､739 3,878 10,330 129,668､490 240,966､293 370,634,783

2700

2740

13,597,250

　6,672､670

31,315,076 44,912,326 3､796 11,831 147,449,300 216,695,460 364,H4,760

26､385,498 33,058､168 2,814 11.747 87,569,890 183,237,848 270,807,738

2720 10､277、1()0 22,791，548 33､068,648 3,437 9,621 104,696,570 131,878,187 236,574,757

2730 7，236､8()0 10,266,365 17,503､165 3,056 5､727 84､645､774 58,763,679 143,409,453

その他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 12,762,642 12､762,642

狛　，
| ’

H0,564,180 1,462,128,411 1,872,692,591 121,165 15,455 4,725,216,074 10,369,135,640 15,094,351,714

１．仝員数は1991年12Jj311j現在(“ロータりーの友"1992年３月g･より)

2.その蝕欄内訳　ljl際ロータり一東京大会賛助剰余金l0.379,693 ・ロータリー[1本50年史委員会1,0oo,ooo ・

　ll韓親片会議に於ける韓国より個人寄付196,670 ・ トロント大全朝食会委員会97,230 ・ウィリアム.R.ロビンスR.1.元仝

　jを110,495・台北上林扶輪社3oo,ooo ・台北大|司扶輪社35o,ooo ・R.I.D365o直li;j総裁朴昌源3o0,0oo ・その他28,554

3.{｀荊は半期分，返は返金，振は振替。

◆1992～'93年度地区合同委員会

　山中ガバナーの新年度初の地区行事である

｢地区合同委員会｣が７月11日(土)午前10時か

ら、新阪急ホテル紫の間で開催された。

　山中ガバナーはじめ菅生直前ガバナー伊瀬、

種田、戸田、世戸、中村、中西、板東、松本、

古田、武尾、各パストガバナーと大森ガバナ

ーノミニーの出席のもと、会議は津江孝夫地

区代表幹事の司会で進められた。

７

　今年度、当地区は「奉仕の理念と実践の調

和」を図り「バランスのとれた奉仕」を活動

方針としたい旨の山中ガバナーの挨拶、参加

者の紹介、菅生直前ガバナーの退任挨拶があ

って、引続き各委員長より本年度の方針と活

動計画の説明が行われた。本会議は予定通り

15時過に終了、恒例の通りロータリーソング

「手に手つないで」で幕を閉じた。
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寄付金納入明細書
199μF6H3()ll現在(lll一位：凹

1　19りリ117月～1992年６川　間間入金分 年　　問

　恪当り

過　去　累　計　分
　／／／ｆｌ

大阪住之江

大阪住占

樫通寄付金

　　　212,000

　　　503,500

　　　238,500

特淵寄付金

　1,030,000

合　　計 悍通寄付金 特別寄付金 合　　計

1，242,000

1，613,50()

1，289,500

4,737,000

4，000

6,000

4，500

5,000

4，132,000

6,211，100

12,393,930 16,525,930

1，110,000

1，051,000

12,139,640 18,350､740

ｌ大阪鶴見 1，405,750 7,141,640 8,547,390

ｌ大阪天満橋 537,000
4,200,000

　　　　一一一一一一一一

1，560，!20

2,910,000

5,732,700 19,085,530 24,818､230

大阪梅田 345,000 1，905，12() 5,000 4,067,000 11,850,941 15,917,941

｜大阪うつは･ 295,500 3,205,500 4，000

5,000

2,326,500

7,724,100

25,388,220 27,714,720

大　阪　西 　　　577,500

－-－---¬‥

　　　396,000

3,430,000 4,007,500 21，098,840 28,822,940

大阪淀川 1，879,000

1，940,000

　　　　　　0

2,275,000 4,000

一一･-一一-一一

4,500

2,000

5,845,200 14,308,676 20,153,876

摂　　　津 220,500 2，160,500 2,151,500 7,319,770 9,471,270

四　條　畷 50,000 50,000 938,750 4,423,500 5,362,250

吹　　　田 392,500

320,000

1，450,000 1，842,500

1，500,000

3,750 5,753,750 20,121,060 25,874,810

Ｔ　　　里 1，180,000 4,000 3,697,000 14,348,290 18,045,290

ｉ吹　田　西 282,000 I，040,000 1，322,000 4､000 2,223,000 13,466,080 15,689,080

交　　　野 306,000 1,650,000 1，956,000

1,005,500

6,000 1，616,000 6,160,860 7,776,860

高　　　槻 465,500 540,000 7,000 4,449,650 7,132,726 11,582,376

高　槻　東 280,000 740,000 1，020,000 5,000 2,920,500 9,601,070 12,521,570

豊　　　中 415,250 580,000 995,150 5,500 6,299,350 13,081,342 19,380,692

回申一人|阪
IE目原’ダi巷

508,000 3,270,000 3,778,000 8,000 5,295,750 14,745,290 20,041,040

豊　中　南 343,750
　　一一一一

372,500

1，040,000 1，383,750

2,522,500

5,500 5,210,510 15,682,560 20,893,070

八　　　尾 2，150,000 5，000 6､080,200 18,546,080 24,626,280

八　尾　束 297,500 1，140,000 1，437,500 5,000 3,774,750 12,616,015 16,390,765

ハ尾中爽 250,000 1，590,000 1,840,000 5,000 2,040,000 11,084,640 13,124,640

東大阪西 162､000 1,050,000 1,212,000 3,000

　－一一一一
6,000

一一一一
4,000

1,038､000 8,142,140 9,180,140

大阪北淀 348,000 2,440,000 2,788,000 1,730,000 5,810,574 7,540,574

大阪東南

大阪阪和

264,000 1,560,000 1,824,000 1,424,000 5,122,000 6,546,000

242,500 2,050,000 2,292,500 5,000

5,000

1,243,500 5,140,000 6,383,500

豊中千里 200,000 300,000 500,000 1,112,500 2，150,000 3,262,500

大阪堂島 244,000 2，110,000 2,354,000 4,000 1，102,000 8,710,000 9,812,000

大　阪　城 81,000 100,000 181,000 3,000 310,500 1,309,092 1,619,592

大阪船場 348,000 940,000 1，288,000 6,000 960,000 4,289,000 5,249,000

大阪梅田東 230,000 1，050,000 1，280,000 4,000 996,000 2,290,000 3,286,000

大阪大王寺 309,000 1,830,000 2,139,000 6,000 912,000 5,215,000 6,127,000

高　槻　西 205,000 ０ 205,000 5，000 575,000 600,000 1,175,000

吹田汪坂 178,000 1，230,000 1,408,000 4,000 348,000 2,780,000 3,128,000

大阪本町 169,500 2,760,000 2,929,500 3,000 169,500 3,360,000 3,529,500

大阪北梅田 124,000 ０ 124,000 2,000 124,000 ０ 124,000

大阪ちややまち 124,000 ０ 124,000 2，000 124,000 ０ 124,000

そ　の　池 ０ ０ ０ ０ ０ 1,122,163 1,122,163

９
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大　　　乗

車　大　阪

乗大阪東

乗大阪中

乗大阪西

枚　　　方

枚方くずは

茨　　　木

茨

池

池田

門
交
箕

木　東

　　田

くれは

　　真

　　野

箕面中央

守　　　目

寝　屋　川

大　　　阪

大阪阿倍野

大阪ちややまち

大阪中央

大阪堂島

大阪阪南

大阪阪和

大　阪　東

大阪東淀

大阪平野

犬阪本町

人　阪　城

大阪城南

大阪城東

大阪柏原

大　阪　北

大坂北梅田

大坂北淀

南
港

阪
阪

大
大

大阪難波

期初の

包i数
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　67

　60
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　31

　49

　68
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大阪なにわ

大阪|匈西

大　阪　西

大阪大手前

大阪大淀

大阪西北

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

大阪城北

大阪住之江

大阪住吉

大阪天満橋

大阪天王寺

大阪東南
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大阪梅田

鮒Jの

会員数
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　73
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　57
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　48
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大阪梅出167

大阪梅田束1　62
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平均出席率

96.59％
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本年度地区委員会活動計画(やの2)

◆世界社会奉仕委員会

　　　　　　　　　委は長　堀内　　顕(八叱帽

Ｉ　活　動　方　針

　｢匯･界社公布什活動は、ロータリアンの成熟

のバロメーターである｡｣今、匪界社会は苦し

んでいる。匪界人目の２／３の人々は､栄養失

調、飢餓、貧困のために、その日-目を生き

るために苦闘している状態である。

　ロータリーの世界社合奏什(W.C.S.)は、地

区と地区、またはクラブ｀とクラブの協力、そ

の他の方法で生活の向上、自立のための開発

の援助を主としながら、岡垣を越えて奉仕を

する部門である。

　過去の顕著な実績に加えて、地区内ロータ

リアン全員参加を目指し、充実した意義ある

奉仕が展開できるように地区プロジェクトを

計画すると共に、情報の交換や協力を励まし、

効果的な活動を実施するために努力する。

II　活　動　計　画

　１．全クラブ内に世界社会奉仕担当委員を置

　くように奨励する。

２．Ｗ．Ｃ．Ｓ．布什の理解を深め､かつ積極的

　に協力し、活動できるように広報活動を行

　う。

３．援助の必要を調査、視察する旅を８月４

　日～８月14日の期間で実施する。

４．世界に頻発する災害発生時には、各クラ

　ブの協力を得て募金し、適切な救援活動に

　参加する。

５．各クラブからは一人当り5､000円の拠出

　金を受け、地区合同のプロジェクトを実施、

　奉仕する。但し、会員一人当り5､000円以

　上負担のクラブ単独IVCS事業実施のクラ

　ブは除く。

◆青少年交換委員会

　　　　　　　　委員長　八木　頼夫(大阪)

Ｉ　主な年間活動

１．交換学生派遣受け入れに関する折衝実務。

２．派遣及び受け入れ交換学生オリエンテー

　ション開催。

３．交換学生歓送迎合。

４．ホストクラブ、ホストファミリーのオリ

　エンテーション開催。

一

５．来阪学生に就いてホストファミリーより

　の率直な意見の聴取。

６．来日学生を囲む新年金をＲＥＸ（ＯＢ）学生

　と其に開催し、来日学生の４ヶ月余の間に

　おける日本語能力向上度合を試聴する。

７．派遣された日本人学生よりのアンケート

　調査（待遇及び小遣い等に就いて）。

８．交換国へ派遣される日本人学生の為に交

　換国地区委員長並びに其の関係者よりのア

　ドバイスに就いてアンケート調査をする。

９．来日学生が通学する高等学校選択の検討

　を続行する。

10.宋版学生の感想文発行並びに学生受け入

　れ高校、ホストクラブ、ホストファミリー

　ヘの感謝状贈呈及び帰国学生への青少年交

　換留学ディプローマ授与。

11 ｡ 広島研修旅行、禅寺一日研修等を計画。

II青少年交換計画と交換ファンド

　青少年交換は、国際理解、国際親善、善意

の交換を目標とした手造りの奉仕活動である

と考えられる。従って関係者の苦労と忍耐に

は心から感謝したい。

　　今年度（1992～1993年）と前年度（1991

　～1992年）の長期、短期交換の状況は別記

　の通りである。

　　青少年交換は一般の学生のみならずロー

　タリアンによる多大の奉仕援助で成立する

　ものであるから、ロータリアンの子弟の積

　極的な参加を求めたいと思う。

　　前年度より増額を頂いた結果、交換ファ

　ンドの為に地区の全員から年間3､000円の

　換金を頂き、それを交換計画実施経費とし

　て交換学生ホストクラブの援助費等に当て

　る事とする（長期交換に対してのみ）。

　　レックス（交換学生ＯＢ、ＯＧ）にその活

　動を充実していくよう援助し、来日及び派

　遣交換学生のオリエンテーション等に際し

　て、各自の体験を生かし具体的な交換生活

　を説明させる。またレックス学生には、口

　一ターアクト、インターアクトに入るよう

　薦め、ロータリーとの縁が切れないように

　したい。

　　毎年度、新たに長期、短期青少年交換に

　参加するクラブを見出し４～５年に一度は

ロー



各クラブが青少年交換を実施されるよう求

めたい。

◆国際交流・平和委員会

　　　　　　　　要は長　松本　一夫（川副啖）

１）メルボルン国際大会

　　1992～1993年の国際大会は、オーストラ

　リア・メルボルンで1993年５月23目～26日

　の４日間開催されます。観光地としても大

　変人気のある場所なので、多くの参加名-が

　期待されますが、あらゆる機会を通じてメ

　ルボルン国際大会参加をアピールしたい。

２）姉妹・友好クラブ

　　姉妹・友好クラブの交流も各クラブ｀とも

　活発になってきてはいるものの、実際の具

　体的な交流がどのような形で行われている

　か、アンケート等を行って、各クラブの状

　況を把握し、ガバナー月信に掲載して、他

　クラブの交流を促す。又、まだ姉妹・友好

　クラブを侍たないクラブに積極的にアピー

　ルしていきます。

３）友情交換

　　地区各委員長会議およびガバナー月信等

　を利用して、知識の充実、各ロータリアン

　の意識の向上を目指す。

４）世界親睦活動（WFA）

　　色々な趣味を通じて国際交流を図ってい

　る親睦クラブがあるということを、委員長

　会議を通じて、各ロータリアンヘ伝達し、

　その後実際に参加希望者がいれば、積極的

　に案内を行う。

５）平和委員会

　　1993年２月の国際理解月間中に各クラブ

　において平和プログラムを間催していただ

　き、結果報告をしてもらい、ガバナー月信

　等で紹介する。

６）伝　　　　　達

　　国際交流及び平和委員会に関する通知、

　伝達事項及び国際大会に関する事項はガバ

　ナ一月信にできるだけ掲載し、各クラブヘ

　伝達していく。

　〈そ　の　他〉

　　各クラブにおいて国際交流・平和委員会

　のないクラブには設置のお願いをする。

◆ロータリー財団委員会

　　　　　　　　委員長　古田　敬三(大　阪)

ロータリー財団委員会の責務

辺

１．ロータリー財団が匪界理解とヽﾄﾞ和の為に

　極めて服｡要なブログラムを実行しつつある

　ことを地区ロータリアンに認蔵して政うこ

　とにつとめる。

２．地区ガバナーが地区内各クラブが財団ブ

　ログラムを推進するにつき援助協力する。

３．財|寸I各小委員会活動の調整を図る。

４．ガバナーの決定した1992～'93年度一一般寄

　付加の目標達成に協力する。

５．財団の新しいシェア・システムについて

　地区内各クラブに説明、今後の理解協力を

　求める。

６．地区大会において表彰されるべきロータ

　リー財団特別功労章、ロータリー財団功労

　章、ロータリー財団地区参仕賞、各候補者

　をガバナーに推薦する。

◆財団国際親善奨学金委員会

　　　　　　　　　委員長　塩川　二朗(T･　則

本年度の活動計画

　1.1993～'94年度奨学金受領候補者の地区選

　考は、本年６月13日および20日の二次にわ

　たって実施されたが、各候補者について地

　区確認事項を記載した申請書を、７月末ま

　でに財団本部に送付予定。

　２．財団本部から合格内示の送付あリ次第

　(10月頃)、奨学生および顧問ロータリアン

　合同の第１回オリエンテーションを間催し、

　来年３月に第２[司として中間報告を行い、

　５月には壮行会を兼ねて第３回目を催す予

　定。また、その機会に適当な講師を招き、

　文化、宗教、経済、マナー等のレクチャー

　を実施する。

　３．本年12月19目の各クラブ財団委員長会議

　では、奨学生の現況を報告するとともに、

　1994～'95年度から適用されるシェアシステ

　ムについて説明する予定。

　4.1994～'95年度奨学生についての申請書受

　付け、クラブ受付締切りを1993年４月ド旬、

　ガバナー事務所受付締切りを５月中旬とし、

　選考試験は６月中に二次にわたって実施す

　る予定。

◆財団増進委員会

　　　　　　　　委は長　田中　穣二吠阪西南）

活　動　方　針

　1）地区ロータリー財団委員長を中心として、

　財団各小委員仝との緊密な連絡の下に、ロ

●
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●

●

　―タり一財141の意義や活動に対するロータ

　リアンの､認､l鑑と|’|覚を深めるとjlﾐに、|!4j･ll

　フログラム捕進のための金銭的妃持と参加

　をもとめる。

21　参年度の　一般寄付目標額を１入当り　120

　ドル以llとし、その達|友につとめる。

3）1994～’95年度より実施されるシェア・シ

　ステムにつき検討し情報を収集する。

活　動　計　画

　I）増進委員会を適時|剛崔して、地区および

　各クラブ’の現況を把捉し、答クラブ’に必要

　な情報・資料を提供して増進につとめる。

　またガバナー月f､IHJ」り･およびIJμj･にそ

　の成績を発表する。

　２）跨クラブ･に対してボール・ハリスフェロ

　ー、ホール・ハリス準フェローおよび･マル

　チフ･ルホール・ハリスフェローの増力||をお

　|如いする。

　3）9 1j2611（ljl則催のクラブ財ﾄll委員長会

　議をホストし、各クラブ委員長と地区財ﾄj･|

　関係者との連絡を深め財団増進活動の円滑

　な推進をはかる。

　４）ロータり一財団月間（11JDには各クラブ

　にふさわしい行事の実施を要請する。

　5）財団lilb･r75周年に際して裴［請されている

　ベネファクター（1995～’96年度までに各地

　区で最低75名）の勧誘に努力する。

　６）ＩＧＦ組別に委ほが担当し、財ﾄ11活動の

　報告と情報を提供する。

◆財団学友委員会

　　　　　　　　訳出　大坪　勝利（4JIIljq）

　今年度の財|寸|学友委員会の活動方針はＰＳＣ

（パストサーピスクラブ）を中心として活動致

したく思います。

ＰＳＣと学友委員会の課題

（））ＰＳＣメンバーの白□|勺活動の定例会合

　の場所として喫茶店･|゛野屋３階に集合し次

　年度出発r･定財団奨学生とその顧旧|ロータ

　リアン及び奨学生ＯＢであるＰＳＣメンバ

　ーと学友委ａ会委11との合Ilij例仝として実

　行したく思います。（2､4､6､9、11Jj第１金

　曜日午後6::10より）

（2）年１回のＰＳＣ総会（今年度は８月22日

　（|こ）午後5:30～YMCA全館）には1992年度

　帰国歓迎報告仝にはオブザーバーとして次

　年度出発ｆ定奨学生とその顧問ロータリア

に;

　ンも参加していただきたく思いますので関

　係委は会とも打ち合せをしたく思います。

（3）帰国奨学生がスポンサークラブでの報;l;-

　義務完j’後、ＰＳＣメンバーとしてメンバ

　ー同志の交流を深め、将水口一タり一クラ

　ブに入会する･削こ完駆けた奨学生０．８．を

　海外経験を生かせるようにする･liが我々の

　財団学友委員会の大･Kな役目であると思い

　ます。

川　財団学友委員会とＰＳＣの役割り

　（イ）財団奨学生は出発前にロータりーの理

　　念を学ぶ機仝が少なく、留学完の国と志

　　９咬には興味を多分に持っているが、口

　　一タり一活動を珊解して参仕の　一部とし

　　て奨学生制度を活用しようという目的意

　　､諮を持つことが大･外だと思われますので

　　その点についてｰ緒に､活し合いをしたく

　　思います。

　（ロ）帰国後義務的にスポンサークラブ･とそ

　　の近隣クラブヘは海外体験談の4ぇ話に行

　　くが、その後ロータり一の経験を継続的

　　に将来に結び付けて自己啓発の機会がな

　　い為、帰国後ロータリークラブとの交流

　　において距離感が出来、数年でロータリ

　　ーと自然疎遠となる為、そのクラブの顧

　　間ロータリアンに財|ヽtl学友委iiとして連

　　絡をし、たえずコミュニケーションが図

　　れるようにしたいと思います。

　（ハ）仲前委員長が整備された財団学友会の

　　お簿が完成次第各クラブのロータりー財

　　|･|･|委ii長及び歴代顧問ロータリアン（各

　　クラブ｀を通じて）並びに学友会全員に送

　　付致します。

　（注）（1）のＰＳＣメンバー定例会場の平野屎

　　を８月より大阪国際交流センターホテル

　　内レストラン（パンジーステンドの間）に

　　変更致します。開催月も２い1、6、8、10、

　　12月と隔｝Ｈ則催致します。（第１金曜日

　　午後６時30分より）

◆研究グループ交換委員会

　　　　　　　　委員長　細江　　重(大阪淑淀)

方　　　針

　１．本年度にはG.S.E.は実施しないが前年

　度D7690ノースカロライナチームの受入れ

　についての友省、並びに次年度にはD5650

　ネブラスカとの受入れ派遣を単年度内に実



　施せねばならないので、可能な|辰りの準備

　に務める。

2.D5650ネブラスカとのG.S.E.は、1993

　(平成５)年秋に来阪、1994(平成６)年存に

　派遣との合意を得ているので、本年度末に

　は派遣メンバーを決定し、米|]受入れの時

　には合同活動するべく準備する。

３．次々l口|のG.S.E.はD1760T4jフランス或

　はD2400南スウェーデンと組合せ希望が合

　致した段階であるが、進展実施させるよう

　鋭意交渉を重ねる。

計　　　面

1992年

　７月 第１回委員会（委員会の統･方針

の決定、ノースカロライナ受入れ

の反省）

　８月　第２［司委員会（ネブラスカとの受

　　　　入れ派遣計画立案開始、派遣|寸1募

　　　　集計画開始）

　９月　第３［司委員会（受入れ地区内ブロ

　　　　ック編成計画）

　10月　第４回委員会（受入れ計画大綱完

　　　　成、南フランス、南スウェーデン

　　　　交渉）

　11月　第５回委員会（受入れ計画実施開

　　　　始、補助金申請作製）

1993年

　２月　第６回委員会（派遣団員募集開始、

　　　　受入れ計画の細部調整）

３月　1992～’93年度地区大会に於ける決

　　　議案作成。

４月　第７回委員会（受入れブロックの

　　　プログラム調整）

５月　第８回委員会（派遣団員選考、受

　　　入れ計画決定）

６月　派遣団員第１［口1オリエンテーション

◆米山奨学委員会

　　　　アドバイザー永野啓之介(豊中一大阪国際や港)

Ｉ　募金目標

　●１人当り　21万円

　●地区総額　約１億１千万円

　出普通寄付

　　１人当り、５千円以ｈをお願いする。

　(2)特別寄付

　　　準功労者となっていただくようにお願

　　いすると共に、免税措置を強調し、米山

　　ファンドフエロー、米11j功労法人の増加

目

　　に努める。

11　1993学年度米山奨学生選考について

　　申し込み受付期間　10月１目～10月15目

　　米山記念奨学会より奨才分申込､tFのコピ

　ーがガバナー11務所に送付されたら専門委

　は（ロータリアン）を委嘱し、12月にil｝類選

　考を行なう。’93年２月に、-般委は（ガバ

　ナー、ガバナーノミニー、地区担当押収、

　部門担当Ｐ．Ｇ、委は長）と専門委員にて面

　接試験を行う。（クラブ｀米山奨学金制度の

　受付け－３月１目～３月11日、８月１日～

　８月15目）

III　米山月　間（10月１日～10月31日）

　　各クラブで、米山奨学生、クラブ米山奨

　学委員長による巾話を推奨する、依頼があ

　れば地区委は、米山奨学生、学友を斡旋す

　る。特別寄付の増加を推進する。

Ⅳ　1992学年度米山奨学生（1992年４月～

　　1993年３月）

　継続受給者　17お　　延長１Ｚ

　新規奨学生　学部奨学生　４お

　　　　　　　大学院μ　　　Ｈ名

　　　　　　　地区米山　･ｚ　　ＡＩＺ、Ｂ１０Ｚ

　　　　　　　特別米山　ｚｚ　（ＯＢ）３名

　　　　　　　　　　　　　　　　　50名

　　奨学生には、諸会合に極力出席を奨励し、

　ロータリアンとの交流をはかる。

Ｖ　米山学友会（関西）への援助

　　現及び元米山奨学生間の交流を通じて、

　親睦及び政助を促進する。米山奨学唇業の

　発展に寄与することを目的として設立され

　た米山学友会（関西）の活動を支援する。

VI　諸行事日程

　●全国地区委政長会議（東京）（９月2（I）

　●クラブ委員長会議（９月４目）

　　於薬業年金会館

　●米山川問（10月１目～10月31H）

　●1993学年度米山奨学生募集

　　10月１日～10月15H

　●米山学友会（関西）交流会

　●米山奨学生レクリエーション（11月）

　●米山奨学生終了者歓送会

　　（1993年３月７日）於新阪急ホテル

　●新規米山奨学生オリエンテーション（5月）

　●地区委政会　５～６回／年

VII　そ　の　他

　　昨年度の重要活動方針として、現地選考

　の考え方の促進について（財）米山記念奨学

●
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会への働きかけに努力しました。奨学会で

も種々の委員会を開き討議されました。近

い将来にこれを実現することは大変むっか

しい状況ですが厖に努力を進めてまいりま

す。

◆拡　大　委　員　会

　　　委nlを・カウンセラー　池田　幹雄C大阪ltj）

活動方針

　本年度のクラブ拡大については、少くとも

２クラブの設立を目標とするよう要､哨されて

いるので、その達成に努力したい。

活動計画

（1）大阪市域南部及び西南部区域を重点とし

　て１クラブを新設すべく、すでに大阪南口

　－タリー・クラブは自らスポンサーとして、

　クラブ設々:の口f不ljfを検討して来られた。

　ついに前年度末にはクラブ拡大委員会を組

　織・編成して活発な活動を開始された。

　　新クラブの区域|眼界は、大阪南、大阪難

　波、大阪なにわ各ロータリー・クラブと共

　有する方向にあり、クラブ名、例会場等も

　近く成案を得られる模様。

（2）大阪天満橋、大阪大手前ロータリー・ク

　ラブの区域限界内である大阪城東部方面は

　城見町を中心として、近年企業の集中著し

　く頓に殷賑の度を増している。

　　大阪大手前ロータりー・クラブは、本年

　恰も創立10周年を迎えるにヽ11り、その記念

　事業の一一環として、区域限界を共有する１

　クラブを設立すべく準備を進められてきた。

　去る年度末には、ガバナー特別代表に服部

　昌美仝t1を、ガバナー拡大補佐として、阪

　本昌三会員の両氏が委嘱され、拡大準備が

　着々と進行している。

（:3）なお委員会は、北摂淀川左岸各都市の人

　目動態を研究しつつ、クラブ拡大の可能性

　を模索している。

◆ロータリーの友委員会

　　　　　　　地区委は伊藤　隆彦（大阪南）

Ｉ　「ロータリーの友」委員会

　　ロータリーの友委員会は原則として海数

　月の染田曜日に淑京において開催されま

　す。

　　今年度は７月１日東京プリンスホテルに

　おいて、新地区委員オリエンテーション、

　新|日委員合同会議、懇親会を行い、新年度

１５

　の諸事項を検討し併せて運営方針を決定い

　たします。

IIrロータリーの友」への出稿

　　地区委員として「地区のだより」「わがま

　ち･わが地区」のページの編集を担当します。

　１．地区のだより　　　　’93年５月り-

　２．わがまち・わが地区　’93年１月号

　尚、一一昨年まで毎７月号に掲載されました

　地区の概況は昨年より除かれました。

III活動方針

　　山中文和ガバナーの方針の下ロータリー

　の友委員、地区広報雑誌委員長、クラブ雑

　誌委員長と協力して､親しみ易く、役に立つ

　「ロータリーの友」となるよう広く会員の役

　稿を呼びかけ､お願いしていきたいと思います。

◆財務委員会

　　　　　　　　　委員長　波田　-‥一郎ＪＪＩ軸)

1.1992～'93年度の収支予算は、収入(前期

　繰越金を含む)については、10､175万円と前

　年度より、575万円(６％増)多く計上した。

　支出については、各委員会の要求について

　充分考慮したが、全体的には8､769万円と前

　年度より、251万円(2.8％減)の減少となった。

２．収　　　入

　(1)前年繰越金については､直近の実算に基づ

　き前年度より200万円増の1､700‾万円とした。

　(2)地区資金については､前年度データーを分

　折して､250名の全員増加を見込み5､550人、前

　年度より375万円の増加とした。

３．支　　　出

　　前年度予算及び実績並びに本年度事業計

　画を参考とし、一一部の委員会について増額

　または減額した。

　出広報雑誌委員会

　　｢ビデオ・スライド銀行｣の製作は、前年

　で終ったのでこの分300万円の減額とした。

　(2)社会奉仕委員会

　　社会奉什事例集の刊行を予定しているの

　で、前年度より18万円の増額とした。

　(3)インターアクト委員会

　　インターアクトクラブを１クラブ結成する

　予定なので、その費用として40万円増額した。

　(4)ローターアクト委員会

　　30万円増額した。

　(5)研究グループ交換委員会

　　今年度は受入年度ではないが、オリエン

　テーションを４回申3 1､･|開く費用と、選考



　委員会の費用を予算計上するに1llめた為、

　532万円の減額とした。

(6)拡大委員仝

　　５万円の増額とした。

(7)会議費は、地区委員会の分を仙‾万円増額

　するに1卜めた。

(8)ガバナー事務所経費については、前年度

　より267万円(10.7％増)増額したが、主に人

　件費と借家料である。

４．以h種々の角度より検討Ｌ本年度予算を

　作成しましたが、各委員仝におかれまして

　も、予算内の執行にご協力を賜りたく、お

　願いを申し上げる次第であります。

◆地　区　大　会

　　　　　　　　　委Ｕ長　酒井　芳111 ･｡大阪I伯

〔1〕前年度が始まると同時に、ガバナー、地

　区代表幹事とプログラム委員会を中心とす

　るメンバーで打合せ会を発足させ、ガバナ

　ーの基本方針を充分に確認しながら全体の

　構想を練って米ました。更に本年5 JIから

　これを実行委員会に移し、細部に亘って検

　討し逐一実行に移していく予定です。

(2)地区大全の日程及び開催場所

　　平成５年(1993年)４月23[](金)

　　於ロイヤルホテル

　　　　全長・幹事懇談仝

　　　　部門別懇談会

　　　　ＲＩ会長代理夫婦歓迎晩餐会

　　　　夫人プ･ログラム

　　平成５年(1993年)４月24[1(上)

　　於フェスティバルホール

　　　　本　会　議

　　尚、記念ゴルフ大全は、４月2211(本)茨

　　本カントリークラブで行います。

(3)地区大会の内容については、過去の当地

　区、低地|)(の大会運営を参考にしながら、

　ガバナーの“楽しい地区大会'｀と云う基本

　方針に添い、形式にとらわれない、楽しく

　かつ有意義な、参加者の心に残る大仝にし

国際ロータリー第2660地区

ガバナー φ々友ふ，

　たいと思います。

川　地区大会収務局

　　　〒542大阪11j‘中火区剌f波５一一１－５

　　　　　　　　(株)高島川本社秘,1::室

　　　　　　大阪南ロータリークラブ

　　　　　　　　　　　　　　収務局内

　　　　　　　　電話　06　631 －1262

　　　　　　　　FAX　06　63レー9851

訃 報

●

●

荻野　良雄剥’（大阪梅田ＲＣ）

　釣友いF7J］2311逝去（享年83歳）

　|り」洽42年2J］2811生まれ

　昭和52年引j2911入会（alblll公田

　1992～’93年丿萱副会長

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

お　　知　　ら　　せ

◆大阪ちややまちＲＣのビジターフィの変更

　(|||)4,000円⇒(新)4,300円

　例会所臨時変叱のお知らせ

　９月1利間口2:30～“ル･シェル"[梅|田

　9J]2811㈲　lj　　　　TEL:()6(372)5100

◆大阪難波ＲＣの年会費の変更

　(|||)300,〔〕00円４(新)330,000円

◆訂正とお詫び

　J｣信８月I,J･(No.割に誤りがありましたので，

　,汀IIﾓとともにお詫び申し土げます。

　P.9東大阪中ＲＣ嘔務J･.i

　　　〒5z13大阪Ilj天Ｅ寺区砂辻町5-5丸善

　　　　　　88シティハイツ303号

　　　　　　　　　　毒

　(jl;)〒5･13大阪lh天|ﾓ寺区右ケ辻町5-5丸善

　　　　　　88シティハイツ3003号

〒542大阪市中央区難波5-1-60

　　　南海サウスタワーホテル大阪1403号室

　　　j･U活大阪(06)634-7511
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職業奉仕月間に因んで

。。一一、､り寺友ふ。

　心からすがすがしい朝夕を感じるﾋrけ々りましたが、会長さん、幹Iれさんはお足気でご

活躍のことと存じます。

　ロータリーとは職業参仕（VOCATIONAL SKRVICE）を目的としたクラブでヽあると、Ｖ

って過言でありません。

　ロータリーの綱領の尤づ員初に「ロータリーの綱領（目的）は削､昌寸裂の坊礎ヒして

参什の理想を鼓吹育成するにある」と明､厄されております。

　「ＯＢＪＥＣＴＯＦ ＲＯＴＡＲＹ」をロータリーの綱領と訳しているので解りにくいが、「ロ

一タリーの目的」と翻訳すると解かりやすいと思います。むしろ、ただｰつの単数の目的

でありましよう。

　匪に多くの奉仕団体はありますがこの様に職業仏什を根幹とする同体は池にありません。

　87年前に出来たロータリーが今や115万以llの友を有するｰ人組織となリ四つの仏性部

門に大きく発展して来ました。

　また、ロータリーの綱領（目的）の第２項に事業及び溥門職務の道徳的水準を高めるこ

と；と記されている如くロータリーの職業奉仕は職業倫理の向上こそが最も大切なのであ

ります。

　我々は事業において適dﾓな利益を得る事は当然でありますが、利益を得る万法が人ごltな

ことなのです。

　身近な問題として、

ｏお客様をだましてより多くの利益を得るようなことはないだろうか。

ｏ従業員をだまして利益をあげていないだろうか。

ｏ自分のおかした過失により出来た事故を自分の部ﾄﾞの責任にしてはいないだろうか。

ｏ日々の感謝のための盆暮れの贈物の限度をこえて、自分（自分の企業）だけがより多く

２
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　の利益を得るために贈り物をしてはおらないだろうか。

万々自問するl秤も大きな職業脳性です。

　「職業参仕は何のことだか解らない」とにうロータリアンが多いようですが「人のため

に尽す道はいろいろあるが目常不断にできるのは自分の職業を通じての仏性だ。その実践

こそがロータリーの本領である」とある完μはにっておられます。

　また、当地区の今は亡き塚本義隆バストガバナーは次のように八っておられます。

　　「職業と、昌と「生活のための仕事」と解釈されるのですが便語では、

　　BUSINESS､JOB､OCCUPATION、PROFESSION、TRADE､VOCATION乃多く

　の表現があり、この中でロータリーが特にVOCATIONを選んだのは深い思慮があって

　のことと思います。

即ち、VOCATIONはラテン語のVOCATIO（神のお思し召し）から出ているよ築で天職

という使命観を含んでいるからです。そこにはたとえ自分のための仕事であっても同時に

入間全般のために役立てるとにう心掛けがあるべきです。ロータリーの言葉の中には「有

益な事業」とか「有川な業務」とか言う片葉が使われるのはこの様な意昧なのです｡」と旨

われています。

　塚本パストガバナーは、また「ロータリーの道徳律」を翻訳されていますがその中で、

　　（第で）われは実業人であり、成功するべく人望を抱くのは事実である。さりながら、

　　　　われは児ずもって徳義を重しとする入間であり、最高の正義と道徳にもとづかざ

　　　　る成功は、これを欲するものではないことを自覚する。

　　（第九）社会通念の土から普通人が拒絶するような機会を不当に利用して、これによっ

　　　　てかち得た人の成功は、これを合法ないしは徳義に叶うものとは認容しない。同

　　　　様に道徳的に疑問があって他人が退けている機会をば、わが物質的成功のために

　　　　利用するが如きは、われは決してこれを行わない。

そしてなおまた、夢窓国師の片葉を引用され「君子財を愛す。これを取るに道あり」と旨

っておられるのは古い言葉使いですがうまくその心を伝えていると思います。

　近頃は、あらゆる分野で職業道徳の低下を伝えるニュースが溢れるように全世界を流れ

ている。まことに残念ながら我々のまわりもその例外ではありません。

　ぜひ、我々ロータリアンがお互い戒めあって職業倫理の向上に日々努めたいと念願する

ものであります。

３
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職業奉仕月間に贈る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハベトガバナー松本　良将

　職業奉什はロータリーの金釘板であり、ロータリー活動の中心を々干ヒいわれるが、今

一つ分り難い、特にクラブ活動としては扱い難いと考えている人が多いようである。

　私も新人会員の頃「職業奉仕は自分の職業を通じて社会に貢献することである」と教え

られ、考えたものである。入会する前、或はロータリーに入らない人でち、長抵「自分の

仕事は社会のために有用であり、社会の役にたっている」と思っているので、ロータりー

が、特に職業奉仕と銘打って、社会奉仕や国際奉什よりも草本的な参仕といわなくてもよ

いではないかと考えたものである。

　その後、ロータリーでは、会員は職業を基盤に入会を認められ、完ず職業奉仕を通じて、

自らを奉仕の理想の実践者として確立し、その後、他の参仕に及ぶべきこと、即ちロータ

リーは職業倫理の高揚を目指して切瑳琢磨するロータリアンの集りで、これが類似の団体

には見られない特色であることが分ってきた。

　ロータリアンは自己の職業上の生活において、常にロータリーの綱領を念頭におき、良

心に照して自問自答するむので、職業奉仕は、専ら個人的にしてしかも内面的な参什であ

る。従ってクラブ活動としては捉え難いが、クラブ或は地区、R.I.が職業参仕を鼓吹育成

するために行う団体奉仕は奨励されている。

　さて近時、社会の指導的立場にある人達の法律卜ないし道徳Ｌ由々しい不祥事が跡を断

たず、実に寒心にたえないところである。青少年の教育にも悪影響を及ぼすのでロータリ

ーとして、どう対処すべきか、クラブで討論の機会をもたれるよう奨めたい。

　ロータリーは80数年の問に、二つの標語、四つのテスト、道徳律、職業宣言、決議23－

34等公式の活動指針をはじめ、個々のロータリアン、クラブ、地区、R.I.それぞれに永年

実践してきた貴重な蓄積をもっているが、その中から約60年前の、いわば骨薫品を、職業

奉仕月間のプレゼントとして贈｡りたいと思う。

　それは昭和11年に神戸で聞かれた第70地区の地区大会で、大会宣言に艇せられた天運Ｒ．

Ｃ．（旧満州）のロータリー宣言の一部である。

　「第一　須らく事業の人たるに先立ちて道義の人たるべし。蓋し事業の経営に全力を傾倒

　　　するは、因って世を益せんが為なり。故に吾人は道義を無視して所謂事業の成功を

　　　獲んとする者に与せず。

　第二　成否を云うに先立ち、退いて義務を尽さんことを思い進んで奉仕を完うせんこと

　　　を念う。自らを利するに先立ちて他を益せんことを願う。最も能く奉仕する者、最

　　　も多く満たさるべきことを吾人は疑わず。

　第三～第五　略」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　4　－
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「米山月間」について

　　　　　　　　　　　　　　　ロータｰト抑I記念奨常会地区担心事桶川　憲次

§米山奨学事業の特色

　　たんに奨学金を支:給するだけでなく奨学生ひとりひとりに世話クラブとカウンセラー

　を決め、彼等の相談相子になっていることです。

　　　　珀92年度　　　　　　　　　匪話クラブ｀数

　　　　全　国　　689 R C　　　　　2660地区　　44RC

　当地区では69RCが匪話クラブの経験があります。

§主な奨学金と奨学生数（1992年度）

学部奨学金

大学院奨学金

地区米山……Ａ

地区米山……Ｂ

全　国

268名

378名

　2名

117名

　　　　1992学年度の奨学生　　823名

§選考・オリエンテーション・歓送会

2660地区

　5名

　31名

　　1名

　10名

　50名

　　1(川1H～15日が申込の期間です。11月から12月の間に第１次選考が専門委員・一般

　委員によって行われ、面接試験受験者を決めます。

　　来年の２月にｰ‥-般の奨学生と地区米山奨学生に分けて第２次選考が行われ、３月末に

　合格者が米山奨学生になります。4 ljに奨学生の世話クラブ・カウンセラーが決まりま

　す。５月に新規米山奨学生に対しオリエンテーションを行います。

　　２年間の奨学期間終了者に対し、３月に指導教官、カウンセラーをお呼びし、歓送会

　をして米山奨学生終了証のプレイトとガバナーからの記念品が贈られます。

§寄付金と表彰制度

　普通寄付金

　　全ロータリアンから、クラブ毎に会員１人につき年額1､000円以ｈを定額で寄付する

　もの。当地区では最低3､000円～最高１‾万円になっています。(平均4､951円)

　特別寄付金

　　個人、クラブ、法人として寄付するもので免税措置があります。

　　　米山ファンドフェロー……15万円寄付　　　米山功労法人………………35'万円寄付

　　　米山功労者‥…………………30万円寄付　　　米山特別功労法人…………105万1lj寄付

　クラブの普通寄付と特別寄付の合計が1､000'万円に達しますと、1､000‾万円達成クラブと

　して表彰されます。

　　　　　　　　　　　　全　国　　地　区　　　　　　　　　　　　　令　国　　地　区

　　　1､000万円達成　　384RC　　28RC　　　3､000‾万円達成　　１４ＲＣ　　２ ＲＣ

　　　２､０００'万円達成　　95RC　　16RC　　　4､000万円達成　　１３ＲＣ　　４ ＲＣ

　今年度も米山奨学事業に一一一層のご理解とご支援をお願いします。

５



◆大阪うつぼロータリークラブ｢うつぼ基金｣

懸賞論文

　『あなたは今、社会に何を奉仕できますか』
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　平成４年６月26目（金）私達うつぼロータリ

ークラブでは、最終例会に先立ち17時30分よ

りRI2660地区ガバナー菅生浩三氏、大阪市

立大学前学長崎山耕作氏をお迎えして、表題

の懸賞論文人選発表式が行われました。

　当日の内容にふれる前に「うつぼ基金」に

ついて、少しご説明を致します。

　当クラブ創立10周年を翌年にひかえた平成

２年、10周年を単に記念式典だけで祝うので

はなく、それを記念してクラブが存続する限

りロータリーの理念の実現に値するような何

かを創設・活動しようという胞旨のもと、こ

のうつぼ基金が設立されました。

　又、この基金の目的や社会的意義について

はクラブ会員全員によるアンケートやうつぼ

基金運営委員会において論議を尽し、最終的に

　　青少年の「創造力の育成」「奉仕する心

　　の育成」「奨学金制度」

の３つの目標をもって社会に貢献する基金と

位置づけ、本年第１回は「奉仕する心の育成」

にスポットを当て「あなたは今、社会に何を

奉仕できますか」のテーマで懸賞論文が募集

されました。

　ポスターやリーフレットをつくり府下の各

ボランティア関係の団体や学校、青少年団体

に配布し掲載をおねがいしたり、又、朝日新

聞、大阪新聞のご協力もいただいた結果43通

６

の力作が集リました。応4y名-を年齢でみます

と80才から16才まで職業でみま十と会社比

公務比福祉関係、看護婦さん、i五輪、（’）Ｌ、

学生さんと多岐にわたり内容面では、大々実

際に体験された身近なことに坊づいての11UR.

なご意見ばかりでありました。

　その中から栄えある‥一席に輝かれたのは、

青木恵子さん（ボランティア関係の学生さん

21剌の作品で彼如ま交通遺児の為の旅舎活

動に参加した体験を通じ、奉仕とは自分が出

来る身近かで小さなことから自からの意思で

積極的に参加してゆくことであり、何よりも

大切なことは、何かをしてあげるというので

はなく、何かをする機会を得られたことを感

謝することを知り得たと力説し、現在、介､漫

福祉士にむけて頑張っておられる様です。

　これら43通の作品は本当に甲乙つけ難くご

審査いただきました菅生ガバナー、崎山前学

長には大変なご茜労をおかけ致しました。

　とりわけ菅生ガバナーには国際大全参加の

為アメリカヘ出発なされる直前やっと全作品

をおとどけすることになり旅中ご精読いただ

き又当日入選作品についてご懇篤なご講評を

賜り改めましてお礼申し卜げます。

　又崎山前学長には「奉仕と人権」と題し健

常者の論理は弱者の人権を踏みにじってはい

ないだろうか？人権を尊重し「してあげる」

から「させていただく」という謙虚な姿勢を

持ち続けようという含蓄あるご講演をいただ

きました。今回集った作品はいずれもいきい

きとボランティアの現場の声を伝えており、

ある時は個人である時はグループで奉仕活動

を行う多くの人達と、質の高さに今はまだ小さ

なこの水滴をいつの日か大河にしようとする私

達の運動の意義を今あらためて痛感しています、

　このうっぽ基金の活動は、クラプ創立20周

年の年まで続けてまいります。

　　　　　文責’91～’92　幹嘔　蓮舎　勝克

●
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第１回提唱RC・ﾛｰﾀｰｱｸﾄ地区

　　　　　　　　正副委員長会議報告

　　　　　地区ＲΛＣ剔匝北村　僥・減|出

日　時　]992年7 lj:伯日C木)M:00～16:30

場　所　薬業年金会館４Ｆ

出席者　山中ガバナー、戸川担当パストガバ

　　　　ナー、大森ガバナーノミニー、中田

　　　　地区幹･μ、地区委員６胞提唱クラ

　　　　ブ1ljl』委員長38Z

特別参加：大阪梅田、東大阪東ＲＣ４た磯

　　　　日|ローターアクト地区代表

　山中ガバナー及び戸|||パストガバナーの挨

拶に始まり、北村委員長の年間指針の説明に

続いて磯田地区代表のアクト活動計画のイン

フォーメーションが行われた。次いで各提唱

クラブから活動計画についての説明並びに今

後のＲＡＣのあり方についての討議があり、

途中休憩時間を利用して前年度ＲＡＣ活動の

ビデオをト映、引]に行われる海外研修旅行

の説明の後、ガバナー及びガバナーノミニー

から講評、地|)(幹･糾、前委は長から御意見を

哨き閉会。

　今回の委員･長会での一番の･喜びは、今年度

最大目標としていた新クラブ結成の呼びかけ

にlil･速応えて頂いて、今年度既にローターア

クト委員会を発足させた大阪梅田、吹大阪東

Ｒｃの会長、委員長等4 y;の出席を得た事で

ある。両クラブは今年度中に新クラブ結|友の

予定を組まれ、着々と準備を進められている

事は、既提唱クラブの会t1増強とその活性化

にもたいへん励みになるであろう。

　2660地区内から更に両クラブに続くクラブ

がお乗りをあげてドさる収を期待して1卜まな

Uy、

クラブ広報･雑誌委員長会議報告

　　　広報・雑,i志委員長

日時　1992年8 J･□|口上）

足達　忠利咄聞

13:30～14:45

－

／

　　　於：薬匙年金会館

●ロータリーの活動を外部の人達にどのよう

　に広報レ理解を得るのかを中心に討議し

　た。その栢去のｰつとして、地区からは毎

　月「ロータリー広報ニュース」を発行し、

　ロータリーの活動状況をマスコミを中心に

　約50社に報肖している。答クラブ胆位の脳

　什活動を記乍としてとりあげてもらえる確

　率が高いので、各クラブから地区へどしど

　し情報を送ってほしいと要請した。

●各クラブでの活動を外部に広報するには、

　どのような栢去があるのかを詳しく説明し

　た。

●「ビデオ・スライド銀行」が制作したビデ

　オ作品の内「インターアクト」と「山のラ

　イラ、海のライラ」の２本を目1央し、各ク

　ラブでの巾話の時間にぜひ、目映していた

　だき、ロータリーの活動を会員にも広報し

　てもらうよう強くお願いした。

●地区雑誌委員会と「ロータリーの友」地区

　委員との役割の違いをまず説明。

●山中ガバナーより「全国会員兆簿」を一服

　でも多く購入してもらうよう要請があった。

●毎年４月の雑誌月開田の資料として「ロー

　タリーの友」に関する情報を詳しく報胞

　また、全国のロータリアンの「友」に対す

　る意見も変約して説明した。

●なお、広報及び雑誌委員長会議両方に山中

　ガバナー、菅生直前ガバナー、大森ガバナ

　ーノミニーのご出席をたまわったことをご

　報告します。

第1回･ｸ ラブ規定情報委員長会議報告

　　　地区規定情報委11長　土井　正裕(大阪北)

日　時　1992年８月201](木)

　　　　14:00～16:30

場　所　薬業年金会館

出席者　山中ガバナー、大森ガバナーノミニ

　　　　ー、種田パストガバナー、菅生クラ



　　　　ブ奉仕部門担当パストガバナー、地

　　　　区規定情報委は（委付長汀ド６ち全

　　　　付）、村岡担当地区幹収。

　　　　クラブ規定委は長、ロータリー情報

　　　　委員長（計104Z）。

議　事

　　地区側出席者の紹介、山中ガバナー、菅

　牛担当バストガバナーの挨拶に続き議㈲に

　入った。

い改正「標準ロータリークラブ｀定款」、「推

　奨ロータリークラブ細則」の説明。

　　日本支局から送付された定款・細則の条

　文及び当地区で作成した新旧対照表により

　地区規定情報委員長が改正点を詳細に説明

　した後、質疑応答に入ったが、メークアッ

　フの方法の改圧（標準クラブ定款）、クラ

　ブ社会奉仕部門組織の改正（推奨クラブ細

　則）等に関する質疑が活発に行われた。

　　なお、国際ロータリーの定款・細則等の

　改正を織り込んだ日本語版『手続要覧』

　　（1992）は、11月１日完成を目標に日本支

　局で作成作業中であり、各クラブが人手さ

　れる時期に、第２回クラブ規定情報委員長

　会議を開催し、国際ロータリー細則等の改

　Iﾄﾞ点について説明することを予定している。

２）「クラブのロータリー情報活動に関する

　アンケート調査」結果の報告。

　　ロータリー情報に関するシステムマニュ

　アルの改訂その他地区委員全活動の参考に

　資するとともにクラブの委員会活動の参考

　に供するために行った標記アンケート調査

　の結果（回答クラブ数70）について、地区

　規定情報委員長から、配布資料により概略

　の説明を行ったが、時間が不足し意を尽く

　せなかったので、資料を十分読み頂くこと

　をお願いして、ほぼ定刻に会議を終えた。

８

社会奉仕委員長会議報告

　　　地区社会与件委旧を　新津　敬直(大阪瀕

　1992年９月７目、山中ガバナー臨席のちと

開催されました。

議　題

Ｉ．高齢者問題

　①高齢者作文

　　ホストクラブ大阪住肖ＲＣ旅集・審査を

　　終え、９月９目、西区了ｲ共文化センター

　　にて表彰式。　　　　　　(新津委員長)

　②老人ホームで働く寮けさん達への慰問

　　　　　　　　　　　　　　(新津委員長)

　③第３回海遊館招待行令

　　甲成５年４月９目に開催前２回の反宵点

　　にたってよりよい方向に向って実施する。

　　　　　　　　　　　　　　　(亀伴委員)

　④ＧＳＣ(グランドシニア会)

　　平成３年８月31日の地域対策合同委員長

　　会議におけるフォーラムの成果により結

　　成を皆様に呼びかける。

　　詳細に理由を説明。

　　74RCの中で90才以ｌｌ９ＲＣ。

　　　　　　　　　　　　　　(新津委員長)

　　　　　　高齢者の声作文

　この企画は、昭和54年に大阪北ＲＣと大阪

市教育委員会の共催で開始され、参加ＲＣが

年ごとに増え、第９【司からは大阪市内金ＲＣ

の参加を得て、本年で第14回を数えます。

　ホストクラブの大阪住吉ＲＣの会長さんを

はじめ、皆様の大変な努力で５月12日、市内

ＲＣ社会奉仕委員長会議で募集・広報を７月

９日には審査。　９月９日には、子供文化セン

ターで発表、表彰。第２部では平均年齢72才

によるシルバーコーラス、コンガを主とした

ラテン調で、皆と共になつかしい歌の数々を

●

●



●

歌い、来会晋一同、満足して帰られました。

　応SM鴇ljlは388で･lj長賞１、教育委は会委

は長賞５、ＲＣ会長賞5、lh内ＲＣ賞35を差

し llげました。

　本年の作IIIIIIは特に高齢名･の方々が非常に明

るく積極的に生きていこうという姿勢が、う

かがわれました。

　|気廣瀬社会奉什担当バストガバナーをは

ヒめ、ロータリアンが45?･;も参力||され、会場

がいやがうえにも盛り|乙がりました。

80才以|……･14RC、70才以ﾄ｡

66RC

趣意､IFを各ＲＣの70才以上

の方全員に配布し、皆様の

御意見を聞き、発足を期待。

II ｡ 社会福祉

　工　平成４年７月２日、身障各自茫施設太

　　陽の家へ各ＲＣ委員長全員で研修に行き

　　感動を受けられたことと存じます。その

　　後、数クラブで訪問しておられます。

　　　　　　　　　　　　　　(新津委は長)

　②　身障者雇用

　　　身障者技術取得の施設を紹介し、障害

　　者雇用継続助成金とヘルスキーパーのパ

　　ンフレットを配布し、雇用には職業安定

　　所にリストがあり、そこを通じて雇用を

　　　　　　推奨する。　　　　　　　（新津委員長）
●　　　

③　視覚障害者とのふれあいとチャリティ

　コンサート招待(大阪城東ＲＣの開催)

　　　　　　　　　　　(福田・木ﾄﾞ委員)

④　週末里親の推奨

　　　　　　　　　　　　　　(大橋委員)

⑤　身障者等とロータリアンとのふれあい

　運動会　　　　実行委員会　人橋委員　　　　　　　　(

運動会内容　村岡委員

)

以上、参加された方々は、ほとんどの方がノ

ートをとられ、誠に実のある委員仝でした。

不参加ＲＣは、６ＲＣです。

り

クラブ米山奨学委員長会議報告

　　　　　　　地区米山奨学=委員長　増木　　猛

1992年９月４日（金）

於：薬業年金会館401 ・ 402室

　例年になく残暑尚厳しい中、山中Ｇ、大森

ＧＮ、武尾担当ＰＧ、種田地区担当米山奨学

金常務理事、永野アドバイザー他、地区内各

クラブの米山奨学委員長71名の参加のもとで

熟心な会議がもたれた。

　会議は来る10月の米山月間に各クラブにて

委員長の方々が有効に月間行事を運営して頂

く資料の提供や理解の助けとなればとの立場か

ら、種田常務理事の゛ロータリー米山記念奨学

会″の組織と運営を中心に話され､次いで増本

地区委員長から本年度の活動方針について説

明があり。休憩後再び種田常務理事から奨学

生の募集について各クラブの役割をかみくだ

いて説明され､最後に増本委員長から各クラブ

から返ってきたアンケートの結果報告をされ

て、各クラブの考え方の披露があり、質疑応答

約１時間を有意義に侍って定刻に散会した。

　要は奨学会としては在日の外国人留学生に

対して、国際理解と親善を深めるために、日

本のロータリアンの寄付金によって、奨学金

を支給援助する民間鍛大の奨学団体であるこ

とを、地区内金ロータリアンに十分ご理解願

いたいための会議であった。

　地区としての本年度の募金目標は。

　　１人当り２万円、地区総額約1億１千万円

何とかこの程度のご協力を各クラブともお願

いしたいと思います。

－
－
－
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米山功労者

次の方たちに米|lj功労名･の祢I,j･が贈られ

ました。　　　　　　　　　　　　（1992）

　中　II嗚　康　裕　　　東　大　阪ＲＣ

　橋　本　公　宏　　　池　　　田RC

　III　中　俊　禰　　　池田くれはＲＣ

　福　元　輝　雄　　大阪中央ＲＣ

　小　林　　　力　　大阪南西ＲＣ

　拠　|||　孝　夫　　大阪梅田ＲＣ

　堂　liij　一河‘l″i:　　　吹　　　田ＲＣ

　μ多村　勲　佑　　　大阪北淀ＲＣ

　花　原　昭　弘　　大阪北淀ＲＣ

※|凡i　岡　俊　徳　　大阪梅田東ＲＣ

　寺　野　福　ﾘ3　　茨　　　木ＲＣ

　荒　木　　　実　　寝　Ｍ　川ＲＣ

　飯　田　成　－　　大阪|軸西ＲＣ

　横　溝。　　豊　　大阪|徊西RC

　　｡11りlj　泰　造　　大阪大淀ＲＣ

　西　川　建　次　　　大　阪　南ＲＣ

　服　加　　　裕　　大阪住占ＲＣ

　荒　金　和　郎　　大阪鶴見RC

　111　村　　　賓　　　四　條　畷ＲＣ

（※印＝21日日ぼ川こ）

文

米山フアンドフェロー

次の方たちに米山ファンドフエローの称

り･が贈られました。

謙
修
幸
教
直
削
久
義
高
秀
憲
隆
　
正
芳
昭
和
忠
　
元
起
ハ
便
　
直

田
司
野
片
田
川
田
田
田
田
本
川
田
野
野
バ
追
川
森
友
川
谷
川
野
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷

黒
庄
北
臼
武
函
‥
新
藤
和
山
菅
立
石
網
河
紳
田
西
束
住
菊
城
長
矢
山

★

庫　　通　　信　N0.60

職業奉仕月間に因んで★

三
郎
…
カ
稚
和
澄
治
人
明
雄
郎
蔵
兄
雄
夫
典
宏
憾
．
夫
男
利
一

　
゛
゛

厳

七

　　　　(1992)

東大阪中ＲＣ

箕　　　面ＲＣ

大阪中火ＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪中火ＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪中火ＲＣ

大阪中火ＲＣ

大阪中火ＲＣ

大阪鶴見ＲＣ

大坂北淀ＲＣ

大坂北淀ＲＣ

大阪阪和ＲＣ

寝　屋　川ＲＣ

寝　屋　川ＲＣ

寝　屋　川ＲＣ

寝　屋　川ＲＣ

寝　犀　川ＲＣ

寝　屋　川ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

大阪大淀ＲＣ

こ「職　　£　　脳　　什」（「ロータリアン必携」第３を）　R.I.1987年　60頁
　（目次）職匙脳什とは何か／職匙奉什の機会浬LIつのテスト：人生の指針／嘔例研究／他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込尤　日本瓦い　fi03-3355-5391〕

=り「奉仕こそわがっとめ（Service is my

　　（｜｜次）職業をII,II,位あらしめる／愛す
business)JR.I.1979年　140頁
べき｢敵………Jla代のギルド／正直は失われっっあるか／

　　　　　　それは真実であるか９／人間関係の|剛拓者/j巳ヽの通い1洛／協調のi礎石／他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込完　ロータり一文庫（コピー）〕

ｎ「おヽロータリアン　j織窓舶41:とは」　金i尺一叱R.C.1975年　84頁
　　｛｜□欠｝輝哉業私仕とロータり一　神守源-如L/ロータりーの根幹とは　!家本義l海､｡/職業奉仕
　　　　　　の才旨導と若ｆの間題にふれて　若松徳衛／吐　　　〔申込ｔ　ロータり一文庫（コピー）」

○（･111等び｀）なりわい　j職業私仕の手引きJ　D.:拓2　1976年　106頁
　　｛目次｝I職2駝奉仕の原点　’＆野､l劃欠／職業嘔什　ジェームス・Ｅ・ランベス/
　　　　　　j今､政令　耳哉恣私仕はまぽ｀ろしか９　神守i原　-alS・ 斎木亀治1扇・直木太一jllS/他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込尤　ロータリー文庫（コピー）」

回「私利」こそ4tカｑ熾業」（“Service is my htlsiness”才少､沢）孝旧吹山R.C.1980年　85頁

　　｛あとがき｝「我々の職業は人々のためにServeすることであり、それ自体が奉fl:である」
　　　　　　　　小中養美　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込完　ロータり一文庫（コピー）」

回「私の職業奉仕」　成||IR.C.1988年　171f（
　　｛発lil｝にあた-jて）瀾哉業参仕jH削に｀11り、令ほの皆4迫力（65名）に患熹’鳶理念、社是社訓、
　　　　　　　　　　　私の好きな、i‘楚、･lij駝経営でご;･?がされたことなどにっいてJi孝商を
　　　　　　　　　　　お|朗いいたしました……。　　　　　　〔申込完　成田Ｒ．Ｃ．四〇476-24-0474〕

ロータリー文庫

口
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ポール・ハリス・フェロー

次の方たちにボール・ハリス・フェロー

の莉陽が噌られました｡

　後藤　真澄

　大宮　力以

　羽渕　　･I･］

　　ﾄﾞ？　　健

※渡漫　源治

　足¢ll陽－

　今|几i　義弘

　中IJ14　　一郎

　清水安・

　杉谷　IE廣

　高木　義輝

　高橋　克彦

　日|中　久雄

※依岡　孝明

　成瀬　　宗

　森下　　孝

　柏　　　壽

　中田　耕平

　柳本　久治

　浅桐　紀瓦

　三好正三

　Ill中　　健

　船田　芳一

　熊平　雅人

　仲崎　義弘

　大山　　ｉ

　奥中　克治

　＃11　隆晴

　平井　　，ａ

　中北　　清

　舟橋　浩男

　今川　佑一

※山中　文和

※溝辺　明夫

　山|］愛彦

　演田鏝之助

※川淵　秀夫

ガバナー

交　　　野ＲＣ

交　　　野ＲＣ

豺一大｣副帥漣ＲＣ

剽I一天測頷け港ＲＣ

影卜大剛胆謎ＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪中火ＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪中火ＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪平野ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

茨　　　木ＲＣ

四　条　畷ＲＣ

大阪人手前ＲＣ

大阪大手前ＲＣ

大阪大手前ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

大　阪　港ＲＣ

大　阪　港ＲＣ

大　阪　港ＲＣ

大　阪　港ＲＣ

大　阪　港ＲＣ

大　阪　港ＲＣ

大　阪　港ＲＣ

大　阪　港ＲＣ

大　阪　南ＲＣ

交　　　野ＲＣ

四　条　畷ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

（1992）
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※小松

　谷

　森田

　松本

※佐野

　片岡

　西村

　脱出

健ﾘ3

紀|り1

條輔

晴次

静大

洋－

忠捕

宇内

ト
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犬
ト
ヘ
ー
ハ
ト
ヘ

阪 岫

゛
　
　
Ｉ

賑
賑
゛

　
　
　
　
賑

阪ＲＣ

見ＲＣ

南ＲＣ

ｌｈＲＣ

h llliR C

大阪南11tiRC

吹　田　ljti R C

収大阪四ＲＣ

※印＝マルチ・フェロー

訃 報
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７

７

７

７

７

７

７

29

29

29

29

29

29

29

30

●

●

北荘　香也μ「大阪邨波ＲＯ

　釣友４年8J」2411逝去（lμ|哨5歳）

　知日5年10J］3111生まれ

　昭和55年IJ』3111入会

　1991～’92年度　副会長

　米|||功労者

杉山　和隆れ（大阪ちややまちＲＣ）

　釣友４年８月3011逝去（jμF70歳）

　大|臼2年4 Jj2311生まれ

　釣友4年1月2711入会　チャーターメンバー

　職業私什委｡は長

金銅　一二μ（枚方くずはＲＣ）

　釣友４年9jj811逝去（Iμ|こ68歳）

　大IIﾓ14年12J□||生まれ

　昭和52年I〔〕JH911入会

　1990～’91年度　副会長

　1991～’92年度　会長エレクト

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

◆訂正とお詫び

　２り･11頁(･jlﾓ)人:阪ちややまち

　　　　　　　　　　　　　釣友4.2.2U

　　　　　(IIﾓ)大阪北梅田　釣友４．２．１７

認証||を|乙記のとおり訂正いたします。

〒542大阪市中央区難波5-1-60

　　　南海サウスタワーホテル大阪1403号室

　　　電話大阪(06)634-7511
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｢奉仕の理念の追求と提唱｣

ヴバナ 山　中　文　和

　朝夕は、肌寒さをおぽえるようにな９たとは､lえ、-年中で最も活動的なシーズンを迎え、会長

さん、幹lj･｡1さん、ご就任以来４ヵ月を経て、いよいよお尼気にてご活躍のことヒ存じます｡

　ガバナーは、当地|）「内における唯･入の国際ロータり一の吸口ですから、今j」は国際ロータ

りーの什･jC（役割）に関してIIIしてみたいと思います。

　それは、３つあります。

　　①参仕の理念の追求とその提唱

　　②ロータりーの拡大

　　｡･､｡泌ロータリーの情報提供と参什の実践の媒介･

　　で、あります。

　この内、今||は、①の「奉仕の理念の追求とその提唱」について述べてみたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「親睦と互恵」

　19〔〕5年２月、今から87年前、不景気のどん底で人心が能れに屁れていた頃、シカゴでホール・

ハリス等４人が会合を持ちお仔いが肋け合って必がな､11､1､物を特に安く融通し合おうと､い目的で

出発しました。

　即ち、「親睦」と「物質//:恵」の考えで出発したのは皆様ご存じのとおりです。

　ところが、1906年の暮れ頃からはクラブ会ａ同|:だけでなく、クラブ例外の入々にむ親uJにし、

また街のためになるようなことをしなければいけないと､ｌうち･えが生まれてきました｡

　ボI－ルは、今までの「親睦」と「物質ぴ恵」の外に「|IIJのため、入のため」との考えを　一段と

強め、1907年シカゴクラブ’３代目の会長に就任してからは今までの軌道條IIﾓをして「lllJのため、

入のため」のｰ項を加え令会山こ熱心にこれを､厦いた。この時点でシカゴクラブは150Zに達し

ていたかと思われるがそれからロータりーの高度の哲学を模索する時代に人９たと､lえよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　｢人のため　世のため｣

　ボールは、シカゴロータリークラブ第３代の会長に就任して次の３つの方針を樹夕した。

　　①シカゴクラブの増員

　　②他都11jでのクラブの､没々l

　　③｢入のため欧のため｣とi？う考えの捕進

であり、特に③に力を入れ、ポールは来る例会、来る例仝ごとに｢|||:のため人のため｣とｊうち･

えを解いて｢親睦とお互いの助け合い｣との甲一純な考えで入会した人達を戸惑わせ、ついに多く

の会員の繁盛を買うようなことになっていく。

　1908年1J‾]には、ポールは進んで第４代会長に再任されることを望み、それが実現したときに、

アーサー・シェルドンとチェスリー・ぺりーの新入の入会を得た。

　シェルドンは、ミシガン学派の職業倫坪学を身につけていた;'F籍|阪売業IM‘であるが、傍ら職業

学校を経営していた。彼はロータリーの行動の中に職業を通じての｀‘SERVICE"のJ唄念の存在を

２
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知り、ホールの考え方に同調し、これを支援した。

　ホールは、入会後llの浅いシェルドンをクラブの‘lji:伝拡大委は長に任命し、｢入のため||IJのた

め｣ヒ、日自分のJI11念を擢進し、実行していくのであるが、クラプ内はいよいよ騒然として、つ

いにシェルドンは反対派一一親|陳派の反撃にあい、委は長を降ろされる。

　続いて、ホールも４代目会長の任期途中で会長を降り、親睦派の領袖ハり一・ラグルスにその

椅』'･を､１る羽目となる。

　　　　　　　　　　　　　「全米ロータリー・クラブ連合会」

　その後、かなり激烈を極めた親睦・私什II回1の論争を終息せしめたのは、アーサー・シェルド

ンと」|ﾐに人仝していたチェスり一・ぺりーの絶大な組織能力による｡

　即ち、1910年8 jj、全米各地にできllがっていた16のロータりークラブの連合仝を結成するこ

とに成功した。

　この連合会は、

　　①奉什の理念の捕進

　　②ロータリーの拡大を目標とし、彪に

　　③各クラブ間の連絡､凋整の任務を授けられて

これが後の国際ロータリーに発展したのである。

　「親睦」と「物質互恵」の当初のクラブ指向が「奉仕の理念」と真っlfl］から対々:したが、やが

て流れは調和に変わっていったのである。

　　　　　　　　　「ＨＥ ＰＲＯＦＩＴＳ ＭＯＳＴ ＷＨＯＳＥＲＶＥＳ ＢＥＳＴ」

　アーサー・シェルドンのミシガン学派職業倫理観が、初期ロータリーの思潮に入ったのは当然

であり、このビジネスの利潤に関する社会哲学的思考一即ち自己のために利益を得ようとする欲望

と、他人に参仕しようとする利他の感覚を調和させるのがロータリーの参仕の哲学であるとした。

「すべての職業の根底に参什する気持ちをおりこまねばならぬ」をロータリーの目的（綱領）（OBJECT

OF ROTARY）とし、商売をして利潤を得ることは当然のことであるが、利潤に兆を借りて悪い

ことをしたり、人をだまして利潤を得たりするのが悪いのであるというのであり、東洋的な表現

では夢窓国師のi-yった「れ子財を愛す、されどそれを得るに道あり」という考えであろう。

　これが後に“ＨＥ ＰＲＯＦＩＴＳＭＯＳＴ ＷＨＯ ＳＥＲＶＥＳＢＥＳＴ”のモットーを生んだのである。こ

の「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」これをまた、東洋的な表現で､てlえば、「積善の家

に余慶あり」の心であり、奉仕は「して土げる」のではなく自分のためにも「させて頂く」と旨

う気持ちである。利己と利他の調和をはかろうとしているのである。今年のＲＩのテーマ「まこ

との幸福は人助けから」は、まさにこの気持ちを謂わんとしているのである。

　　　　　「“ＳＥＲＶＩＣＥ、ＮＯＴＳＥＬＦ”どＳＥＲＶＩＣＥ ＡＢＯＶＥ ＳＥＬＦ”」

　ところがこのような実業倫理主義のみl場を取るポールやシェルドンの存在にもかかわらず、「自

にを否定する宗数的な匪界」にロータリーを求めようとする人達が現れた。

　ミネアボリスのフランク・コリンズが1911年８月にポートランド大会で発表した「SERVICE、

NOT SELF」という、「無私の奉什」とも旨うべきもので、これに続いて1915年「ロータリーの

道徳律」と呼ばれる11ヵ条が出されその後長く職業訓として用いられた。この「SERVICE､NOT

３　－



SELF」の精神はまさに宗教的境地に一致するもので、我々ロータリアンにとっては余りにも崇

高すぎ、特に道徳律はその後種々の批判が生じ、1927年以降9 1･llにIOJ論､1義された後、1980年、

遂にすべてのロータりーの文章からなくなり、削除されることにな-jた。

　それに先立ちその基本になった、「SERVICE､NOT SELF」は1921年にアーサー・シェルドン

の考えで「SERVICE ABOVE SELF」＝「超我の奉仕」に変更された。

　これによりロータリーから強い宗教色が排除されたことになり、全欧界の多くのロータリアンに受

け入れられ易い理念となった。が、しかし、ポール・ハリスとその多くの友人たちはこのような宗教

的環境で育ったので、ロータりーの理念もかかる倫理観に強く影響されていることはが定できない。

職業奉什「VOCATIONAL SERVICE（天職としての職尨奉什）」と､いJているのもそのひとつである。

　　　　　　　　　　　　　　　「個人奉仕か団体奉仕か」

　ロータリーの奉什は余り目立だなくて地味であっても、あくまでも個人がその茫場に応じて個々に

実践したり、指導したり匪論を喚起することにとどめて努力すべきであると奨めてきたのである。

　ところが、1912年ニューヨーク州のシラキューズクラブやオハイオ州トレドクラブ全体をトげ

ての身障児や身体障害者へのクラブ活動が大きな成果を拳げて世間的なお声をllげた。そこで団

体奉仕がもっと効果があると訪う革新派が現れてきた。

　たまたま、1915年にはキワニスクラブができlこがり、1917年秋にはライオンズクラブ協会が結

成され、特に後者は「奉仕するのは胆に理論の唱導だけでは足りないのであって、実践を=i=ﾓ体と

せねばならない。社会が現実に資金を期待しているものに対しては、金銭の補給を行うことであ

り、より大きく活動するためには我々は、“WE SERVE”をＭＯＴＴＯとして、団体で奉什活動を

行う」と盛んに活動を開始し数多くの活発な運動が展開された。ロータリーも「個人参什か団体

参仕か」「“ISERVE” がWE SERVE” なのか」「理論か実践か」とこの２つの論争は熾烈を

極め、危うくロータリーが両派に別れんとするにいたった。

　　　　　　　　　　　　　　　　「23－34号の決議」

　時に1923年これを憂えてテネシー州ナッシュビルＲＣのウイルメニアＪＲ．がセントルイスの国

際大会に第34号として提案したのを採択決議されたのが、所謂決議23－34なのである。

　これは「ロータリーの般若心経」とまで称せられ、奉什活動の指針として今日にいたるまで60

数年間幾多のロータリアンを教えてくれた。これをもってさしも厳しかっだ個人が“団体が

“奉仕か実践がの論争が漸く終息しロータリーの奉仕のあり方が元のごとく１本に納まったので

ある。その内容は結論的にはあくまでも個人奉仕が基本であるが必要な時にはクラブ全体やクラ

ブ合同で行う奉仕もすべきである。但しこれはあくまでもロータリークラブの会員個々の人たち

に奉仕の訓練を行うものと見るべきであると述べているのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　「異質のものの調和」

　このように私たちの先輩たちは、ロータリーの世界に常に異質なるものを内包しながら只管そ

の調和を摸索してきたといえましょう。

　即ち、「親睦か奉仕か」、「利己か利他か」、「理論か実践か」、「団体奉仕か個人奉仕か」等々。

かなり激烈な葛藤の後それらの調和を見いだし、今日あるようなすばらしい理念を築きトげたの

であり、ロータリーの今のこの大へんな発展の心の支えとなってきたのであります。

４　－
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11月は「ロータリー財団月間」です。

地区ロータリー財団委ほ長
ハベトガバナー

ill 田　敬

　1916年第６代国際ロータりー＝アーチ・クランフ会長が「人類の為に何か役政つことを」と称

えて基金をつくることから発展した「ロータり一財団」は1992年６月満75才の誕生||を迎えました｡

　ロータり一財団の目標は国際レベルでの人道的教育的プログラムを通して世界の珊和を達|友す

ることにあります。

　教育的プログラムとしては、

　　　Ｄ国際親善奨学金

　　　2）開発途ll国で奉仕する大学教t1のための補助金

　　　3）研究グループ交換（ＧＳＥ）

　　　４｝ロータリー･F和会議

　入道的プログラムとしては、

　　　5）|司額補助金

　　　6）保健飢餓追放及び入間推服（３Ｈ）補助金

　　　7）ロータリーボランティア補助金

　　　８）ポリオ・ブ」ラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　の８プログラムがあります。

　さてこれ等のプログラムを推進する為には皆様方の強力なご寄付援助が必要なのであります。

　1991年度当地IX寄付は、　　　　一般寄付　　S 674.466.14

　　　　　　　　　　　　　　　　特定寄付　　　5､039.06

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計＄679､505.20

　　　　　　　　　　　　　　　　　会Ｇ１人当り　127ドルでありました。

　　-般寄付額では匪界トップ30地区内で、

　　　D 2650地区（日本＝京部、奈良、滋賀、福井）

　　　2）2640地区（日本＝和歌山、大阪）　　　　　　　　についで当地区は第３位でした。

　皆様のご協力に深く感謝申し11げます。

　1992年度ＲＩ財団一一般寄付目標は4､300‾万ドルで昨年度4､000万ドルに比し7.5％増と示されま

した｡

　当地区本年度山中ガバナーの示された目標は１人当り　120ドルであります。昨年度目標は１人

110ドルでしたが皆様方のご協力で実績は127ドルでありました。本年度も120ドルの目標は必ず達

成して墳けるものと確信しています。

　皆様方のクラブ目標額（120ドル×会員数）を達成する為に1､000ドルの寄付をした方に与えら

れる「ポール･ハリス･フェロー」又最初100ドルを寄付した人に与えられる「ポール・ハリス準

フェロー」そして複数の1､000ドルを寄付した方に怯えられる「マルティプルポールハリスフェ

ロー」又ロータリー財団基金をふやす為の「ペネファクター」（1､000ドル寄付者）を１人でも増

やす努力をしてドさい。

　11月はロータリー財団月間です。

　　　Ｄ財団月間中の例会で財団に関するスピーチ、ビデオ等財団プログラムを実施する。

　　　2）財団月間中の週報、月報で財団についての情報を会員に提供する。

　　　3）旅金箱設置、100‘万ドルランチ、オークション等特別暮全活動を行う等、適切な行浙を

　　　行ってドさい。

　本年度のＲＩ［１標「まことの幸福は人助けから」を実践する最も早い近道はロータリー財団プ

ログラムヘの支援をすることです。

　皆様のご協力をお願いします。

「;」-



　　　　　　　　　　　　　　　1994～’95年度

　　　　　　地区ガバナー・ノミニー候補者の推薦

　地区ガバナー指名委員会規約に基づき、ヽﾄﾞ成４年10月27目開催した指ち委員会に

おいて慎重審議の結果、全員･致をもって、大阪阪南ロータリークラブ辻片録郎君

を1994～’95年度第2660地区ガバナー・ノミニー候補者として推薦することに決定し

ました。

　ガバナー月信第２号（８月号）において、地区内クラブに対し、国際ロータリー細

則第12条第７節（ｅ）項及び当地区ガバナー指名委員会規約６により候補者の推薦

をお願いしましたが、そのお申し出がありませんでしたので、国際ロータリー細則

第12条第７節（ｅ）項に基づき、本指ち委員会により選出された同君を前年度のが

バナー・ノミニーとして推薦致します。

　釣友４年10月27目　　　　　　　　　　　　　　　　　　地区ガバナー指悍委員会

　　　R.|｡第2660地区1994～’95年度ガバナー・ノミニーの宣言

　国際ロータリー細則第12条第７節（ｅ）項の規定に基づき、大阪阪南ロータリー

クラブ全員辻井録郎君を1994～’95年度第2660地区ガバナー・ノミニーとして宣言し

ます。

　平成４年11月１目　　　　　　　　　　　R.I.第2660地区ガバナー　山中　文和

辻井録郎君の略歴

生
現
最
職

年　月

　住

終学

日

所

歴

歴

大llﾓ14年IJHII

大阪市住占区帝塚山西３Ｆ目1 －22

昭和22年３月立命館大学経済学部卒業

昭和22年4 J］ 辻井木材（株）　　　常務取締役

昭和30年４月　辻井木材市売(株)　常務取締役

昭和31年４月　辻井木材センター(株)常務取締役

　　　　　　　　ほか関連４社　　　常務取締役

昭和42年４月　関西材木市場(株)　耳疋　締　役

昭和47年７月(株)辻　井　　　　　代表取締役

恥成２年７月　同　　　　　　　　　　相　談　役

ロータリー歴　昭和45年５月26日

　　　　　　　昭和51年～52年度

　　　　　　　昭和55年～56年度

　　　　　　　昭和57年～58年度

　　　　　　　昭和63年３月

大阪阪南ロータリークラブ入会

幹　　事

副会長、クラブ奉仕委員長

会　　長

大阪大-Iﾓ寺ロータリークラブ

創立にあたり、ガバナー特別

代表

昭和63～ヽﾄﾞ成3年度地区拡大委員会拡大カウンセ

　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　フー

　　　　　　　　　　米山功労者、ポール・ハリス

　　　　　　　　　　・フエロー

職業分類シ ニア・アクチブ（木材販売）
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バランスのとれたクラブ業績に対する

　　　　　会　長　賞

◎
４

　
●

●

W

あなたのクラブの会員数による実績

クラブの会は数

　1～頷

51～150

151十

奉什部門内の業績の数
リ
Ｊ
　
３
　
４

　ロータリアンは、まことの幸福は入助けか

らということを知っています。バランスのと

れたクラブ業績によって他の人に奉仕するよ

う会長からロータりー・クラブに課題が提起

されました。クラブは、以ドに概説された４

大奉11:部門のそれぞれの業績の数に基づいて、

会長賞を受賞することになります。これは、

競争というより、ロータリー・クラブが奉仕

の水準を設定する課題といえます。

基準と締切日

　参加するために、まず、ﾄﾞ記の表からあな

たのクラブの会員数に該当するところを探し

てドさい。すると、あなたのクラブが各奉仕

部門内でいくつの業績をＬげなければならな

いかが分かります。次に、奉仕部門別に、活

動の種類を検討します。あなたのクラブが実

行できるものを選び、それを目標としましょ

う。この目標は、1992年７月１日から1993年

２月１日までに達成しなければなりません。

　（７月１日から１月１日までの半期報告の会

員数に基づくクラブ出席率を例外とします）。

　これらの目標が所定の期間内に達成できた

なら、地区ガバナーが、1993年２月15目まで

に、クラブの会員数と、その活動をＲ．Ｉ．会

長に証明します。受賞資格のあるクラブには、

1993年５月1［1までに、国際ロータリー会長

と地区ガバナーの署名入りの賞状を送ります。

地区ガバナーヘの特別賞

　地区内クラブの50パーセント以ﾄが受賞資

格を備えているときは、地区ガバナーも、19

り2～93年度会長賞の受賞資格があります。資

格を有するガバナーには、国際ロータリー会

長から特判官を送ります。

７
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クラブ奉仕

つ少なくとも10パーセントの純合口増（７月

　１目からＵ）↓目までのす朝服告の合は数

　に基づきます）

□あなたの地域または近隣区域で新ロータリ

　ー・クラブを結成

ロクラブ全体の親睦活動を２回目崔すること

　　（例えば、会食、ピクニック、ゴルフ、ク

　リスマス・パーティーなど）少なくともク

　ラブ会員が半数出席すること

Ｕ全クラブ会員を対象とするロータリー情報

　プログラムを少なくとも21口I開くこと（例

　えば、クラブ・フォーラム、ラウンド・テ

　ーブル討論、クラブ協議会など）

ﾚ」クラブ会員の10パーセントが地区大会に出

　席すること

ロクラブ会員の少なくとも１大がオーストラ

　リアのメルボルンで開かれる国際大会に狸

　録すること

□次期クラブ役員全員が地区協議会に出席す

　ること（会長、幹唇、会計）

職業奉仕

㎜ 〃

－

□地区職業参仕委員長がロータリー・ボラン

　ティア活動（ＲＶＩＡ）のボランティアを

　探せるように、クラブ会員の職業乞簿を渡

　すこと

□地域の青少年の職業相談プロジェクトを↑ﾐ

　催するか、参加すること

□青少年に高校卒業を奨励するプロジェクト

　を地元の学校で実施すること

□地元の障害者のために職業相談プロジェク

　トを椙崔するか、参加すること

□仕雅に復帰したいと思っている人々のため

　に、技能再訓練プロジェクトをれ催するか、

　参加すること

□四つのテストを地元の学校に配布するか、

８

地域の掲示板に張り出才こと

コ働く入々を刈'組に識字率向llフロジェクト

　をh催するか、参加すること

パー人または数入の地域住民の職1 llの裳績

　を表彰すること

ニクラブ会ほ全.ほに(ロータリアンジ｀)職tl'i:

　､l｣を配布すること

二分＼
　　　　　　　　　　　｜＿__．．，‥＿＿二

フ､路字率|rl】llプロジェクトを日崔するか、参

　加すること

[]地域の高齢者または障害者のニーズに応え

　るようなプロジェクトを1=E催するか、参!111

　すること

フロ一ターアクト・クラブを結|友するか、あ

　なたのクラブが既に提唱しているローター

　アクト・クラブとの佃li]プロジェクトに参

　万口すること

ロインターアクト・クラブを結|友するか、あ

　なたのクラブが既に提llII'Iしているインター

　アクト・クラブとの合同プロジェクトに参

　りllすること

□地域のためになるような完今に新しいブ･口

　ジェクトを提唱すること

ロエイズ理解推進プロジェクトを提唱するか、

　参加すること

し薬物乱用防IEプロジェクトを提唱するか、

　参加すること

に｣われらの天体、地球の保全プロジェクトを

　旧崔するか、参加すること

し小児病のr･防接種に関する地JIニのブログラ

　ムを提ll､IIIするか、参加すること

□地域内で飢餓に;4しむ人々のニーズに応え

　るプロジェクトを提唱するか、参加するこ

　と

●

●



●

●

… … … －

国際奉仕

ﾚ|財団への年一次寄付をliij年】隻より10バーセン

　ト増やすこヒ

コ少なくとも　一入のクラブ･会ほが財団ベネフ

　ァクターになること

□111j4り･1:会奉仕プロジェクトに参加すること

□ロータリー友情交換参加名･を派遣するか、

　受け入れること

□肖一少年交換学生を受け入れること

□数入のクラブ会ほが国際共同憂は会委tiを

　務めること

□他国の｢組み合わせクラブ｣と合同ブログ

　ラムを､没けること

□ロータリー財団の同額補助金を授'j･される

　ようなプロジェクトを提唱すること

□研究グルーブ｣交換のチーム・メンバーを派

　遣するか、受け入れること

ロクラブ会員の　･入がロータりー国際親節奨

　学生の顧問を務めること

ロクラブ全員に･人がロータリー・ボランテ

　ィアを務めること

□現物拠出情報ネットワークヘあなたのクラ

　ブの物資または奉仕の提供を広報すること

R.|.理事指名委員会委員

候補者選挙の件

　頭､lけ)件については引j 15 目付を以て

川原ロータリーから油注があり、ご高承

のことと存じますが、当第2660地区は、

第2670地区と区域Ｄに指定され、１Ｚの

候補ち･を選出することになっております。

　候補者を推薦されようとするクラブは

12月31目までに事務総長の許へ指定通り

の書類を提出せねばなりません。

　詳細はガバナー事務所へお問合せド

さい。

j==,几諮1レバｏ



米山奨学生レクリエーション会開催される

　　旭区米山背y加圧　増　本　　　鎚

　さる10月４日（旧心配された出し

時折り日も射す位で終日楽しレ帽をス

ケジュールに従って催された。山中ガバ

ナー始め、武尾、楠田、廣瀬、伊瀬ハス

トガバナー、永野アドバイザー他、地区

委員が総出勤でお匪話する中、奨学生36

名、その家族20名、学友会員７名その家

族３名、ロータリアン52名その家族31名

と実に全員で149名の多数の参加を得て、誠に賑かな_目つ心のこもった有意義なリクリエー

ションでした。

　家族歌劇のはなやかな舞台に身をのり出して楽しんだり、少々時間的に短かったけれど

久振りでの家族そろっての宝塚ファミリーランドでのピクニックで、日頃の勉学によるス

トレスを解消したりで仲びのび時を楽しみ、お腹をすかしてから15時30分から園内食堂で

皆んな集っての懇親会が侍たれ、あリ余る程のバイキング形式のご馳走を頂き乍ら、カラ

オケ大会や自己紹介等で心から打とけて、ひとときを楽しみました。あまり盛llってロー

タリーでは珍らしい30分の延長となりましたが18時解散、それぞれの想い出を胸に家路に

つきました。

　参加されたロータリアンの方々は、ご苦労様でした。「まことの幸福は人助けから」本

年度のターゲットを心から昧わって頂いたことだろうと存じました。

●

●

｢地区ロータリー財団奉仕賞｣の授与についてお知らせ

　　　　　　　　　　　　　　一適格者推薦の依頼一一一一

　ロータリー財団の推進のために称賛に価する奉仕を行ったロータリアンに対し、本年度

地区大会において、「地区ロータリー財団奉仕賞」を授与し表彰することになりました。

　つきましては、各クラブより１～２名の特別表彰に価する顕著なロータリアンを平成５

年１月末口までに、ガバナー宛ご推薦下さい。

10
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■1993～'94年度

　大森慈祥ガバナー・ノミニー

　　　　　　　　　　　事務所開設

　大森がバナー・ノミニ一1哨所がﾄﾞ記

ｼﾞ)通り開設されましし

問設月日

'れ務所

電　　，活

1992年11月２目

〒567茨木萌Jq初鰹II｣'7-n

宗教法い,比加詐

　　　　　　ｲ,諸う館2F

0726 －23－2668(代)

F　A　X　0726 －24－2669

執　　務　現ガバナー･μ務所にIli]ヒ

事務職員　丿兪瀬Illjr一　福川登jU11

　なお、1993年71jlll以降は、そのま

ま地区ガバナー･li務所として仙JIIされる

r･定。

◆マンスリーレター１号・12頁の年間カレン

　ダー

　1993～’94年|隻のための地区協,l義金

　199:弥5J」11□目　ロイヤルホテルを

　1993年５月81□目　抑大宗Ｕ者会館に

　変色

◆訂正とお詫び

　人:阪中火ＲＣ入会金・ビシターフィの,IT,|ﾓ

　入会金（誤）200.000円→（正）250,000円

　年会費（誤）270,00011」→（正）300,000円

　米|II功労者

　服部　裕　大阪住吉ＲＣは2【l!】目です。

　ﾄ｡記のとおり訂IEいたします。

◆ロータリー・レート変更

　11J」1 11から　　１ドル＝120円

文　庫　通　信　（61号）
　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念’li業のｰつとして1970年に帽ｙされた皆様

の資料室です。

ロータリー関係の肖丿収な文献や現職覚資料（貸出引など、１万６Ｔ争点を収集・整備レ

皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や通信によるご相談、文献・資料の出版

左のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。

クラブ嘔務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。

以ﾄﾞ資料のご紹介を致します。

　　　　　　　　　ロータリー環境保全デーに因んで

⑤「社会参仕〈社会参什委は会…環境保全〉」（「ロータリアン必携」第４巻）　R.I.

　　　　　　　　　　　　　　　　1987年　8訂（　〔申込先　日本支局　�03-3355-5391〕

○「浪費ひどすぎるくこうして物を大切に〉J　D.366　1975年　49頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中込左　ロータリー文庫（コピー）〕

Ｏ「いまナゼ環境問題か」　茫川　涼　1991年　20頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込先　松山市R.C.�0899-32-4426〕

○「シンポジウム地球環境保全のために地域で何かできるかJ　D.259（地区大会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　1凹O年　15頁　〔申込先　ロータリー文庫（コピー）〕

○「市民シンポジウム地域の環境保全‐私達は今なにをなすべきか一」　京都南R.C.

　　　　　　　　　　　　　　　　1991年　72頁　〔申込先　京都南R.C.�075-341-4610〕

○「ロータリーこそ一地球環境保全一プロジェクトがよく似合うJ　D.271（分区IM）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1991年　49頁　〔申込左　D.2710�0823-25-0045〕

＜ビデオ＞

○「人類は大地に属するJ　R.I.1974年　10分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込左　ロータリー文庫（貸出・コピー）〕

○「人類の共有財産、地球を守ろうJ　R.I.1990年　23分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申込左　ロータリー文庫（貸出・コピー）〕

ロ　ー　タ リ　ー　文　庫

目－
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ロータリー財団寄付額明細表

クラブ哨

大阪なにわ

大阪南ljti

大　阪　ljti

大阪大手IUj

大阪大淀

　　　　__．

大阪lj（|ﾋ

大阪西南

‥‥------･-‥--･--

大阪船場

大|凝心斎鳩

大|仮城北

一一‥-一一一一一一一

大|紀|ﾓ之汀

　大阪住，l i’

　大|坂天満橋

一一一一一一一一一一

　大阪瓦Ｅ寺

大阪束|徊

大阪鶴兄

._.._.‥._..＿
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国際交流･平和委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際交流。･|り|］委ｎ長　松本　・　火戌|恥|‥丸）

　日時:1992年８月18日（火）（14:00～16:30）　　場所：薬業年金会館

　本年度第１回の委員会には74クラブ中、71クラブ出席、国際奉仕委員長又は国際交流・

平和委員長出席し、当2660地区山中文和ガバナー､･坂東宏国際奉仕担当バスト・ガバナー、

大森慈祥ガバナー・ノミニー、ＷＣＳ堀内委員長御出席のもとで、ＷＣＳ・国際交流・平

和委員会と合同会議を行い地区各姉妹・友好（海外）クラブ活動の状況、1993年オーストラ

リア・メルボルン国際大会（５月23～26日）・国際交流・平和委員会の設置（８月現在クラ

ブ数16）・ロータり一友情交換・世界親睦活動等熱心に有意義な会議を持つ事が出来ました。

特にアンケート等で海外姉妹・友好クラブの交流状況内容の活発な事を各クラブ委員長よ

り報告をいただき、御紹介をと思いましたが、掲載のページ数の都合により、姉妹・友好

クラブ提携クラブ一覧表のみを御紹介します。特に、下記のクラブより交流状況・ＷＣＳ

・青少年交換・その他について活発に御報告をいただきました（東大阪R.C.・守口R.C.・

大阪阪和R.C.・大阪城南R.C.・大阪城東R.C.・大阪柏原R.C.・大阪南R.C.・大阪港R.C.・

大阪大手前R.C.・大阪西北R.C.・大阪西南R.C.・大阪東南R.C.・大阪鶴見R.C.・高槻西R.

C.・豊中南R.C.・豊中一大阪国際空港R.C.・八尾中央R.C.等）例年のことながらアンケー

トに多大の御協力を頂きありがとうございました。尚1992年６月のオーランド国際大全に

当2660地区からの出席参加者数98名（家族を合む）でした。

第2660地区海外提携クラブー覧表

D92年８月現在

クラブ名 相手国 地区 　　　相手クラブ
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社会奉仕委員長会議報告

　　　地区社会帽|溥は艮　新津　敬直(犬|妬Jq)

　1鼎2年り月７目、山中ガバナー臨席のちと

開催されました。

議　題

Ｉ．高齢者問題

　①高齢各作文

　　ホストクラブ大阪住占‘ＲＣ旅集・審査を

　　終え、り月９目、西区f･供文化センター

　　にて表彰式。　　　　　　(新津委員長)

　②老人ホームで働く寮母さん達への慰問

　　　　　　　　　　　　　　(新注要員長)

　③第３回海遊館招待行令

　　゛ﾄﾞ成５年４月９日に開催前２回の反省点

　　に々ﾐってよりよい方向に向って実施する。

　　　　　　　　　　　　　　　(亀片委員)

　①ＧＳＣ(グランドシニア会)

　　｀ﾄﾞ成３年８月31日の地域対策合同委員長

　　会議におけるフォーラムの成果により結

　　成を皆様に呼びかける。

　　詳細に理由を説明。

　　74RCの中で90才以119 RC。

　　　　　　　　80才以[こ44RC、70才以1こ

　　　　　　　　66RC

　　　　　　　　趣意書を各ＲＣの70才以ll

　　　　　　　　の方全員に配布し、皆様の

　　　　　　　　御意見を聞き、発足を期待。

　　　　　　　　　　　　　　(新注委は艮)

II ｡ 社会福祉

　①　平成４年７月２日、身障者自立施設太

　　陽の家へ各ＲＣ委員長全員で研修に行き

　　感動を受けられたことと存じます。その

　　後、数クラブで訪問しておられます。

　　　　　　　　　　　　　　(新津委員長)

　②　身障者雇用

　　　身障者技術取得の施設を紹介し、障害

　　者雇用継続助成分とヘルスキーパーのパ

　　ンフレットを配布し、雇用には職業安定

　　所にリストがあり、そこを通じて雇用を

　　推奨する。　　　　　　　(新津委員長)

　③　視覚障害者とのふれあいとチャリティ

18

　コンサート招待（大阪城収ＲＣの||田崔）

　　　　　　　　　　　ゆ,Slll ・ 恥ド委a）

Jう　週末甲.親ｿﾞ）個奨　　　　　　〔大橋委山

……5〕身障?i･等とロータリアンとのふれあい

運動会 　実行鳶は会　大橋鳶口(

運動会内容　村岡鳶(

Ｄ

以に　参り||されたゐ‘々は、ほとんどの方がノ

ートをとられ、誠に実のある委ａ会でした、

不参加ＲＣは、６ＲＣです。

『高齢者の声作文発表会報告』

　　　地区社会側|:剔U･を　新津　政直吠阪I･り

　この企画は、昭和54年に人:版北ＲＣと大|仮

11i教育委員会の刻崔で開始され、参加ＲＣが

年ごとに増え、第9 1111からは大阪Ilj'内金ＲＣ

の参加を得て、本年で第141111を数えます。

　ホストクラブの大阪住占ＲＣの会長さんを

はじめ、皆様の大変な努力で５月1211、lh内

ＲＣ社会奉仕委｡は長会議で募集・広報を７月

9 11には審査。9jj911には、j'･供文化セン

ターで発表、表彰し、第２部ではヽF均年齢72

才によるシルバーコーラス、コンガをiミとし

たラテン調で、皆と共になつかしい歌の数々

を歌い、来会者･|鳳満足して帰られましだ、

　応募作品は388で市長賞１、教育委員会委

員長賞５、ＲＣ仝長賞5、｢li内ＲＣ賞35を差

し11げました。

　本q1の作ll､ljlは特に高齢者の方々が非常に明

るく積極的に生きていこうという姿勢が、う

かがわれました。

　尚、膚瀬社会参仕損･11パストガバナーをは

巳め、ロータリアンが45名も参加され、会場

がいやがうえにも盛りｈがりました。

■訂正とおわび

※マンスリーレター10号の８頁、９頁に記載

　されていました社会参仕委員長会議報告に

　誤りがありましたので、今月号にてﾄ｡記の

　通り訂正させていただきます。

●

●
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ポール・ハリス・フエロー

次の方たちにホール･ハリス･フェローの称

I,j･が贈られました。　　　　　　　（1992）

　富江豊　ﾓ郎　　犬　阪　港RC　　7.22

　か川　保ﾘ3　　犬　阪　港RC　　7.22

　石川　和犬　　犬　阪　港RC　　7.22

　JI川l　妬降　　犬　阪　港RC　　7.22

　田口|　　稔　　大　阪　港RC　　7.22

　尾藤　昭ｌ　　犬　阪　港RC　　7.22

　堀　　万作　　人:　阪　港RC　　7.22

　清水忠治郎　　犬　阪　港RC　　7.22

　木村　信彦　　犬　阪　雨ＲＣ　　８．４

　奥村　安IIR　　犬　阪　|偏ＲＣ　　８．４

　占本　晴彦　　大　　　　阪ＲＣ　　８．６

　１旧jl　　宏　　犬　　　　阪ＲＣ　　８．６

　執行　和r･　枚　　　　方ＲＣ　　８．７

　武川欣治郎　大阪天Ｅ寺RC　　8.11

　岩崎　旭大　東大阪11tiRC　　8.14

　占城　鋏虫　東大阪西RC　　8.14

　安座　信雄　大阪難波RC　　8.18

　谷口　　勉　大阪難波RC　　8.18

※小林　IFﾐ人　　大　阪　「偏RC　　8.21

※山野　　茂　　大　阪　|射RC　　8.21

　完Jj　秀晴　大阪城東RC　　8.25

　ﾄH畑　jlﾓ芳　　大阪城東RC　　8.25

　最ト　八郎　東大阪西RC　　8.26

　嶋田　　’lj　淑人:阪西RC　　8.26

　竹内　剛治　東大阪西RC　　8.26

　官版　　登　　犬　阪　城RC　　8.26

　船越　三男　枚　　　　方RC　　8.31

　毛利征　一郎　　吹　川　　西RC　　8.31

※印＝マルチ・フエロー

米山功労者

次の方たちに米山功労者の称号が贈られま

した。　　　　　　　　　　　　　　（1992）

　岡　市　半　三　　　　枚　　　　方ＲＣ

　黒　川　義　存　　　　大　　　　版ＲＣ

　西　村　･丘　郎　　　　大阪城|徊ＲＣ

　葉　山　泰　弘　　　　人:阪南IJtiRC

※岡

　八‘

代

田

川

え　J､;

義　昭

定　占

※印＝2回目以ト

大川阪南ljtjRC

大阪淀川RC

II欠　田　ljljRC

米山フアンドフエロー

次の方たちにフアンドフェロ一ｼﾞ）称I･j･が贈

られました。　　　　　　　　　　（1992）

　田　中　邦　大　　　　収入収束:ＲＣ

　入　谷　歓　1月　　　　枚　　　　方ＲＣ

　入　野　||lfi　造　　　　枚　　　　方ＲＣ

　式　地　　　皓　　　　枚　　　　方ＲＣ

　山　泰　昭　宏　　　　枚　　　　方ＲＣ

　占　本　晴　彦　　　　入　　　　|阪ＲＣ

　片　山　勝　４　　　　大阪城南ＲＣ

　占　原　康　雄　　　　大阪大T･ |狗ＲＣ

　ｆ　野　片　次　　　　吹　jll　　西ＲＣ

　山　村　-･;･　|りj　　　　吹　|||　　西ＲＣ

　官　泰　貞　捕　　　　淑大阪ljt4RC

訃 報

●

●

岡田　正蔵剥（守目ＲＣ）

　ず成４年8 JH4 目逝去（享年78歳）

　大llﾓ４年6Jj3ll生まれ

　昭和42年11JH511入仝

　1980～’81年度　副会長

　1983～’84年度　会　長

　ボI－ル･ハリス･フェロー　米山功労者

本出　莫三君’（大阪淑淀ＲＣ）

　平成４年９月15日逝去（９年67歳）

　大正15年7 1130日生まれ

　昭和60年６１１１Ｈ入会

　ポール･ハリス･フェロー　米山準功労者

藤野　隆行れ（大阪住之汀ＲＣ）

　平成４年9J」21日逝去（享年61歳）

　昭和６年12JH8日生まれ

　昭和55年12月22日入会

　1984～’85年度MI』幹嘔

　1991－’92年度　副会長

謹んでご冥福をお祈り申Ｌ上げます。

国際ロータリー第2660地区

ヤサー、｡:り希友ふ。 〒542大阪市中火区難波5-ト60

　　　南海サウスタワーホテル大阪1403号室

　　　電話大阪(06)634-7511
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｢ロータリーの情報の媒介｣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガバナー　山　中　文　和

　ご就任以来はや５カJjが過ぎ、慌ただしい師走となって参りましたが、会長さん、幹･11

さん、ますますお元気にてご活躍のことと存じます。

　1川号で㈲摩ロータリーの役割は３つあり

　　　①奉仕の片恋の追求とその提唱

　　　②ロータリーの拡大

　　　③ロータリーの情報の媒介

と申しましたが、そのうち①については1リ同で、また②については拡大山間に囚んで８

月号に書かせて頃きましたので、今月は③の「ロータリーの情報の媒介」について述べて

みたいと思います。

　｢今年度の活動計画としては、地区のＯＯ事業と○04ぶ業に協力して参加する斤定です｡｣

即ち地区の活動に参加するだけをもって事たれりとされる方もあり、また

　　｢地区の事業が多くて、それに参加するだけに精一杯で、そのﾄ｡色々な実行委員会の

　　名目で協賃金を取られるので時間的にも金銭的にも自分のクラブ｀での独自の活動がで

　　きません｡｣

といわれる方もあります。

　が、しかし、これは大きなお思い違いです。

　もし本当に地区の活動とクラブ独白の活動がつき当たったら、何よりもクラブ独白の活

動を人切にするべきであり、もっと言えばロータリアン各自の行う身近な奉仕を最も優先

するのが望ましいのです。

　職業奉仕の面でも社会奉仕・青少年奉仕の面で剖玉|際奉仕・世界社会奉仕の面でも地区

全体として、また時には数クラブが相集いて多くの奉什活動をしているのは事実であり、

その度毎に地区委員さんけじめ、各クラブから選ばれた実行委員の皆様方は、大へんな準

備とお世話をして頂いて居り、各クラブに対しその活動への参加を呼びかけて頂いている

のも事実です。

　しかし地区(国際ロータリー)のしている奉仕の実践は原則的にはあくまでも各クラブ｀が

する奉仕活動の為の見本であり、奉仕の模範を示しているのにすぎないのです。

　どうしてよいかわからないクラブやロータリアンの為に最適と思われる奉什の実践を示

して、それに参加して頂き、なるほどこんな事をするのかと思って頃く為の活動なのです。

２

●

●



●

●

　もう少し正しく、-1'えば、地区は奉仕のlli業をするのではなく、最適と思える奉仕の実践

を斡施し、地区内外クラブに対する連絡と､叫整の為のお手伝いをするだけであります。

　しかし地区がお手伝いして、地区内金クラブで行う大きな奉什に参加する雁で大きな感

動を得、新たなる奉什への意欲を燃やすことも雅実であり、参加すること自体大へん大事

なことはにうまでもありません。

　なおｰつの奉仕活動を効果のある活動として定着さすまでには、時としては３年とか４

年或いはもっとかかることもあります。「緋続け力」なりと旨われる通り、永年続けてこ

そ定着する活動もあります。

　けれども、その活動かえ派に成功し定着すれば地区としての連絡調整のお手伝いは完全

に果たし得たのですから、その活動は各クラブにお持ち帰り頂き、地区はまた新たなるニ

ーズに対し、新しい奉仕活動について各クラブヘの媒介・連絡など調整のお手伝いをする

べきであります。

　但し、ここで一才申しそえておかねばならない事は、ロータリーが出来てからしばらく

して、人道的・教育的分野での奉仕ができる基金を出そうとの意見が出てきて、色々苦難

の道の後にやっと1928年ロータリー財団の設茫を見るに至った。この財団はご存知の如く、

その後大きく発展し、４つの教育的事業と４つの人道的事業を全世界において行っており、

いつまでも継続を願って活動している。即ち国際ロータリーの中で唯一のしかも立派な事

業体組織であります。日本において米山記念奨学会もこれ又しかりであり、地区としては

併わせてこの２つの事業のお手伝いをしているのもご存知の通りです。

　しからは各クラブの団体活動はどうあるべきかと言うと手続要覧99頁にも書かれてる如

く「何か一つ主たった奉仕活動を、それもなるべく毎年異なっていて、できればその会計

年度内に出来るようなものが望ましい」と訪っている。その理由は

　　①あまり永く一つの奉仕活動を続けると、貰う方に慣れの気風ができる。

　　②その奉仕活動が、素晴らしければ素晴らしいほど会クラブ員の目がその活動のみに

　　　奪われ、地域社会にもっと必要なニーズがある事を見落としてしまい、限られた予

　　　算の中では奉仕の不公平を生む恐れがある。

と安易な継続を戒めているのである。

　しかしながら「望ましい」のであって、全べての活動を単年度で終らなくてはならない

のではありません。時には継続して行ってこそ素晴らしい効果がある奉仕もあるのはご存

知の通りなので、活動によっては３年５年と続けても決して悪くはありません。

　即ち、毎年しっかりと再検討した後に、継続と改革のバランスをとるべきと教えている

のです。

　この機会に各奉仕部門の地区委ほ長さんけじめ地区委員の皆様方がお忙しい申、地区内

各クラブに対する連結と調整のため、大変なお時間を使って日々ご協力賜っていることに

対し、改めて厚くお礼申しﾄげます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－３－



ｸﾗﾌﾞ職業奉仕委員長会議報告

　　　地区職業奉仕委員長　浅沼　清太郎(大阪)

日　時　1992年9月５目(土)14:00～16:00

場　所　大阪府神社庁　５階研修室

出席者　山中ガバナー・松本担当パストガバ

　　　　ナー・大森ガバナーノミニー・浅沼

　　　　職業奉什委員長・久我地区幹事・地

　　　　区委員４名・クラブ職業奉什委員長

　　　　64Z

結　果

　山中ガバナー及び松本パストガバナーの挨

拶にはじまり、浅沼委員長による年間活動方

針と活動計画並びに活動計画に関するアンケ

ート調査結果についての説明が行われ、続い

てこの活動に関しての討義に入った。

　その結果、職業奉仕部門では、昨年度実施

した各活動を踏襲し、これを更に促進するた

めの活動として｢違法駐車問題について｣・

　｢事業所におけるゴミ問題について｣等を取

り上げ、これを重点的に実践していくことと

なった。

　また、具体的な実践活動としては、活動計

画に関するアンケート調査結果を踏まえて、

違法駐車問題については

　●｢めいわく駐車追放モデル事業所｣の宣言

　●｢パークライトシール｣の自動車への貼付

　●｢めいわく駐車追放啓発活動｣への参加

等について強力に推進していくこととなった。

　さらに｢事業所におけるゴミ問題について｣

に関しては、ロータリアンー一人ひとりが、そ

れぞれの立場と責任において、資源の大切さ

や不必要なゴミは出さないといった意識改革

を図っていくことが重要であるとの認識に立っ

て、社員教育等を徹底していくこととなった。

　実践活動に関する討議では｢駐車問題｣・

　｢ゴミ問題｣とも地域社会に密着した問題で

あるだけに、終始活発な意見交換が行われ、

これらの問題を改善していこうとする意気込

みが感じられるなど意義ある会議であった。

　終わりに、ガバナー及びガバナーノミニー

から講評を頂き閉会した。

１

ﾛｰﾀﾘｰ･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ委員長会議，

　　　　地区ロータI｣一一ボランティア委員長

　　　　　　　　　　杉私　久仁　り八尾中畑

　　　　　　　　H4.9.18於〔薬業年金会館〕

　　　　出席名･　む々本担当ペストガjベナー

　　　　　　　　　lllj戸、戸田･ヽごストガペナー

　　　　　　　　　地区委員仝員

　山中ガベナーが、公式訪問のため、欠席さ

れ、jl1切に松本担当バ'ストガバナーから、挨

捗と、委員会の所属を、職業奉仕部門に変1赳

し、2660地区では職業奉什委員会と併､没する

ことを報告、職業奉仕は見えない・数えられ

ない内面的な奉仕であり、ボランティアは、

兄える、数えられる顕在的な奉仕である、と

説明された。

　'Jいで、過去３年間の委員会び｀)経過と実績

にっいて、小山|狗委員長が、ボランティア・

ピュローについて、月む状のJ見明をさtLた。

　つづいて、委員長から、ロータリー・ボラ

ンティア・プログラム〔Ｒ･Ｖ･Ｐ〕は、私達周辺

のボランティアに対して、ロータリアンの職

業・技能。･男･力と時間そして多少の金銭的負

拘をもって奉仕し、社会のこーズにjおえるプ

ログラムであり、今までの金銭的・団体的奉

仕に加えて、個人的な見える奉仕をすること

によ、て、IU:間のロータリークラブに対する

理解と認譜1を高める為のものであるとl見明。

　ltlに、各クラブに委員会の設置をお願いし、

そして委員仝の職務について、この委員会の

任務の一一つは、ボランティアぴで)登録であり、

登録資格は、ロータリアン・配偶者・家族そ

してアクトに限ること。

　２つ目は、ボランティア奉仕の対象として

のプロジェクトク:)要請であり、テレトリー内

2660地区内・地区外の日本国内、そして|玉|外

のプロジェクトにわかれる事。この内で、国

外のプロジェクトは、年間2 111】RIから送られ

て来る資料により、地区委員会においてコー

ジネートするが、クラブのテレトリー内の対

象には、そのクラブで取り扱って頂くこと。

　このボランティア登録と、プロジェクトの

要請が、２つ=共に非常に難しいものなので、

委員長は｢ボランティアに生じる自発性パラ

ドックスの問題｣と(医師・弁護士など７)職

業組織における報酬の問題｣を取り上げ、こ

の同cぷは、ロータリーの奉f士としてliうこと

で取り除けるので、ボランティアがやり易く

なる。とa見明。登Siをお寵iいした。

　出席の方から、登ままの事。ボランティア・

ビュローの事。クラブに於ける海外の医療奉

什の事について質問を頂き、最後に戸田J･ヽごス

トザバナー・瀬戸パストガハごナーから意見を

項戴した。

●

●



●

●

社会奉仕委員会第2回研修会の報告

　　　地区社会奉什委Ｕ長　新津　敬直(大阪1剛

　平成４年10月14H、大阪市立盲学校へは、

大阪市内各ロータリークラブ社会奉什委員長、

大阪府立盲学校へは、大阪府下各ロータリー

クラブ社会奉仕委員長が参加し、Ｆ記に記す

如く研修しました。

【大阪府立盲学校】

　視覚障害者への理解を深めるために盲学校

訪問見学。

出席者：地区社会奉仕委員会・新津委員長、

　　　　地区委員・亀井、村岡、福田、参加

　　　　ロータりークラブ･(市外)社会奉仕

　　　　委員長30名

　　　　　(盲学校より)

　　　　校長、教頭、進学指導教師、大阪府

　　　　労働部職業対策謀課長補佐・高橋勉、

　　　　大阪府労働部能力開発課企画調整係

　　　　主査・村上真幸

　　　　学校施設見学

　　　　理療科の実習、図書館の設備等、教

　　　　頭より説明

内　容：●生徒の年齢は

　　　　　中途から入学してくるものが多い。

　　　　　平均30才代。

　　　　●ヘルスキーパーをする時の設備は

　　　　　　３坪ほどの部屋、ベッド、消毒、

　　　　　　､没備、特殊なものは要らない。

　　　　●歩行訓練について

　　　　●助成金について

　　　　●高橋課長補佐より障害者職業訓練

　　　　　所及び障害者職業訓練校について

　　　　　の追加説明あり。

　　　　●新津委員長より盲学校へ金一封贈呈。

【大阪市立盲学校】

出席者：山中ガバナー、地区委員・大橋、木

　　　　下、参加ロータリークラブ(市内)

　　　　社会奉什委員長34名

内　容：●||｣中ガバナー挨拶

５

　　　　●学校長による食事法の説明

　　　　●教頭充生による見学行事説明（小

　　　　　学部３年生くらいで点字による読

　　　　　書ができるようになる、白杖によ

　　　　　る歩行訓練、現在スクールバス４

　　　　　台、全生徒数約130名、寄宿舎75名

　　　　　等）

　　　　●見学＝あんま実習室→製版印刷室

　　　　　→あんま鍼灸実習→体育館→教育

　　　　　機器室→図書館（各種本の説明･･･

　　　　　さわる絵本、布の絵本、大活字本、

　　　　　拡大写本）→視聴覚教室にてビデ

　　　　　オ（学校紹介のビデオ）

　　　　●山中ガバナーより盲学校へ金一封

　　　　　贈呈｡。

　　　　●教頭先生よりビデオテープ５巻口

　　　　　－タリーヘ寄贈。

　　　　●ヘルスキーパー、就職の件につき

　　　　　お話。

以llの如く勉強し、感動を覚えたことを各ロ

ータリークラブで報告し、社会奉仕活動の･・

端としてもらうよう要請しました。

クラブ会員増強委員長会議

　　　地区会員増佳委員長　山本　三雄(大阪大淀)

　地区内会員増強委員長会議が10月20日(火)

午後２時より薬業年金会館にて開催された。

　山中ガバナー、菅生直前ガバナー、大森ガ

バナーノミニー、菅生地区幹事、八田、和田、

山崎、中西地区会員増強委員と地区内74クラ

ブの会員増強委員長が出席して熱心な質疑応

答が行われ午後４時閉会した。

　完ず、山中ガバナー、菅生直前ガバナーよ

り会員増強の努力必要性の説明があり、地区

会員増強委員の各委員から地区会員増強委員

会の概況説明、各クラブの増強方針アンケー

ト集計、会員増強の現況についての説明があ

った。

　議題は主として、前年度に習い地区内各ク



ラブを対象にしたアンケート調査に依るもの

である。

　地区内各クラブは会以増強には積極的で今

期の純増目標３％以上の新会員の入会を期待

している。又、質と｡はの問題については、質

に重点をおくが量・質共に服視となっており、

両者を合計すると答クラブが質を服視してい

る事が特徴的である。会員増強の目標達成に

は、退会防l目こ対する配慮、会員増強の為の

フォーラム開催、新入会員に対するインフォ

ーメーションの実施等努力目標としている。

　尚、50名未満のクラブについては近い将来

50名以上達成出来る展望を持っており、達成

困難なクラブについては、地区会員増強委員

会と直接対話することになる。

ＷＣＳにご協力を／

　　　　地区t吃緊社会委員長　堀内　顕(八尾栽)

“世界社会奉仕(ＷＣＳ)"は、人が人娘みに

人間として生きられるように、助けを必要と

している地域の人々に、その地域のＲＮを通

して援助をすることにあります。したがって

金銭だけでなく、物資により、また、ボラン

ティアの人的奉仕も含めた世界社会(国内を

除く)へのロータリアンの奉仕であります。

　去る８月の2660地区クラブ委員長会議では

下記の申し合わせができました。

Ｉ．本年度の地区プロジェクトの承認

　その結果、①バングラデッシュの水害復興

　計画のために展開される自立援助資金のロ

　ーンプロジェクトに390万円､②マナウス(ブ

　ラジル)の日伯学校教室の１教室建設援助

　に50万円、③グルシャンRC社会福祉と教育

　センターの働き支援に39万円、④カンボジ

　ア貯水池工事と調査支援に2､775千円、これ

　はすでに現地で活動しているＮＧＯのＦＨＩ

　を通じて支援する。⑤タイ水資源開発支援

　に2､121千円、⑥フィリピン･ケソンの低所得

　家庭自立ローンプロジェクトに130万円、⑦

６

　フィリピンRC、スーブキッチン財団のヒナ

　ッボ被災者職業訓練学校の支援に180万円、

　⑧インド北部の学校施設建設支援に20万円、

　これは水野Ｒが提唱している。⑨災害の急

　報､緊急支援のために300‾万円。⑩ペルー及

　びガテマラ支援物資輸送のために100‾万円等々。

II.各クラブに、必ず、最底一人のＷＣＳ担

　当委員を国際奉仕委員会の中に立てること。

　これはＷＣＳ委員会を設けていない場合。

IH.クラブ単独WCSプロジェクト実施の場合

　には、寄附金受取責任者名と住所に、プロ

　ジェクト実施確認報告を求めていくことを

　申し合わせた。後日の視察資料にできる。

IV.本年度の第三世界研修と視察の旅は、93

　年１月に実施すること。現在の予定では、

　いH7｢1(目)から23日(上)を予定している。

　フィリピン、タイ、カルカッタ、ダッカ等。

　各クラブの活躍、ご協力を大いに期待しつ

　つ。

ＲＩ第2660地区第８組ＩＧＦ報告

　　　大阪天王寺RC会長　八島　和久

　　　　フォーラム委員長　花田　　力(大阪天E寺)

　９月19日(土)午後１時より５時迄、天王寺

都ホテル新館にてＩＧＦを開催しました。未

熟な私達クラブがホストで、到らぬ点多かっ

たにもかかわらず､320名の多数の会員及び来

賓の御参加をいただき、盛会裡に終らせてい

ただき感激の限りでした。懇切な御指導をい

ただいた山中ガバナー、菅生ゼネラルリーダ

●

●



●

●

－、戸田バストガバナー各位に深く感謝の意

を捧げます。“次代を担う青少年に夢と希望

を伝えよう”という過大なメインテーマをか

かけまして、まず大阪11i教委嘱託・楠本11ﾓ輝

氏により「大人の期待、了･供の夢」と題して

基調講演を伺いました。青少年白書に基いて

青少年の実態を述べられ、家庭、職場、学校

国際社会における青少年問題の実例と今後の

対策について詳細な説明がなされ、大人が自

らの課題を自問して認識を深めて実行にうつ

さなければ、子供に勇気を出せ、夢をもてと

いえないし、諸問題も解決しないとしめくく

られました。次いで、①家庭における親と子

の心の交流　②職場における青少年との接し

方　③国際社会における青少年との交流　④

日本の学校教育の現状と将来、の４つのサブ

テーマを28屯に別れてバズセッションを１時

間に亘り行い、各人身近な問題でもあり、活

発な討論がなされました。この討論をふまえ

て青少年４名（内留学生２名）と全員４名によ

る公開討論をガバナーの司会で進め、各人３

分間の意見発表がなされました。青少年の発

表は各々今後のロータリー青少年活動の糧と

もなる貴重な内容でした。ガバナー、ゼネラ

ルリーダー、楠本氏の講評をうけ､「手に手つ

ないで」合唱をもって終了しました。

　最後まで退席もなく活発な討論をいただい

た会員各位には、何か一つでも青少年問題に

ついての見識を深められたでしょうか。討論

内容の詳細は後日記録誌を一読下されば幸甚

に存じます。

今後の皆様の御活躍とロータリークラブの

７

発展を析って報告とさせていただきます。

　〈参加クラブ〉

大阪阿倍野ＲＣ、大阪阪南ＲＣ、大阪阪和Ｒ

Ｃ、大阪平野ＲＣ、大阪住之江ＲＣ、大阪住

占ＲＣ、大阪東南ＲＣ、大阪天王寺ＲＣ

（第８組外）大阪城ＲＣ

ＩＧＦ第４組報告書

　　　　　ホスト：八尾東ロータリークラブ

　　　　　　　　　　実行委員長　和田　輝夫

日　時:1992年10月３日（土）

会　場：石切ホテルセイリュウ

ガバナー：山中　文和

ゼネラルリーダー：廣瀬勘一一一郎

招待者：ＰＧ伊瀬芳吉、ＰＧ中村俊一、ＰＧ

　　　　中西正二、地区大会委員長酒井芳申。

　　　　地区ロータリー財団増進委員山口幸

　　　　雄、地区米山奨学委員板垣周男

登録者数:659名　　　出席者数:326名

　初秋の快適な時候に恵まれ参加者全員が展

望の開けたホテルセイリュウの一堂に会しＩ

ＧＦ第４組が開催されました。

　開会セレモニーのあと、●地区大会につい

て酒井委員長の案内があり、●ロータリー財

団の報告が山口地区財団増進委員よりなされ、

●米山記念奨学会全般に亘る説明が板倉地区

米山委員よりありました。

　続いて愈々メイン行事であるＩＧＦがバズ

セッション形式で行われました。参加者に大

いに関心のあるテーマとして「高齢化社会と

ロータリーの役割」を取りあげ、それに基ず

く小課題しとて、1.豊かさとは何か。 2.後継

者問題。3.若者への要望。 4.高齢者の活用と

適性。の４項目を掲げ１テーブルに約10名を

配し32テーブルで活気ある討論会が始められ

ました。因みにこれらのテーマは事前の所属

クラブ会長・幹事会において選択されたもの

であります。本バズセッションの進行には所

属の９クラブより４名宛のテーブルマスター



を指名して頂き、その方々のリードによって

話題を盛りあげ談論風発、真剣な討議が重ね

られました。その後バズセッションの結果を

各クラブ代表者が発表し討論テーマに準じた

有用な意見を聴講することができました。ま

さに今後の高齢化社会に一石が投じられた感

じで受け止められました。

　討論会終了後慰労と親睦を兼ねて懇親会が

開催され、緊張の雰囲気を解かれた立食パー

ティでは各クラブ間の交流が往来し雑談に花

が咲きました。

　ここに無事本年度ＩＧＦ第４組のホストの

任を全うしご指導いただいたリーダー、ご支

援頂いた会員各位に厚く感謝申しあげます。

ＩＧＦ第７組報告書

　　　　ホスト：大阪南西ロータリークラブ

　　　　　　　　　　記録委員長　葛井　重雄

はじめに

　本地区７組（南、西南、心斎橋、難波、う

つぼ、なにわ、船場、本町、南西の９クラブ）

のＩＧＦが平成４年10月17日、13時30分より

中央区の福徳銀行本店８階福徳ホールで開催

され、ＤＧ、ＰＤＧおよび地区役員の御来賓

のほか７組所属クラブ｀の登録者294名（当日出

席者232名）が参加し、なごやかに、また楽し

く１日を過ごしました。

企画としては

　ゼネラルリーダーにＰＤＧ中西正二氏、リ

ーダーに村岡秀雄氏（直前地区規定情報委員

８

長）、中西淳氏（地区規定情報委ａ会担当幹

恂の両氏を迎え、「ロータリークイズで楽

しもう」という、新企画によリフォーラムは

迷宮されました。

　中西ＧＬのおたてになったこの企画は、Ｎ

ＨＫの「クイズ100点満点」にヒントを得た

もので、この番組は娯楽番組であると同時に

教養番組でもある、ＩＧＦも楽しく運営され

ねばならないが、当然、ロータリーの活動の

場でもあるのでロータリーの知識を深めるこ

とを目標に上記番組にならってクイズ形式を

とったということでした。

クイズの問題は

　これまでガバナー事務所によせられた定款

・細剛士の問題点や、今後予想される問題点

をクイズの問題として正解を選ぶという方式

がとられました。全部で25問、１間１点で25

点満点ですが、想像していたより難解な問題

でした。

講評と成果は

　クラブ単位の平均点で争い、第一位船場、

第二位本町、第三位心斎橋で賞金が当たり、

第四以下は参加賞で順位の発表はしませんで

した。問題は難しかったが、それ以上に参加

者全員夢中になり、あっという間に終わった、

というのが感想です。定款・細則について、

参加クラブの理解と認識が深められ、まこと

に有意義な･･日でした。

●

●
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日米ﾛｰﾀﾘｱﾝ親善会議出席のお誘い

　1993年6 JH1 日～121]、米田テネシー｢hに

おいて、テネシー・オークリッジ・ロータリ

ークラブ提唱、ロータリー財I冽援助による日

米親善会議が挙行されます。この会議は国際

ロータリー承認済みのむので、オスターマン

会長も日米ロータリアン親善の為、期待され

ておられます。

　主催者側は200おの出席を希望しておりま

すので、各地区から大勢ので出席をお願いし

たいと思います。　日本語通訳設備、その他日

本人向けに色々趣向が企画される予定です。

　プログラム、パネリスト等はこれから決定

されますので、順次お知らせいたします。

例会場･事務所移転

■大阪ちややまちロータリークラブ(平成5年1月より)

　例会場　ホテル阪急インターナショナル４階

　　　　　　｢月琴の間｣大阪市北区茶屋町19-19

　　　　　　Tel.06-377-2100

文　庫　通

事務局　同ト(５階) Te1.06-37卜02り0

Fax.06-371-()292

・新クラブ創立おめでとう｡ゲ

　本ロータリー年度になって最初の新クラブ

が地区は第75番目として発足いたしました。

創立総会　10月29口（本）

クラブ名　大阪中之島ロータリークラブ

区域限界　大阪天満橋、大阪大手前両ＲＣと

　　　　　同一一区域限界

スポンサー　大阪大手前ロータリークラブ

例会日時　毎日木曜日　12 : 30～13 : 30

例会場　大阪市都島区網島町9-10

　　　　　大閣園　Tel.06-356-1111　〒534

事務局　同上

　　　　　Tel.06-353-2215

　　　　　Fax.06-353-9889

会　　長　牛島全学

幹　　事　山本　肇

　何とぞ新クラブの発展にご協力賜わります

よう、お願い申し上げます。

信　（第62号）

　このたびは昨年度の会計報告をさせて頂きます。今後ともロータリー文庫をご活用くだ

さるようお願い致します。

　　　　　　　　　ロータリー文庫1991～92年度会計報告

(貸　借　対　照　表)
｜　　　　　　資　　　　　座 負　　　　　　債

｜　現　　　　　　　金 67,592 雇用保険料預り金 7，143
普　通　預　金 2.丁r7,975 社会保険料預り金 4,725
定　期　預　金 3，000，000 仮　　　受　　　金 50，000

(現金預金計) 5，845，567 (負債合計) 61，868

正　味　財　産

次期繰越剰余金 5，783，699
(合　　　　計) 5，845，567 (合　　　　計) 5,845,567

(収　支　計　算　書)

収　　　　　　入 支　　　　　　出
前年度繰越金 2,784，139 委　員　会　費 1，493,075
クラブ協力金 29,913,000 業　　　務　　　費 2,676,253

コピー関係収受金 302，438 事　務　所　費 11，505,922
受　取　利　息 92，987 人　　　件　　　費 11，633,618

次期繰越剰余金 5，783,699
(合　　　　計) 33,092,564 (合　　　計) 33，092，564

ロ　ー　タ　リ　ー　文　庫

一

９　－



ロータリー青少年交換学生募集について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青少年交換委ｎ長　八　木　頼　夫

　次代を担う若人に、国境を越えて他国で生活し勉強する機会を与えることは、世界を理

解し、平和と親善に役立つ為の最も有意義な奉仕活動であります。

　それぞれのロータリアンが、力と智恵を出し合って、この価値ある奉什活動に参加して

ﾄﾞさいます様お願い申し土げます。

　目ﾄﾞ、次年度（1993年～94年）の交換学生を下記の通り募集しております。

　交換学生は、ロータリアンの子･弟のみならず、親戚や関係者の子弟、また来日学生が、

お胱話になった学校から推薦などにより応募できます。この機会に、特にロータリアンの

子弟の参加について、お歓めします。

１．留学先

　　アメリカ、カナダ、ドイツ、ブ｀ラジル等希望国の高等学校

２．留学期間と人数

　　　（留学には長期と短期がありますが、一般には、長期を主体としています｡）

　　1993年８月又は1994年１月より、一年間。

　　募集人数は、予算の都合上12～13名を限度とし採用は青少年交換委員会において、決

　定します。

３．留学生活

　　ロータリークラブ会員宅で生活し、通学する。この間語学を修得し、その上地の人々

　と交わり、その生活や歴史を学ぶと共に、日本の国情を伝え、国際理解と親善に努める。

４．留学費用

　　留学地までの往復旅費と保険料は本人が、負担する。

　　彼地での生活費と教育費の全額は受け入れロータリークラブ並びにホストファミリー

　が、負担する。

５．応募資格

　Ｄ留学出発時、公私立高等学校１年又は２年在学中の男女生徒であること。

　2）健康で志操正しく、水準以上の学力を待ち、外国語の修得に意欲的な生徒であるこ

　　と。学業成績は、学年の1/3以内の者。

　3）学校長の推薦と、１か年間の休学許可が得られる生徒であること。

　4）ロータリークラブの推薦が得られる生徒であること。

６．申し込み

　　早急に申し込んで下さい。

７．応募案内

　　応募者は、必ず各ロータリークラブを通じて、ガバナー事務所又は青少年交換委員長

　まで申し込んで下さい。関係書類を渡し、応募手続を説明致します。

８．学生受入れ

　　原則として、派遣学生を送り出したクラブには相手国より学生が派遣されることにな

　ります。

お問い合わせは、交換委員長・ハ本まで　TEL.06-227-6838

又は、ガバナー事務所まで　TEL.06-634-7511

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－10－
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米山功労者

次の方たちに米山功労者の称呼が贈られ

　ました。

　関西電力㈱

※本　田　良　光

※吉　岡　清　輝

※安　積　義　雄

　㈱北浜製作所

　今　村　周　平

　石　原　一　良

　坂　本　　　旭

　神　内　志　郎

　高　井　利　-一一

　玉　井　三貴男

田
堀
松
川

※板

　林

村
野
本
畑
垣

徳
三
重

正
郁
忠

徳　幸

周　男

銃占郎

※印＝２回目以上

　　　　(1992)

大　　　阪ＲＣ

大　阪　束ＲＣ

大　阪　東ＲＣ

大　阪　東ＲＣ

大　阪　東ＲＣ

大阪東淀ＲＣ

大阪東淀ＲＣ

大阪東淀ＲＣ

大阪東淀ＲＣ

大阪東淀ＲＣ

大阪東淀ＲＣ

大阪東淀ＲＣ

大阪東淀ＲＣ

大阪平野ＲＣ

大阪住占ＲＣ

豊中一大配膳空港ＲＣ

大阪東南ＲＣ

米山ファンドフエロー

訃 報

有信　春二右（茨木ＲＣ）

　平成４年８月９目逝去（享年82歳）

　明治43年３月24目生まれ

　昭和57年３月10目入会

　ポール・ハリス・フェロー

荒川　直治れ（豊中ＲＣ）（ち誉会Ｈ）

　平成４年９月23日逝去（享年86歳）

　明治39年２月22目生まれ

　昭和34年６月25日入会（ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰ）

　1960－’61年度副会長

　1963～’64会長

　1984.7一　名誉会員

　ポール・ハリス・フェロー

安井　快之君（大阪西ＲＣ）

　平成４年９月30目逝去（享年84歳）

　明治41年８月12日生まれ

　昭和37年８月27日入会

　1977～’78会長

立石　ハ郎れ（大阪南西ＲＣ）

　平成４年10月１目逝去（享年68歳）

　大正13年８月24日生まれ

　昭和50年６月00日入会

　1988～’89年度会長

　ポール・ハリス・フェロー

　米山功労者

田中　好一君（大阪淀川ＲＣ）

　平成４年10月26日逝去（享年82歳）

　明治43年２月12日生まれ

　昭和36年１月14日入会（ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰ）

荒井　琢也君（茨木ＲＣ）

　｀ﾄﾞ成４年10月23日逝去（享年61歳）

　昭和６年２月24日生まれ

　昭和45年７月１日入会

　1989～’90年度会長

　ポール・ハリス・フェロー

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

〒542大阪市中央区難波5-1-60

　　　南海サウスタワーホテル大阪1403号室

　　　電話大阪(06)634-7511

●

●

ガバナー

次の方たちにファンドフェローの称呼が

贈られました。　　　　　　　　　（1992）

飯　田　常　俊　　　大阪東淀ＲＣ

清　水　敏　之　　　　豊中一大阪肆空港ＲＣ

行　岡　義　蔵　　　　豊中一大阪［儒空港ＲＣ

◆11月号訂正とおわび

大阪西南ＲＣ９月度出席報告（19頁）

　出席率　100.00％→99.77％

　地区胚均出席率　96.76％→96.75％

ポールハリスフェロー（20頁）

　安座　信雄君、谷口　幼君（大版難波）

　マルチフェロー

大阪西北ＲＣ、海外提携クラブ（16頁）

　クライストチャー千北　締結年月1975.5

国際ロータリー第2660地区

φ呼吸恥
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公式訪問を終えて

･片づぐ岫- 山　中　文　和

　ｲ､旨気の中にも、さしもおI目j、なんとなくほ力ぽのヒした|りjるさを感じるj卜となりま

した。私の任期もやっとおれまがり点へ到着しほとんどのクラブヘの訪問を済まさせてい

ただきました。その節に珀いた答クラブの仝長さんはじめ皆様方からの大変なご高配に対

し心から厚くお礼を申しllげます。あと６ヵ月となりましたが会長さん、幹･jl.1さんますま

すおuﾆ気にてご活躍と存じます｡

当地区第2閲O地区には75クラブ｀あリ（なけクラブ設的11）

　●とＺのクラブから316Zの大クラブまで。

　●70年の歴史を侍つクラブからかまさに蛮声をあげたばかりのクラブ。

　●１クラブに大小28委員会をもつクラブからL3委Ｇ会しかないクうブ。

　●ローターアクトクラブ、インターアクトクラブを提唱しているクラブ途未だしてい

　　ないクラブ。

　●ロータリー財団や米山奨学会へ大変な累計額を寄付しておりなお、今も煩張ってい

　　ただいているクラブとかからやろうとしているクラブ。

　●財団や国際親善奨学生や米山奨学生のお世話をされているクラブと未だしていない

　　クラフ。

●

　　●国際交流や世界社会奉仕に独自のプランを持ち力強く押し進めているクラブとそう　●

　　　でないクラブ。

　　●海外のクラブとシスタークラブや友好クラブの関係を結んでいるクラブ｀とこれから

　　　しようとするクラブ。

　それぞれ型はちがっても全クラブ｀ともそれぞれの規模と特徴をもって各部門の奉什に取

り組まれ大きな成果をあげて居られます。

　当地区は全クラブにわたって総括的には稀にみる活力のある素晴らしい地区であります、

　創立間もないクラブは勉強熱心で基礎固めに懸命であり生き生きと明るくやる気ﾄ分で

ありまことに頼もしい眼りであります。

　特別代表やそのお手伝いの方々の大変なご努力で素晴らしい什肛をして頂いた収に対し

９

一



　　　　改めて感謝申しあげます。

　　　　　1(戸Fを経たクラブは初代会長をはじめ歴代役ほのご尽力により如限な線が敷かれており

　　　　匪Ｗ各国と交流が持たれ、既にそのクラブ独特の伝統が築かれつつあり、しかもまだまだ

　　　　若々しさも火われず活気に満ちていて、入りJ^のメンバーはいろいろな問題を熱心に勉強し

　　　　ようと意欲的である。

　　　　　20年を経｡たクラブ･は､･･:派な歴史と長年の業績に対して大いなる誇りと自覚をお持ちにな

　　　　り、インターアクトやローターアクトの提唱もなさって各奉仕部門に自信をもって力強い

　　　　活動を続けられて居ります。

　　　　　30年以11のクラブ'になると地|)(の中枢のクラブ'として常に分地|)(クラブ｀から模範とされ

●　　　ているだけにむしろ大きな肖任を感じて、占い輝かしい伝統のﾄ｡にｌってただマンネりに

　　　　陥いることなく常に継続と改･T･Tのバランスを保ちながら絶えざる努力により新生面を拓き

　　　　つつ頑張ってJ､･;られる。

●

　ロータり一での|’|己の長いクラブ歴や素晴らしい経験や役職、高年齢は勿論尊敬される

対象ではありますが、それを何か「もの申す権利」と誤解し、自分のみがロータリーの知

姦と経験を有しておると錯覚し現役の会長、幹･1iの方針や行動に目をさしはさむ困った完

席。「皆に変わってわしが会長・幹･削こものをいってやるのや」とi‾lう自己顕示欲の強い

児゛¥、こｸ）挿の児輩ベテラン会員がおられるため、クラブの活力が大変阻害されているク

ラブ。また、そのような困ったベテランかぐ入以ﾄ｡おればロータリーにあってはならない

　「派|伺」が存在する　一因ともなっておりそれがため会は増強がむずかしくスムーズなノいj4

がまとまらないクラブがあるとも聞き及んでおります。

　しかし、地区内のほとんどのクラブは「年月を経るに従って慣習、しきたり等が生じ、ひ

とつの伝統をつくっていく、ほとんどの場合それはロータリーのルール以外のところで出来

卜がり、定款・細則からはみ出さない範囲でｰ種の運営ﾄの施行細則となっている」（2580

地区玉村ＰＤＧ副したがって、会長・幹事、各委員長はそれに依って行動することにより

安全運転ができる。現役は光輩にはすばらしい敬意を持ち火光輩はそれらの現役の方々を

暖かく兄守り、頼まれた時のみ力強く応援レそれによリ現役は必要と思えばその権限の

許す限り大胆かつ自由に改苧恚常に若々しい魅力的なクラブを保ち、全く硬直や動脈硬化の

々いすばらしいクラブとなっているのは火変肖ばしいことであり又当地区の光行きは極め

て明るいと心から感謝しています。会長さん、幹･拝さん、あとす年いよいよ色々な活動の

実践を思いきって催し進めてドさることを念じあげております。

３



○ク９ブ拡大について下記の通り委嘱され

　ました。

　　特別代表　酒井　芳申吠阪南ＲＣ)

　　拡大補佐　海堀　寅･一一(大阪11=jRC)

ＲＡＣ海外研修報告

　　　ローターアクト委Ｇ長　北村　英一(吹㈲

　今年度の海外研修は吽年と同じくシンガボ

ールと香港としましたが、日程を一日つめて

引付9口から23目迄の４泊５日のかなり濃密

スケジュールながら、土、日、祝の休日３日

間を中に組み入れた為、例年に比べ参加者が

多く、ＲＡＣ３２名、ＲＣ４ｙ;、計36?;となり

ました。観光、ショッピングの時間を出来る

だけ少くし、現地ＲＡＣとの交流や社会奉仕

活動に重点を置いたので、ハードスケジュー

ルながらＲＡＣメンバーにとって、たいへん

印象深く貴重な体験を得た旅であったと思い

ます。

　第１口目は朝早く伊丹空港で山中ガバナー、

大森ガバナーノミニー等の見送りを項いて、

台北、香港を経る長いフライト乍ら夕刻シン

ガポール着、現地ＲＡＣのメンバーの出迎え

を受けてホテル到着後も夜遅く迄夫々に親し

い交流が続けられました。

　２日目は先づ市内の養老院を訪問、一緒に

折紙をしたり、四季の歌を合唱したり老人と

若者の楽しい交流の一時でした。次いで日本

人墓地と連合国戦没者墓地を訪問し花輪を捧

げて冥福を折りました。若い人達の知らない

　｢からゆきさん｣や戦争の悲劇は共に強い衝

撃であった事と思います。夜はシンガポール

大学で開催された新生のマリーナシティクラ

ブのチャーターナイトに参加しました。

A11an Yap地区ＲＡＣ委員長始め、3310地区

の多数のロータリアン､、ローターアクターと

共に盛大な式典と祝宴を楽しみました。たま

たまこうして外国のチャーターナイトに参加

出来るという又とない好運に恵まれた事は誠

｜

にψ外の･ﾄﾞでした。

　3 11目は現地アクターと玖に観光をiモとし

たスケジュールで、海|映を渡って隣国マレー

シアのジョホールバル、シンガポール植物園

やセントーサ島等･||親しい交流が行われま

した。又ヽ1い|別に伊藤地区委員と私はA.Yap

委員長のお招きを哨いて、所属しておられる

Queenstown R.C.の例会に出席し、共に親睦

を深めてまいりました。

　41目｣は香港に移動し、夜現地ＲＡＣが盛

大な交歓会を閣いてくれ、Andrew N.Jones

地区ロータアクト委員長始め3450地区のロー

タリアン、ロータアクターの多数の出席を頂

きました。正味條か24時間の滞在でしたが、

姉妹提携や年末の訪日の打合せ等、真剣な交

流の熱意を示して項いたのはとても感激でし

た。

　５日目は最後のショッピングの後、午後香

港発、夜９時前伊丹空港に無事着陸、楽しい

海外研修を終えました。

　短時IIの訪問乍ら今回の両国の訪問を基礎

にしてレ吏に継続的で幅広い交流が行われ、

ＲＡＣの皆さんが国際性を身につけてくれる

事を期待したいと思います。

●

●
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インターアクト年次大会報告

　匈薫るヽF成４年11jj l ll（ll）、インターア

クト地区年次大会が本年1型の幹･μ校である金

たハ尾高等学校で開催されたご金兌ハ尾高等

学咬はalby 7 年目の清新な校風を持つ学校で、

年･次大会の|剔催にあわせるよう、会場になっ

た体育館には兄嘔な緞帳が用意されていた。

刎II】の年次大会にかける同校の準備は誠に行

き届き、数週間、顧問教諭、部ほをはじめ関

係者は放課後の時間をすべて大会に費やした

ようだ｡

　テーマはＲＩの本年度テーマに添って､「水･

私たちの環境をみつめよう」である。

　|司校インターアクト部i4がテーマのいろい

ろな分野を分担して研究を服ね、入間および

動・植物は、「水」により生きている､この“生

命の源”がいまや、大間たちが自己の繁栄の

ために生み出してしまった「汚染」という悪

魔に蝕まれつつある。この状況を少しでも理

解するためにバどのように水が使われている

が“どのような問題が起こっているかを知り

たい と広く情報を集めてきたようである。

　校内には、教室に大阪ltj環境局より借り入

れたパネルや、自分達で製作したパネルを展

示して、来賓はじめ来会者-同、準備のすば

らしさに感嘆の声があがっていた。

　年次大会はＡＭ９：３０から開催されい司会を

インターアクト地区幹すtの中村眼間君が務め、

歓迎のことばとして金光八尾高等学校絹本佼

長、ハ尾ＲＣ仲谷会長から、山中ガバナーか

らは力強い励ましのことばをいただき、来賓

紹介は八尾ＲＣ、森川委は長、参加クラブ顧

問団紹介を今回の顧問団代表の苔林IFﾓ信尤生

よりおこなわれ、来賓祝辞はハ尾l↑i長山協悦

司氏、大森慈祥ガバナーノミニー、新津敬直

社会参仕委員長からいただいた。

　配電披露の後、各校よりスライド映写が行

われ、インターアクト活動の実際を見ること

－
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l↑昂ﾐ東高等学校
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浪速高校

夫谷中高校

明浄学院

公光ハ尾高校
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ができた。

　今回基調講演は「水」に関しての講演では

既に定評のある大阪府環境保健郎環境局水質

課参事の小野沢征輝氏にお願いした。「水・

私たちの環境を見つめよう」とテーマと同調

した演題で、まさに水を得たようなすばらし

く感銘深いお話だった。

　午後からは教室で「きき水の会」などアイ

デアに満ちた企画も用意されており、楽しい

休憩時間を侍つことができた。

　午後2:30、iΞ催校、金光ハ尾高等学校な

らではのイベントは記念コンサートである、

金光ハ尾高等学校の吹奏楽郎は毎年いくつも

の優秀賞に輝き、全国的に勿を馳せている。

このＨも片木先生の指揮のﾄﾞ、期待通りの素

晴らしい演奏に、出席者丿同の拍手がいつま

でも絞いた。

　尚、来賓11名、地区ＩＡ関係者20名、ハ尾

ＲＣより30 ?･;の参加があった。

　　　　　　　1992～93年度

　インターアクト地区年次大会出席者数

学　咬　Ｚ 顧　問 生　徒
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　l↑昂ﾐ東高等学校

　四大王寺

　大阪桐蔭高校

　浪速高校

」火谷中高校

３

１

４

３

４

２

３

12

10

24

15

26

15

15

－
－
　
－
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

４
５
６
５
５
９
２
‐
‐

９
乙
ｌ
ｑ
乙
　
Ｉ
１
　
　
　
９
ａ
・

28Z　1　158Z　I



クラブ環境保全委員長会議報告

　　　　地区環境保全委山を　岡部　次郎(箕向)

日　時　1992年12月１目(火)14:00～16:00

場　所　薬業年金会館

出席者　山中ガバナー、廣瀬担当パストガバ

　　ナー､安川根当地区幹軟地区環境保全委

　　ｄ８Ｚ(全員)、クラブ環境保全委員長66Z

　山中ガバナー、廣瀬パストガバナーの挨拶

に続き､岡部委員長がアンケートに協力のお礼

を述べ、委員会の活動ｆ定と方針を伝えた。

①アンケートの集約結果について

　9～10月実施のアンケート集約について南

克昌委員(大阪南西)が報告、クラブ活動の参

考に利用されるようお願いした。

②環境保全ガイドラインについて

　地区委員会作成の｢ロータリーと環境問題

一活動推進のためのガイドラインー｣を配布

し、近藤雅臣委員(千里)の懇切な説明を拝聴。

この小冊子は地球環境問題、自然の保護と適

正利用、大気汚染、水環境、土壌環境、廃棄

物処理対策とリサイクル運動の各項目につい

ての概説と、国としての取り組みと、ロータ

リーとしての取り組み(地区レベルとクラブ

レベル)をまとめたものです。

③廃棄物とリサイクル

　現状について遠藤渉委員(大阪)より説明、

参考書籍等の紹介が行われた。

④事例発表

　クラブの環境保全委員会活動について、大

阪柏原・吹田西・枚方の委員長より、作文募

集・表彰、クリーン＆リサイクル運動、ロー

ターアクトとの協同事業等についての事例発

表をいただきました。

　眼られた時間ではありましたが、内容のある

委員長会議が持てました｡最後に廣瀬ＰＧの所感

をいただき､藤江委員(大阪阪和)の拾司会で定

刻に閉会しました。尚､前述の小冊子について

ご要望があれば増版することを考えております。

第2回クラブ規定情報委員長会議報告

地区規定情報委員長　土＃　llﾐ裕（大版北）

1;

日　時　19りり|､12jH･III(月)11:0{}～IG:30

場　所　薬応年金公館

出席者　山中ガバナー､種田ハスﾄ・ガバナー

　　(RI会長情報カウンセラ一一)、菅生クラブ

　　私什部門担｀liバスト・ガバナー、クラブ。

　　ロータり一情報委ほ長および規定委員長

　　91 y､､地区委員:委は長以ﾄﾞ51･;､村岡地区

　　幹･μ。

議　　題

1)『F続要I吃(1992)』改llり､j､りり説|り|。

2)｢情報システム･マニュアル｣改llﾐの方針と

　スケジュー-ル。

3)｢クラブ細則｣改|臼こ関するアンケート調査

　について。

4)質疑応答。

議事次第

　山中ガバナーのご挨拶に続いて､l義一liに入り、

I)『手続要覧(1992)｣の改IE点の説|ﾘ】。

　|こ井地区規定情報委員長から、地区規定情

　報委員会で作成したr手続要覧』改IIﾓ箇所の

　新旧刈･照表により、改||ﾓ点にっいて概略を

　説明した(14:15～16: 10.､休憩時間を含む)。

2)｢情報システム･マニュアル｣政11ﾓの方針と

　スケジュール。地l)(委員長からド記の通り

　説明し、ｒ承された。

　(ご0会員候補者に刈する情報提供川の10枚の

　　質問シートを、『手続要覧(1992)』の改IF

　　箇所について書き改める。

　(亘)例会５分間情報川の40項目の情報シート

　　も、『手続要覧(1992)｣の改IIﾓ箇所につい

　　て害き改める。

　０クラブ討論会、家庭集会用等の情報シー

　　　トのうち、今llの状況に適合しないもの

　　は書き改めるとともに新たな項目を追加

　　する。例えば､環境保全を追加し､高齢者

　　問題､ロータリー･ボランティア、ポリオ・

　　プラスは書き改める。

　＠｢別冊教本｣に収録されている｢ロータリ

　　ー行事Jj間｣の卓話用テキストについて

　　は、担当バスト･ガバナーの方々に、書き

　　改めて珀く。

　(丞)|こ記改訂頁だけを印刷配付し、原本の該

　　当頁と差し替えて頂く。原本を保有しな

　　い新クラプには、原本を1井わせ配付する。

　　　〔情報提供方法のシステムに関する説明

●

●



●
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　　の部分(カラー用紙の部分)は、時間的制

　　約等の･μ|IIから、今回は改訂をＭ合･わせる｡〕

　･ド199:びF4日永ll完成を目標とする。

:引『クラブ細111』｣改||ﾓに関するアンケート､哨舎

　について。

　クラフ11削||｣改IEの実施状況とその内容に関

　するアンケート､圖??ﾓ(Jlj紙を配付)の実施に

　ついて、地区委員長からご協力をお願いし

　　』'承された。

|･｡記の説明の後､質疑応答に移り、『ｆ絞要覧』

改llﾓ点や『クラブ細lll』｣改IIE事項等に関する質

疑応答が活発に行われ､定刻を迎え､菅生バス

ト・ガバナーのご挨拶があり閉会した。

　皿y･････　･･　　　　　　　　　　　・ﾚ'･:………il､li l

地区大会についてお知らせ

　　　　　　　　　　　地区火仝実行委員会

　本年度（1992～1993）地区大仝は･|勺友５年

４月23日（金）、2411（上）の両ll、開催いたしま

す。

●第1 1HIはロイヤルホテルで午後１時より

開催いたします。今【ﾛ|のシンポジウムは「水

都大阪の再生」～近畿は美しく～をテーマと

して、水の都と呼ばれるように歴史的観点か

ら、ベイエリア・リバーフロントを中心にし

た最近の都市開発、また琵琶湖・淀川水系な

ど生態学的な視点から各界有識者により、ﾉヽe

ネルディスカッション形式で、映像を交えて

実施致します。

　コーディネーターは

　　毎日放送アナウンサー　　小池　　清氏

　ハネリストは

　　大阪南助役　　　　　　　　佐々木　仲氏

　　淡水生物研究所所長　　　森ド　邨了･様

　　　　　　　　池１名をr･定しています。

－

ｊ

●次に各泰什部門別懇､i炎会は、従来の４部門

から17少年奉仕部門を新たに加え、５部門で

ご討､l義していただきます。

●夫人のつどいも従来の講演形式ではなく中

之島の1紅洋陶磁=美術館を見学致します。中国

陶Ｓと朝鮮|淘2:;の魅力を満喫していただきま

す。（ロイヤルから小原1バスでの送迎付き）

是非、ご夫人のご参加をお勧めください。ま

た、そのあと開催されますＲＩ会長ご夫＆晩

餐会にも多数ご参加下さい。

●2 ll rlの本会議はフェスティバルホールに

て12時30分より開会されますが、それに先立

ち10時より同ピル地下の「ジオ」に於いて大阪

の伝統工芸展を開催します。実演として蜻蛉

玉､張子の虎､純金高蒔絵､なにわ竹細ﾌﾞ|ﾐ､宮殿

作等を計画しています。

　午後３時まで行っていますので同ホールに

設けられたお茶席で寛ぎながら、本会議の合

間にもご覧ドさい。

●本会議の登録は10時より行います。受付に

てお弁当の引換え券を受け取っていただき開

会の13時30分までに昼食を済ませてドさい。

●〔今回の記念講演〕は

　　関経連の宇野　収氏による「関西の活性

　化の展望」です。

●〔エンターティメント〕は

　　ジャズ歌手として圧倒的な人気を誇る。

　阿川泰子さんが皆さんも良くご存知のお曲

　をお送りする魅惑のステージです。

これらは一般公開とし、各クラブに招待状を

送付しますので是非、会社の方々にもご覧い

ただいて下さい。

●本会議終了後、再び地下の「ジオ」でローター

アクト、インターアクト､財団留学生などを招き、

デイスコパーティー･カラオケ大会など楽しい企画

で「青年のつどい」を開催致します。

●尚､記念ゴルフ大全は４月22日（木）茨木ＣＣ、

西コース､８時６分スタートで開催致しますの

でこちらのほうも奮ってご参加ドさい。

●以上、概要を申し卜｡げましたが、とにかく

本年度は山中ガバナーのご意向で､「楽しい地

区大会にしよう」をモットーに盛りだくさん

の楽しい趣向を凝らしてみました。是非、ご

夫人共々多数の方々がご出席下さいますよう

お願いいたします。
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ポール・ハリス・フェロー

,次力なたちにポー･し・・ヽりぺ・フ.1-.ロ一一-

　力祢り･が|咽られました，

　鈴木二　頼IIﾓ　茨　　　木ＲＣ

　大野　忠雄．　晦　||1　4fRC

※崎,I;lj　巳郎　　．大阪住之汀ＲＣ

　谷川　II11牛　　大　阪　収ＲＣ

　,'』'=木　年･範　　た阪劉日皮ＲＣ

※横|||　俊治　　大阪大淀ＲＣ

※白木　龍雄　　瓦　　　阪ＲＣ

　水|川　||モ　ー　　吹　山　IJli R C

　金木　･?41il　　た阪城収ＲＣ

　木村　II II民　　人:阪城収ＲＣ

　野村　裕ｌ　λ:阪城東ＲＣ

※長諸　　兄　　大阪南|凡ｉＲＣ

※中山　なー　　大阪|偏l凡iRC

　・i高　秀明　　大:阪|軸|凡ｉＲＣ

　植111μ保－　　大阪阪和ＲＣ

※池||I　　IIﾓ　　．大阪本町RC

　Holsteln.Jenes C.大　　　阪ＲＣ

　近＆　浩1 1']　人:　|坂　|徊ＲＣ

　大槻　峻火:　　大阪ちややまちＲＣ

　坂　　治彦　　大阪ちややまちＲＣ

　今川　　降　大阪難波ＲＣ

　山田鉱　一郎　　大　阪　|軸ＲＣ

　堀岡　　泌　枚　　　方ＲＣ

(|!3!)2)

　!].9

　!].9

　!l.】I

　9.25

　9.M5

　9.:ln

　9.:10

　9.:ln

10.2

旧．２

旧．２

１０．８

１０．８

１０．８

田.8

10.12

10.14

10.14

10.16

10.16

10.20

10.21

10.27

文　庫　通

佐々恥,滅ｌ　　大　　　阪ＲＣ

随lll　　督　　大阪大r･liij R C

山私　梁介ヽ　大阪大r･liij R C

※印＝マルチ・ワエロー

米山功労者

山

山

川

]8

賄

30

次の方たちに耽山功丿芳肴の称り･が|nられ

ました｡

辻　泰　　一　義

常楽､lf=　μ　捕

坂　jl=　IIﾓ　純

小　川　明‘£

川　村‘FI､1

右　田　嶺　雄

飯　塚　順

　丿　宅　妬　了･

中　邨　由　雄

石浜内外硝j’･㈱

タイセイ㈱

宮　川　宗　三

石　田　llE　起

荒片敬-郎

四　|11　文　明

㈱ユニオン配ぜん人紹介所

フジカラー新||水松≒Ｍ

※稲　垣 郎(5回申

信　（63号）

　　　　(1㈲2)

栽　大　阪ＲＣ

眠大川仮眠ＲＣ

茨　　　不こＲＣ

箕面中火ＲＣ

箕面中火ＲＣ

守　　　目ＲＣ

守　　　目ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

大阪ヽ|｀野ＲＣ

大阪城南ＲＣ

大阪城南ＲＣ

大阪柏原ＲＣ

大阪南西ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大阪大:淀ＲＣ

大　阪　南ＲＣ

大　阪　南ＲＣ

　「ロータりーむ･ﾄﾞ」は||本ロータり－5n周年記念･jりむのｰつとして1970年に創作｡された皆様の資料
ぶで･す、

　ロータII一関係の汽’･liな文献や視聴覚資料（1?IIIい･）’）など、１万6T一余点を収集・蛤備し、皆様の

ご利川に備えております。1111覧は勿論、’･官話や通信によるご相談、文献・資料の出版完のご紹介、
絶版資料に’Jいてはコピーサービスも承ります｡

　クラフ凛務jiJi･にはロータりー文庫の「資料||録」を備えてありますので、こぶ用眼iいます。以ド
資料のご紹介を致します。

　　　　　　　　　　　　　　　追悼記念週間に因んで

儲「iな･少年･とスポーツ　竹lll恒徳にきく」　ロータりーの友　1968年口］呼　･1頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込充　文庫（コピー）】

り「多f･R多様の中の調和と個人の確むで」　佐々木統　一郎　1971年　11頁【申込完　文庫（コピー）】

り「心の温かさ　こそロータりーの推進力」　松本液l郎

　　　　　　　　　　　　　　　ロータりーの友　1973年6j］呼　４頁　【申込先　文庫（コピー）】

（Tirロータり一発祥の背景）　佐々木統-郎　1974年　19頁　　　　　　【申込先　文庫（コピー）】

コ「そろばん!=､漁語」　　塚本義降　1974年　60頁　　　　　　　　　　【申込充　文庫（コピー）】

･ｊ「ボール・ハリスの願い…中牟lll肖兵衛・lll官　佐・内藤卯三郎・佐久間長占郎・

　　　　佐藤堅治・岡田､IR雄の各氏にきく」　ロータリーの友　1976年２月号　４頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込完　文庫（コピー）】

り「ロータり一の心」　笹気や助　　1978年　９ａ　　　　　　　　　　　【申込完　文庫（コピー）】

q「ll参入とロータりー」　liii原勝樹　1978年　11頁　　　　　　　　　【申込充　文庫（コピー）】

り「ポール・ハリスの11授」　中西　進　　1985年　２貞　　　　　　　【申込完　文庫（コピー）】

ａ「ロータリアン　福島μj.次傅」　有111R.C.　1986年　102頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込先　有111R.C.�09554-3-3120】

ロ　ー　タ　リ　ー　文　庫

　　　　　　　目　－



山田鉱-郎

大肖丿不鈎産㈱
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片
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元

　黄金屎販売㈱

※星　野　孝　文

※印＝２回目以卜

大　阪　南ＲＣ

人:　阪　|軸ＲＣ

大阪住占ＲＣ

大阪住占ＲＣ

大　阪　西ＲＣ

人:　阪　西ＲＣ

大　阪　1jti R C

交　　　野ＲＣ

交　　　野ＲＣ

米山フアンドフェロー

収
郎
．
心
‐
犬
丸
占
．
．
治
樹
弘
．
好
郎
宣
ハ
麿
茂
周
彦
利
．
武
胎
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

訃

須賀川　太郎れ

　　報・

（犬阪南ＲＣ）

釣友４年11月5 ll逝去（･y年99歳）

明治26年10J□11生まれ

1952年入会（昭和27年12田

albIll会員

1963～’64年度　会長

ポール・ハリス・フエロー

和||功労折

平沢　俊雄μ（火阪南ＲＣ）

　’ﾄﾞ成４年11JH9ll逝去（iy印2歳）

　明治32年11月29目生まれ

　1955年入会（昭和30年,IJ））

　1972～’73年度　会長

　ポール・ハリス・フェロー

藤井　士郎1’（大阪天満橋ＲＣ）

　釣友４年11Jj25日逝去（･μΓ･54歳）

　昭和1:がr･6 jj2611生まれ

　昭和51年６月1611入会

　lll際参什委ｎ仝で姉妹R.c.で活躍される、

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

◆ロータリー・レート変更

　1Jj1日から　１ドル＝125円

◆箕面中央ＲＣ事務所移転

　２ＪＨ日より

　　（新）〒565豊中11i新千甲｡東町1-2-1

　　　　　　　　千!F_中火センタービル4階

◆12月号

　出席報告　寝犀川RC　74位→44位に

◆中之島ＲＣ　　例会ll　毎週木曜ll

　　　　　　　　会　長　牛島　奎宇

　　　　訂11ﾓとともにお詫び申しあげます。

〒542大阪[打中央区難波5-ト60

　　　南海サウスタワーホテル大阪1403号室

　　　電話大阪(06)634-7511

●

●

　　　　(1992)

東大阪東ＲＣ

枚万くずはＲＣ

茨　　　本ＲＣ

茨　本　東ＲＣ

茨　私　東ＲＣ

茨　本こ　東ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

大阪城南ＲＣ

大阪城南ＲＣ

大阪城東ＲＣ

大阪城東ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大阪住之江ＲＣ

大阪住之江ＲＣ

人;阪大満橋ＲＣ

大　阪　四ＲＣ

大　阪　西ＲＣ

高　槻　東ＲＣ

豊　　　中ＲＣ

り　中　南ＲＣ

ハ尾中火ＲＣ

大阪阪和ＲＣ

国際ロータリー第2660地区

φ呼吸ふ，

次の方たちにファンドフェローの称けが

贈られました。

忠
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耕
隆
阿
県
議
繁
直
　
竹
房
四
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淳
忠
和
　
巾
門
叫
和
　
寛
ひ

川
屋
田
田
中
野
本
田
　
谷
田
目
藤
垣
田
渾
川
森
池
本
坂
私
・
　
谷

　
　
　
　
　
　
　
々

占
畑
中
岡
田
矢
佐
武
森
辻
藤
野
加
柴
池
柳
雨
大
鴻
橋
雨
渠
泉
占

ガバナー
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C政四l必

　　jMont胎◎－で

@　　Le直に式

TERNATIONAL

　　　　　DISTRICT 2 6 6 0

1992－'93年度国際ロータリー会長クリフォード･Ｌ･ダクターマン　国際ロータリー理事　松　本　卓　臣

クラブ会長並びに幹事殿

詐宍　１ら同一Lこ一･･－-一一、

ｶ､ｻｰ、り啼友ふ。

(木村光佑)



外国人就労者に温い心を

ガバナ 山　中　文　和

　　　　　　　　　　　　　　　　「相互理解の重大さ」

　比較的温暖であったお正月もあっという問に過ぎ去り、寒さの一一段と厳しい如月を迎え

ましたが、任期の半分を終えられた会長さん、幹事さん、ますますお元気でご活躍のこと

と思います。

　この世界的社会体制の大変化と激動の時代に人類が生き残り、一層高い水準に向かって前

進するためには、全世界の各国の国民がおたがいに正しく理解しあうことは最も必要の事

であり、かつ最も重大な事はいうまでもありません。

　ときあたかもロータリーが1983年にその創立記念日である２月23目を「世界理解と平和

の日」と定めたのは大変意義深いことです。

　ひとくちに世界理解と申しても、現実には大変むつかしい事です。新聞雑誌やテレビや

ラジオでの海外の話を見聞してみるだけではとても真の理解とはほど遠く思われます。

　文化、政治、経済、言語、習慣、生活洋式等まったく異なる国や民族をはたして我々は

どれだけ理解しているだろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　「御飯たべたか」

　数年前、中国からの留学生を一年間お預かりした。到着早々彼は「山中先生、吃胞子嗜」

（先生御飯だべたか）と言った。私はいささか驚き、「そんな事はどちらでもよい、貴君の

これからの日程について…‥」と多少語気をあらだてて叱った。翌日、中国の友人にこの話

をしたら大笑いをされ、「あなたは数十回も台湾へ行きながら、それぱ今晩わ”という意

味なのをしらなかったのですか」と言われ改めて驚いた。

　古くから台北市に支店を出して数多くの中国人と接している私にして気が付かなかった。

勿論何度かこの言葉を聞いていただろうが、その時は文字通り解釈して「食事はまだか

それなら一緒に食べに行こう」という意味と勘違いしていたのである。 4000年の歴史に育

まれた食文化をもつ中国人の中に生まれた「食べる事を常に感謝し、最も大切にする」感

覚は、日本人にはとうてい想像の出米ない世界であった。

　毎年（半年毎に）サンパウロ支店から決算書が（日本語）送られてくるが、それを見ていて
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も順調にいっているのか損をしているのか全く解らない。昨年の今月100万円で売ってい

た同じ商品を、今年の今月は2600‾万円で売らねばならない。 2600％のインフレ経済下のブ

ラジルの経済活動は、私共にとっては理解の外にある因難な状態と言わざるを得ない。

　現在全世界の70ケ所ぐらいで、軍事的こぜり合いが行われているのは大変悲しい事です

が、イスラム原理=iﾐ義者と他の宗教の人々との間で、信ずる事が異っているというだけで、

血を血で洗う殺し合いをしなければならない問題、そして特にイラクの大統領がアラブの

大義をとなえ湾岸戦争を引きおこし、やっと終結したかにみえた今日この頃、再び大きな

紛争の目を引き起こしている。この様な中近東の一部の人々の考え方は、私共にとっては、

とても理解し難い事であると思っていたが、アメリカはじめアジアの多くの外国人からは、

日本もイラク同様大変理解し難い国だと言われて驚いた。

　日本は戦後非常に貧しかったので、とても戦時損害賠償をとるのは無理と判断して、米

国、中国や東南アジアの被災国の多くは賠償請求を放棄してくれた。そのうえ各国からい

ろいろな恩恵をいただいて、今日、わが国はすばらしい経済大国に発展した。

　同じ敗戦国のドイツは、被災国家に対して現在すでに300億ドルに近い援助をしており、

日本はその５分の１もしていないと言われている。米国には湾岸戦争のとき100億ドル以

上の貢献をしているが、この事によりなおのことアジアの大戦被災国の人々はどの様に考

えているだろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　｢ロータリーと国際理解｣

　この様な例は枚挙に暇がありませんが、こうして考えると国際理解は大変幅広く、その

上奥の深い難しい事でしかも本当に大事な事であると思います。

　ロータリーはシスタークラブや友好クラブとの関連やWC.S.、交換学生、親善会議や国際

大会等多くの方法を用いて、またG.S.E.、国際親善財団奨学生、3-Hプログラム、ポリオ

プラス等のロータリー財団の奉仕事業や、米山奨学金を通じて国際理解の為に数々の素晴

らしい活動を行っております。この様に奉仕の実践を通じての接触が真の理解につながる

と確信しております。

　　　　　　　　　　　　　　　｢多国籍共住共働の時代｣

　国際理解には国外の方々に対する理解と日本国内に滞在する外国人に対するものとあり

ます。日本に滞在している外国人にたいする対策として米山奨学制度は永年素晴らしい活

動を活発に展開しているが、今ここにきて、もう一つ新しい大きな問題が起きてきている。

　外国人就労者(単純労働)に対する問題である。欧米では何十年も前から難民や移住労働

者の問題をかかえ、その心構えと対策には大きな経験を経てきているが、今や日本も現実

にその直撃を受け、いやおうなしに多国籍共住共働の時代が来つつある。今や、我々日本

人にとって彼らに対して温かい心をさしのべる事が大きな責務となってきた。我々ロータ
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リアンにとっても無関心でおるべき問題ではなく、むしろ率先して行うべき問題である。

平成３年度の

　　外国人合法長期滞在者

　　外国人合法短期滞在者

｢日本滞在外国人の現状｣

　計　258,327人

　計2,979,547人

合計3,237,874人

　ただし、その他に二重国籍を有する日系外国人(２世・３世)の就労者を加えると長期滞

在者はその倍ほどにもなる様に思います。そのLに、

外国人不法残留就労者(推定)

国別にみると

　　タ　イ　　　32,751人

　　韓　国　　30,976人

　　フィ'リピン　29,620人

男性　145,700人

女性　　70,699人

合計　　216,399人

マレーシア

イラン

その他

25,379人

21,719人

等でその内の摘発者は平成３年中で32,908人に達している。

　　　　　　　　　　　　　｢高齢化社会をささえる労働人口｣

　ひるがえって我が国の状態をみてみるとご存知のごとく、すごい勢いで高齢者社会にな

りつつある。平成３年度ですでに65才以上の老人といわれる人々は、全日本人目の12.5％

を超えている。　しかもどんどん出生率がおちているのは御存知の通りであります。

　この高齢化社会を支えるべき労働人口の減少は、いずれはもっと多くの外国人就労者を

必要とし、好むと好まざるに関わらず、法律の整備をし、もっと外国人就労者を正式に受

入れなければ社会が成り立たないことは経済原則の上からも当然わかりきっている事であ

ろう。入国管理今、外国人登録今や職業安定法等、外国人に対する法律がいっぱいあるの

はこれまたご存知の通りですから、改正されるまでは法律に触れない様充分注意しながら

将米にそなえ多国籍共住共働の先輩諸国の事例にかんがみ、前者の轍をふむことなく、た

だいたずらに外国人就労者を排斥することなく、むしろこれからの日本社会を支えてくれ

るこれらの人々にまず我々ロータリアンが理解を示し、感謝の気持ちをもって接してゆく

心がまえをもたねばならないと思うのです。
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世界理解月間について

国際奉什部門担当

　パストガバナー
坂　東 宏

　２月23目はロータリー創立記念日であり、この日を世界理解と平和の目と定め、この目

を含む２月を匪界理解月間とし、世界全体を理解し平和達成を祈念する月と定めました。

　ロータリークラブは国際ロータリーの構成員であり、現在185国間に存在し、国際的で

あるというところに存在価値の半分以Ｌを占めていることは皆様ご承知の通りです。

　国際的な活動として、現在私が担当している青少年交換、世界社会奉仕（W.C.S.）国際

交流・平和委員会の外、ロータリー財団、米山奨学会があり、ことにポリオプラス基金の

寄付額において日本が49億円に達する額を集めたことは記憶に新しいところであります。

　国連は今年を国際先住民年であると指定しました。これは先にその上地に住んだ民族を

尊重するという意昧だと思います。このことで思い起こすのは昨年コロンブス500年祭に

おいて問題となった先住民であるインディアンを尊重するのか、侵入者であるコロンブス

を尊重するのかという問題です。

　今年から国際先住民年を設定したのは各地で民族紛争が起きているからです。ただ私達

が考えねばならぬことは世界理解として、それぞれの民族の立場を考えると共に個人々々

の幸福が最も優先すべきであるということです。この間テレビで見た。－ゴスラビアのク

ロアチア、ボスニアの戦いですが、その中でフランスに避難する女、子供達の言葉として

　「私の主人は鉄砲を侍って戦いに行った。今何処にいるかわからない。多分民族の組織に

入ることと思う。お互いに隣近所で仲良くしていたのに、何故戦わねばならないのですか｡」

という言葉が印象的であった。そして、この１月10日に放映されたＮＨＫのテレビでもこ

の異民族を両親に侍つこの国出身の女性歌手が「みんなに平和を」という言葉を強く訴え

ています。

　ここで考えられるのは組織と個人ということです。組織は個人の幸福達成のためにある

もので、他の組織と戦うためのものではないのです。あくまでも個人の幸福が優先です。

このことについては私達日本人は過去の戦争でいやという程の経験を侍っています。

　成程、多数を統制するために組織は必要です。しかし、それはあくまでも個人の幸福を

望んでのものです。共産主義の国家は崩壊し民主主義が勝利を占めたように見えます。　し

かし、民主主義の多数決原理も少数意見を圧迫し、必ずしも良いとはいえません。

　私達はここに国際理解という言葉を大にするあまり、国家民族の組織そのものを理解す

ることだけで事足れりとしてはならないのです。個人の幸福を考える必要があります。

　ここで最後に述べたいのは、組織が大きくなるとその組織が尊重され、個人が無視され

るということです。ロータリーの精神は個々のロータリアンの自覚に基づく活動であり、

祖織はあっても、これは個々のロータリアンの活動を手助けする手段であります。国際ロ

ータリーもこの様な組織にとらわれることなく、ロータリー精神を見直すべき時期に来て

いるのです。私はガバナー時代に見えない糸と見える糸という言葉、即ち、見えない糸こ

そ人間が本来侍っている調和志向であり、見える糸は権力志向という人間がっくり出した

虚構であると述べて来ました。組織は権力志向に結びっき易いのです。

一
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国際ロータリー第2660地区ｲﾝﾀｰｱｸﾄ

　海外研修旅行報告

米国アナハイム第5320地区

　　　　インターアクトと交流

　　　第2660地区インターアクト委員長　中島　孝夫

　平成４年12月24日より29日まで、米国ロサ

ンゼルス・アナハイムを訪問し、現地アナハ

イム第5320地区のインターアクターたちと親

しく交流することができました。実現に至り

ますまでの経過について反省も含め、幾つか

報告したい事柄があります。

　今回のロス・アナハイム訪問は第2660地区

としては、先方との面識も皆無なままに、準

備をはじめたことでした。翌年の海外研修の

ためには訪問地のガバナーノミニーとこちら

のガバナーノミニーとの了解が早急につけら

れるか、あるいは既に訪問の経験があり、気

心のわかった地区との交流ができるか、いず

れかでなければ交流が難しいと思われます。

将来に亘り海外研修が必要なら、地区委員会

で数年分の訪問地を選んで置き、担当のクラ

ブと訪問時期、大体の費用枠も決めておけば、

ときのガバナーの意向も反映させ得る時間の

ゆとりも生まれ、学校側の準備もできること

になるはずです。本年度は訪問地の選択にも

手間取り、担当クラブと地区委員長との連携

も拙く地区にも迷惑をかけることになりまし

た。幸い第5320地区のガバナーとインターア

クト委員長との地区同士の連絡が地区幹事の

ご尽力により、取れはじめ、その後は準備が

スムーズに運びました。当初学校側ではホー

ムスティをさせたい意向がありましたが、ロ

ス暴動など事件が頻発したこともあり、ホー

ムスティを断念させ、その替わりにインター

アクターとの交流をメインに企画しました。

幹事校にあたります学校の顧問団はロータリ

ーの対応如何で協力度合も変わり、準備段階

での迅速さが海外研修の良否に影響を及ぼし

ます。今回は２回の下見を致しましたが、来

年度は１回で十分な体制で臨みたいと思いま

一

した。

　12月24日、９校インターアクター71名、顧

問18名、医師とロータリアン計91名が、クリ

スマスイブで賑わうロサンゼルスに降り立ち、

バス３台を連ねて、暖かい日差しを浴びるマ

リナデルレイから始まるお定まりのコースを

周りました。午後

　午後４時アナハイムに善いて、その足で有

名なガラスの教会、クリスタルカセドラルに

入りました、数千人の赤いクリスマス衣装の

目立つ会衆を前に著名な牧師の説教があり、

巨大なパイプオルガンの音に圧倒されました。

灯りを消してキャンドルが揺れるムードに全

員が粛然としたのでした。ホテルに到善後も

今日一一日の感動続きでインターアクターも興

奮ぎみでした。 25日は予定通り、ディズニー

ランドヘ、クリスマス当日、どこも休みなの

にもかかわらずディズニーランドは開場して

おり、さしもの広い駐車場もあふれ、場内い

ずれもすごい行列でした。本部を中央近くに

置き、顧問が交替で駐在することになりまし

た。最後のクリスマスパレードで午後９時に

集合するまで、みんなどこへいってしまった

のかそれまで一度も会わなかったのですが、

時間になると全員が集まってきて我が地区イ

ンターアクトのマナーのよさに満足しました。

アクターたちの瞳が輝いていたのが印象深く、

米てよかったと、ご一緒できた金光八尾の絹

本校長と夜のミーティングの折り、話し合っ

たのでした。

　26日は第5320地区インターアクトとの交流

の日となりました。朝早くから顧問たちと会
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場づくりです。丸いテーブルを16卓配置して、

正面に第2660地区と第5320地区のインターア

クト親善交流会と染め技いた布を張りめぐら

せて、間もなく地区インターアクト委員長フ

ランク・パーソン氏ご夫妻で米られ、ロータ

リアンとインターアクトアドバイザーが計10

人、いろんな学校から選ばれたインターアク

ターが約束通り75名続々と到着、すでにテー

ブルについていたこちらのアクターの間に席

をとってくれました。前半はセレモニー、日

本のインターアクトの歌を歌ったのですが、

あまりうけませんでしたあまりにも日本的過

ぎたようです。両地区代表の挨拶があり、委

員長フランク・パーソン氏が歓迎の言葉のな

かで経過報告をされ、交流がこれで終わらぬ

ように継続して行きたいという、やさしい心

暖まるお話がありました。アナハイムの各ク

ラブバナーがひとりひとりアクターから我々

に渡され34枚に達しました。第2660地区から

は山中ガバナーの親書と、９枚のバナーを渡

しました。全員にプレゼントとして日本でつ

くっていった地区インターアクトバナーをア

クターからアクターヘ手渡しました。それと

は別にパーソナルギフトをそれぞれ用意して

いて思い思いに渡していたようです。プログ

ラムが進行し、両地区の活動報告がスライド

でなされました、あちらの活動は老人ホーム

のペンキ塗り奉仕などが目立っていました。

アトラクションを両地区披露、日本側はおな

じみ折り紙、平生は折り紙など見向きもせぬ

はずの男生徒がみんなの前でよろしくやって

いたのがほほえましく、愉快でした。あちら

はサバイバルゲームをやってくれました、当

然英語なのでこちらはあらかじめ翻訳してお

き、練習もしておりましたのでスムーズに運

び、交流が盛り上がりはじめました。さすが

に米国らしいダッチダックダンスもリラック

スした演技で柏手喝采でした。

　昼食は我々の招待として立食で行われ、

ロータリアンは途中で名刺交換を致しました。

午後はアクターたちだけの時間、ずいぶん心

一
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配していたのですが、なんのなんのダンスは

やるわ、ゲームはするわ、ドタバタ走りまわ

るわ、大人の心配はまさに杞憂に終わりまし

た。時間が来てもやめるのは少数で、名残り

惜しく、夜デートに誘われたりした子もあっ

たとか。最後は日本のアクターが花道をつく

りその間を米国のアクターたちが握手しなが

ら出て行きました、中には大きなアクターに

抱きつかれて奇声を発する女の子もいて本当

に和やかな交流の風景が展開していました。

　アクターたちが親善交流をしている間、ア

ナハイムにおける、インターアクト活動につ

いてロータリアンの立場で話合いました。ア

ナハイム第5320地区には56ロータリークラブ

があり、そのうち15クラブがインターアクト

を持っており、地区委員にあたるものが10人、

それにアドバイザーが設置されているようで

した。インターアクトの例会にはロータリア

ンはときどき顔を出す程度だと言っていまし

た。委員長のパーソン氏はしかしなかなかイ

ンターアクト活動には情熱を燃やしておられ

る方で教えられることが多くありました。

インターアクトクラブが地区に多いことを感

心して尋ねてみますと、この地方では学校に

かならず奉仕の時間があり、この奉仕の時間

をインターアクトに当てることが可能でロー

タリーからの誘いに応じやすいようなのです。

奉仕に対する地域の考えが日本とは根本的に

違っていることを痛感した次第です。それで

も尚、インターアクトを地区に増やしたい意

向を聞き、我々も熱心に勧誘しなければなら

ないと思ったことでした。

　27日はさすが米国、第３次産業の国、大衆

娯楽のメッカ、ハリウッドならではのユニバ

ーサルスタジオの見学に出かけました。ゴル

フ場を含め数十万坪ある敷地の一角にＥ・Ｔ

やジョーズなどポピュラーな映画のセットや

撮影の一一部を見せるのですがスケールが大き

く大人も子供も一日十分に楽しめるよう企画

されたものです、ここもすごい行列でしたが、

行列を巧く捌く技術が出来ており、苦痛を感



じないで行列ができるよう工大されていまし

た。アクターたちも喜々として楽しさに溶け

こんでいたようでした。

　28日は午前８時50分朝食後すぐ解団式を行

いました、空港の雑踏の中よりもいいだろう

との判断です。「我々は今回の海外研修で、

将来を開く２つの鍵を手に入れた、一一つは感

動であり、今回それぞれが得た感動は必ず未

末を開く糸目となるだろう、またずいぶんい

ろいろな人に既話になった、感謝の拍手を送

ろう、真の幸福は人助けから、と言う意味が

理解できたはずだ。これが第２の末末を開く

鍵なのだ｡」と話しました。

　事故も病気も困難なことも一つとしてなく、

大きな感動に包まれた海外研修でした。

“財団奨学生募集要項が変更されました／”

ロータリー財団奨学生募集
1994～'95年度ロータリー財団国際親善奨学金

　外国で専門分野の勉強をしながら国際理解

の親善使節として、使命を果し得る青年男女

に選考の上。奨学金が提供されます。

種　　類：大学院課程奨学金

　　　　　大学課程奨学金

　　　　　※従来の「職業研修」「障害者教

　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　師」「ジャーナリズム」の課程

　　　　　　は削除されました。

奨学金：往復旅費、１学年間の教育費、生

　　　　　活費、雑費。

　　　　　但し、旅費を除き20､000ドルを趨

　　　　　過する分は自弁とします。

資　格：

大　学　院 大　　　学

教育程度 学士号または同程度

大学２年終了、また

は高等学校を卒業し

最少２ヵ年の職業に

従事したもの

年　　　齢

(I乃読a4)
18歳以上 18歳以上

既婚･未婚の別 不　問 未　婚

※年齢上限がなくなりました。

申請方法：第2660地区の希望者は、地区内の

　　　　　現住所（住民票に記載されている

　　　　　住所）または本籍地にあるロータ

　　　　　リークラブ、もしくは希望者の在

　　　　　学、勤務先の地域にあるロータ

一

　　　　　リークラブを通じて、1993年４月

　　　　　30日までに申請すること。

　　　　　　(ガバナー參務所宛締切日５月28

　　　　　日)

選考期日:1993年６月12日(土)

　　　　　　　　一次試験(譜学力)

　　　　　　　　６月26日(土)

　　　　　　　　二次試験(面接)

Ｏ語学力について

　　英語圈留学希望者はTOEFL 550点以L、

　その他の語学圈希望者はBerlitzの語学力

　試験に合格することを必要とし、第一一次試

　験日までにその証明書を提出した場合には、

　当地区での語学カテストは免除されます。

☆注意事項

①今年度より(イ)１学年国際親善奨学金

　(口)マルチ・イヤー国際親善奨学金

　(ハ)文化研修のための国際親善奨学金

　の分類になりましたが、初年度にあたる今

　年当地区では(イ)1学年国際親善奨学金の

　み実施いたします。

②申請書(1992年12月12日、第2回ロータリー

　財団委員長会議で各クラブ財団委員長に配

　布済み)のオリジナルを各クラブで保管し

　ていただき、コピーを申請者にお渡しくだ

　さい。

８　－

●

●



●

●

●新クラブ創立おめでとう｡グ

　木ロータリー年度になって２つめの新クラブ、

地区では第76番目として発足いたしました。

創立総会　１月28日(木)

クラブ名　大阪御堂筋ロータリークラブ

区域限界　大阪市天王寺区、浪速区及び中央

　　　　　区一部

スポンサー　大阪南ロータリークラブ

例会日時　毎週木曜日　12:30～13:30

例会場　大阪市中央区西心斎橋1-3-3

　　　　　ホテル日航大阪32階

　　　　　TEL.06-244-1111　〒542

事務局　大阪市中央区西心斎橋1-7-3

　　　　　(株)大丸炭屋町別館6F

　　　　　TEL.06-241-6893

　　　　　FAX.06-241-6894

会　　長　近藤　貞彦

幹　　事　山下　治源

　何とぞ新クラブの発展にご協力賜わります

よう、お願い申し上げます。

ポール･ハリス･フェロー

大阪なにわＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

豊　　　中ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

枚方くずはＲＣ

豊　中　南ＲＣ

豊　中　南ＲＣ

豊　中　南ＲＣ

(1992)

11.6

11.6

11.6

11.10

11.10

11.10

11.10

11.10

11.11

11.11

11.11

11.11

※木村　豊吉

※松木　重臣

　井｀ﾄﾞ　　悟

　橋本　稚央

　浅片　定和

　中山　武夫

　高島　照夫

東大阪西ＲＣ

大阪大手前ＲＣ

大阪大手前ＲＣ

高　槻　東ＲＣ

ハ尾中火ＲＣ

ハ尾中火ＲＣ

箕　　　面ＲＣ

※印＝マルチ・フェロー

米山功労者

11

11

11

11

11

11

11

11

13

13

13

13

13

13

次の万たちに米山功労者の称号が贈られ

ました。

大　木　今　μ］

鰐　洲　栄　一一

牧　内　栄　蔵

左　海　潤　・

　稲　垣　邦

※大　島　長

※北　村　昌

　関　目

弘

造

茨
　
茨
　
大

(1992)

木ＲＣ

木ＲＣ

阪ＲＣ

大阪阿倍野ＲＣ

大　阪　東ＲＣ

大　阪

幸（3回目）大　阪

啓

山　本　光　則

井　上　吉　雄

傅
ヽ
栄
　
明

　
　
　
　
千

山
　
本
　
下

下
　
増
　
尾

小

高

北

矢

野

平

上

田

藤

西

偉

材

野

村

田

村

村

井

昌

正

弘

卓

正

憲

政

成

省

夫

明

一

生

治

識

夫

明

司

束ＲＣ

東ＲＣ

大阪柏原ＲＣ

大阪柏原ＲＣ

大阪難波ＲＣ

大阪難波ＲＣ

大阪難波ＲＣ

大阪西北ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

大阪鶴見ＲＣ

大阪天満橋ＲＣ

大　阪　西ＲＣ

大　阪　西ＲＣ

大　阪　西ＲＣ

四　条　畷ＲＣ

四　条　畷ＲＣ

千　　　里ＲＣ

９　一

次の方たちにポール・ハリス・フェロー

の称号が購られました。

藤原　明弘　守　　　目ＲＣ

山田　便男　大阪城北ＲＣ

山本　　典　吹　　　田ＲＣ

※瀧川弥州男

※荒井敬･--郎

　西田　文明

※森山　貞信

※呉　　美恵

　中川　定雄

※堀内　彦仁

奈北村　恭一

※西口　信明



　木　ド　建　三

　伊　藤　　　９

　柴　田　英　一一

　堀　内　　　顕

　和　田　輝　夫

　廣　瀬　値　計

　松　村　謙　一

　三　好　秀　弘

　山　田　正　雄

　金　田　明　治

　高　橋　圭　介

※印＝２回目以11

高　　　槻ＲＣ

八　　　尾ＲＣ

八　　　尾ＲＣ

ハ　尾　東ＲＣ

八　尾　東ＲＣ

ハ尾中央ＲＣ

ハ尾中央ＲＣ

ハ尾中央ＲＣ

ハ尾中央ＲＣ

大阪東南ＲＣ

大阪梅田東ＲＣ

米山フアンドフェロー

次の方たちにファンドフェローの称号が

贈られました。　　　　　　　　　（1992）

塚　田　雄一郎　　　東　大　阪ＲＣ

水　谷　　　弘　　　東大阪東ＲＣ

長　村　文　雄　　　枚方くずはＲＣ

三　坂　時　雄　　　　枚方くずはＲＣ

田　原　一　繁　　　枚方くずはＲＣ

片　山　三　郎　　　箕　　　面ＲＣ

池　内　秀　夫　　　大阪阿倍野ＲＣ

木　村　稚太郎　　　大阪阿倍野ＲＣ

小　西　浩　二　　　大阪阿倍野ＲＣ

三　野　信　雄　　　大阪阿倍野ＲＣ

武　田　秀　孝　　　大阪阿倍野ＲＣ

山　本　芳朗　　　大阪城東ＲＣ

北　　政十郎　　　大阪西北ＲＣ

岡　田　健　一　　　大阪心斎橋ＲＣ

大　前　利太郎　　　大阪心斎橋ＲＣ

黒　川　辰　蔵　　　大阪心斎橋ＲＣ

辻　　　　　寛　　　大阪心斎橋ＲＣ

１０－

原

岡

安

葛

田

繁
　
豊
　
秀
　
寛
　
七

　
　
　
　
　
昌
　
　
　
賢

田
　
　
　
達
　
原
　
橋

廣　間

芳　沢

tこ　條

小　谷

西　田

三輪谷

小　谷

板　倉

居　相

利 隆

司
　
郎
　
泰
　
培

弘
　
一
八
　
　
　
泰

俊　夫

澄　信

叫兵衛

死　機

小
　
小
　
大

蔵
　
幸

几
　
一

昔
　
昔

加

高

田

野

一一一

森

槻

藤

井

中

村

岡

美佐夫

　　隆

栄　禰

昌　之

三　男

嘉　治

慶太郎

洋
　
三
　
俊

　
　
昭
　
傅

木
　
本
　
井

鈴
　
福
　
増

増　田　靖

辻　本　ハ

村　上　棋

吉　岡　憲

徳　永　孝

辻

金　子　武

溥

郎

一

一一

哉
　
博
　
夫

人:阪心斎橋ＲＣ

大阪鶴見ＲＣ

珊
　
１
　
１
　
千
　
不
　
不
　
１
　
１
　
珊
　
Ｔ
　
八
　
八
　
八
　
八
　
八
　
八
　
八
　
八
　
八
　
八
　
八
　
八

八

唄ＲＣ

緊ＲＣ

　　肌ＲＣ

　　眠ＲＣ

　　ＩＲＣ

　　緊ＲＣ

　　眠ＲＣ

　　緊ＲＣ

　　ｌＲＣ

　　ｔＲＣ

　　尾ＲＣ

　　尾ＲＣ

　　尾ＲＣ

　　尾ＲＣ

　　尾ＲＣ

　　尾ＲＣ

　　尾ＲＣ

　　尾ＲＣ

　　尾ＲＣ

　　尾ＲＣ

　　尾ＲＣ

尾　東ＲＣ

尾　東ＲＣ

ハ　尾　東ＲＣ

ハ　尾　東ＲＣ

ハ尾中央ＲＣ

ハ尾中央ＲＣ

ハ尾中央ＲＣ

大阪船場ＲＣ

大阪梅田東ＲＣ

吹田汪坂ＲＣ

●

●



●

●

1992年12月度　出席報告

クラブ
期初の

会員数

田抹

会員数 増減 出席率 例会 順位 クラブ
期初の

会員数

12月末

会員数 増減 出席串 例会 順位

大　　　東

東　大　阪

東大阪東

東大阪中

東大阪西

枚　　　方

枚方くずは

茨　　　木

茨　本　東

池　　　田

池田くれは

門　　　真

交　　　野

箕　　　面

箕面中央

守　　　口

寝　屋　川

大　　　阪

大阪阿倍野

大阪ちややまち

大阪中央

大阪堂島

大阪阪南

大阪阪和

大　阪　東

大阪東淀

大阪平野

犬阪本町

大　阪　城

大阪城南

大阪城東

大阪柏原

大　阪　北

大阪北梅田

大阪北淀

大　阪　南

天　阪　港

大阪難波

　70

　84

　67

　60

　62

　54

　50

　62

　58

　58

　51

　31

　49

　68

　58

　87

　60

311

　61

　62

　69

　62

　80

　48

144

　73

　62

　62

　23

　81

　72

　45

198

　64

　53

194

　47

　87

　70

　83

　73

　58

　60

　58

　56

　63

　59

　60

　54

　31

　48

　67

　58

　85

　61

319

　67

　65

　69

　62

　82

　49

147

　71

　56

　68

　22

　81

　74

　47

202

　69

　56

188

　46

　90

　０

－１

＋６

－２

－２

＋４

＋６

＋１

十１

＋２

十３

　０

－１

－１

　０

－２

＋１

＋８

十６

十３

　０

　０

＋２

十１

＋３

－２

－６

＋６

－１

　０

＋２

十２

＋４

＋５

十３

－６

－１

十３

　99.23

　97.44

　97.23

　96.07

　95.24

　97.17

100.00

　98.94

　95.98

　93.87

　92.24

　90.63

　95.26

　98.00

　97.21

　98.79

　95.54

　88.90

　95.27

　95.42

100.00

　95.57

　99.26

　92.00

　97.82

　96.71

　99.15

　96.33

100.00

　99.69

　98.63

　97.77

　91.82

　96.69

　96.82

　92.04

　90.59

　97.35

４

３

５

３

３

４

４

３

４

３

３

４

４

４

３

４

４

４

３

４

４

４

５

４

４

４

４

４

３

４

４

４

３

４

４

４

４

４

16

31

35

49

60

39

　1

19

50

64

67

72

59

26

37

20

56

74

58

57

　1

54

15

69

28

42

17

47

　1

12

21

29

71

43

41

68

73

34

大阪なにわ

大阪南西

大　阪　西

大阪大手前

大阪大淀

大阪西北

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

大阪城北

大阪住之江

大阪住吉

大阪天満橋

大阪天王寺

大阪東南

大阪鶴見

大阪梅田

大阪梅田東

大阪うつぼ

大阪淀川

千　　　里

摂　　　津

四　条　畷

吹　　　田

吹田江坂

吹　田　西

高　　　槻

高　槻　東

高　槻　西

豊　　　中

豊　中　南

豊中一空港

豊中千里

ハ　　　尾

ハ尾中央

ハ　尾　東

大阪中之島

　69

　73

113

　66

　70

　79

116

　57

　81

　63

　48

　84

105

　51

　65

　54

　67

　62

　78

　97

　79

　48

　25

　76

　50

　66

　71

　57

　42

　73

　59

　64

　38

　78

　50

　55

　0

　70

　72

111

　65

　71

　80

119

　57

　85

　62

　48

　81

104

　51

　65

　52

　70

　63

　76

　94

　79

　47

　25

　77

　49

　67

　70

　58

　38

　78

　59

　63

　42

　80

　52

　59

　47

＋１

－１

－２

－１

十１

十１

＋３

　０

＋４

－１

　０

－３

－１

　０

　０

－２

十３

＋１

－２

－３

　０

－１

　０

＋１

－１

＋１

－１

＋１

－４

＋５

　０

－１

＋４

＋２

＋２

＋４

　０

　95.71

　96.33

　95.59

100.00

　97.46

　98.04

100.00

　95.75

　97.40

100.00

100.00

　93.38

　98.28

　95.56

　93.85

　94.81

　96.65

　99.60

　97.94

　96.93

　98.59

　95.00

　86.45

　99.03

100.00

100.00

　97.22

　99.55

　98.03

　96.63

100.00

　91.93

　94.39

　97.40

　97.20

　96.55

100.00

４

４

４

４

４

４

３

３

４

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

３

４

４

４

４

４

４

３

４

４

４

４

４

３

４

５

４

４

52

47

53

　1

30

24

　1

51

32

　1

　1

66

23

55

65

62

44

13

27

40

22

61

75

18

　1

　1

36

14

25

45

　1

70

63

32

38

46

　1

クラブ数 期初会員数 月末会員数 増　減 平均出席串

75 5,356 5,460 ＋104 96.64％

11 －



文　　庫　　通
　｢ロータリー文庫｣は日本ロータリー50周年記念事業の一つと
です。

　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料(貸出可)など、１

信

して１

(64号

970年に創立された皆様の資料室

万６千余点を収集・整備し、皆様のご

利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版

資料についてはコピーサービスも承ります。

　クラブ事務所にはロータリー文庫の｢資料目録｣を備えてありますので、ご活用願います。以下資料
のご紹介を致します。

　　　　　　　　　　　　半年間Cこ登録された資料の中から

○｢ロータリー情報｣成田R.C.　1987年　229頁　　　　　　　　　　　　【申込先　文庫(コピー)】

○｢ロータリー運動とは…｣小堀憲助　　1991年　95頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込先　神奈川千種会　　FAX(044)711-8861】
○｢新会員の声一新会員へのアンケートの回答から－JD.2750　　1991年　66頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込先　文庫(コピー)】
Ｏ｢はぐれtgSのちょっと気になるロータリー｣石川厳　　1992年　252頁
　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込先　石川厳　　TEL(0157)47-2288　FAX(0157)47-2900】

○｢女性ロータリアン懇談会｣福島中央R.C.　1992年　17頁　　　　　【申込先　文庫(コピー)】
OrMy friend 改訂版JD.277o　　1992年　166頁【申込先　西幸治(会社)　TEL(03)3256-O039】

O｢替女(ごぜ)の行水｣上方文生　　1992年　105頁【申込先　秋田北R.C.　TEL(0188)33-4147】
○｢ロータリーヘの独り旨｣田中弘　　1992年　100頁【申込先　帯広R.C.　TEL(0155)25-7347】

O｢わがロータリーヘの道(抄録増補版)｣ポール・ハリス著・竹山涼一一-他訳　　1992年　126頁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込先　札幌南R.C.　TEL(011)231-1297】

○｢ロータリー哲学｣アーサー・Ｆ．シェルドン著・小堀憲助訳　　1992年　95頁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込先　神奈川千種会　　FAX(044)711-8861】

訃 報

ロ　ー　タ　リ　ー　文　庫

青井　義臣君（大阪北R.C.）

　平成４年12月31日逝去（享年79歳）

　大止２年１月８日生まれ

　昭和60年５月15日入会

　ポール･ハリス･フェロー

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

お　知　ら　せ

◆I.G.F.第５組ゼネラルリーダー菅生P.G

　臨席P.G.種田P.G.に変更

◆１月号ポール･ハリス･フェロー

　大槻嶮矣→大槻峡史

　T大阪ちややまちR.C.　10.16

　訂正とともにお詫び申しあげます。

国際ロータリー第2660地区

φ啼友ふ， 〒542大阪市中央区難波5-1-60

　　　南海サウスタワーホテル大阪1403号室

　　　電話大阪(06)634-7511
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藤井　恒―君（大阪南R.C.）

　平成４年12月５日逝去（享年82歳）

　明治43年11月25日生まれ

　昭和30年１月入会

　1973～’74年度会長

　ポール･ハリス･フェロー

　米山功労者

堀田　　巍君（枚方R.C.）

　平成４年12月２目逝去（享年78歳）

　大正３年８月20日生まれ

　昭和48年11月６日入会

　1985～’86年度副会長

　ポール･ハリス･フェロー

　米山功労者

秋田　晴夫君（大阪東淀R.C.）

　平成４年12月17日逝去（享年53歳）

　昭和14年９月23日生まれ

　平成４年４月６日入会

ガバナー
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布施ともったいない心

ガバナー　山　中　文　和

　仝長さん　幹事さん　はや春の兆しを肌で感じる頃となり、御就任以来８ヵ月、残り

４ヵ月のみとなりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　布　　施

　お坊さんでもない私かこんな話しをしておこがましい事ですが、仏教の教えに「布施」

という言葉があります。

　施しをさせて頂いてお返しを求めない事をにうのです。施しを受ける喜びももちろん

あるでしょうが、施しをさせて頂く喜びが、本当の喜びだと旨われています。

　これこそ、今年のＲＩテーマの「ReaI Happiness　is Helping　Others」と全く同じ心

です。

　　　　　　　　　　　　　　　　三　つ　の　布　施

　この布施には三つの布施があります。

巾財　施（ザイセ）　経済的に豊かな人がお金や物の施しをすることで、普通に施しと

　　　　　　　　　　　思われているものです。

（2）法　施（ホッセ）　知識や智恵のある人が人の道や、生活の知恵、仏教の教えなど智

　　　　　　　　　　　恵を施すことを言います。

（3）無畏施（ムイセ）　財産も智恵もなくても親切な心を持って、人の厄難を救うこと。

　　　　　　　　　　　恐怖の心を取り除く事、等心の施しをすること。

　　　　　　　　　　　明るい笑顔をもってその人がいるだけで、その辺りの人の心に和

　　　　　　　　　　　む様な暖かさを感じさせる事も大きな無畏施であります。

　　　　　　　　　　　　　　　　檀　　　　　那

　「ダーナー」とはサンスクリット語で「与える人」と言う事で、中国を経て「檀那」と

して日本へ伝わった。
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　自分の家が所属している寺を「檀那寺」とａい、お寺のお坊さんから常に人の道や仏の

教えの施しを受けているのでそう呼ぷのであり、又一方お坊さんからllえば、常にお金や

物のお供えを頂き、堂の建築や修復の経費を出して頂くので、その家を「檀家」とiﾚlうの

です。

　即ちおりlいが、ダーナと､いう意味です。

　　ﾓつの布施と同様我々のロータリアンのHelping othersにも物質的なものと知能的な

ものと心的な人助けであるのは'11然でありますが、とりわけ心的なものが何よりも大切な

のではないでしょうか。

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　もったいない心

　　　　　私どもの会社の貿易部にミシガン州出身のハリー・Ｈ・シェパード君が居ります。彼は

　　　　アメリカの軍政部の教育官として来日、宗教担当として私どもの会社に調査に来だのが出

　　　　会いとなり、軍政部がなくなった時　どうしても私どもの什事をしたいと言い出して、山

　　　　中人仏堂貿易部へ就職、以来39年間、仏壇屎の番頭をしている「変な外人」ですが、素晴

　　　　らしく心の奇麗な明るいアメリカ人で死ぬまで目本に住むんだと言っていた。

　　　　　今になって、（現在67才ト人仏堂をやめてアメリカヘ帰って余生を送りたいと言い出し

　　　　て驚いています。

　　　　　彼の旨によると「［1本へ来たとき、お年寄りに、特に田舎のお年寄りに自然を恐れ敬う

　　　　心と、食物をはじめ物の命を尊う心、足るを知る心、分不相応という謙虚さの心、等数多

　　　　くの「心の布施」を頂いた。最も素晴らしいものの一つは、物質文明心、使い捨て経済の

　　　　のアメリカでは想像も出来ぬ、ひと粒のお米でも１本の釘でも無駄にするのは中しわけな

　　　　いという「もったいない心」という考え方であった。この「もったいない心」に大きな感

　　　　動を覚え日本に骨を埋めたいと思っていた。●　　　

がしかし、残念ながら一部の人々を除いて今の日本人の心から、せっかくのこの「もっ

　　　　たいない心」が消えてしまっている。

　　　　　使い捨てもよいところで、物の尊さが忘れられ、自然に対する尊敬が薄れ、お金の有難

　　　　さすら忘れられている。こんな日本にはもうあまり魅力は感じなくなった。使い捨て中心

　　　　の心なら、その先進国のアメリカのほうがずっと立派だ。せめてお金の有難さだけでも

　　　　知っている｡」と言う理由でした。

　　　　　永年の友人と別れるだけでなく、その理由に一層の淋しさを感じています。

　　　　　　　　　　　　　　　　無駄な殺生するが殺生

　すべての食物には「生命」がある、動物だけでなく米や豆のような植物にもすべて「生

命」があるのは言うまでもありません。

ｊ



　食物を売っている人間にお金を支払ったからといって食物そのものの生命を奪うことに

何のお詫びもしていないのです。恥ずかしながら、決して私し自身もえらそうな事が旨え

る生活熊度でありませんが、「無駄な殺生、するが殺生」多くの食物を平気で食べ残して、

捨ててしまうことがあまりにも多すぎるのではなかろうか。せめても食物の生命を無駄に

しないことぐらいしかお詫びの表しようがないのではなかろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　環　境　保　全

　今や環境汚染と破壊は全人類にとってぎりぎりの線まできている。

　酸性雨、砂漠化、オゾン層の破壊、海洋・河川汚染、生活並びに産業廃棄物の処理限界、

化石燃料の枯渇の懸念等、環境保全と資材のリサイクル等、問題は目白押しに押し寄せて

いる。

　環境保全の問題については、おそらく全ての人が総論的には賛成であろうけれどさて自

分の企業の関係で職業奉仕の面でそれを実践しようとすると色々な問題につき当たる。

　即ちこの不景気の最中にあたり少しでも安いものを少しでも多く売り上げて切り抜けね

ばならぬ大変なときに、果たして余分の人件費をかけてまで全ての産業廃棄物の適正処理

や、リサイクルのための区分廃棄をより一層進めることができるだろうか。また割高な再

生紙を使えるだろうか。能率が悪くなるのを承知の上で全従業員に車の使用を制限するこ

とが出米るだろうか。

　この様に企業の経済性を犠牲にしてまで環境保全の実践をすることには多くの悩みがあ

ると思います。

　さりとて地球環境はいよいよ待ったなしの対策が必要な段階になっているのもご存知の

通りです。

　　　　　　　　　　　奉仕を通じて心の豊かさをとりもどそう

　物の豊かさと引換に私たちは多くの心を失いました。

　何よりも取り戻さねばならないのは、ものの命の尊さを思い、足るを知る心と自然を敬

う心であります。そして日本人の心の中で1000年以上も培われてきたこの「もったいない

心」をとりもどせば、うんと環境汚染を救う事が出米るのではなかろうか。

　世間様への感謝を忘れず、奉仕させて頂く幸せをしっかりと身に付けて、心の豊かさを

取り戻すという意識改革から始めようではありませんか。

４
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ロータリーの友愛、感動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パストガバナー　世　戸　一　夫

出会い

　年末最初のＸＭＡＳカードを頂いたのは、ロータリー歴44年、95才で尚、ＹＭＣＡリー

ダーとして奉仕しておられるリンバート博士で、1951年まだ日米平和条約も出米ていな

かった時、北米ＹＭＣＡ同盟の留学生として招かれました私が、生意気にも米国の対日政

策を批判してＦＢＩにつかまり訊問を受けた時に救って下さったのが学長の博士で、今も

ご指導を受けている尊敬する大先輩です。

感　動

　地区ガバナーとして奉仕のあと、日韓親善委員として約５年間奉仕をさせて頂き、委員

の一人としてソウル国際大会に日本より15､000人の参加を要望されました。皆さんの協力

により予想以上の参加者がありまして私はHost Committeeの名誉副議長という肩書を

頂いて感激し、大会中、毎日日本の方々のための案内所に出て、質問、要望にお答えする

役を引受けしました。その時のHost Committee議長の呉在環氏よりも毎年ＸＭＡＳカ

ードを頂いています。

わがロータリーヘの道

　この本は札幌南ＲＣが刊行されたとロータリーの友２月号縦書き31頁に紹介されていま

すが、創始者ポール・ハリスが晩年その人生の歩みを省りみて「私の人生で、大切なもの

が二つある。一つは私の育った谷あいの村、もう一つはロータリーである。」と、New

Englandの美しい自然の中で、誠実な祖父母の信愛の中に育った幼き日に受けた影響が

ロータリー運動の原点であったことを書いておられる素晴らしい本で、ご一読をおすすめ

します。私と同期の竹山ＰＧ様（当地区松本ＰＧが地区大会を聞かれた時、ＲＩ会長代理

としてお招きした方）より私にお贈り下さいましたその友情に深く感謝しています。

ローターアクトクラブ

　私がまだ大阪南ＲＣの会員だった時、大阪府、和歌山県が一つの地区で366地区であっ

た時代、ＲＡＣがまだ２つしかなかった頃でしたが、山中文和氏（現・ガバナー）津江孝

夫氏（現・地区代表幹事）と共に、大阪南ＲＡＣを作ろうという事になり、今から24年前

に夢みた願いが次第に協力者の輪を拡げ現在、当2660地区だけで20クラブに発展しました。

私共３人で、第１回のＲＡＣ海外研修旅行の計画を考え、３人が責任上旅行に同行したこ

ともなつかしい思い出です。ポール・ハリスは「ロータリーの歴史はたえず新しく書き変

えられて行く」と言っておられます、若い世代の人々にロータリーの精神を積極的に受け

継いで頂くＰＡＣ運動を、大阪南ＲＣの子クラブ大阪難波ＲＣ、孫クラブ大阪なにわＲＣ

にも拡がって行くことを夢みています。不思議な出合いが感動と友愛の輪となって、ロー

タリーの理想主義は限りなく拡がって行くことでしょう。

５　－



ＩＧＦ第５組報告書

ホスト：大阪堂島ロータリークラブ

　　フォーラム実行委は長　藤本直一郎

　2Jj611（土）午後１時より５時まで大阪

令11空ホテル・シェラトンに於て、第５組の

ＩＧＦを開催しました。

主宰者：第2660地区ガバナー　　山中　文和

ゼネラルリーダー:（|IUijガバナー）

　　　　　　　　　　　　　　　　菅生　浩三

来　賓：バスト・ガバナー　　　種田　憲次

　　　　ガバナー・ノミニー　　大森　慈祥

　　　　地区代表幹事　　　　　津江　孝夫

　　　　地区幹事（ＩＧＦ担?11）　島岡　　司

　　　　地区財団増進委員長　　田中　攘j l

　　　　地区米山奨学委員仝委員

　　　　　　　　　　　　　　　　三好三郎丸

　　　　地区大全委員長　　　　酒井　芳申

参加クラブ：大阪西、大阪天満橋、大阪西北

　　　　　　大阪大淀、大阪梅田、大阪港

　　　　　　大阪中央、大阪梅田東

　　　　　　大阪北梅田、大阪堂島

参加者:282名（登録者362名）の多数の御出席

　　　　のドに、有意議に楽しい･｡･日を過す

　　　　ことが出来ました。

　最初に山中ガバナー及び菅生ゼネラル・

リーダーより夫々御挨拶を賜り、次いで田中

財団委員長、三好地区米山奨学委員会委員、

酒井地区大全委員長より夫々「ロータリー財

団」、「米山奨学生」、「地区年次大全」につい

ての地区御報告があり、愈々ＩＧＦに移りま

した。

　テーマは「地球にやさしい企業経営」とし

て先ず追手門学院大学経済学部・西岡健夫助

教授より「資源還境の制約が強まるなかでの

企業経営」と言う題で市場システムと経営理

念を中心とした基調講演を頂き、会員一同社

会還境が益々厳しさを増す中でＱ企業経営の

６

印しさを認蔵した後、23テーブルに分かれて

バズセッションに人リました。

　バズセッションは、

　第１テーマ「地球環境保全のためにわれわ

　　　　　　　れの企業や職場で何をなしう

　　　　　　　るか」

　第２テーマ「企業が地球環境問題に取り組

　　　　　　　む際の問題点と条件は何か」

のlつに分けて、各テーブル共に第１、第２

の両テーマについて論議に花を咲かせました。

社会環境が益々厳しくなる中で、職業を異に

する会員が常日頃苫労されている丈けに、

夫々の御発､万は傾聴に値するものがありま

した。

　約１時間に縫る討論の後に第１、第２テー

マについて夫々４テーブルのテーブル・リー

ダーから内容の発表がありました。その内容

も職業を異にする会員の発言である丈けに各

種、多様に亘りましたが、問題点としては

　●税制、金融面での優遇措置

　●ルール違反をすれば損をする

　●抜けがけにはボイコットする慣習

　●Outsider対策が必要で

　●要は心の問題、東洋倫理を忘れないこと

等々貴重な御意見が伺えました。

　最後に菅生ゼネラル・リーダー並びに山中

ガバナーから夫々御講評を頂き５時に閉会致

しました。御懇篤な御指導を頂きました山中

ガバナー並びに菅生ゼネラル・リーダーに厚

く御礼申し上げます。又最後まで退席もなく

熱心に討論を頂いた会員各位にも感謝申し上

げます。

●
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香港大学ＲＡＣを迎えて

　釣友４年12LH6日から1911にかけて、香港

火学ＲＡＣが、火阪にきました。メンバーは

リ3性４大、如II’IE8 大の計12t;です。彼らは、

18才から20才までの大学１、２年一生で、大学

では、経済学や法律及びコンピューター関

係の学問を専攻しています。彼らの今回の、

大阪訪問の目的は、「地球保全に関する教育

制度研究」のための交流と、大阪南ＲＡＣと

香港大学ＲＡＣとの姉妹クラブ関係の強化で

す。初日の16Hは、大阪空港到着が午後８時

20分と遅い時間だったので、その日は宿泊先

のビジネスセンター三水に直行し、双方のメ

ンバーの紹介及び、明ll以降のスケジュール

の打ち合わせをして就寝しました。

　　　　　　　　　　　　(丸島アクアシステム)

　17日は早朝から、大阪南ＲＣ会員島岡様

の御協力により、水質浄化設備見学に行きま

した。場所は奈良にある株式会社丸島アク

アシステムです。　|ﾐ場内を見学した後、ビ

デオにより現在の日本における水質浄化の

実態を説明していただきました。香港大学

ＲＡＣのメンバーも熱心に質問をして、勉強

していました。夕方に大阪城を見学した後、

今宮戎神社におきまして、レセプションパー

ティーを行ないました。大阪雨ＲＡＣと香港

大学ＲＡＣとのバナー交換を行い、来年度

以降の姉妹関係強化を約束した後、歓談及び

アトラクションを披露して楽しい夜を過ごし

人阪南ＲＡＣ会長　岸本　ず泰

㎜夥ai-rへ　　｀W･●………i‘”゛剔一四1-

　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪大学）

ました。

　18日は、朝から大阪大学へ行き、午前中

はキャンパス及びコンピューターセンター

を見学し、大学生に専門的なことを聞いて、

理解と交流をしていました。午後は、今回の

来阪の日的の一つである「阪大生との地球

保全に関するディスカッション」を行ないま

した。香港大学ＲＡＣが用意したビデオ、

スライドを見て、香港の現状を見たうえで、

「ゴミ」。「空気」など環境についてディス

カッションを行ないました。大阪大学の協力

もあり、教授、学生、計12名が参加し、活発

に意見交換をしました。次に、吹田のりサイ

クルセンターをおとづれ吹田市のゴミ収集

処理の方法やしくみについて話を聞き、リサ

イクル紙ということで牛乳パックからの再生

紙作りを体験しました。この時作成した再生

７



紙は、後日香港人学ＲＡＣのメンバー宅へ送

られるそうです。この日は香港大学ＲＡＣの

要望もあり全員ホームスティをしました。

２名ずつに別れて、おのおののホームスティ

宅へ行き、家族の方と夕食を一緒にして楽

しみました。

　19日は、難波に集合した後、本町で買物

をし大阪市立科学館へ行きました。館内を

見学した後、彼らを新大阪まで送り、東京へ

旅立つ香港大学ＲＡＣのメンバーを見送リま

した。

　今回の香港大学ＲＡＣの大阪訪門受人れ

は、私達にとって初めてのことだったので、

当初戸惑いましたが、大阪南ＲＣ及び他クラ

ブのメンバーの協力により、無事成功するこ

とができました。この場をお借りして感謝申

し上げます。

　今後は、この貴重な体験を国際交流に役立

てたいと思います。

●新しいローターアクトクラブ創立

　おめでとうが

　６年ぶりに待望のローターアクトクラブが

誕生しました。地区第20番目のクラブとなり

ます。

創立総会　１月19日（火）

クラブ名　大阪梅田ローターアクトクラブ

提唱ＲＣ　大阪梅田ロータリークラブ

例会日時　第１、３月曜日　19 : 00～20 : 30

例会場　クラブ　スターライト

　　　　　大阪市北区梅田２丁目３番30号

　　　　　ホテル阪神２階

事務局　ホテル阪神２階大阪梅田RC気付

創立会員　25名　　会長　清水　幸弘

　　　　　　　　　幹事　藤井　国博

認証状伝達式　３月23日（火）18 : 00より

　　　　　　　ホテル阪神で開催の予定

一

地区大会が近づきました／

ご家族そろってぜひご出席下さい。

　釣友５年４月23目（金）・24日（ll）です。リ

ラックスした、楽しいロータリーのお祭りだ

と思って、お気軽に奥様とご同伴で、ご出席

をお待ちいたしております。

　211町紀に生きる人々のために、地球にやさ

しい生き方を考えるシンポジウムなど、多彩

なプログラムを用意しました。

　参加して良かったとお帰りいただけますよ

う、ホスト大阪南ロータリークラブ会員一同

は、「まことの幸福は人助けから」の参仕の

心を持ちまして、準備をすすめています。

　未登録の方は至急各クラブ幹事を通じてお

申込下さい。

●前号で財団奨学生の募集

　要項変更記事に

　追加をお顧いいたします／

資格：私は次の者ではありません:(a)ロータ

リアンまたは名誉ロータリアン；(b)クラブ、

地区、他のロータリー関係の組織および国際

ロータリーの職員；(c)前記ａおよびｂ項の配

偶者、尊属(血縁による両親または祖父母)、

直系卑属(血縁による子または孫、入籍して

いる養子)、その配偶者；さらに、ロータリ

ー財団奨学含有資格者となるという明確な目

的のためクラブを退会した元ロータリアンで

はありませんし前記ｃ項に該当する親族でも

ありません。

８　－
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ポール･ハリス・フェロー

次の方たちにポール･ハリス･フェローの

称号が贈られました。

　久田正一

　今井　　勇

　金渾忠信

　遠藤源太郎

　桐山輝彦

　西脇　作

　江崎正道

　伯井　守

　辻野昭夫

　西山富士太郎

　浅尾博一

　田中太郎

　島田清隆

　壁　憲一

※大矢尚史

※服部　　修

　里見　博

　下垣外　敏幸

　富岡成夫

※高橋重光

　尾崎達郎

　辻村　弘

　平田達男

　浅野宜春

　吉田英哲

　藤井桑正

　井内謬見

　城戸義雄

※橋本房利

　川本晴男

　川村一郎

　内藤一馬

　丹羽健二

　小川一光

　岡田吉弘

　露目性彦

守
守
大

大

　　　(1992)

日RC　11.16

□RC　11.16

阪　北ＲＣ

阪　北ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大阪なにわＲＣ

大　阪　西ＲＣ

大阪城北ＲＣ

枚方くずはＲＣ

方枚
大
大
枚
枚
束

くずはＲＣ

　　阪ＲＣ

　　阪ＲＣ

　　方ＲＣ

　　方ＲＣ

大　阪ＲＣ

束　大　阪ＲＣ

東　大　阪ＲＣ

大阪阪南ＲＣ

大阪平野ＲＣ

守　　　口ＲＣ

大阪淀川ＲＣ

大阪なにわＲＣ

大阪阪南ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

大阪住吉ＲＣ

東大阪東ＲＣ

高　槻　東ＲＣ

大阪城北ＲＣ

大阪城北ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪西南ＲＣ

11.16

11.16

11.16

11.16

11.16

11.16

11.17

11.19

11.19

11.19

11.19

11.19

11.19

11.19

11.19

11.19

11.19

11.20

11.20

11.20

11.20

11.20

11.20

11.25

11.25

11.25

11.25

11.26

11.26

11.26

11.26

11.26

11.26

11.26

９

　山本守昭　大阪西南ＲＣ

　重村　　一一　大阪西南ＲＣ

　神島喜輿一一　大阪西南ＲＣ

　村上秀夫　大阪西南ＲＣ

　光満寛守　大阪南西ＲＣ

　萱沢進作　大阪城南ＲＣ

　服部　　貢　大阪城北ＲＣ

　小野田　勉　大阪天満橋ＲＣ

　南川和茂　大阪天満橋ＲＣ

　金田五郎　大阪天満橋ＲＣ

※鴻池藤一　大　阪北ＲＣ

※勝間　　寿　茨　本　東ＲＣ

　若原秀啓　大阪梅田東ＲＣ

　金田五郎　大阪天満橋ＲＣ

　丸橋博行　大　　阪ＲＣ

　岸本忠男　高　槻　東ＲＣ

　長野美喜知　高　槻　東ＲＣ

　橋本亮一　大阪難波ＲＣ

　田中武夫　大阪城東ＲＣ

　渡辺一雄　大阪城東ＲＣ

　ペネファクター

　井村義治　大阪本町ＲＣ

　小田貞夫　大阪南西ＲＣ

　羽田昌司　大阪西南ＲＣ

　朝倉治雄　大阪難波ＲＣ

　瀧川弥州男　大阪なにわＲＣ

※印＝マルチ･フェロー

米山功労者

11.26

11.26

11.26

11.26

11.26

11.26

11.26

11.26

11.26

11.26

11.30

11.30

11.30

11.30

11.30

11.30

11.30

11.30

11.30

11.30

11

11

11

11

11

16

26

26

26

30

次の方たちに米山功労者の称号が贈られ

ました。　　　　　　　　　　　　　（1992）

※三　善　康　平（2回目）束　大　阪ＲＣ

※川　口　暢　彦（2朋）東　大　阪ＲＣ

　津　川　正　幸　　　池　　　田ＲＣ

※西　村　一　夫（11回目）池　　　田ＲＣ

※加　藤　隆　司　　　池田くれはＲＣ

　ダイワ省エネ㈱　　　寝　屋　川ＲＣ

　矢　部　文　治　　　大　　　阪ＲＣ

※小長谷　国　男（2回目）大　　　阪ＲＣ



横　山　守　捷

大阪巾仁川金庫

川　「．

肥　田

羽　間

伊　藤

今　西

岡

高　木

毛　利

岩　峻

嶮　島

島　田

高　田

辻　野

中　西

野　崎

山　田

好　川

山　村

坂　東

野　田

松　浦

河　峻

青　柳

井　村

　
．
・
万
口
　
ム
日

　
　
　
ｔ
　
９
¥

ｈ
－
　
　
　
又

’
1
1
‐
　
　
　
ｊ
’

成

荘

碩

正

哲

剛

七

洋

省

幸

平

巳

. . . S

一 一 a

㎜ 一 一 J

巧

大阪中火ＲＣ

大　阪　束ＲＣ

大阪西北ＲＣ

大阪西北ＲＣ

大阪西北ＲＣ

大坂城北ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪住之江ＲＣ

郎（2回目）大阪住之江ＲＣ

-づ1回目）大阪うつぼＲＣ

一 一 -

克　巳

大阪うっぼＲＣ

大阪うっぼＲＣ

大阪うっぼＲＣ

勉(2回田大阪うつぼＲＣ

和　義

三Ｔ雄

大阪うつぼＲＣ

大阪うつぼＲＣ

利　貞（2回目）吹

　　宏（3回目）吹

秀

純

守

貞

義

田ＲＣ

田ＲＣ

宇 M･に々ＳＲｃ

男(7回目レ大阪阪和ＲＣ

男

次

治

郎
蔵

一
　
福

野
屋

小
　
上

※印＝2回以上

豊中千里ＲＣ

大阪梅田束ＲＣ

大阪本町ＲＣ

大版木町ＲＣ

大阪本町ＲＣ

米山フアンドフェロー

10

'

I

I

;

j

l

‘

森

谷

水

竹

i

l

i '

中

裏　忠　大

本　IIﾓ

中　清　孝

ぐ
猛
之

目
１
１
　
　
　
仲

野
広
田

住

田
仲
ｙ
村
野

石
藤
足
植
庄

中

ド

重

室

山

西

赤

大

平

古

山

尾

栗

羽

吉

藤

島

野

村

岡

本

田

坂

西

田

徳

田

前

林

渕

川

汀

,譲　秀

明　11ﾓ

保　捕

陽

甚　久

嘉　男

信　哉

多計夫

美恵子

康　資

秋　夫

敦　宜

信　義

岩　ﾘj

晃

幸

照

昭

一

笑

正

祥

俊

潔

雄

司

親

謹

人
前

徳島
末

中
高

郎
ゾ
久

雄藤
淳
朴

酋
　
長
　
西

藤 田 貞
一

人
　
ト
ヘ
　
大
　
収

　　東ＲＣ

　　束ＲＣ

　　淑ＲＣ

人　阪ＲＣ

枚万くずはＲＣ

茨　水　束ＲＣ

池　　　田ＲＣ

池田くれはＲＣ

池田くれはＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪中央ＲＣ

大阪柏原ＲＣ

大阪西北ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪西南ＲＣ

大阪住之汀ＲＣ

大阪うっぼＲＣ

大阪うっぼＲＣ

大　阪　西ＲＣ

吹　　　田ＲＣ

千　　　里ＲＣ

千　　　里ＲＣ

惜DII一入|奴IE目県吻四巷ＲＣ

豊ql一人lkl司際噂そ1巷ＲＣ

９賢lp一人lk囚|原ヴ1巷ＲＣ

大阪阪和ＲＣ

大　阪　城ＲＣ

吹田汪坂ＲＣ

大阪本町ＲＣ

大阪本町ＲＣ

大阪本町ＲＣ

大阪ちゃやまちＲＣ

●

●

次の方たちにフアンドフェローの称号が

贈られました。　　　　　　　　（1992）

上野山　昌　秀　　　　大　　　東ＲＣ

恩　地　　　進　　　　大　　　東ＲＣ

加　藤　敏　明　　　　大　　　東ＲＣ

高　岡　政　-‥･　　　　大　　　東ＲＣ

田　中　祥　介　　　　大　　　東ＲＣ

藤　井　則　郎　　　　大　　　東ＲＣ



●

●

1993年１月度　出席報告

クラブ
期初の

会員数

Ｕ沫

会員数
増減

　－

　０

－２

＋６

－２

－２

＋６

十５

十３

＋１

＋１

＋３

－１

－１

－２

－１

　０

　０

＋７

十６

十３

　０

　０

十２

十１

十２

－１

－６

＋５

－１

－１

＋２

十３

＋２

＋７

十３

－９

－１

＋３

出席率 例会 順位 クラブ
期初の

会員数

□抹

会員数 増減 出席率 例会 順位

大　　　東

東　大　阪

東大阪東

東大阪中

東大阪西

枚　　　方

枚方くずは

茨　　　本

茨　木　東

池　　　田

池田くれは

門　　　真

交　　　野

箕　　　面

箕面中央

守　　　口

寝　屋　川

大　　　阪

大阪阿倍野

大阪ちややまち

大阪中央

大阪堂島

大阪阪南

大阪阪和

大　阪　東

大阪東淀

大阪平野

犬阪本町

大　阪　城

大阪城南

天坂城東

大阪柏原

大　阪　北

大阪北梅田

大阪北淀

大　阪　南

天　阪　港

大阪難波

　70

　84

　67

　60

　62

　54

　50

　62

　58

　58

　51

　31

　49

　68

　58

　87

　60

311

　61

　62

　69

　62

　80

　48

144

　73

　62

　62

　23

　81

　72

　45

198

　64

　53

194

　47

　87

　70

　82

　73

　58

　60

　60

　55

　65

　59

　59

　54

　30

　48

　66

　57

　87

　60

318

　67

　65

　69

　62

　82

　49

146

　72

　56

　67

　22

　80

　74

　48

200

　71

　56

185

　46

　90

100.00

　94.48

　97.27

　98.85

100.00

　97.33

　98.76

100.00

　95.09

　98.31

　94.04

　94.81

　95.11

　98.00

　97.68

　97.92

　96.36

　89.24

　94.40

　99.49

100.00

　96.23

　99.59

　90.28

　98.02

　98.04

　99.55

　98.51

　94.05

　99.17

　98.63

　97.87

　91.06

　98.10

　98.18

　92.43

　93.75

　98.04

４

４

４

３

３

４

３

４

４

４

４

４

３

４

３

４

３

３

４

３

４

３

３

４

４

３

４

４

４

３

３

４

４

３

４

４

４

４

　1

63

44

20

　1

43

21

　1

60

30

67

62

59

36

39

37

52

74

64

14

　1

53

12

73

35

33

13

26

66

18

23

38

72

32

31

71

68

33

大阪なにわ

大阪南西

大　阪　西

大阪大手前

大阪大淀

大阪西北

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

大阪城北

大阪住之江

大阪住吉

大阪天満橋

大阪天王寺

大阪束南

大阪鶴見

大阪梅田

大阪梅田東

大阪うつぼ

大阪淀川

千　　　里

摂　　　津

四　条　畷

吹　　　田

吹田汪坂

吹　田　西

高　　　槻

高　槻　東

高　槻　西

豊　　　中

豊　中　南

ぞlt･ll一大|;反
IE1 11祭りf?荏

豊中千lty

八　　　尾

ハ尾中火

ハ　尾　東

大阪中之島

　69

　73

113

　66

　70

　79

116

　57

　81

　63

　48

　84

105

　51

　65

　54

　67

　62

　78

　97

　79

　48

　25

　76

　50

　66

　71

　57

　42

　73

　59

　64

　38

　78

　50

　55

　0

　70

　72

111

　65

　72

　78

118

　56

　85

　60

　50

　81

103

　50

　65

　51

　71

　63

　76

　95

　80

　46

　24

　78

　51

　66

　71

　58

　39

　76

　59

　63

　40

　79

　51

　59

　47

十１

－１

－２

－１

＋２

－１

＋２

－１

＋４

－３

十２

－３

－２

－１

　０

－３

＋４

十１

－２

－２

十１

－２

－１
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文　　庫　　通　　信　（65号）
｢ロータり一文庫｣は日本ロータリー50周年記念事業のｰつとして1970年に創立された皆様の資料室

です。

　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料(貸出可)など、１'万６丁-余点を収集・整備し、皆様のご

利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版

資料についてはコピーサービスも承ります。

　クラブ事務所にはロータり一文庫の｢資料目録｣を備えてありますので、ご活用願います。以ド資料

のご紹介を致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　登録資料の中から

○「よく均衡のとれたプログラム」柳瀬省吾　16頁　　　　　　【申込充ロータリー文庫（コピー）】

○「どうしたら例会をもっと楽しいものにすることができるか」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長浜R.C.28頁　　　【申込完ロータリー文庫（コピー）】

Ｏ「ロータリー落梗集」岡山西R.C.1972年　54頁　　　　　　【申込先ロータリー文庫（コピー）】

○「ＩＮＴＥＲＣＩＴＹＧＥＮＥＲＡＬＦＯＲＵＭ ＲＥＰＯＲＴ　Ｄ．３５９　第３分区」

　　　　　　　　　　　　　　　　横浜西R.C.1975年　60頁　　【中込完ロータリー文庫（コピー）】

Ｏ「出席規定の手引」今治R.C.1990年　24頁　　　　　　【申込先今治R.C.TEL（0878）22-3933】

O「米山月間にあたりJD.274　1990年　38頁　　　　　　　【申込先D.2740 TEL（0958）23-5162】

O「ロータリー情報歳時記」西宮R.C.1992年　33頁　　　【申込先西宮R.C.TEL（0798）23-4500】

○「職業奉仕アンケート集」武生R.C.1992年　17頁　　　【中込充武生R.C.TEL（0778）23-5210】

＜スライドセット＞「ＹＯＵＴＨ ＥＸＣＨＡＮＧＥＳＬＩＤＥＳＥＴＪＲ．Ｉ．４０枚（多国版台本付）

　＝青少年交換への参加推進・プログラム紹介　　　　　　【申込先日本支局TEL（03）3355-5391】

＜カセットテープ＞「ロータリーとのひとときJR.I.60分

　＝ロータリーの歴史・哲学・プログラム・奉仕部門についての概説

訃 報

ロ　ー　タ　リ　ー

国際ロータリー第2660地区

φ啼友ふ，

同
文

込先日本支局TEL(03)3355-5391】

庫

畑守　　衛君（大阪堂島R.C.）

　釣瓦５年２月13目逝去（享年64歳）

　昭和３年12月９目生まれ

　昭和62年６月15目入会

　1991～’92年度　会長

　ボール・ハリス・フエロー

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

●表紙版画の大内裏様とお雛様の位置は、|11

　米の関西風です。

〒542大阪市中央区難波5-1-60

　　　南海サウスタワーホテル大阪1403号室

　　　電話大阪(06)634-7511

１２ －

●

●

手塚　慶一君（豊中千里R.C.）

　平成５年１月22日逝去（享年64歳）

　昭和３年10月18日生まれ

　昭和51年９月14口入仝

　チャーターメンバー

　1987･-’88年度　会長

　ポール・ハリス・フエロー

小川　明宏君（箕面中央R.C.）

　平成５年１月29日逝去（享年65歳）

　昭和２年11月11日生まれ

　昭和55年６月13日入会

　1987～’88年度　会長

　マルチプツレ・フェロー

　米山功労者

ガバナー
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ロータリーと文献

ガバナ 山　中　文　和

　美しい花のほほえみとすがすがしい若葉が目にしみるさわやかな春がやって米ました。

仝長さん、幹事さん、あと３か月を残すのみとなりましたがお互い悔いのない年度にした

いものと思います。

　生まれも、育ちも、住まいも、職業も異なった人々が奉仕をさせていただこうというい

きごみの中で友情を暖めあい、地域社会で何をさせていただくかを考え、青少年の育成に

心を砕き、財団国際親善奨学生、米山奨学生に暖かい愛情をそそぎ国際交流に思いをはせ、

世界の平和を願い、ともに語りともに活動するロータリーの集いは誠にすばらしいことだ

と思います。ロータリークラブとは単なる寄付団体でも、勤労奉仕団体だけのものでもあ

りません。世間様にご恩返しを、他人への思いやりを、そして奉仕をしようと心がける人

々の集まりなのです。

　あるロータリーの先輩は「ロータリークラブの良否を判断するのはクラブの古さだけで

もない、人数の大小だけでもない、出席率や寄付金も大変大事な事ですがそれだけでもな

い、立派なロータリアンを一人でも多く育てたかどうかにあります」と言っておられます。

ロータ －を正し て、そしてロータリーを好きになって

ために行動を起こしていただきたいと思っています。

自ら進んで奉仕する

　そこで今日は改めてロータリーとは何かをみなさんと共に考えてみましょう。

いま、土井委員長を中心に当地区規定情報委員会が改訂しておられるシステムマニュアル

　（1987年から当地区が作成し日本の各クラブにお送りしている大変参考になるマニュアル

です）の一部をここに引用し、ご参考に供したいとおもいます。このマニュアル改正部分

は地区大会で会長さんにお渡ししますのでぜひ全ロータリアンに読んでいただけるようご

配慮いただきたいものです。

２　－
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システム･マニュアルの10の質問 (例)

第１の質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質問Sheet N0.1

　ロータリー活動が世界平和のために非常に役立ち、自分も積極的に参加したいと思いま

すか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　定　　　義

　ロータリーは、職業を通じて社会に、そして世界に貢献しようと考える活性ある事業と

専門職務に携わる人の集いです。

　単なる寄付団体ではありません。

　功なり名遂げた人が自己満足し合う機会でも、お年寄りの昼食会でもありません。

　　　　　　　　　　　　　　目　　　標

　ロータリーは、進んで人道的な奉仕をします。『職業において高い道徳的水準を守りま

す。世界の親善と平和の確立に寄与します。世界の活性ある事業と専門職務に携わる人と
一

手をとりあって努力します｡』と誓いあった人達の組織であります。

　　　　　　　　　　　　　　　最も大切なこと

奉仕をしようと心掛けることです。奉仕の精神を基礎にして日常生活を送ろうと心掛け、

特に 生活を通じてそれを行うことです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　正しい理解を

　ロータリーは、大会社の会長や社長が集まって、毎週昼食会やディナーを楽しむ会とか、

老人の社交クラブだというイメージがあったり、とかく贅沢なイメージと解釈があること

は残念ながら事実です。

　しかし、本当のロータリーは、職業を通じて社会に貢献しようとしている人達の集まり

です。企業のまわりにある総ての人に善意を示し、それを社会に広め、その輪を世界にま

で広めようとする人の集まりです。

　ロータリーは行動する団体です｡『入会しても何もできません』と言う人が入会する団体

ではありません。

　ロータリーの徽章は、奉仕と高い道徳的水準を表し、その歯車は、クラブと奉仕活動の

シンボルなのです。

第３の質問 質問Sheet N0.3

ロータリーには、綱領のほかに金員の行動を示唆する信条やTargetがあります。

- ３　－



　　　　　　　　　　　①第１標語　゛Service Above Self″

　『超我の奉仕』と訳されていますが､「サービス第一　自己第二」とも教えられています。

全員の生活全体に期待される思想です。

　　　　　　　　　　　②第２標語　゛He Profits Most Who Serves Best″

　『最もよく奉仕する者、最も多く報いられる』と訳されています。東洋思想にある「積善

の家に余慶あり」と同じような考えと言えます。 Profitsは物質的報酬と受け取られ勝ちで

すが、それだけを意味するものではありません。

③四つのテスト　THE FOUR-WAY TEST

　　　　　　ls it the TRUTH ？

　　　　　　ls it FAIR to all concerned ？

(1)真実かどうか

(2)みんなに公平か

(3)好意と友情を深めるか VVillit build GOOD IVILL and BETTER

FRIENDSHIPS ？

(4)みんなのためになるかどうか　Will it be BENEFICIAL to allconcerned ？

何かを行うとき、これに照らして、行動をチェックしようとするものです。

　　　　　　　　　　④定款と細則、行動規範

組織の根本となる規定として、国際ロータリーの定款と細則があり、またクラブの定款と

細則があります。また正式な機関の決議を経て定められた行動規範があります。

⑤これらの規定や行動規範は、全員に遵守義務が課されています｡「知らない、配布されて

いない」ことを理由に、その遵守の責めを免れることは許されません。

システム･マニュアルの50の情報シート (例)

社会奉仕活動に対する方針　　　　　　　　　　　　　情報　Sheet追加N0.10

　　　　　　　　　　　　　　　　　1.決議23-34

　社会奉仕活動に対するロータリーの方針は、1923年の国際大会で採択され、以後の国際

大会で改正された「決議23-34」に唱われています。

　当初は「綱領に基づく諸活動に関するロータリーの方針」と題されていましたが、1926

年にロータリーの奉仕活動が４分類されるようになって､「社会奉仕活動に対する方針」と

改められました。こうした経緯とその内容に照らして､「決議23-34」は単に社会奉仕に関す

る方針であるにとどまらず、ロータリーの奉仕活動全体の根本指針を示すものとして、多

くのロータリアンを教え育ててきました。特に日本のロータリーでは､「ロータリーの般若

心経」と称する人があるまでに尊重されてきました。

　「決議23-34」は、次のように整理できます。

４　－
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　　　　　　　　　　　　　　　　ロータリーは人生哲学

１）第１に､「ロータリーは人生の哲学である」と、次のように述べています〔「決議23-34」

　　1）『手続要覧（1992）JP.98〕。

　　゛ロータリーは、基本的には、自己のために利益を得ようとする欲望と他人に奉仕し

　　ようとする義務感との間に起こる心の葛藤を、調和させようとする人生の哲学である。

　　その哲学は「超我の奉仕（Servic Above Self）」の理念であり、「最もよく奉仕する者、

　　最も多く報いられる（He Profits Most Who Serves Best）」という実践倫理の原理に

　　基づいている｡″

　　　　　　　　　　　　　　　　　奉仕は行動で

２）第２に､「ロータリーの奉仕は行動することである」と、次のように述べています〔「決

　　議23-34」4）『前掲JP.98～99』〕。

　　゛ロータリーで奉仕するものは、行動しなければならない。ロータリーとは単なる心

　　構えをいうのではなく、ロータリーの哲学も、単に主観的なものであってはならず、

　　これを客観的な行動に表さなければならない｡″

　　　　　　　　　　　　個人による奉仕、団体による奉仕

３)第３に、ロータリアン個人による奉仕とクラブによる奉仕については､｢個人による奉

　　仕を基本｣としています。

　　Ａ)個人としての奉仕については、゛各人が個人として奉仕の理論を、職業や日常生活

　　　　のなかで、実践に移すこと″を述べています〔｢決議23-34｣2)第３『前掲JP.98』。

　　B)クラブによる奉仕については、

　　　　゛ロータリアン個人も、ロータリー・クラブも、奉仕の理論を実践に移さなけれ

　　　　ばならない″〔｢決議23-34｣4)〕と述べ、

　　　　クラブの役割について、

　　　　　゛奉仕の理論が成功と幸福の真の基礎であることを団体で学ぶこと｡″

　　　　　゛奉仕の実際例を、団体で自分達の間や地域社会に示すことｊ

　　　　などと述べています〔｢決議23-34｣2)『前掲JP.98』。

　　C)そして、両者の関係について、

　　　　　゛クラブがひと固まりとなって行動するだけで足りるような事業よりも、広くす

　　　　べてのロータリアンの個々の力を動員するもののほうがロータリーの精神により

　　　　かなってしる。ロータリー・クラブの社会奉仕活動は、会員に奉仕の訓練を施す

　　　　ために考えられた｢研究室の実験｣としてのみこれをみるべきである｡″と､個人に

　　　　よる奉仕が基本であるという考えを述べています〔｢決議23-34｣6)g)『前掲JP.99』。

　このように、今回のシステム・マニュアルの改定部分は10の質問(Ｑ＆Ａ)と50の情報

シートの部分のみ出版されますがこれを読んでいただくとロータリーが大変よくわかりま

すので、ぜひみなさんが読んでくださるよう願っております。

５



ロータリー雑誌月間に因んで

直前や叶一　菅　生　浩
一

一

一

　毎年４月は「雑誌月間」に指定され、クラブはその月間に雑誌に関するプログラムを実

施しなけれぱならないこととなっております。

　ところで、国際ロータリー細則の規定によって、ロータリーの機関雑誌は、1991年に創

刊された英文の「The Rotarian」誌と、そのスペイン語版の「Revista Rotaria」誌とさ

れておりましたが､経済的な理由で後者が廃刊となりましたので､現在では「The Rotarian」

誌だけとなっております。

　さらに、国際ロータリー細則で、世界27か国で30種類に及ぶ公式の地域雑誌が刊行され

ています。この公式の地域雑誌は、1977年の規定審議会の決議によって生まれました。地

域雑誌は自然発生的に世界各地に色々とあったものですが、ＲＩが、その中から、情報伝

達の公式の手段として一定の要件を充足するものを公式の地域雑誌として指定し、その講

読を「The Rotarian」誌に代わるものとして会員に義務付けることとしました。その一定

の要件とは、ＲＩの指定記事を掲載すること、年４回以上刊行すること、記事の50％以上

がロータリーに関するものであること、毎年７月号の表紙に新年度のＲＩ会長の写真を使

用することなどであります。

　「ロータリーの友」は、わが国におけるこのような公式の地域雑誌で、1953年１月に創刊

されましたので、すでに40年の年月を閲しています。「友」は、全国のガバナーで組織され

るガバナー会が委嘱したロータリーの友委員会の管理と監督下にあるロータリーの友事務

所で編集され発行されており、各地区から１名宛選任された地区委員が地区と事務所との

連絡や編集への参画や雑誌講読の普及の促進などに携わっていることなどは、周知のとお

りであります。

　「友」には、ロータリーに関する基本的な情報や流動的な情報の解説、ＲＩや各地区や各

ロータリークラブの国際レベルや地区レペルや国内レペルでのプロジェクトや活動の実績

の紹介、すぐれた講演の記録、ロータリアンの個人的意見や趣味の発表などが豊かに多彩

に掲載され、広い意味におけるロータリー情報の宝庫というべき素晴らしい内容が盛られ

ています。従って、「友」の横書きの部分の１年分を継続して読んだだけでロータリーのこ

とは一応マスターできるとか、さらに購読すればロータリーの時代の進行に決して遅れる

ことはないなどといわれています。そして、1991年１月には、世界中の公式の地域雑誌の

編集長が参加したセミナーの席上で、「友」は、環境保全、ロータリーの真のイメージの普

及、国際報道、内容改善の努力、デザインの優秀さなどのすべての諸点で最も優秀である

として、ＲＩ全長から綜合優秀賞を与えられるという最高の評価を受けました。ところが、

現実の講読者は３分の１以下、全く読まない会員が３分の１を数えるといった実情で、購

６
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入して積んでおくだけの゛読まれざるベストセラーズ″と郡楡され兼ねない状況にあるよ

うで、この現実はまことに残念というほかはありません。その原因として、左開きのＲＩ

指定記事を中心とする情報記事がややもすれば直訳文体で我が国の言語感覚にそぐわない

ため読みづらいとか、内容的に面白くないとか、字が小さ過ぎるとか、もっと興味のある

一般的な話題に乏しいとか、読む時間がないとか、色々な理由があげられています。感覚

的に読みにくいという点は確かに一理があると思われますので、翻訳担当の方々にとって

は大変に困難な作業とは思いますが、表現しようとする内容を明確にした簡易で大胆な意

訳文体を私どもの感覚に合わせて考えてみるなどの工夫も重ねることも、今後は是非必要

でありましょう。しかし、その他の理由は、果して如何なものでしょうか。

　私どもロータリアンは、ベテランの会員であっても、また比較的新しい会員であっても、

基本的な情報を繰返し読んで理解を深めて行くとともに、日々新しい流動的な情報に接し

てこれを逐次取り入れて行かねばなりません。また、根底に統一性を求めつつ多用性に溢

れた現実から遂に脱却できない国際的環境や地域の特性への理解を深め、人々の間に稔り

豊かな相互理解を進めて行かなければなりません。そして、そのような努力なくしては、

この激しい変化に押し流されて行く現在の社会の渦の中にあって、時代の要請に即応した

活力溢れるロータリー活動を弾力的にかつ効果的に遂行し、自他の幸せの実現を目指して

進んで行く意義深いロータリーの世界の中に身を置くことは、到底不可能でありましょう。

そこで、私どもがこのような目的のためのロータリーの情報を手に入れてロータリーヘの

理解を深めて行く身近で最も手っ取り早い方法は、毎月一冊の「友」を読み続けることで

あります。文体に慣れ、読み癖が付けば、しめたものです。クラブ・フォーラムの資料に

使用したり、新会員に「友」の読後感のスピーチをして貰ったり、会員が自ら設稿したり、

原稿が掲載された会員を表彰したりすることも、「友」を身近なものとする大変有効な手段

でありましょう。

　最後に、私どもは、「友」を外部の一般社会の人々に読んで頂くよう努力しなけらばなり

ません。　例えば、家族や友人にも読ませたり、提唱しているローターアクト・クラブや

インターアクト・クラブの会員やロータリアン以外の卓話者に贈ったり、図書館、病院、

学校などの施設とかマスコミや公私の団体などに寄贈したりすることです。また、毎年２

回11月と４月に「友」の英語版が「友」と同様にロータリーの友事務所から刊行されてお

りますが、これを大学や高校の英文科とか留学生の多い大学の図書館に寄贈したり、ロー

ターアクターやインターアクターの海外研修に持参させたり、米山記念奨学金の奨学生や

ロータリー財団国際親善奨学生や国際青少年交換学生やその世話クラブなどに贈呈するこ

とも大切です。ロータリーの基本思想である「サービスの理念」は、ロータリーだけの独

占物でなく、人間社会一般に通ずる普遍的な真理ですから、ロータリーの内部だけでなく、

外部の一般社会の人々にも、国の内外を問わず、ロータリーを理解して頂くよう努力を重

ねることは、ロータリアンとしての基本的な責務であり、このような外部への広報のため

にも、「友」を十分有効に活用しなければならないのであります。

７　－



ＩＧＦ第６組報告

　　　　　ホスト：大阪城ロータリークラブ

　　　　　　　　I.G.F演行委員長　土坂　正治

　第６組・I.G.F.は、大阪城がホストを承り、

去る２月20H、武尾ゼネラルリーダーご指導

の中、関わりをいただくパストガバナーを始

め、地区委員各位のご臨席を賜り、所属10ク

ラブの会員各位、222名のご参加を戴き「大阪

国際交流センター」に於て盛大に開催された。

　先づ、山中ガバナーより、゛先程、何方かが、

こんなにいい天気の土曜日のお昼に、閉じこ

められるのは勿体無いなあ…。とおっしやっ

てましたが、その土曜日に、ほんとうに来て

よかったなぁ…といえるような意義のある楽

しいフォーラムになりますように…″とのご

挨拶に続き､武尾ゼネラルリーダーからば「長

寿社会における社会的対応」という大きなテ

ーマを、皆様と一緒に勉強したい″とされ、

セレモニーに続いてフォーラムヘと移行した。

　先づ、基調講演は、龍谷大学・社会学部・

奈倉道隆教授の､゛今日のフォーラムは、社会

のリーグ一役であるロータリアンによるもの

であり、ここで考えた事をさらに地域や企業

に待ち帰り、今後の社会の進展に役立ててい

ただければ″とされ、パネリストのお一人・

地区社会奉仕委員長・新津敬直先生は、ロー

タリアンの立場で高齢者の問題を、もうお一

人は、若い世代から、Ｒ財団・元奨学生原田

-

温代嬢のアメリカから眺めた日本の高齢者の

問題点などの話を伺い、パネルディスカッシ

ョンが活発に展開された。

　広い会場のあちこちから、奈倉コーディネ

ーターに矢継ぎ早に質問が、提言が、意見が

飛び交う。パストガバナーからも、米山奨学

生からも、ＲＡＣの皆さんからもその数は実

に30を超える活況であった。

　大きなテーマを包みこんで盛り上げていた

だいたご参会の皆様にご厚礼を申し上げます。

地区米山奨学生終了者歓送会報告

地区米山奨学委員長　増本　猛

日　時:1993年３月７日（日）n:30～14:30

場　所：新阪急ホテル「星の間」

出席者：米山奨学生終了者　　24名中　17名

　　　　米山継続者　　　　　26名中　９名

　　　　同上指導教官　　　　　　　　５名

　　　　カウンセラー他関係ロータリアン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　53名

　　　　事務局２名　　　　　　　合計91名

　当日はあいにくの小雨ではありましたが、

会場一杯の出席者で大賑い。定刻に山中ガバ

ナーの暖かい歓送のことばで、会は始まり増

本委員長から出席の地区米山関係者並びに米

山終了者の紹介。本日のハイライトである米

山終了証書・記念品贈呈が行われました。先

づ種田米山奨学金常務理事から立派な英文の

終了証書(盾型式)が１人づつ丁寧におくられ、

各人には末長く想出の宝物となると喜んでい

る様子であった。次に加えて山中ガバナーか

らは若人の愛用する肩掛型のスポーツバック

がおくられ、なかなかの好評でありました。

　次いで列席のパストガバナーたちから祝辞

が述べられ、それぞれに終了者たちは色々な

想いや感銘を受けたことであろうと思いまし

た。
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　やがて乾杯、会食に移り一同なごやかに、

新阪急ホテルの懐石風フランス料理を頂きな

がら一時を楽しく、同席の指導教官・ロータ

リアンたちと交流がはずみました。

　会食中には指導教官のお話しや金終丁者た

ちのスピーチや元奨学生（学友会）たちのお

話しが次々に披露され、時のたつのも忘れる

程でありました｡定刻14:00すぎに司会者が閉

会の機会の切出しにムズカシイ程の盛上りの

中、武尾米山奨学部門担当パストガバナーの

閉会のことばで終えました。

　彼等は一様に米山奨学制度のお金だけでな

い心のこもった交流に深い敬意と感謝の気持

の現われる言葉が多く耳に残りました。尚一

層のこの地区での奨学生へのお世話の努力が

必要であると痛感しました。なかでも未だ一

度も世話クラブになってないクラブは、なる

べく積極的にお申出をお願いして次年度以降

世話クラブとなって頂いて、カウンセラーの

方共々肌にふれた国際交流の体験をされんこ

とを切に期待してこの報告を終ります。

　（文責：地区委員　渋谷）

- ９

第2回　提唱R.C.ロータリーアクト

　　地区正副委員長会議

　　　　　地区RAC委員長　北村英一（吹田）

日　時:1993年1月28日（木）14:00～16:30

場　所：薬業年金会館４Ｆ

出席者：山中ガバナー、中田地区幹事

　　　　地区委員5名　提唱クラブ正副

　　　　委員長、委員　40名

　　　　特別参加　東大阪東ＲＣ　３名

　　　　　豊中一大阪国際空港　3名

　　　　田上ＲＡＣ　北ゾーン代理

　先づ山中ガバナーの御挨拶を頂き、インフ

ォメーションとして前期の地区行事の実施状

況を北村地区委員長、田上ＲＡＣ北ゾーン代

理から報告、伊藤地区委員から３月14日開催

予定の世界ローターアクトＤＡＹ　’９３ロータ

ーアクトフェスティバル「チャリティオーク

中の島を歩こう」の計画立案の経緯と実施要

項の説明あり、又大阪淀川ＲＣ井上ＲＡＣ委

員長より５月16日開催予定のＲＡＣ年次大全

の案内があり、多数のＲＣ、ＲＡＣメンバー

の参加を要請した。

　次いで協議に入り各ＲＡＣの前期活動状況

及び後期活動計画の報告を各提唱クラブより

説明を頂き綿密な情報交換と質凝を行った。

最後に中田地区幹事より講評を頂き後半期の

活動の広がりをお願いした。

　特に今回は去る１月19日創立総会を開催し

た大阪梅田ＲＡＣ２５名が新しく加わり、各ク

ラブ共会員増強に努めて頂いたおかげで地区

としては20クラブ､会員総数408名の過去最高

となった。又特別参加として東大阪東、豊中

一大阪国際空港両ＲＣの出席を頂き、両クラ

ブ共現在着々とＲＡＣメンバーを募集され、

年度内設立を目指しておられる事と合せ、地

区ＲＡＣが上昇気流に乗りつつある状況は何

にもまして嬉しい事である。どうかこの機会

に地区未提唱クラブも之に続いて設立の気運

をもり上げて頂きたい。



●

●

-

OI一

１ｔ6tＩ99'86Z‘gZ9Z00°00t‘g
IZ(フコ４渚￥

Ｉ９gZgZ99°69g‘OSIOZ00'OZ8‘9Z6聡雅冽￥

ＩgS9g10'9gl‘9Z90100°006‘i9ﾔ耐　蜀　￥

919tl99Z8゛Z99‘ﾔlgIZ0010肆‘gl881単　渚　￥

０ZgtZOg°計9‘699g0010ZI‘Z89聡］1r蜀￥

０Ｚ9900'090‘ZIgS00°09Z‘Zy9田琳・渚￥

８gII96168'ZIが09S60100°t69‘IZ661？　渚　￥

OI９gZM'89rl6６00°Z妙9夕鳶叫?1￥

ｌ£96100'919‘89169100°ZZ9‘ZI6Z峯奪渚￥

夕ﾔ9IZS'Zgl‘9II6S00°98Z‘S９単膚渚￥

Ｉ６ZS9F698‘9Z9S00°Oy8祁Ｗ　冽　￥

ＩＴｇZ900'M;Z‘91妙00°OZ9‘Z69J細車渚￥

£99lt8g'19Z‘£SIZ8zg'ozF9Z94i走渚￥

Ｚ屁SZ6FZ90‘916619'8yO‘£IZ葛家蜀￥

II06t989゛9gl‘19ZS900'96Z‘6肆I峯　泗　￥

０ZZ９ﾔ6゛9ZI‘19Z900‘08S‘SOg吋ー渚￥

ｇ8ZOZ9Z°099‘8tlZZ9°S06‘9Z8単蜀冽￥

９Og9S06°80g‘n９00°OlgZ9智ー渚￥

Ｉ９Z9肆抒゛999‘001屁00‘OIZ‘Zａ￥φ渚￥

０Ｚ9900'O認‘6ZZZI00°OZ£‘OIZ9QFμ91￥

Ｉ09OI99'989‘96OI09°乙y9Z9li徘徊蜀￥

Ｉ9Z691101611認9‘gl980199゛lgO‘蛇Hg渚　　　￥

ｇOt91ZZ'699‘9II99£o°gZ8‘g89|lf　雷　鍬

ｇ98ZZZZltZ6‘91t9
00゛O£8‘t06口　　　命

ｔZﾔZZ9£･8S8‘9Z1906‘£抒‘ｇ99￥φ慧簒

Ｚ９99陥･p認‘ZOIZt00‘OZ6‘Z69斐　　　簒

ｔIZ屁
哩'Z誄‘09Sla‘898‘ET91に４

０11６p9'Z61‘8S£96が968‘I屁輦　　　1,1j

９認lg6Z'Mﾔ‘89ZZI00｀OII‘9Og別封〉田恥

乙99哩96‘M9‘9IIOZ00｀081‘I89圃　　　恥

Ｚ8S89IZlt8COZIIII00｀OII‘999峯　＊　碇

Ｚ肆昨99'Z06‘9SIZZI00｀OSZ‘Z6g＊　　　砿

０陥tZ88°o片‘Z900100'00F9
阿剔ふ〉牟４

ｇgg6196‘g00‘8699100'9Zt‘6
認μ　　　４

ｇ9ZZpZ£'S8Z‘08ZOZ0010ZI‘II99疑渚￥峯

乙09肆lz゛ar001６00｀009Z9φ渚￥峯

０卵ZpZ8'19‘92;Io£001Z06‘17OZ峯渚￥峯

ＩＺS9tZgO'Z08‘tgl99100109S‘17198蜀　￥　峯

Ｚ9ﾔ９86'gg9‘8IIII000‘08Z
89峯　　　￥

－ぶぶょ乙ヽりヽ･
－ロ７ａド･タリ

　　　　|Å徊/乙

　　－ロ７乙
yl四･ター}p

　　－ロフ乙喩

yllヽ･･布一冷裔諸素早ー醇恥k鴎冴I専脊･糾価碑一禰冒号

lgTZ6，
緊Å６ぶ

刄iISTS661奪胎IS'乙UZ661IFFg661～FZ'Z661

匯'=｢莱i;ε6,～乙661ZI琳099乙浙－rl4一口一国



●

●

ロータリー財団寄付額明細表 (1993.1.31　現在　単位：ドル)

クラブ名
'92.1.31

会員数

1992.7.1～1993.1.31 1992.12.31現在 1993.1.31現在

一般寄付･基金 1名躬平均額 過去累計額
ポール･ハリス

準フエロー

ポール･ハリス

フエロー

ﾏﾙﾁﾌﾞﾙ

ﾎﾟｰﾙ･ハリスフエロー ペネファクター

大阪南西 72 7,030.00 97 120,602.96 １ 80 ６ １

大　阪　西 113 4,330.00 38 186,684.42 22 85 ３

大阪大手前 67 8,720.00 130 83,171.03 35 16 ２

大阪大淀 71 4,904.68 69 162,870.11 57 64 ２

大阪西北 81 790.00 ９ 122,955.23 60 58 ３

大阪西南 116 18,430.00 158 241,234.61 126 98 ７ １

大阪船場 59 570.00 ９ 39,942.93 58 11 １

大阪心斎橋 83 870.00 10 112,539.05 78 55 ２

大阪城北 61 5,770.00 94 85,886.59 ９ 34 ２

大阪住之江 53 2,700.00 50 96,818.70 55 48 ４

大阪住吉 86 3,590.00 41 137,691.58 10 61 ４

大阪天満橋 109 5,790.76 53 159,264.90 ７ 81 ２

大阪天王寺 54 4,610.00 85 42,860.95 43 16 ０

大阪東南 66 5,650.00 85 55,693.33 20 50 ６

大阪鶴見 55 860.00 15 45,166.80 32 19 １

大阪梅田 70 3,953.07 56 124,141.94 27 34 １

大阪梅田東 59 7,458.39 126 59,123.40 ０ 18 １

大阪うつぽ 75 780.00 10 126,001.97 72 52 ３

大阪淀川 95 2,723.84 28 154,673.34 ４ 60 ３

千　　　里 82 6,599.99 80 97,446.23 68 23 ２

禄　　　津 50 680.00 13 54,528.88 17 22 １

四　条　畷 25 6,523.07 260 49,905.29 ９ 13 ３

吹　　　田 77 3,060.00 39 138,582.28 68 57 ３

吹田江坂 46 500.00 10 17,346.74 47 ０ ０

吹　田　西 70 5,800.00 82 105,622.38 61 37 １

高　　　槻 66 814.00 12 80,803.70 14 36 １

高　槻　東 56 6,420.00 114 80,290.36 53 27 ２

高　槻　西 44 430.00 ９ 20,919.99 49 ５ ０

豊　　　中 75 2,470.00 32 124,720.74 51 63 ５

豊　中　南 63 8,559.98 135 128,822.91 50 50 ８

豊中一大邸え
国際空港

64 2,440.00 38 122,051.45 74 57 ８

豊中千里 41 820.00 20 27,321.50 ４ 12 ３

ハ　　　尾 75 14,545.00 193 179,633.58 69 70 13

八　尾　東 60 735.00 12 105,693.96 57 43 ６

ハ尾中央 51 4,240.00 83 62,073.70 44 21 ３

大阪中之島 47 ０ ０ ０ ０ ０ ０

そ　の　他 58,109.06 ７ ６ ０

合　計 5,468 398,186.80 72 8,307,272.42 3,045 3,376 276 ８

（注）この数字は、ロータリー財団管理委員会よりの報告による。
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ボスニア･クロアチア救援募金活動感謝状

　先般、当地区がダクターマンＲＩ会長の要請を受けて実施した、ボスニア・クロアチア救援募

金活動に対して、同会長から次のような書簡が届きました。改めて、皆様に感謝中し上げます。

25 February，1993

Mr.Fumikazu Yamanaka

G()vemor,District 2660，RJ

Dear Fumikazu:

Thank you so very much fbr your districtlsresponse to the refilgeesin Croatia and Bosma-

Herzogovlna. The response by Rotarians such as you to this club4o-club action appeal fbr

help isheartening and l appreciate your prompt actioh. You tnJly are demonstrating the

meaningofourthemethat”Re･IH禽ppiness is Relping othen.”Thousands ofrelijgee

children and theirparents, orph&ns,and eldedy people wm be able to filcethe cold winter with

hope rather than with fbar and despair,because Rotarians are wimng to help.

l am proud to be a Rotafian and proud ofyou. When Rotarians marshal theirresources，

whetherthrough world community seivice or directaction in a club-to-club activity,theyare

reallyexpressing theircare and concem for imProving and sustajnin8 the lives ofpeople who

need help.

lnclos･&dlcansaytoyouagainis“Thukyou”fbrjoininginthisprojecttohelpothers

whowUlsoonleamthatRotajymeansservice｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sincerely，

ふ心ここツ
L.Dochtennan

山中文和ガバナー殿

Ｐｒｅｓｉｄｅｎｔ

1993年２月25日

拝啓　クロアチアとボスニア・ヘルツエゴビナ難民救済にご協力頂きありがとうございました。

貴地区のように、全クラブ挙げての救済活動は勇気づけられるとともに、その素早い対応に感謝

いたします。まさに我々のテーマである゛まことの幸福は人助けから″を身をもって実践してお

られます。ロータリアンの積極的な援助があればこそ、多くの難民の親子、孤児、そして年老い

た人々が、希望をもってこの苦境に立ち向かって行けるのです。

私は、自分がロータリアンであることを誇りに思うとともに、皆様を誇りに思います。ロータリ

アンがもてる力を発揮することは、世界社会奉仕であれ、あるいは直接クラブ間の活動であれ、

援助を必要としている人々の生活を改善支援するために、懸念と関心を示すことになります。

最後に、この人助け計画に参画して頂いたことに対して、重ねて感謝申し上げます。ロータリー

とは奉仕を意味することを、やがて人々は理解するはずです。　　　　　　　　　　　　　　敬具

12

会長　クリフォード・ダクターマン
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ポール･ハリス･フェロー

次の方たちにポール･ハリス･フエローの称号

が贈られました。

　川本　富三　茨　本　東ＲＣ

　佐藤　義昭　茨　本　東ＲＣ

※山出　敬二　吹　田　西ＲＣ

　河野　京哲　茨　本　東ＲＣ

　畑屋大一郎　枚方くずはＲＣ

　寺西　太一　東大阪東ＲＣ

　村瀬　吉彦　大阪大手前ＲＣ

※柏原　俊夫　ハ　　　尾ＲＣ

※増田　　鼎　八　　　尾ＲＣ

※田中　純吉　八　　　尾ＲＣ

※山口　幸雄　八　　　尾ＲＣ

※吉川　鹿雄　ハ　　　尾ＲＣ

※那須　郷磨　ハ　　　尾ＲＣ

　中島　孝夫　ハ　　　尾ＲＣ

　中西　啓司　ハ　　　尾ＲＣ

　西海　元樹　ハ　　　尾ＲＣ

　丸野　　務　交　　　野ＲＣ

　中安　　正　交　　　野ＲＣ

　樋田　虎一　交　　　野ＲＣ

　藤井　省司　千　　　里ＲＣ

　伊藤　　誠　千　　　里ＲＣ

　天野　清住　箕面中央ＲＣ

※倉内　勇吉　枚　　　方ＲＣ

　新居　恒男　ハ　　　尾ＲＣ

　吉田日士光　豊　中　南ＲＣ

※伊藤　七郎　大　阪。東ＲＣ

　大岡　　昇　大　阪　東ＲＣ

　野崎　瞭一　大阪東南ＲＣ

　毛尾　武史　大阪東南ＲＣ

　前田　敏弘　大阪東南ＲＣ

(1992)

12.2

12.2

12.2

12.2

12.3

12.4

12.4

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

12.7

12.9

12.10

12.10

12.10

12.10

12.10

13

　三野　文男

　松村　昌美

　川添　亮彬

　辻本　一義

　土井　志郎

　佐々木卓三

　樋口　哲三

　稲垣　邦弘

※青井　　隆

　中島　秀樹

　奥野　良臣

　森下　慶治

　武村　健一

　藤田　　勇

　萱村　信造

　本田　陽一

　喜田　敏雄

　藤木　　修

　山木　峰雄

※増本　　栄

※関口　　啓

※青山　俊治

　長渾　義雄

　小野　稚章

　角井　勝美

　石田　正弘

　吉田定司

※後藤　真清

　東　　安英

　仲堅　勝

※樋口　秀和

　山本　昌次

　吉田　昭巳

　米沢　貞夫

大阪東南ＲＣ

東　大　阪ＲＣ

東　大　阪ＲＣ

東　大　阪ＲＣ

枚方くずはＲＣ

大　　　阪ＲＣ

池田くれはＲＣ

大　阪　東ＲＣ

大　阪　東ＲＣ

大阪城北ＲＣ

千　　　里ＲＣ

ハ　尾　東ＲＣ

ハ　尾　東ＲＣ

ハ　尾　東ＲＣ

八　尾　東ＲＣ

大　阪　北ＲＣ

東大阪東ＲＣ

東大阪東ＲＣ

東大阪東ＲＣ

大阪難波ＲＣ

大阪柏原ＲＣ

大阪柏原ＲＣ

吹田江坂ＲＣ

吹田江坂ＲＣ

東大阪西ＲＣ

枚方くずはＲＣ

豊軒大肩肘港ＲＣ

交　　　野ＲＣ

大阪阪和ＲＣ

大阪北淀ＲＣ

大　　　東ＲＣ

大　　　東ＲＣ

大　　　東ＲＣ

大　　　東ＲＣ

12
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７
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N
　
N
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12.9

12.10

12.10

12.10

12.10

12.11

12.15

12.15

12.15

12.15

12.16

12.18

12.18

12.18

12.18

12.18

12.18

12.18

12.18

12.22

12.22

12.22

12.22

12.22

12.24

12.24

12.24

12.24

12.24



　中村　隆一

　石田　和清

　中道　弘美

　江原　誠三

　石丸　康一

　渾漫　　清

　北井　清文

　米沢　三吾

　吉岡　重樹

※川口　鴨彦

※吉城　鉄也

※渡漫　邦雄

※今岡　　巌

　藤原　博満

　早川　謙一

　川上　隆三

　熊渾　　信

　森　　泰輔

　成田　　亮

　上野　好清

　芳雄　　淳

　ニシダケイシン

　和田　安弘

　野口　幸助

　大西　岩男

　鈴木　隆志

※田　　季晴

※福本　桂三

※河　　啓一

※野崎　　勉

※多喜　　久

　岡崎　弘男

　成尾　紹雄

大　　　東ＲＣ

大　　　東ＲＣ

大　　　東ＲＣ

大　　　東ＲＣ

大　　　東ＲＣ

大　　　東ＲＣ

大　　　東ＲＣ

大　　　東ＲＣ

大阪本町ＲＣ

東　大　阪ＲＣ

東大阪西ＲＣ

大阪城南ＲＣ

大阪城南ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

大阪城北ＲＣ

大阪城北ＲＣ

大阪天満橋ＲＣ

大阪うつぼＲＣ

大阪うつぼＲＣ

大阪うつぽＲＣ

大阪うつぼＲＣ

大阪うつぼＲＣ

大阪うつぼＲＣ

大阪うつぼＲＣ

吹　　　田ＲＣ

吹　　　田ＲＣ

12.24

12.24

12.24

12.24

12.24

12.24

12.24

12.24

12.24

12.25

12.25

12.25

12.25

12.25

12.25

12.25

12,25

12.25

12.25

12.25

12.25

12.25

12.25

12.25

12.25

12.25

12.25

12.25

12.25

12.25

12.25

12.25

12.25
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ﾍﾟﾈﾌｧｸﾀｰ

青山　俊治

畑田　　豊

大阪柏原ＲＣ

大阪城南ＲＣ

※印＝マルチ・フエロー

米山功労者

12.18

12.25

次の方たちに米山功労者の称号が贈られまし

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　（1993）

尾　崎　弘　昌　　　東大阪中ＲＣ

中　住　譲　秀　　　池　　　田ＲＣ

神　戸　昭　典　　　寝　屋　川ＲＣ

坂　本　　正　　　大阪梅田ＲＣ

篠　原　祥　哲　　　大阪梅田ＲＣ

野　口　清　隆　　　大阪梅田ＲＣ

津　本　洋　一　　　大阪堂島ＲＣ

戸　谷　晴　治　　　大阪堂島ＲＣ

※印＝２回目以上

米山ファンドフェロー

次の方たちにファンドフェローの称号が贈ら

れました。　　　　　　　　　　　　（1993）

岡　田　早　苗　　　東大阪中ＲＣ

矢　野　信　夫　　　大阪大手前ＲＣ

徳　山　喜　昭　　　大阪梅田ＲＣ

吉　田　和　弘　　　大阪梅田ＲＣ

尾　崎　吉　治　　　大阪うつぼＲＣ

稲　田　二千武　　　大阪堂島ＲＣ

植　出　明　雄　　　大阪堂島ＲＣ

川　崎　全　司　　　大阪堂島ＲＣ

高　宮　英　一　　　大阪堂島ＲＣ

梨　本　幸　男　　　大阪堂島ＲＣ

●

●
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1992年２月度　出席報告

クラブ
期初の

会員数

２月末

会員数 増減 出席率 例会 順位 クラブ
期初の

会員数

2月末

会員数 増減 出席率 例会 順位

大　　　東

東　大　阪

東大阪東

東大阪中

東大阪西

枚　　　方

枚方くずは

茨　　　木

茨　木　東

池　　　田

池田くれは

門　　　真

交　　　野

箕　　　面

箕面中央

守　　　口

寝　屋　川

大　　　阪

大阪阿倍野

大阪ちややまち

大阪中央

大阪堂島

大阪阪南

大阪阪和

大　阪　東

大阪東淀

大阪平野

犬阪本町

大　阪　城

大阪城南

大阪城東

大阪柏原

大　阪　北

大阪北梅田

大阪北淀

大　阪　南

大　阪　港

大阪難波

大阪なにわ

　70

　84

　67

　60

　62

　54

　50

　62

　58

　58

　51

　31

　49

　68

　58

　87

　60

311

　61

　62

　69

　62

　80

　48

144

　73

　62

　62

　23

　81

　72

　45

198

　64

　53

194

　47

　87

　69

　70

　82

　73

　59

　60

　61

　56

　65

　58

　59

　54

　30

　48

　66

　56

　87

　60

318

　67

　64

　68

　61

　82

　49

148

　72

　56

　67

　25

　80

　73

　47

202

　71

　55

185

　47

　90

　69

　0

－2

＋6

－1

－2

＋7

十6

十3

　0

＋1

十3

－1

－1

－2

－2

　0

　0

十7

十6

十2

－1

＋1

十2

＋1

十4

－1

－6

＋5

＋2

－1

＋1

十2

＋4

十7

十2

－9

　0

十3

　0

　99.61

　91.06

　97.92

　96.19

100.00

　97.81

　98.60

　98.26

　96.40

　94.83

　95.47

　92.75

　95.26

　98.51

　97.36

　98.22

　95.46

　87.75

　95.30

　97.21

100.00

　98.77

　99.06

　94.53

　98.23

　96.69

　98.16

　98.49

　95.79

　99.38

　97.92

　97.77

　92.00

　98.24

　96.82

　94.96

　96.67

　98.41

　92.75

４

４

３

４

４

４

４

４

３

４

４

３

４

３

４

４

４

４

４

４

３

４

４

３

３

４

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

３

３

３

11

73

31

52

　1

34

21

26

49

63

57

69

60

22

39

29

58

74

59

40

　1

20

17

65

28

47

30

23

54

14

31

35

72

27

46

62

48

24

69

大阪南西

大　阪　西

大阪大手前

大阪大淀

大阪西北

大阪西南

大阪船場

大阪心斎橋

大阪城北

大阪住之江

大阪住吉

大阪天満橋

大阪天王寺

大阪東南

大阪鶴見

大阪梅田

大阪梅田東

大阪うつぽ

大阪淀川

千　　　里

摂　　　津

西　条　畷

吹　　　田

吹田江坂

吹　田　西

高　　　槻

高　槻　東

高　槻　西

豊　　　中

豊　中　南

豊中一空港

豊中千里

ハ　　　尾

ハ尾中央

八　尾　東

大阪中之島

　73

113

　66

　70

　79

116

　57

　81

　63

　48

　84

105

　51

　65

　54

　67

　62

　78

　97

　79

　48

　25

　76

　50

　66

　71

　57

　42

　73

　59

　64

　38

　78

　50

　55

　0

　72

112

　65

　72

　77

118

　56

　85

　60

　50

　83

103

　50

　65

　51

　69

　63

　76

　95

　80

　46

　24

　78

　51

　66

　70

　58

　39

　76

　57

　63

　40

　79

　51

　58

　47

＋1

－1

－1

＋2

－2

＋2

－1

＋4

－3

＋2

－1

－2

－1

　　0

－3

十2

＋1

－2

－2

＋1

－2

－1

＋2

＋1

　　0

　－1

　＋1

　－3

　十3

　－2

　－1

　＋2

　＋1

　＋1

　十3

十47

　98.90

　97.47

100.00

　99.04

　96.29

100.00

　96.30

　95.78

100.00

100.00

　93.24

　97.64

　93.00

　92.31

　97.00

　97.02

　99.60

　96.96

　95.00

　99.31

　95.73

　81.25

　99.15

100.00

100､00

　97.09

　99.54

　98.29

　97.83

100.00

　94.51

　96.90

　97.76

　96.00

　94.64

100.00

４

４

４

３

４

４

４

４

４

４

４

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

３

４

４

４

４

３

４

３

４

４

４

４

４

３

19

38

　1

18

51

　1

50

55

　1

　1

67

37

68

71

43

42

12

44

61

15

56

75

16

　1

　1

41

13

25

33

　1

66

45

36

53

64

　1

クラブ数 期初会員数 月末会員数 増　減 平均出席率

75 5,356 5,445 89 96.83
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文 庫 通 信 (66号)

　「ロータリー文庫」はＨ本ロータり－50周年記念事業の一つとして1970年に墳lb･1:された皆様の資料室

です。

　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、１万6T一余点を収集・整備し、皆様のご

利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版

資料についてはコピーサービスも承ります。

　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料日録」を備えてありますので、ご活用願います。以ド資料
のご紹介を致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　「決:雲纏23－34」関達文縦穴

○「ＴＨＥ ＧＯＬＤＥＮ ＳＴＲＡＮＤＪＯｒｅｎＡｒｎｏｌｄ１９６６年　312頁　【申込先ロータリー文庫（コピー）】

OrROTARY?JThe university of Chicago Press l934年　293頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込先ロータリー文庫（コピー）】

ＯΓＡ ＴＡＬＫＩＮＧ ＫＮＯＶＶＬＥＤＧＥＯＦ ＲＯＴＡＲＹＪＧｕｙ Ｇｕｎｄａｋｅｒ-３２頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込先ロータリー文庫（コピー）】

○「Proceedings of The 1923 Rotary ConventionJR.I.1923年　423頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込先ロータリー文庫（コピー）】

ＯｒＳＨＥＬＤＯＮ-ａ ＮａｍｅｔｏＲｅｍｅｍｂｅｒ゙ ＨＥＰＲＯＦＩＴＳＭＯＳＴ ＶＶＨＯ ＳＥＲＶＥＳＢＥＳＴ″」

ＪｏｈｎＫｎｕｔｓｏｎＴｈｅＲＯＴＡＲＩＡＮ：１９５５･３月号　４頁　　　　　　【申込先ロータリー文庫（コピー）】

○「Frank Collins:He gave us ゛Service Above Self″JThe Rotarian:1977･2月号　１頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込先ロー｡タリー文庫（コピー）】

Ｏ「ロータリー・モザイク」ハロルドT.トーマス著　松本兼二郎訳　1977年　327頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込先ロータリー文庫（コピー）】

Ｏ「忘れ得ぬロータリアン」宮脇冨　ロータりーの友:1967･1～1968･3月号　46頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込先ロータリー文庫（コピー）】

Ｏ「決議23-34はロータリーのキイ・ポイントである」末積正　1985年　112頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（申込先ロータり一文庫くコピー）】

訃 報

ロ　ー　タ　リ　ー　文

●

◆豊中南RC　幹事変更

　山田　寛二君→大田比登史君　ヽ

◆月信３月号（Na9）に誤りがありましたので、

　訂正とともにお詫び申し上げます。

　　ポール･ハリス･フェロー　光満寛守　大

　　阪南西R C11.26　丸橋博行　大阪RC

　　11.30はマルチ･プルフェロー

　　ポールハリスフェロー　田中太郎　枚方

　　くずはＲＣは田中大一郎　　　　　　
●

　　米山功労者　野田秀宇　豊中大阪国際空

　　港ＲＣは町田秀宇

　　米山ファンドフェロー　高末　偕、吹田

　　江坂ＲＣは高末　偕

　訂正とともにお詫び申しあげます。

◆ロータリー・レート変更

　４月１日から　１ドル＝118円

〒542大阪市中央区難波5-1-60

　　　南海サウスタワーホテル大阪1403号室

　　　電話大阪(06)634-7511

藤井　森男君（大阪西北R.C.）

　平成５年２月19日逝去（享年85歳）

　明治40年３月12日生まれ

　昭和44年８月１日入会

　1972～’73年度会長

　マルチプル・フェロー

　米山功労者

安田　正君（大阪淀川R.C.）

　平成５年３月４日逝去（享年79歳）

　大正２年11月５日生まれ

　昭和38年７月26日入会

　1975～’76年度会長

　ポール・ハリス・フェロー

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

ガバナー

国際ロータリー第2660地区

φ呻友ふ，
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「如是我聞」

　ﾆｮ　ｾﾞ　ｶﾞ　ﾓﾝ
ｶﾞﾍﾞﾅｰ山　中　文和

　　　　　　　　　　　　　　　　「色々な奉仕の実践」

　会長さん、幹事さん、はや後２ヶ月の任期となりましたがますますお元気にてご活躍と

思います。

　さてロータリーの奉仕の実践は千差万別であってこそよいのです。心の中に奉仕の火を

燃やすのは一人ひとりのロータリアンであり、クラブの中でお互いが異業種としての倫理

的な責任感にもとづく、個性を失わずに行動するが故に奉仕の実践もまた千差‾万別なので

す。倫理的責任感にもとづく個性とは単なる思いつきで行動に移す野性とは異なり、ロー

タリーの理念を理解して頂いた上での冊陛であり、綱領の理念から大きくはみ出すことな

く又､先輩諸兄がこの88年の歴史の中で常に色々な相反する理念の調和に苦しみ､そして多

くの経験によって出来た今あるような素晴らしいロータリーの理念の原則をよく理解する

よう努力しなければならないのは言うまでもありません。

　ポリオ・プラスの活動は我々全世界のロータリアンの偉大な熱意と実践によってそれが

　「起爆剤」となって大きな世論をまきおこし、国連や各国の保健機構が力強く活躍し、80

％の抑制が出来た事は素晴らしい事であります。絶滅の日が来るまで何がなんでもやりき

ろうと頑張っておられるロータリアンも多くあり、これはこれなりに素晴らしい事と思い

ますし、私も絶滅を熱望しているもののひとりです。がしかし、地区としてはもうここま

で素晴らしい活動が定着すれば立派に本来の役目を果たしたのであり次の社会的ニーズに

移るべきであり、もしポリオの問題のみを深追いすれば「エイズ」や「環境破壊」等多く

の問題はどうなるのでしょうか。この意味でフィラデルフィア大会で「R.I.のポリオ･プラ

●

スキャンペーンの終了宣言」を出したのはＲＩが正しい方向を示したと言えるでありまし　●

ょう。

　　　　　　　　「ロータリークラブはロータリアンを育てるところ」

　このようにクラブとして、団体でする大きな奉仕活動は大変よい効果を得るのも事実で

あり、それに参加したロータリアンにとっても時には大きな感動をおぽえ、次なる奉仕へ

の意欲を燃やすのも事実ですが、社会には色々なニーズがあり個人で奉仕をしてこそ色々

なニーズにわかれわかれに一度に対応が出来てしかも一人ひとりの個性によっていろいろ

な型で奉仕が行われ、文字通り身近な地域社会に密着した奉仕が出来るのです。そしてこ

の様な一人ひとりのロータリアンを育てるところがまさにロータリークラブなのです。日

本のロータリーの始祖米山梅吉翁は「ロータリークラブは素晴らしい奉仕をするロータリ

アンを育てるところであって奉仕クラブではない」と言いきっています。

２



●

●

　｢奉仕に対する発想の交換もクラブの大きな仕事のひとつです｡発想の交換は命令服従の

支配関係ではなく、本来リペラルなクラブ制度に根ざした平等対等の横社仝的なものなの

です。その発想の交換形態のひとつにバズセッション型形式によるフォーラムがあります。

これは奉仕に対する意見が対立することがあった時、親睦を保つために自由に胸襟を開い

て討議し、お互いの意見発想を交換し、なおかつ、その席では結論を出さずに終了する討

議方法で素晴らしい智恵によって生まれた方法だと思います｣と第2680地区の深川純一八

ストガバナーは言っておられます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「我」

　しかし時には奉仕に対する情熱が強すぎてどうしても意見が対立する事もあるでしょう。

また、そんなつもりでなかったにもかかわらず、永年ロータリーの役員をしている間にロ

ータリーの英知はただ自分にのみある様に錯覚し、よりもっと素晴らしい奉仕のあり方を

願うあまり、ついには「我」の心が出てきて争いになることもありましょう。時には自分

の意見を通さんが為に徒党を組み閥をつくって憎しみ合い葛藤すると言う情けない事もお

こり得ると思います。しかし、考えてみればもともとロータリーの活動をどの様な方法で

やろうと自分の利益の為にしていないのだから悪い筈がない。発想の交換をうまくやれば

了解しあえない筈がないと思うのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　「如　是　我　聞」

　仏教のお経のはじめに「如是我聞」と書かれているのがたくさんあります。若し「お釈

迦様はこのように言われた、そんなことを言ったのではないヽ」と言いきった場合、その解

釈の違いから大変な争いが生じるかもしれません。

　お釈迦さんのお弟子さんには大変利口な方々がおられて「私はこの様に聞きましたよ、

この様に了解しましたよ」と言ってからお釈迦様のおしえを「お経」として説いたのです。

即ち「あなたはどの様に解釈されたか知りませんが、私はこの様に解釈しました」と言え

ば、ケンカになりません。なんと素晴らしい発想ではありませんか。お蔭で仏教の歴史に

は仏教徒同士がその派閥の為に血で血を洗うような争いはほとんどなく「和」の世界が続

いて来たのです。

　「奉仕をしようと心がける善意の人々の集まりがロータリークラブ」です。誰もが自分の

利益を考えて事をする人はないはずです。若し意見の食い違いがおこっても是非「如是我

聞」の心で許し合い、素晴らしい奉仕の実践にすすもうではありませんか。

３　－



まことの幸福は

パストガバナー　廣　瀬　勘一郎

　国際ロータリーのカレンダーには５月の月間運動は何もない。社会奉仕活動も月間運動

として何も提唱されていない。社会奉仕はとり立てて月や週を限らずとも、ロータリアン

一人々々が、ボランティアの精神に基いて年中世界のどこかで、たえず実施されているか

らかも知れない。各クラブに於いては、既にその運動を着々と実行され、その実績を積み

上げられている事と思う。本年度当地区社会奉仕委員会に於いても社会奉仕活動が、恒例

の如く種々展開されて来た。

　その中でも最大のハイライトは、４月11日大阪市立中央体育館に於いて開催された「身

障児等とロータリアンとのなかよし運動会」であった。本年度は伝統ある「身障児との白

浜旅行」にかわる地区活動として、はじめて昨夏、新しい企画と準備に着手した。この度

び漸く桜花爛漫の好き季節に、山中ガバナーを迎え、身障児･健常児併せて204名、ロータ

リアン・ローターアクター・インターアクター100名、交換学生・米山奨学生20名、其の他

関係協力者合計650名が、渾然一体となり、文字通り童心に帰り、この体育館で行事を心か

ら楽しむ事が出来、その上金光ハ尾高校生等の素晴らしい吹奏楽によって、会場のムード

をいやが上にも盛り上げて貰った事は、当地区に於ける画期的イベントであったといえる。

ＮＨＫテレビでは早速その日の夕刻ニュースとして放映された。この運動会を通じて、とり

わけ頭の下がるものは、ローターアクターの献身的な活動であり、正にロータリー精神の

発露そのものとして、地区に於いて大いに賞賛に値するものがあった。このイベントを見

事成功に導かれた新津地区社会奉仕委員長以下実行委員、ロータリアンの御苦労と関係者

のご協力に、この紙上をかりて厚く感謝申し上げる次第である。

●

　環境保全問題については、三年越しの地区活動を経て、漸く活動推進のためのガイドラ　●

インとして、地区環境保全委員会委員の近藤正臣（千里）先生の手によって「ロータリー

と環境問題」と言う名著を完成して頂いた。これは国（行政）･地区･クラブ夫々の行動指

針とも言うべきもので、当地区は勿論、他地区からの要望を合わせると約3000冊にも上る

程の好評である。我々ロータリアンは今後、このガイドラインに基づいて、より積極的に

環境保全活動に挺身して頂く事を切望して止まない。

　本年度R.I.テーマ「まことの幸福は人助けから」を最も象徴的に表現し、最も多彩に実践

しているものは社会奉仕活動であると言っても過言ではない。ロータリーは幾ら知識とし

てロータリーの事を知っていても、その精神を身に体して実行に移さねば何の価値もない。

行動せずして人を批判する事はたやすい。それよりも先ず自らが助け合いの気持をもって、

奉仕活動を実践してこそ、まことの幸福が得られるものだと思うのである。

４
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財団学友･中田厚仁君をI卓む

RI第2660地区

や叶一山　中　文和

　当地区の財団学友・中田厚仁君が去る４月８日、国連ボランティアとして

カンボジアで選挙監視任務を遂行中、凶弾にたおれ殉職した。このこ。－ス

を出先で聞いた私は、これは大変なことになったと思った。彼が、1989年度

のロータリー財団の奨学生として米国アイオワ州のグリンネル大学に留学し

たことは、当然知っていた。当時、私のホームクラブである大阪南ＲＣがスポ

ンサーしたのである。それだけではない。中田君の伯父上は、私と同じ大阪

南ＲＣの会員であり、本年度、地区幹事としてご奉仕いただいている。そのま

たご尊父、つまり厚仁君のおじいさまが、大阪南ＲＣの会長であられたとき、

私はクラブ幹事としてお仕えしたという関係がある。このように、私と中田

厚仁君との関係は、何かと因縁深いものがあった。

　中田さん一家は、ロータリー一家である。ご一族にも多くのロータリアン

がいらっしやるが、とりわけ、おじいさん、おじさんと伝わるご家系は、大

変熱心なロータリアンである。中田君がボランティアとして世界平和のため

に生命を賭してまで奉仕したことには、このようなこ1家庭のバックグラウン

ドがあることに気づくのである。伝えられるところによれば、商社員であっ

た父君に従って幼少のころポーランドで過ごし、そのとき訪れたアウシュヴ

ィッツで世紀の悲劇を見聞し、このことが世界平和に貢献したいという、彼

の純粋で崇高な精神をつくり上げるきっかけとなった、と聞く。やがて彼は

大学に進み、国際関係論を専攻しながら、心は絶えず、国際間の紛争を解決

するのにどのように有効な方法があるのかを問い続けていたという。そして、

国際珊1鯛lとj親善を目的とするロータリー具ｵ団の奨学生になると、ロータリー

の実践的奉仕活動に強く心を動かされ、まっしぐらにボランティアの道に邁

進していったのだろう。今年正月に一旦帰国した彼は、ご遺族の話によれば、

「ああ､1寺間カfない｡1寺間カfない｡」となにかに憑かれたようにっぶやいていた

という。25年の飽iい生i里を一;愈にj駆けぬけた若者の夕巳は､j誠に痛ましい限りで

ある。同じロータリーの奉仕の心を分かちもつこの25歳の若者が､炎熱のカン

ボジアで追い求めた平和の意味を、私はともに分かち合ってやりたいと思う。

　　「無償の奉仕」と言う。しかし現実に中田君に与えられたものは、無念な

　「死」の代償であった。それを思うと心が痛む。この若者の「死」が我々の

胸をうっのは、まさにこのことのためである。ご両親をはじめご遺族のご心

中は察するに余りある。

　　゛Service Above Self（超我の奉仕）″すべてのロータリアンに与えられた

このテーマを、これ程強烈にまた身近に感じたことはない。

　謹んで中田厚仁君のご冥福を祈る。

- ５　－



環境保全見学研修会報告

　　　地区環境保全委員長　岡部次郎（箕面）

日　時:1993年４月２日（金）13:30～15:30

場　所：（財）千里リサイクルプラザ

出席者：山中ガバナー、廣瀬社会奉仕部門担

　　　　当パストガパナー、地区委員７名、

　　　　地区内69クラブ84名。

　廃棄物の資源化・再生利用のための最新施

設として昨秋オープンした千里リサイクルプ

ラザを見学しました。ここはクラブ単位の見

学も受入れていただけます。

　万博公園の桜も咲初め、雲一つない好天に

恵まれ定刻に開会。山中ガバナー、廣瀬パス

トガバナーより、環境問題は今や避けて通れ

ない重要課題であり、ロータリーの活動も大

いに期待されるところである旨のご挨拶をい

ただき、続いてセンターの井上信一業務課長

の施設説明を拝聴。三班に分かれて現場を見

学した。

　１～３階は分別収集された廃棄物を破砕・

選別し資源化等を行う施設、４～５階は学

習・研究等の施設とリサイクル市民工房。廃

棄された自転車や電気製品は使用可能な部品

を使って再生し、留学生等に提供されている

とのこと。

　ここを見学すれば、分別収集の必要性、捨

てる側のマナー、消費浪費の悪癖、再生する

為の労力等々いろいろと考えさせられる点が

多い。どんな人達に見学してもらうのが一番

効果的なのかを考慮の上、クラブ環境保全委

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

員会のご活動に利用いただければ結構だと考

えております。

|.G.F第３組報告書

　　　　　ホスト：四條畷ロータリークラブ

　　　　　　　　　フォーラム委員長　柳本久治

　３月６日（土）　午後Ｏ時30分より４時30

分迄四條畷市民総合センターに於て第３組の

I.G.Fを開催致しました。

主宰者：第2660地区ガバナー　　　山中文和

ゼネラルリーダー（パストガバナー）坂東　宏

来賓ガバナーノミニー　　　　　　大森慈祥

　　　パストガバナー　　　　　　伊藤恭一

　　　パストガバナー　　　　　　種田憲次

　　　地区幹事　　　　　　　　　中田康仁

　　　地区財団増進委員　　　　　執行経世

　　　地区米山奨学委員　　　　　菅　晃生

参加クラブ：大東･枚方･枚方くずは･門真･

　　　寝屋川・守口・交野・四條畷

参加者:188名（登録者435名）

　多数の御出席の下に楽しい有意義な一日を

過ごすことが出来ました。

　最初に山中ガバナー及び坂東ゼネラルリー

ダーより夫々御挨拶を賜り次いで中田地区幹

事より地区大会の案内と報告、執行財団増進

委員よりロータリー財団の地区報告、菅米山

奨学委員より米山奨学生の地区報告をそれぞ

れ受けました。

　当日のＩＧＦのメーンテーマは「まことの

幸福は人助けから」を軸として第一部は比叡

山麓宝菖住職柏木寛照師の講演約80分「人生

ほんとの幸せとは、ほんとの人助けとは、ほ

んとの愛とは」をテーマに人生の基本理念を

詳細に熱弁をふるっていただきました。

第二部のフォーラムは

　コーディネーターの柳本久治（四條畷）よ

りまことの幸福は人助けからの解説と職業奉

仕部門から如何に職業奉仕で生かして人助け

をするか

６　－
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　パネラー　円漢字正和（大束）

　パネラー　田中太一朗（枚方くずは）

社会奉仕部門から如何に社会奉仕で生かして

人助けをするか

　パネラー　徳山　順一（門真）

　パネラー　下牧　重彦（寝屋川）

国際奉仕部門から如何に国際奉仕で生かして

人助けをするか

　パネラー　舟橋　透（守口）

　パネラー　服部　修（枚方）

以上熱心な又貴重な御意見を伺い又会場から

も質疑や意見発表があり、70分の時間が有効

に楽しく有意義に終始致しました。

　最後に坂東ゼネラルリーダー並びに山中が

バナーより夫々御講評を戴き４時40分に閉合

致しました。

　終始御懇篤なる御指導を賜りました山中ガ

バナー並びに坂東ゼネラルリーダーに厚く御

礼申上げますと共に交通不便な四條畷に御参

加賜りました会員各位に最後迄熱心に討論い

ただき心から厚く御礼申上げます。

|.G.F第２組報告書

　　　　　ホスト：高槻西ロータリークラブ

　　　　　　　　フォーラム委員長　高津　嘉夫

　３月13日(土)　午後１時より４時30分ま

で高槻市立文化会館中ホールに於て第２組の

I.G.Fを開催致しました。

主宰者：第2660地区　山中文和

ゼネラルリーダー(パストガバナー)松本良諒

来賓　パストガバナー　　坂東　宏

　　　直前ガバナー　　　菅生浩三

　　　地区IGF担当幹事　島岡　司(大阪南)

　　　地区大会委員長　　酒井芳中(大阪南)

　　　地区ﾛｰﾀﾘｰ財団増進委員　柳潭忠磨(大阪住之江)

　　　地区米山奨学委員　崎山耕作(大阪住吉)

参加クラブ：吹田・吹田西・吹田江坂・千里・

　　　　　　　摂津・茨木・茨木東・高槻・高

　　　　　　　槻東・高槻西

参加者：在籍メンバー606名中387名の登録を

　　　得、有意義な一日を過ごすことができ

　　　ました。

　開会式に於ては山中ガバナー及び松本ゼネ

ラルリーダーよりご挨拶があり、地区報告に

於ては、1）地区年次大会案内　2）地区ロータ

リー財団報告　3）地区米山奨学会報告がそれ

ぞれ担当委員長よりあった。

　フォーラムのテーマは「ロータリーの原点

にもどり奉仕のあり方を考える」としサブテ

ーマとして国際問題・環境問題を掲げこれら

サブテーマを通してロータリーの奉仕が個人

やクラブに於てどうあるべきかの論議が第一

部　パネルディスカッション　第二部　フロ

アーとの意見交換（パネルディスカッション

のメンバー５名の他　松本ゼネラルリーダー、

坂東パストガバナー、菅生直前ガバナーにも

ご登壇いただき新しいスタイルで行った）

　第一部に於てモデレーターに足速忠利（吹

田）、サブテーマ国際問題には瀧川紀征（吹田

西）･西本勝（摂津）が、また、環境問題には

船越久葵（茨木）･今福幸（高槻）と４名のパ

ネラーにて行われ次のような意見発表があっ

た。

日本と外国との文化の相違その中での国際貢

献やロータリーの奉仕の国内外における難し

さ。ロータリーの国際交流に関し具体的に実

施した経験をふまえた成果と課題。また環境

特にゴミ問題について減量策、リサイクル策

に関し企業側としてまた消費者として個人側

からそれぞれ有益な報告と問題の投げかけが

あった。

　第二部においては上記を受けフロアーとの

熱心な意見交換が行われ大きな成果が挙った。

　最後に松木ゼネラルリーダーより総括があ

り、菅生直前ガバナーより講評をいただき無

事プログラムどおり終了した。種々ご指導を

賜った山中ガバナー・松本ゼネラルリーダー

に厚くお礼中上げますと共に最後まで熱心に

フォーラム運営にご協力項いた、全員各位に

厚くお礼申上げます。

７　－



平成５年

　｢春の全国交通安全運動｣

　　　初日行事に参加して

地区職業奉仕委員長　浅　沼　清太郎

　大阪府交通対策協議会主催による平成５年

　「春の全国交通安全運動」初日行事は、桜花

満開の下、４月６日大阪城公園大手門前広場

で実施された。

　職業奉仕部門の具体的実践活動の一環とし

て、各職業奉仕委員長さんの同大会への参加

協力要請をお願いしたところ、46クラブとい

う多数の参加を得て大手門前広場におけるセ

レモニーにひき続き、北大江公園までの約１

キロの徒歩パレードを行い、参加19団体とと

もに交通安全を呼びかけ、90回目の節目ある

本大会に花を添えることができた。

　交通安全とりわけ「違法駐車問題」は一朝

一タに、また我々の力だけで解決できるもの

ではないが、地域社会の職業代表人として私

どもは、今後とも、この種問題解決に向け、

積極果敢かつ真摯に取り組まなければならな

いと痛感した。

８

1992～'93ローターアクト

　　　　　フェスティバル

国際ロータリー第2660地区

　　　ローターアクト代表
磯　田　郁　子

　本年はローターアクト創立25周年という記

念すべき年です。世界じゅう、日本じゅうで

記念の行事が企画されローターアクトを広く

人々にP.Rするための行事が開催されたよう

です。私ども第2660地区ローターアクトも年

度始めより今回のローターアクトフェスティ

バルを計画し準備を進めてまいりました。

　平成５年３月14日（日）、中之島公園におい

て「1992～’93ローターアクトフェスティバ

ル・チャリティーウォーク～中之島を歩こう

～」を開催いたしました。当日はチャリティ

ーウォークを中心にその外ニュースポーツの

体験コーナーや、体力・血圧測定、ローター

アクトの活動内容の写真展示などを行いまし

た。

　今回のこの催しの目的は、ロータリアンは

もちろん、広く一般の人々にローターアクト

の存在を知っていただき、その活動内容を理

解していただくということにありました。

　当日は久しぶりの快晴のもとロータリアン

83名、ローターアクター99名、一般98名、合

計280名が参加し盛大に開会式が行われ､その

後、4kmと7kmの２コースに分かれウォーク

をスタートしました｡参加者から500円のチャ

リティ一念をいただき総額15万４千251円の

チャリティーを集めることができました。こ

のお金で４月11日（日）に行われる「ロータ

リアンと身障児などとの仲良し運動会」に参

加する約300名の子供たちに色鉛筆を送るこ

とにしました。

　予想をやや下回る参加者ではありましたが、

初めて地区の20のクラブが協力し、一丸とな

ってホストしたという点では意義深い行事だ

ったのではないかと思います。

●

●
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　最後になりましたが、この行事をするにあ

たって多くのロータリアン、また関係各位に

お世話になりましたことを心より感謝申し上

げます。本当にどうもありがとうございまし

た。

'93～'94年度

　　　全国会員名簿申込

　全国会員名簿は地区、全国、を結ぶ会員相

互の唯一の名簿です。新らしいクラブと、新

会員の方は、是非手許に置いて、メータアッ

プと、奉仕活動、他クラブとの交流に活用し

ていただきたいと思います。今年度より、増

ページして、内容の充実を期しておりますが

価格は据置きです。（4000円）

　未だ申込んでおられないクラブや全員の方

は至急、お申込下さい。

　　　　　　（ロータリーの友担当地区委員）

ポール･/xリス・フェロー

称号が贈られました。

森本　　章　高　槻　束ＲＣ

大橋　健一　高　槻　東ＲＣ

磯田　勝信　枚方くずはＲＣ

山下　義一　大阪阿倍野ＲＣ

　高田多喜男

　藤田誠一郎

※成田　重彦

　佐々木純一

　勝山　　巌

　徳永　孝哉

　平林　　昇

　木田　壽雄

　谷口　吉弘

　高木　一夫

大阪阿倍野ＲＣ

大阪阿倍野ＲＣ

大阪住之江ＲＣ

大　阪　南ＲＣ

東大阪東ＲＣ

大阪船場ＲＣ

大阪鶴見ＲＣ

吹　田　西ＲＣ

大　阪　東ＲＣ

大　阪　東ＲＣ

９

前田　丹次

大島　長造

中村健太郎

北村　充彦

長谷川元耶

山下　霊場

　曽々本　敦

　窪田　開拓

　廣田　稔夫

　市川　隆三

※三谷　裕康

　中西　正七

　奥田　孝夫

　篠原　耕一

　横井　　浩

　田中　健次

　中島俊一朗

　森脇　太郎

　杉本　文男

　仲庭　裕明

　戸谷　晴治

　西野　公康

　中廣　　巌

※岡倉　三郎

　川辺　　清

　小林　保伸

　水山　　章

※村野　壽昭

　梨本　幸男

　津本　洋一

※植出　明雄

　佐藤太一郎

　海原　　旦

　吉川　博通

大　阪　東ＲＣ

大　阪　東ＲＣ

大　阪　東ＲＣ

東大阪東ＲＣ

箕　　　面ＲＣ

箕　　　面ＲＣ

大阪なにわＲＣ

大阪天満橋ＲＣ

大阪住吉ＲＣ

東大阪西ＲＣ

千　　　里ＲＣ

大阪梅田ＲＣ

大阪梅田ＲＣ

大阪梅田ＲＣ

大阪うつぽＲＣ

東　大　阪ＲＣ

大　阪　南ＲＣ

大阪難波ＲＣ

大　　　阪ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

吹　田　西ＲＣ

大阪城南ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

　12.30

　12.30

　12.30

　12.30

　12.31

　12.31

(1993)

　1.11

　1.11

　1.11

　1.14

　1.18

　1.18

　1.18

　1.18

　1.18

　1.21

　1.21

　1.25

　1.26

　1.27

　1.27

　1.27

　1.27

　1.27

　1.27

　1.27

　1.27

　1.27

　1.27

　1.27

　1.27

　1.27

　1.27

　1.27

次の方たちにポール･ハリス･フェローの

(1992)

　12.28

　12.28

　12.29

　12.29

　12.29

　12.29

　12.29

　12.30

　12.30

　12.30

　12.30

　12.30

　12.30

　12.30



提　　重義

中尾　　豊

青木　憲治

樺島　正法

小谷　一郎

安井　完之

　飯田

　石井

　川端

　上西

　津乗

※小川

※堀江

　岩崎

誠一

洋介

義孝

宏侑

寝　屋　川ＲＣ

寝　屋　川ＲＣ

大阪阿倍野ＲＣ

大阪阿倍野ＲＣ

大阪阿倍野ＲＣ

大阪阿倍野ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

大阪心斎橋ＲＣ

守　　　□ＲＣ

大阪城東ＲＣ

宏通　大阪心斎橋ＲＣ

明宏　箕面中央ＲＣ

正巳　箕面中央ＲＣ

泰一　大阪柏原ＲＣ

張　　哲彦　大　阪　束ＲＣ

赤坂　　登　大阪南西ＲＣ

佐々　進一　大阪南西ＲＣ

吉田　武雄　大阪南西ＲＣ

ペネファクター

米田　誠宏　高　　　槻ＲＣ

勝間　　寿　茨　木　束ＲＣ

浦西　正雄　大　阪　束ＲＣ

古田　敬三

高宮　英一

増田　　鼎

北村　　巌

前川彦右衛門

小竹　正男

細江　　重

大　　　阪ＲＣ

大阪堂島ＲＣ

八　　　尾ＲＣ

大阪梅田ＲＣ

大阪住吉ＲＣ

豊中千里ＲＣ

大阪東淀ＲＣ

※印＝マルチ・フェロー

１

１

１

１

１

１

27

27

29

29

29

29

３
　
３
　
３
　
４
　
1
0

　
・
　
　
Ｉ
　
　
Ｉ
　
　
ｌ
　
　
ｉ

C
X
N
N
N
N
Q

2.18

2.18

2.23

2.25

2.25

2.25

2.25

(1992)

　12.29

　12.30

　12.30

(1993)

　1.15

　1.22

　1.26

　1.27

　2.2

　2.4

　2.19

米山功労者

次の方たちに米山功労者の称号が贈られ

ました。　　　　　　　　　　　　（1992）

　住友金属工業㈱　　　大　　　阪ＲＣ

　㈱船場吉兆　　大　　阪ＲＣ

　㈱アイ　ドマ　　大阪大淀ＲＣ

※原　田　　　肇　　　摂　　　津ＲＣ

　松　尾　　寛　　大阪北淀ＲＣ

※徳田功（３回目）　　枚方くずはＲＣ

　中　村　一　郎　　　茨　　　木ＲＣ

　池田　啓一郎　　大阪東淀ＲＣ

　渡　漫　邦　雄　　大阪城南ＲＣ

　向山　裕三郎　　大阪城北ＲＣ

　大　川　和　美　　　大　阪　南ＲＣ

　松　村　　武　　大阪住吉ＲＣ

※印＝２回目以上

米山フアンドフェロー

次の方たちにフアンドフェローの称号が

贈られました。　　　　　　　　（1993）

　藤　原　英　夫　　東大阪中ＲＣ

　辻　　　卓　史　　　大　　　阪ＲＣ

　今　市　憲　作　　　大　　　阪ＲＣ

　森　井　清　二　　　大　　　阪ＲＣ

　瀧　内　氏　重　　　大阪大手前ＲＣ

　表　　康　之　　東大阪東ＲＣ

　河　原　崎　篤　　　茨　　　木ＲＣ

　西　條　泰　隆　　　茨　　　木ＲＣ

　橋　本　秀　雄　　　茨　　　木ＲＣ

　村　岡　正　義　　　茨　　　木ＲＣ

　城　戸　宏　敏　　大阪城東ＲＣ

　庄　野　　昇　　大阪阪和ＲＣ

10 －
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1993年３月　出席報告

クラブ
期初の

会員数

3月末

会員数
増減 出席率 例会 順位 クラブ

期初の

会員数

3月末

会員数 増減 出席率 例会 順位

大　　　東

東　大　阪

東大阪東

東大阪中

東大阪西

枚　　　方

枚方くずは

茨　　　本

茨　本　東

池　　　田

池田くれは

門　　　真

交　　　野

箕　　　面

箕面中央

守　　　口

寝　屋　川

大　　　阪

大阪阿倍野

大阪ちややまち

大阪中央

大阪堂島

大阪阪南

大阪阪和

大　阪　東

大阪東淀

大阪平野

犬阪本町

大　阪　城

大阪城南

大阪城東

大阪柏原

大　阪　北

大阪北梅田

大阪北淀

大阪御堂筋

大　阪　南

天　阪　港

大阪中之島

　70

　84

　67

　60

　62

　54

　50

　62

　58

　58

　51

　31

　49

　68

　58

　87

　60

311

　61

　62

　69

　62

　80

　48

144

　73

　62

　62

　23

　81

　72

　45

198

　64

　53

　0

194

47

　0

　69

　82

　72

　60

　60

　61

　56

　64

　58

　60

　54

　30

　48

　66

　56

　87

　60

317

　66

　65

　68

　61

　82

　50

147

　72

　55

　71

　25

　80

　72

　47

202

　74

　59

　43

185

46

47

－1

－2

十5

　0

－2

＋7

十6

＋2

　0

＋2

十3

－1

－1

－2

－2

　0

　0

＋6

＋5

十3

－1

－1

＋2

＋2

＋3

－1

－7

十9

十2

－1

　　0

　＋2

　＋4

十10

　十6

十43

　－9

　－1

＋47

　99.69

　92.16

　96.88

　98.33

100.00

　98.25

　96.69

　99.95

　99.14

　92.44

　94.61

　93.48

　96.34

　95.89

　96.89

　97.62

　95.98

　88.60

　96.22

100.00

100.00

　97.06

　98.28

　93.50

　97.87

　97.92

　99.53

　97.32

　95.83

　99.69

　97.57

　97.87

　91.27

　98.65

　97.23

　89.54

　93.40

90.00

100.00

５

５

４

５

５

５

５

５

４

５

５

４

４

４

４

４

４

４

５

５

４

５

５

４

４

５

４

５

５

４

４

５

５

５

４

４

５

４

４

11

70

46

25

　1

27

48

21

19

68

59

65

50

54

45

36

53

75

51

　1

　1

43

26

64

34

32

16

39

55

11

37

34

71

24

41

74

66

72

1

大阪難波

大阪なにわ
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文 庫 通 信 (67号)

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創守された皆様の資料室
です。

　ロータリー関係の責重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、１万６千余点を収集・整備し、皆様の

ご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶
版資料についてはコピーサービスも承ります。

　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資
料のご紹介を致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　新年度に向けて

○「新年度に対する準備体制の確立」　柏原孫左衛門　５頁　【申込先　ロータリー文庫（コピー）】

○「ロータリーサービスとクラブレペル向上に関する一試案」

　Ａ）゛ロータリーサーヴィス″実行の数案　Ｂ）例会のプログラムについて

　　　　　　　　　　　　　　　　渥美育郎　1956年　４頁【申込先　ロータリー文庫（コピー）】

Ｏ「年度の準備」　宮脇冨　1958年　６頁　　　　　　　　　【申込先　ロータリー文庫（コピー）】

Ｏ「新会員の推薦はまずこれを読んでから」　大阪R.C　1974年　20頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込先　ロータリー文庫（コピー）】

○「年次計画書作成の手びきJ　D.263　1979年　45頁　　　【申込先　ロータリー文庫（コピー）】

○「100％出席のロータリークラブに聞いた出席促進策」　虎井義明

　　　　　　　　　　　　　　　　友:1987 ・10月号　４頁【申込先　ロータリー文庫（コピー）】

Ｏ「わかりやすい定款・細則」　杉戸B.C　1988年　８頁　　【申込先　ロータリー文庫（コピー）】

○「ロータリーの広報のあり方」　栗原正　1990年　15頁　　【申込先　ロータリー文庫（コピー）】

○「ロータリー・クラブの会費等の会計処理について」　加藤準四郎

　　　　　　　　　　　　　　　D.267月信:1990 ・ 11月　１頁【中込先　ロータリー文庫（コピー）】

○「リーダーシップ養成のしおり」　戸田孝　D.2700月信:1992 ・ 5 月　９頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【中込先　ロータリー文庫（コピー）】
○「Ｋ・Ｊ・法の紹介一会員意識の把握とその解決策一」　佐藤鉄弥

　　　　　　　　　　　　　　　　D.2510信:1992 ・6月　４頁【申込先　ロータリー文庫（コピー）】

訃 報

ロ　ー　タ　リ　ー　文　庫

　大正15年２月22日生まれ

　昭和56年９月４日入会

辻井　録郎君（大阪阪南R.C.）

　平成５年４月25日逝去（享年68歳）

　大正14年１月１日生まれ

　昭和45年５月26日入会

　1982～’83年度　会長

　1994～’95年度　地区ガバナー･ノミニー

　ポール・ハリス・フェロー

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

◆月信４月号(NdO)に誤りがありましたので、

　訂正とともにお詫び中しあげます。

　　米山ファンドフェロー

　　　高木偕→高木偕(吹田江坂RC)

国際ロータリー第2660地区

φ々友ふ， 〒542大阪市中央区難波5-1-60

　　　南海サウスタワーホテル大阪1403号室

　　　電話大阪(06)634-7511

●

●

川上　隆三君（大阪心斎橋R.C.）

　平成５年４月２日逝去（享年74歳）

　大正７年10月３日生まれ

　昭和57年２月１日入会

　1989～’90年度全長

　ポール･ハリス･フェロー

青木豊二郎君（大阪大手前R.C.）

　平成５年４月12日逝去（享年69歳）

　大正12年12月27日生まれ

　昭和58年３月18日入会

　チャーターメンバー

　米山功労者

山本　照雄君（大阪淀川R.C.）

　平成５年４月14日逝去（享年67歳）

ガバナー
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ロータリアンの皆様

　　　本当にお世話になりました

か
山

ヽごナー

　　中　文　和

　会長さん、幹事さんの任期も、いよいよもうしばらくで終らんとしています。

　地区内の5､600人の会員の方々は云うに及ばず、地区外の、そして海外の、多くのロータ

リアンやそのご家族とのすばらしい出合いと光ヽのふれあいを頂きました。

　この一年間に皆様と共にした尽くせぬ思い出と、まことの幸福を味わわせて頂いたガバ

ナー冥利をひそかに噛みしめつつ、ほぼ無事に勤め終えるであろうという喜びに浸ってお

ります。

　ちょうど６年前胃の摘出手術を受けましたので、はたしてガバナーのような忙しいお役

をつとめさせて頂けるかどうか、健康上で大変不安をもっておりました。ところが毎日が

時間と追いかけっこのような慌ただしさのなかで、不思議にもかえって益々健康になり、

今や元気一杯で頑張らせて頂いております。

　仏様のご加護は云うまでもありませんが、全く皆様から頂いた温かいご厚情のお蔭と改

めて深く感謝申し上げております。

　多くの頂いたものを心の糧として、これからの残りの命を少しでも世間様のお役にたた

せて頂き、そして又、今後は「メダタヌヨウニ、デシャバラズ」？　せい一杯ロータリアン

の方々のお手伝いをさせて頂かねばならないと、思いを新たにしているところです。

　この２年間に何かとご配慮を頂いた先輩のパストガバナーの皆様、そして私と共に頑張

って頂いた、否もっとご苦労をして頂いた、地区関係並びにホームクラブの諸兄と、そし

てガバナー事務所の皆様に心からお礼を申し上げ、地区内金ロータリアンが、来るべき年

度には大森ガバナーと共に奉仕活動に尚一層のご精進を賜らんことを心より念じあげ、感

謝のご挨拶とさせて頂きます。

２

●

●
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RI第2660地区1994～95年度ガバナー･ノミニーの推薦

　地区ガバナー指名委員会は、ガバナー月信第２号（1992年８月号）において、国

際ロータリー細則第12条第７節（e）項及び本年度地区大全における改正前の地区が

バナー指名委員会規約第６の規定に基づき、1994～95年度地区ガバナー・ノミニー

の推薦をお願いしましたが、期日までにそのお申出がありませんでした。

　そこで、委員会は、一旦上記規約の規定に基づき大阪阪南ロータリー・クラブ会

員の辻井録郎君をガバナー･ノミニーとして推薦いたしましたが、ご高承のとおり、

同君は1993年４月25日急逝されましたため、改正後の同委員会規約に基づき、1993

年６月14日開催の委員会において慎重審議の結果、全員一致をもって、大阪阪南ロ

ータリー・クラブ会員中野董夫君を、同年度のガバナー・ノミニーとして推薦いた

しました。

　1993年６月15日　　　　　　　　　　　　　　　　　　地区ガバナー指名委員会

RI第2660地区1994～95年度ガバナー･ノミニーの宣言

　国際ロータリー細則第12条第７節(e)項の規定に基づき、大阪阪南ロータリー･ク

ラブ会員中野菜夫君を、1994～95年国際ロータリー第2660地区ガバナー・ノミニー

として宣言します。

　1993年６月15日　　　　　　国際ロータリー第2660地区ガバナー　山中　文和

生

最

職

年

終

－ － － － － － －

中野董夫君の略歴

月

学

日

歴

歴

大正15年６月18日

昭和23年３月　大阪大学理学部物理学科卒業

昭和25年３月　大阪市立大学教員、理学部勤務

　　　　　　助手、講師、助教授

昭和37年４月　大阪市立大学理学部教授

昌則レこ言言回大大･･

平成２年３月　大阪市立大学定年退職、同大学名

　　　　　　誉教授

｀ﾄﾞ成２年５月　大阪市立科学館長、現在に至る。

昭和34年11月　京都大学より理学博士の学位を授

　　　　　　与さる。

ロータリー歴　昭和45年９月　大阪阪南ロータリー・クラブ入会

　　　　　　　昭和57～58年度　幹事

　　　　　　　昭和60～61年度　副会長、クラブ奉仕委員長

　　　　　　　昭和63～64年度　会長

職業分類　シニア・アクチブ（理化学教育）

」
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1992～1993年度R.|.第2660地区大会

大会委員長　酒　井　芳　申（大阪南）

ｆ ゝ ｒ ・

・ ａ －

　1992～1993年度第2660地区大会は去る４月

22日（木）茨木カントリークラブでの記念大

会から始まった。

　当日は相憎、朝来の細雨が、次第に春雨と

はいえぬ程の強い降りと変わっていったが、

その雨をも物ともせず参加全員169名の多数

が、ビショぬれとなりながらも、その技を競

い、愉快に一時を過ごした。

　優勝杯は池田RCクラブの松本弘氏であっ

た。

　翌４月23日（金）は幸いにも快晴に恵まれ、

ロイヤルホテルで午後１時。山中ガバナーの

点鐘で第一日が始まった。

　R.I.会長代理南宮代ご夫妻を始めご来賓、

ご招待者に加えて会員家族約350名の参加の

下にプログラムは進められた。

　当日のメインイベントは毎日放送の小波涛

氏をコーディネーターに、大阪市助役佐々木

仲氏、淡水生物研究所所長森下郁子氏、国際

日本文化研究センター助教授井上章一氏の三

氏がパネラーで゛水都大阪の再生、近畿は美

しく″とのテーマでビデオの映像を交え、わ

-

かり易く、90分に亘たり討議が行われ、参加

者からは、むずかしい問題を平易に聞かせて

頂いて、参考になりましたとの反響があった。

　その後恒例の会長幹事の懇談会を始め各部

門別懇談会が催され、特に本年度は青少年奉

仕部門も加え五部門、夫々パストガバナーの

りーダーの下で、熱心な研究が進められ、雨

宮代会長代理も各部門を廻りご挨拶と激励の

お言葉を頂いた。

　一方この間会長代理夫人姜信喜さんを始め

ご夫人方にはバスで東洋陶磁美術館の見学を

して頂いたが、ご夫人方からもっとゆっくり

見たかったのが、時間が短く残念であった、

といわれる程充実した観賞会であった。

　夜６時からは南宮会長代理ご夫妻の、歓迎

晩餐会が伊藤元RI理事の乾杯のご発声で、各

地から奔せ参じて大全を盛り上げて頂いた、

ガバナー、パストガバナーご夫妻を始め多数

のご来賓、ご招待を加え会員、夫人合計330

名、特に本年は昨年に信ずるご婦人約80名の

ご参加があり華やかな、楽しい語らいの内に

食事が進められた。

３

一 一



　デザートに入って大阪南クラブの会員でバ

リトンの名手横田浩和氏と、関西二期会の岡

坊久美子さんのソプラノで、アリランの歌、

宵待草の二曲につづいて、世界の愛唱歌が歌

われ、会場の雰囲気は頂点に達した午後８時

10分、明日の再会を楽しみつつ閉会となった。

　大会第二日目も天候に恵まれ、会員の出足

も早く、午前10時30分交歓の広場がオープン

され、また地下ジオでは大阪の伝統産業工芸

紹介コーナーにも多くの会員が集まり、大阪

でもこんな物が造られているのかと印象を改

める点でも意義があったようだ。

　恒例の公式行事は午後12時30分、ガバナー

の点鐘から始まり、中川和雄大阪府知事､佐々

木仲大阪市助役から夫々ご丁重なご祝辞を頂

き参加クラブ紹介、ついで物故全員に対し心

からなる黙祷が捧げられ、山中ガバナー挨拶

並びに地区現況報告、R.I.会長代理のご挨拶

４

及び国際ロータリーの現況報告が映像を交え

ながら行われ、小憩の後各種功労団体又個人

に対する表彰式に移り、更に各種委員会報告、

大会決議案上程並びに採択と会議は進行、茲

で南宮会長代理よりご講評があり、更に山中

ガバナーから会長代理に記念品贈呈、続いて

直前ガバナー菅生浩三氏にも記念品が贈呈さ

れた。

Ｓ
Ｎ

　一連の議事は、今宮戎神社福娘嬢20名の特

別参加ご協力によってなごやかに美しく進行、

午後３時からは一般招待客の入場をお迎えし

て、待望の記念講演が始まった。

　宇野　収関経連全長から゛関西の活性化の

展望″について、随分とご苦労をされご活躍

のご様子が、ヒシヒシと身にしみて分かる様

な有益なお話しであり、今後も更にご自愛の

上愛する関西の活性化に、ご健斗をお願いし

たいとの祈りを込めての大柏手が湧き起こっ

●

●



●

●

た。

　引続き阿川泰子さんの独演ショーが、バン

ドの演奏と共に次第に熱を加え、最高潮に達

した時ドン帳が下り、大拍手はしばらく絶え

なかった。

　昨年に引続きロータリー財団75周年記念募

集の結果発表の後、岡田ホストクラブ会長の

閉会の挨拶があり、明年は茨木で又会いまし

ょうと再会を約しつつ、横田ソングリーダー

の指導で゛手に手つないで″の大会場をもっ

て二日間の大会の募をとじた。

　更に本年の特色として午後５時30分から地

下一階ジオで、青年のつどいが催されたこと

である。

　青少年交換学生、米山奨学生、ロータリア

クト、インターアクト、ライラ、GSE、ロー

タリー財団学友会ら68名になんなんとする青

少年が、山中ガバナー、大森ガバナーノミニ

ーを中心に、若さ溢れる活気の中でのパーテ

ィーが午後８時迄行われ、次代のロータリー

の発展と、世界平和のために頑張ろうと、万

歳三唱して、地区大会の一切の行事は芽出度

く終結した。

　最後に大会の成功のため、日夜長期に亘た

りご協力を賜ったロータリアンの方々を始め、

ご関係下さった多くの方々のご支援ご努力に

心から感謝申し上げる次第であります。

　有難うございました。

｢身障児等とロータリアンとの仲よし運動会｣

　春爛漫の４月11日（花冷えではありました

が）大阪市立中央体育館で山中ガバナー、廣

瀬社会奉仕担当パストガバナー、武尾パスト

ガバナー、御臨席のもと開催されました。

　定刻前から参加者が、三々伍々集合し、フ

ァンファーレと共に開会されました。

　さくらんぽファミリーのぬいぐるみショー

や３Ｂ体操のお姉さん方の演技を楽しみ、ハ

ンディキャップをもった子供さん方に（小学

３・４年を中心にした小学生）適した競技に

次々と参加し、休憩となり、JRウェストラン

心霊しのサンドイッチを頬張り、金光ハ尾高

校の全国に名を馳せる吹奏楽団の見事なド

５

地区社会奉仕委員長　新　津　敬　直

　　リル演奏に歓声を挙げました。

　　つづいてくまさんチームとさるさんチーム

　とに別れ、競技を続行し、最後に全員がフロ

　アーに出て、むかでジャンケンに参加し、大

　変盛り上がりました。

　　今回は初めての企画にかかわらず

　　　招待児　　　　　　　204名

　　　付添　　　　　　　　52名

　　　ロータリアン　　　　195名

　　　ローターアクト　　　63名

　　　インターアクト　　　30名

　　　交換学生　　　　　　７名

　　　米山奨学生　　　　　14名　他



金光八尾高校吹奏楽部

３Ｂ体操チーム（女性）

大阪キッズ　　　　等

スタッフ　　　　　　119名

　　　合　　計　　　　684名

の大多数で何の事故もなく、スムーズに楽し

いひとときでした。

　これも実行委員を始め、参加の皆様方の御

協力の御陰と感謝致しております。

　特にＲＡＣ、ＩＡＣ、米山奨学生、交換学生ら

の若い人達の御協力がなければ、この大運動

会は成功出米なかったでしょう。

　これからも、是非若い人達と共に社会奉仕

活動を実践したいと念願しています。

前略

　先日は､｢身障児等とロータリアンとのなかよし運動会｣にお招き頂き誠に有り難うございました。

　運動会と聞き、参加いたします子ども達は、早くから胸踊らせておりました。当日は、少し余

裕をもって出掛け、大阪城公園で満開の桜の下、昼食をとり、春の陽光を感じながらの体育館到

着となりました。

　　｢えっ、こんな大きな体育館で運動会ができるの！｣なにしろ体育館での運動会は、始めてな

のですから、正直な感想だと思います。

　レーザーショー、さくらんぽファミリーによる歌とぬいぐるみのショー３Ｂ体操演技､吹奏楽部

のドリル演奏と、どれをとりましても子ども達は、楽しさ一杯に目を輝かせながら見ていました。

運動会のプログラムが始まりますと、力一杯自分達の力を発揮し、勝ち負けに一喜一憂しながら、

楽しさを身体全体にあらわしていました。結果的に、自分達のチームが負けたことが少し残念だ

ったようですが、楽しかった運動会に子ども達は、充分満足していました。

　参加賞として頂きました色鉛筆と人形風船を手に、今日の楽しかった思い出を、互いに話しな

がらの帰路となりました。帰園いたしましても今日の運動会の事ばかりが、尽きる事のない話題

でした。

　同封いたしました作文は、子ども達一人一人の正直な当日の感想でございます。ロータリーク

ラブの皆様方は元より、大会役員、スタッフの皆様方にも、子ども遠の思いをお伝え頂きました

ら幸いでございます。

　　平成５年４月14日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養護施設生駒学園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童指導員　竹田　功

６　－
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'93海のライラレポート

　｢やさしい地球で

　　　　　　　豊かな生活｣

　　　　地区青少年活動委員会
　　　　　　　　　　　委員長　西　　　正　中

枚方－くずはロータリークラブ　片　山　通　夫

㎜ ■ 　
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　環境問題が年々大きく取り上げられて行く

中で「私たちが身近にできることから考え直

してみよう｡」

　折しも会場の大阪府立青少年海洋センター

の5km沖合に関西新空港が建設中です。テー

マ特別講師に３月まで関西新空港にお勤めだ

った先名征司氏をお迎えしての今年度の海の

ライラが去る５月２日から２泊３日の予定で

開催されました｡集まった参加者は青少年163･

名、ロータリアン191名参加総数354名にのぽ

り、開講式のあと先名氏の講演からプログラ

ムが始まりました。今年度は初日に雨にたた

られての開催となってしまいましたが、幸い

初日のプログラムが先名氏の講演だったので

反って気持ちが外を向かずにテーマについて

じっくりと考えられたと参加者の何人かが話

していました｡「明らかに地球は汚染が始まっ

ている｡」ということを参加者全員が改めて感

じた講演だったと思います。その後関西新空

港の工事の様子や工事による海洋汚染の問題

にどう取り組んでいるかをＶＴＲを通じて知

ることができました。そして、この問題が最

終日の宿題となって初日が終わり、２日目が

始まりました。恒例のカッター競技とともに、

７

今年度は「凧作り」を通して共同制作や自然

と遊ぶ楽しさを経験してもらおうとプログラ

ムに取り入れました。昨日の雨は幸いにして

あがり午前中の海はまだ多少のうねりが残っ

ていましたが、天候に左右されるほどのこと

もなく、予定が次々とこなされて行きました。

中でも圧巻は600メートルも糸を延ばしての

連凧あげでした。最初は風もあまりなく心配

された凧あげでしたが徐々に風も吹き初めて

夕方にはバーキュー大会が始まろうという時

刻になってもあまりの糸の強さに降ろすこと

さえ難しい位だったことが印象的でした。

　２日目の夜はパフォーマンスです。それぞ

れ趣向を凝らした班ごとのパフォーマンスに

笑ったり考えさせられたりの２時間あまりで

した。ただあまり上品でないネタも見受けら

れたことがちょっと気掛かりといえば気掛か

りでした。そして何事もなく２日目が過ぎて

行き３日目。

　このセミナーのテーマ「環境問題」をみん

なで考えて班ごとにまとめて発表しようとい

う時間がきました。

　それぞれの感性が発表に生かされて「世界

の環境問題」から「我々の環境問題」まで網

羅されて見応え、聞き応えのある研究発表で

あったと感じられた事と共に、果たしてこの

セミナーの経験を「参加者全員がいつまで、

どこまで」生かしてくれるかが私たちの今後

の課題と言えるかも知れません。

　最後に海洋センターの松林所長はじめ職員

のみなさんにお礼を申し上げます。有難うご

ざいました。　　　　　　　　　　　　　　以上



1993学年度
米山奨学生

　　　オリエンテーション

地区米山奨学委員長　増　本 猛（茨木東）

　新緑たけなわの５月12日（水）13:00から

1993学年度の米山奨学生30名を迎えて、初顔

合せを兼ねオリエンテーションの会合が恒例

の薬業年金会館にて実施された。

　参加者は大森ガバナー・ノミニーを始め、

武尾地区米山担当PG､（財）ロータリー米山記

念奨学金常務理事の種田PG､伊瀬PG､永野米

山委員会アドバイザー等地区関係者14名、各

世話クラブのカウンセラー42名、新規奨学生

を主体に奨学生が35名となり誠に盛会であっ

た。

　大森ＧＮから開会のおことばを頂いたのち、

先ず最初に、これからお互いに確かりと肩を

組み合ってゆくべき奨学生とカウンセラーの

会員とが隣り合った席で十分に話し合い交流

を深め、次いで奨学生にとっては重要な確約

書３通にサインをいただいて緊張の中にも、

これで実質的に奨学生になった安堵感を昧わ

ったような喜びの表情がうかがえた。先ずは

おめでとうございました。

　引続き武尾PGから米山奨学金の歴史につ

いて、詳細にお話があり、在日外国人奨学生

に対する日本での最大の奨学団体の全貌を了

解出来たことと思う。

　次に奨学金の当地区担当の常務理事である

種田PGから約50分間、ロータリーとは｡グ、他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
８

人へのおもいやり、他人への奉仕の心etc、短

い言葉では仲々説明しきれない内容を具体的

にお話し頂き、他に各種の米山奨学生の分類

や先刻作製作業の終った奨学生の確約書の重

要さやその内容について再度お話を頂き、確

約書の内容を無視して、奨学金の支給停止の

事故のないように、十分なご庄意があった。

奨学生にとってこれは難しい事ではなく事前

に十分な連絡をとって行動すれば事故は防げ

ることであるし、奨学金側も相談があれば積

極的に対応することであるので面倒がらずに

相談してほしいとお話しされた。

　尚、奨学生にはロータリーを十分に承知し

て貰いたいので、毎月発行の゛ロータリーの

友″と英語版の゛ＲＯＴＡＲＹ ＮＯ ＴＯＭＯ″ （年

２回）及び゛米山だより″をこれ又年２回、

各自、自宅宛に無料で郵送するので、よく読

んでほしいし、将来各国でのロータリアンの

大いにご活躍をして貰いたいとのことであっ

た。

　又クラブ・カウンセラーの全員各位に対し

ても特に各自クラブの会員全員に奨学生を十

分紹介して交流を深めて貰いたいし、米山月

間の行事には奨学生本人に卓話のチャンスを

与えて、こんなに有意義なロータリーの活動

をご認識いただいて、寄付金へのご理解をよ

り深めて貰えるよう要請された。

　終って､質疑応答の時間を､これ又50分とり

７～８人の方々から活発なQ＆Aがあり、より

一層の相互理解の助けになったことと信ずる。

　16:00頃からは米山奨学生のＯＢ金である、

米山学友金について、再度種田PGから、説明

があり、当地区の奨学生は終了後は第2640、

2650、2660、2680地区のエリアをカバーする

米山学友金（関西）に入ってほしいとの要望

があった。

　最後に武尾米山担当PGの閉会のことばを

頂いて終了しました。

　一旦休憩してから引続き懇親会に移り、３

階の大ホールで、緊張から解放されて、カウ

ンセラーの方や地区関係者を交え、丸テーブ

●
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ルに８～９人宛分かれて、懇親の実をあげ、

この間各クラブ毎に奨学生とカウンセンラー

が夫々立上って自己紹介があり、予定の18:

30、永野アドバイザーの閉会のことばを最後

に解散した。各世話クラブの方々は夫々奨学

生と十分なお話しの上、これからの毎月の例

会での交流、奨学金の支給等よろしくお願い

申し上げます。　　　　　　　　　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　(文責　渋谷)

海道館高齢者

　　　　　招待行事報告

　　　　　地区社会奉仕委員長　新　津　敬　直

平成５年４月９日

　山中ガバナー、廣瀬社会奉仕担当バストガ

バナー臨席のもと、行事を行ないました。

招待高齢者70才以上215名､付添72名ロータリ

アン112名で各組の旗のもとに、AM10:00に

集合し、折柄の好天にイペント広場で短かい

セレモニーを済まし、組ごとに写真を撮り、

ロータリアンの誘導で、海遊館に入り、環太

平洋海域の魚類の生態を楽しく見学しました。

昼前には、組ごとにJRウエストランの心書し

のお弁当を各自に差し上げ、食事をして、楽

９

しく帰路に就かれました。

　ガバナー、パストガバナー、実行委員、地

区委員一同は、４階のカーペットを敷いた大

部屋に車座に座り、昼食をし、色々と話しま

した。

　ロータリーでは珍しい昼食風景で花はない

けれども、花見に行った様な気分でした。

お　知　ら　せ

・本年度２番目の新ローターアクト

　クラブ創立おめでとう

　１月創立の大阪梅田RACに続いて、地区21

番目のクラブが誕生しました。

創立総会　４月21日（水）

クラブ名　大阪空港ローターアクトクラブ

提唱ＲＣ　豊中一大阪国際空港ロータリー

　　　　　クラブ

例会日時　第２、第４木曜日　19:00～20:30

例会場　大阪空港前　ホテルAP会議室

事務局　豊中市蛍池西町3-555

　　　　　大阪国際空港ターミナルビル内

　　　　　豊中一大阪国際空港RC気付

創立会員　27名　会長　橋田一朗

　　　　　　　　幹事　道満隆二

認証状伝達式　６月５日（土）18:00より

　　　　　　　大阪国際空港

　　　　　　　　　　　ホテルアイボリー



クラブ会員

　エレクト研修セミナー

と　き:1993年４月16日（金）

ところ：辨天宗信者会館

　例年になく寒い日が続いたせいか、大森慈

祥次期ガバナーの国際協議会からの帰国を待

ちわびるかのように桜の花が咲き乱れた中、

山中ガバナー主宰の下、清野次期地区代表幹

事の司会進行により、地区内金76R.C.の会長

エレクトが参加して研修セミナーが開催され

た。

　大森次期ガバナーより、次年度のR.I.のテ

ーマ゛行動に信念を一信念は行動に″の解

説、次年度の方針説明があり、種田パストガ

バナー（R.I.全長情報カウンセラー）より

　「PETSの目的と実行について」また津江地

区リーグ一会議長より「アンケートについて」

それぞれの講話を受けて、約４時間のセミナ

ーを盛会裡に閉会した。

次期地区委員長会議

と　き:1993年４月16日（金）

ところ：辨天宗信者会館

　山中ガバナー、大森次期ガバナー、故辻井

ガバナーノミニー、菅生直前ガバナー、伊瀬、

種田、世戸、中西、坂東、松本、古田、武尾、

廣瀬パストガバナー、次期地区委員長、地区

大会財務、幹事の計50名出席の下、大森次期

ガバナーより、次年度R.I.のテーマ､次年度の

方針について報告並びに説明があり、中村次

期財務委員長より地区予算の報告、鈴木次期

地区幹事より委員会開催についてのお願い等

スムーズに議事進行され、次年度の活動につ

いて思いを新たに散会した。

　故辻井ガバナーノミニーが最後に出席され

た会議及びセミナーではなかったかと思いま

す。ご冥福をお祈り申し上げます。

10

ポール･ハリス･フェロー

次の方たちにポール･ハリス･フエローの

称号が贈られました。

　武田　直和　大阪中央ＲＣ

※藤井　宏一一　大阪西北ＲＣ

　大森喜美子　大阪住吉ＲＣ

※吉田　尚司　大阪難波ＲＣ

　平田　至宏　交　　　野ＲＣ

　宮本　貞雄　東大阪西ＲＣ

※横田喜久雄　大阪東淀ＲＣ

　赤堀　精一　大阪東淀ＲＣ

　高津　秀則　豊中千里ＲＣ

　中西　洋介　大　阪　西ＲＣ

　木村　正一　東大阪中ＲＣ

　松崎　　高　東大阪中ＲＣ

　松岡　　勉　大阪難波ＲＣ

　徳田　　功　大阪難波ＲＣ

ベネファクター

梶　　健一　大阪鶴見ＲＣ

高木　　宏　東大阪西ＲＣ

下辻　荘幸　東大阪西ＲＣ

土橋　博一　東大阪西ＲＣ

※印＝マルチ・フェロー

米山功労者

(１９９２)

　１２．２８

　３．２

　３．２
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Ｓ
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　3.29
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(1993)

３
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３

３

24

25

25

25

次の方たちに米山功労者の称号が贈られ

ました。　　　　　　　　　　　　（1992）

　泉　岡　久　夫　　大阪城北ＲＣ

米山フアンドフェロー

次の方たちにファンドフェローの称号が

贈られました。　　　　　　　　（1992）

立　岡　寛　次　　　東　大　阪ＲＣ

若　桧　　潔　　大阪城東ＲＣ

崎　山　耕　作　　大阪住吉ＲＣ

●
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クラブ

大　　　東

東　大　阪

東大阪東

東大阪中

東大阪西

枚　　　方

枚方くずは

木
東
田

　
木

茨
茨
池

池田くれは

門
交
箕

箕面中

守

寝　尾

大

真
野
面
央
口
川
阪

大阪阿倍野

大阪ちややまち

大阪中央

大阪堂島

大阪阪南

大阪阪和

大　阪　東

大阪東淀

大阪平野

犬阪本町

大　阪　城

大阪城南

大阪城東

大阪柏原

大　阪　北

大阪北梅田

大阪北淀

大阪御堂筋

大　阪　南

天　阪　港

大阪中之島

期初の

会員数
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文
　「ロータり一文庫」は日本ロータリ
です。

庫
‐
5
0

通 信 (68号)

周年記念事業の一つとして1970年に創々1された皆様の資料室

　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、１万６千余点を収集・整備し、皆様の
ご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶

版資料についてはコピーサービスも承ります。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資
料のご紹介を致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　文献の翻訳について

Ｏ「ロータリー文献の活用」　宮脇富　1959年　８頁　　　　【中込先　ロータリー文庫（コピー）】

○「ロータリー資料の効果的利用」　柏原孫左衛門　-４頁【申込先　ロータリー文庫（コピー）】

Ｏ「ロータリー資料の効果的利用」　宮脇富　1960年　５頁　【申込先　ロータリー文庫（コピー）】

○「ロータリーのカタカナ」　斎木亀治郎　1969年　18頁　　【申込先　ロータリー文庫（コピー）】

○「文献の活用一①ロータリー文献の意義②内容・翻訳等にっいての要望:11名のアンケート」

　　　友:1970 ・ 5 月号　６頁　　　　　　　　　　　　　　　【中込先　ロータリー文庫（コピー）】

Ｏ「ロータリーで用いる日本語の問題について」　塚本義隆　大阪R.C.1973年　24頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込先　ロータリー文庫（コピー）】

○「今のままでよいかロータリーの日本語」　塚本義隆　大阪R.C.1974年　25頁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申込先　ロータリー文庫（コピー）】

Ｏ「ロータリー用語の改善にっいて」塚本義隆　1977年　11頁［申込先　ロータリー文庫（コピー）】

○「翻訳という芸術一国際コミュこケーションに不可欠な翻訳と通訳」

　ホアキン・メヒア　友:1922年・10月号　４頁　　　　　　【申込先　ロータリー文庫（コピー）】

訃 報

ロ　ー　タ　リ　ー　文　庫

山本　高次君（大東R.C.）

　平成５年５月27日逝去（享年63歳）

　昭和４年10月30日生まれ

　昭和52年８月23日入会

　ポールハリスフェロー

　米山功労者

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

国際ロータリー第2660地区

φ叱kふ，

●

●

大石　三郎君（大阪うつぼR.C.）

　平成４年４月28日逝去（享年72歳）

　大正11年２月１日生まれ

　昭和56年４月17日入会

　ポール･ハリス･フェロー

　米山功労者

大川　和美君（大阪南R.C.）

　平成５年４月30日逝去（享年73歳）

　大正８年８月29日生まれ

　昭和55年10月入会

　ポールハリスフェロー

　米山ファンドフェロー

藤田　則央君（高槻西R.C.）

　平成５年５月８日逝去（享年62歳）

　昭和５年５月28日生まれ

　平成１年６月27日入会

　1991～’92年度会長

ガバナー

◆月信４月号(N(dO)9頁　右側上段　見出し

　第２回　提唱R.C.ロータリーアクトは誤りで

　ローターアクトに訂正致します。

◆月信５月号(N0.11)10頁　ポール･ハリスフェロー

※前川彦右衛門大阪住吉RCは誤りでマルチフ

　　　　　　　　ー　ェローに訂正致します。

◆ロータリレート変更

　　　６月１日から１ドル＝110円

〒542 大阪市中央区難波5-1-60

南海サウスタワーホテル大阪1403号室

電話大阪(06)634-7511
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1992－'93年度国際ロータリー会長クリフォード･Ｌ･ダクターマン　国際ロータリー理事　松　本　卓　臣

クラブ会長並びに幹事殿

ﾔｻｰ､､り晋友恥

　直前会長、幹事さん、昨年度一年間は、大変ご苦労さまでございました。いろいろなす

ばらしい実績と思い出を残されたことと思います。

　７月１日に東京で行われたガバナー会での報告やRI理事会の決議事項を中心に国際ロ

ータリーに関する最新の諸情報の一部をご報告申し上げ、最後の月信にしたいと思います。

ＲＩ役員

・国際ロータリー

　全長　　ローバートR.バース　　　　　　　　　スイス・アーラウＲＣ

　副会長　ウィルフレッドJ.ウィルキンソン　　　カナダ　オンタリオ州トレントンＲＣ

　財務長　松本　卓臣　　　　　　　　　　　　　福山ＲＣ

　今年度日本から選出されている松本RI理事が、上記のごとくRIの３役の一人として財務

長に就任されました。松本訴財務長は、今年度もRI関係諸費用の一層の引き締めを行い、

緊縮財政でいくとおっしやっております。



次期RI理事として、服部纒次郎（東京銀座ＲＣ）さんが決定致しました。

　第2640地区の中島治一郎（泉大津ＲＣ）さんが、全世界で13名のロータリー財団管理委員

の一人としてご就任（管理委員会委員長アビー元会長、副委員長アーチャー元会長）し、

ご活躍中である。

　当地区としては、RI会長情報カウンセラーに種田ＰＤＧが就任され地区ガバナーや、クラ

ブの要請に応じてロータリーインフォメーションを向上させるため支援と補佐を提供して

ご活躍中である。

　昨年度16項目あったタスクフォースを今年度は10項目のプログラムで実施されることに

なり古田ＰＤＧは、薬物乱用防止部門のアジア第１ゾーン（束日本）担当タスクフォース実

行委員に就任された。今年度国際ロータリーの組織を、また他の組織をも通じて麻薬覚醒

剤等の乱用だけではなく、たばこ・アルコールを含んでの乱用防止プログラムの実施を推

進せられることになった。

・国際大会

　1993－1994年

　1994－1995年

　(1995－1996年

　1996－1997年

会

1994年６月12日～15日

1995年６月11日～14日

1996年６月23日～26日

1996年10月25日～28日

ふ
ロ

台北

こース

カルガリー）

バンコック

・メルボルン国際大会

　５月23日～26日まで行われた国際大全では、日本から国際大会委員に上野豊ＰＤＧ（横浜

ＲＣ）と玉村文夫ＰＤＧ（東京ＲＣ）の２人が出るという異例のことで、日本からの参加をい

かに重視したかと思われる。大会は人数的にも内容的にも大成功であったが、ホストクラ

ブの親身な行き届いたお世話とご配慮に、また市内金住民を上げての歓迎に大変な感銘を

受けた。

　この度は、当第2660地区から250名以上（全日本から約3､200名参加）の多数の参加があ

ったので開会式前夜（６月22日）メルボルン市内サントリーで「2660地区の夕べ」を開催

したところ、種田ＰＤＧご夫妻、古田ＰＤＧご夫妻、大森ノミニーご夫妻初め68名のご参加を

得て楽しい一夜を持った。

　その節、大阪本町ＲＣが、メルボルンのポート・フィリップＲＣと友好関係を締結し、その

ポート・フィリップＲＣのメンバーだけでなく、大阪市と姉妹都市関係にあるメルボルン市

のロードメイアクラーク（メルボルン市長）を初め市職員も多数御臨席下され、大いに両

市民の理解とおたがいの真の友情を深めた意義ある会合となった。

-
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・国際研究会

　この大会では現、元RI役員（現、足ガバナー）のための国際研究会（lntemational lnsti-

tute）が大会前２日間行われ、急速変貌しつつあるロータリーの諸問題の勉強を行ったが日

本からの参加が少ないので、次回からは是非多数参加していただきたいとの要望があった。

・1995年規定審議会

　1995年　１月23目～27目　ベネズエラ・カラカスの打電。　したがって、各クラブ、各口

－タリアンより規定審議会へ提出希望の提案は、ガバナー事務所へ提出し、来る1994年４

月８日、９日の当地区年次大全（茨木）の決議を経て、1994年５月１日までに国際ロータ

リー事務総長（スペンサー・ロピンソン）のもとに提出しなければならない。

　拡大・増強

一一

・地区分割

　第2540地区を秋田県の第2540地区と青森県の第2830地区に分割することがRI理事会で

承認された。

　　(RIの地区分割の条件は１地区40クラブ　1,200名以上)

この分割ができると全国で34地区になる。

・ニューカントリーの拡大

　1989年以来東欧に109のロータリークラブができたが、人頭分担金不払問題や民主主義、

リーダーシップの考え方の違いも多くその他いろいろな点で多くの問題がある。

　中国のロータリークラブ復帰の点でも中国政府の姿勢から見てまだまだ難しいといえよ

つ。

・女性会員のみのロータリクラブ

　これは定款細則上では、問題がないので認めないわけには行かないが、いろいろな問題

がありRI理事会は「ＢＥＳＴ　ＩＮＴＥＲＥＳＴではない」という表現をしている。

一

３　－



プログラム

・エイズ

　今年度は、エイズの問題が重要課題とな９ており、本年12J]開催のロータりー研究会で

も|一二分に意見が交換されるr･定である。

・ポリオ絶滅の問題

　ポリオ・ブラスの活動は我々全田丿界のロータリアンの伶人:な熱意と実八によってそれが

　「起爆剤」となって大きな世論を巻き起こし、国社や各国の保健機構が力強く活躍し、80

％の抑制ができたことはすばらしいことであります。払も絶滅を熱望しているものの一人

です。

　がしかし、地区としてはもうここまですばらしい活動が定石すれば々l派に本末の役目を

果たしたのであリ次の社会的こーズに移るべきであり、もしポリオの問題のみを深追いす

れば「エイズ」や「環境破壊」等多くの問題はどうなるのでしょうか。この意味でフィラ

デルフィア大会で「RIのポリオ・プラスキャンペーンの終ryG‾l」を出したのはRIが111し

い方向を示したといえるでしょう。

　がしかし、各クラブ、各ロータリアンが世界社会奉仕の活動の一つとしてポリオの絶滅

に大変な協力をしておられる方々もたくさんおられます。

　第2640地区の平岡dﾐ己ＰＤＧは、ＷＨＯのポリオ根絶者辱門会議（ＴＡＧ）へ国際ロータリ

ーのアジア地区コーディネーターとして（ポリオプラス・タスクフォース）参加されてい

る。ペトナムでの絶滅に対してはすばらしい成果を上げておられるが、中国のポリオ絶滅

にはまだまだ多くの問題があり、全日本のロータリアンにげきを飛ばされ、多くの方々の

賛同を得て昨年度中に一信円に及ぶ募金の協力を得て、中国産ワクチンの3､750’万ドースの

購入に協力された。この日本のロータリアンの行動が、外務省を動かし３年間で６信円が

予算化され、ＷＨＯでも大きな評価をしている。ちなみに、中国30省の内、この３か月の内

に16省でポリオ患者が発生していないことが報告され、ポリオ絶滅のため全世界が動いて

いる起爆剤としてロータリーは、なお現在大きな役割を果している。このプログラムにご

協力頂く方々は、第2640地区の平岡ＰＤＧまでお問い合わせ下さい。

ロータリー財団

・教育的プログラムと人道的プログラムの比率

　管理委員会の内一つのアドホック委員会（中島委員を含む５名）は、財ﾄllの奨学制度は

このままでいいかどうか目下見直し中、同時に教育的プログラムと人道的プログラムヘの

支出割合は本年が75％と25％、来年度は70％と30％となるｒ定であるが、発展途上国から

は50％、50％との強い要望があり（日本、アメリカ等は、教育的プログラム重視）多角的

見地より検討し、来年４月に結論をだしRI財団委員会にアドバイスすることになる。
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・シェアーシステム

　新しいシェアーシステムが今年度から実施され、３年|狗の当地区一一般寄付額の60％（約

ＵＳＳ４０万）を伺に投入するかを当地区で決定することになる。地区ガバナー、ガバナー･

ノミこ一､地区財団委は長は地区内ロータリアンと|迄議してプログラム選択用カタログ「シ

ェアーシステム」によりどのプログラムに資金を役人するかを決めて財団管理委員会に報

告･する。残りの40％は「［111際地区財団活動資金］となり各地区が申請できる研究グループ

交換補助金、3H補助命、同額補助金、ロータり一ボランティア補助金などに仙われる。

・ロータリー財団の免税国内検討委員会

　免税川内検討委員会として

　委員艮　吉田盛次ＰＤＧ、副委員長　斎藤　隆ＰＤＧ（［１々ＩＲＣ］をはじめ13人の委員と７人

の顧問をもって構成されており引き続き活躍中である。

　カナダ、イギリス、ドイツ、インド、オーストラリアにはすでにRI財団の下部財団が各

国内にできており免税の措置が講じられている。フランスは、２年前よりRI財団と交渉中

であるが最終案がまだ財ﾄ月のガイドラインから少しはずれるということで今回は申請が却

ﾄﾞされた。

　七記委員会として我国でもいろいろと検討中で、

　①文部省の条件とするスカラシップ70％が最低条件であり、RI財団プログラムが教育面

　　を削減し人道面を多くしつつあるのが懸念される。

　②なお、もう一つはフランスのド部財団設置却ドの判たる原囚が下部財団の役員構成に

　　あった点を･ﾄ分考慮してRI財団と交渉する要あり。

　その点をふまえて、中島トラスティがRI財団と折衝されている。その結果、①のスカラ

シッブについては1991－2000年度までの財団の総プログラムによる活動支出中ＧＳＥを含

む教育面の占める推定比率では約67％程度で許されるギリギリの線になる見込み。②の役

員構成は、例えば理事を15名とするとトラスティ１名（現存）を含んで日本人８名とする

ことでRI財団のほぼｒ解か得られる様である。

　この２点に問題を絞り、文部省から伺っている問題点を踏まえて法人設立書式に準拠し

て申請渥起苧lのための小委員会を設け、至急文部省との合意を取り付けその上で、RI財団

の合意に侍っていく予定。財団設立による免税措置については大蔵省主税局では財団設立

認可後３年間の経過実績を見てその可否を認定することになる。

　この財団はご一般の公益法人と異なり現在のRI財団の下部財団としてこれに協力しなが

ら目本の免税に関する法律に洽って運営していくことになるので極めて複雑かつ困難な要

素を含んでいる。　したがって、その成否についてはまだ何ともいえぬが、明年６月末（今

期末）までには設立の可能性を兄いだせるようなスケジュールで目下慎重に対処されてい

る。
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・奨学生数

　1993－1994年度

　　　　　ＹＭＤ

　　　　　ＹＵ

　　　　　ＣＹ

　　　　　ＤｉｓＹ－Ａ

　　　　　ＤｉｓＹ－Ｂ

　　　　　ＳＹ－１

　　　　　ＳＹ－ＯＢ

　　　　　Ｙ－Ｊ

米山記念奨学会報告

(大学院)

(学部)

(クラブ米山)

(地区米山Ａ)

(地区米山Ｂ)

(特別米山－1)

(特別米山ＯＢ部門)

(日本研究、特別米山)
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　この10年間の推移を見ると、1982－1983年度の寄付金は６億９丁･万円であり、1992年は

18億７千万円あまりであるので、2.7倍の増加である。

　本年度の奨学生は900名になり、これらの学生への物心両面からの私什を考えるときこれ

を与え、かつカウンセラ一層の原を増してゆくことが服装な課題となり、今後は一層のご

協力をお願いしたい。

・ＳＹ－Ｊ（日本研究、特別米山）

　外国の大学院において日本研究をしている若干学者を我国の人学等学術研修機関にお

て短期間外国人上級研究生として招聘する新しい制度である。

　我が第2660地区で今年度初めて２人を招聘し施行することになった。

　★1993年10月～1994年７月

　　ホルマー・クラウス（ハンブルグ大学）

　　大阪市立大学文学部　阪口弘之教授の下で、

　　テーマ

　　　「日本の芸能における聖と践、古代祝福芸から近世被差別民まで」

　　世話クラブ　大阪住吉　カウンセラー　崎山　耕作全員

★1994年１月～８月

　バァーンズ・スーザン・リン（コネチカット大学）

　大阪大学文学部　脇田　修教授の下で

　テーマ

　　「日本近世の社会と文化」

　世話クラブ　大阪　カウンセラー　金森順次郎会員

以上でご報告は終わりますが、本当にこの１年間大変なお世話になりました。大過なくが

バナーの任務を勤めさせて頂いたのもまったくもって皆様方のご支援の賜物であり、あら

ためて厚く厚く御礼を申し上げます。
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計　　50名

マレーシア５名、

ミャンマー１名、

７

●
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１

1992～'93年度国際ロータリー第2660地区現況

クラブ数(1993年６月末現在)

　76クラブ

　　　(大阪llj‘内:42　大阪市域外:34)

２．仝員数（1993年６月末現在）

　　5,414名（期首5,356名）

３．拡　　大

　　①大阪中之島ロータリー・クラブ

　　　1992年10Jj29FI創立

　　　会員数:47名

　　　スポンサー：大阪大手前RC

　　　1992年11月20日加盟承認

　　　例全日：木曜日　12:30～13:30

　　　例会場：太閤園

　　②大阪御堂筋ロータリー・クラブ

　　　1993年１月28日創立　会員数:43 1';

　　　スポンサー：大阪南RC

　　　1993年３月９日加盟承認

　　　例全日：木曜日　12:30－13:30

　　　例仝場：ホテル日航大阪

４．国際奉仕

　　出ロータリー財団への寄付

　　　　　　（1992年7 J･j～1993年６月）

　　　一般　寄　付:737､172.33ドル

ベネファクター:　27,000.00ドル

　　　計　　　:764,172.33ドル

(一人?11り＄138但し上記数字は1993

6月の中間報告数字である)

㈲奈ロータリー第2660地区

ガバナー　山　中　文　和

　　　　(1993年６月作成)

　ボールハリスフェロー：累計3､533名

　　　　　　　　　　(1993.4.30現在)

　ベネファクター:27名

(2)ロータリー財団奨学生

・1992～1993年度留学生、派遣:22名

　　(派遣国：米国10名、イギリス５名、

　フランス２名、ドイツ１名、ポルトガ

　ル１お、イタリア１名、スイス１名、

　スペイン１名)

　　(過程別　大学院:18名、大学：２名、

　職業研修：２名)

　受　入:0

・1993～1994年度留学生、派遣:25名

　　(派遣国：米国10名、イギリス５名、

　ドイツ６名、スイスＬ名、タイ１名、

　ブラジル１名、トリニダード１名)

　　(過程別　大学院:21名、大学：２名、

　職業研修：１名､ジャーナリズム１名)

(3)米山奨学仝への寄付

(1992年７月～12月)

普通寄付:13,990,000円

特別寄付:74,498,220円

　　計　:88,488,220円

〔4〕米山奨学生

　1992～1993年度支給学生

　大学院(博士課程□9名　Y奨学生

前年比

110.7％

91.1％

93.7％

36名

// (修士課程∩2名　DisY－A奨学生　1名

大学課秤

特別米山奨学生

6名　DisY－B奨学生10名

3名　特別米山奨学生3名

　　計　　　　50名

　(|玉|籍別奨学生数)

韓国29名、中国９名、

台湾４名、タイ１名、



　バングラデシュ１た計50Z

（5）青少年交換

　派遣　14名

　　長期：８名（米国41･;、ドイツ２剔

　　　　　カナダ１名、ニュージーラン

　　　　　ド１名）

　　短期：６名（イタリア５名、ドイツ

　　　　　１名）

　受入　14名

　　長期：９名（米国３名、カナダ２松

　　　　　ブラジル２瓢　ドイツ１名、

　　　　　ニュージーランド１牝）

　　短期：５名（イタリア５名）

（6）世界社会奉仕（WCS一地区レベルのプ

　ロジェクト）

　①バングラデシュ・ローン・プロジェ

　　クトの援助（バングラデシュ）

　　￥3､900､000（＄30､000）

　　ウバジラのボグラ地区、シブカンに

　　おいて、洪水による被害が著しく、

　　慢性的な貧困、飢餓状態が続いてい

　　る。その地域の生活困窮者に、教育

　　援助‘と生活水準の向上を図るための

　　貸付けプロジェクトで、1996年まで

　　継続。

　②マナウス日伯初等中等学校建設へ援

　　助（ブラジル）

　　￥500､000

　　日本人移住者がブラジル州政府の許

　　可を得て、地元民のためにマナウス

　　市に設立した日伯初等中等学校建設

　　に対する資金援助。

　③グルシャンRC社会福祉センターヘ

　　援助（バングラデシュ）

　　￥390､000（＄3､000）

　　グルシャンRCが運営する社会福祉

　　センターの諸活動（地域の著しい人

　　達に、医療・児童福祉・家族計画・

　　教育・衛生設備の提供等）の充実を

　　図るための資金援助。

　④カンボジア貯水池工事および社会調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
８

　だ（カンボジア）

　￥2､775､000（スイス円送金）

　カンボ･ソト州は栄養失､刮が蔓延し、

　そのll、1992年の洪水により湘流用

　の貯水池が損壊。このため、貯水池

　の再建の活動と費月jを､凋査し、併せ

　て地域の人々の健康・衛生・教育計

　画を実施するための資金援助。

（5）タイ水資源|剔発（タイ）

　￥2､270､000（S 17､742）

　タイ王国政府が希望者に対して無償

　で土地を提供した地域、スリン地区

　の５村落に井戸の建設と補修、技術

　訓練、貯水槽と排水溝の建設、便所

　の建設（衛生管理）等の水資源開発

　の援助。

⑥ケソン・ローン・プロジェクト（フ

　ィリッピン）

　￥1､300､000（S 10､000）

　フィリッピンで奉仕活動を展開して

　いるFHのグループを通じて、生活

　向上のために生活回転資金を貸し付

　けるプログラムを支援。

⑦ロッタリー・スープ・キッチン財団

　職業訓練学校（WCS#3821）

　￥1､800､000（S 14､000）

　ピナツボ火山被災者の自立訓練のた

　めに教室建設、さらには栄養失調の

　子供達への栄養食品の提供、そして

　職業訓練を行うための資金援助。

⑧インドの学校施設建設（インド：大

　阪南RC・水野仝員提唱）

　インド（マイトリの仝）小学校の教

　室の建設を支援する。

⑨第三世界視察研修旅行の開催

　参加クラブ､豊中一大阪国際空港ＲＣ

　２名､八尾東ＲＣ３名､計５名が､1993

　年１月17日～23日まで、フィリッピ

　ン、ピナツボ火山被災地を含め、マ

　ニラ、バングラデシュのダッカ及ぴ、

　車で約３時間のマイメイシン地区の
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ａ業地域視察研修、タイのバンコッ

クで働く救済活動家から開発状況に

ついて研修。またフィリッピンでは

フィデル・ラモス人;統領を表敬訪問

した。

社会奉什

出ローターアクト・クラブ

　クラブ数:22クラブ･(提唱ロータリ

　ー・クラブ数:23クラブ)

　　《海外研修.》研修先：香港・シンガポ

　ール　実施期間:1992.9.19～9.23

　　《年次大会》1992年５月1611

(2)インターアクト・クラブ

　クラブ数：９クラブ(提唱ロータリ

　ー・クラブ数：９クラブ)

　　《海外研修》研修先：米国・カルフォ

　　　　　　　　　　　ルニア州

　　　　　　　参加者:IA71お、顧問18

　　　　　　　　　　　お､ロータリアン

　　　　　　　　　　　２名合計919･;

　　《年次大全》1992年11月11]

(:3)I?少年指導者養成セミナー(RYLA)

　①山のライラ

　　実施日:1992年9J]12日～14日

　　会　場：大阪府立総合青少年野外活

　　　　　　動センター

　　参加者:2914･;(青少年128名、ロー

　　　　　　タリアン163名)

　　ホスト：茨木東ロータりー・クラブ

　②海のライラ

　　実施日:1993年5 J･12 日～４日

　　会　場：大阪府青少年海洋センター

　　ホスト：枚方くずはロータリー・ク

　　　　　　ラブ

〔4〕少年少女ニコニコキャンプ

　実施日:1992年８月７日～9 11

　場　所：大阪府?7:総合青少年野外活動

　　　　　センター

　参加者:118お(児童74名、リーダー16

９

　　　　　名、ロータリアン28･y;)

　ホスト：大阪西南ロータリー･クラブ

(5)太陽の家研修仝

　実施日:1992年７月２日

(6)大阪｢tパ1:盲学校･大阪府立盲学校訪問

　実施日:1992年10月14日

(7)高齢者の海遊館招待(第３回)

　実施日:1993年４}=ｊ９日

　参加者：高齢者215名、付添72名、ロー

　　　　　タリアン112名　計3991';

(8)身障児等とロータリアンとの仲良し運

　前金

　実施日:1993年４月11[]

　参加者：招待児204名、付添52お、

　　　　　RA63名JA30名､米山奨学生

　　　　　14名、金光八尾高校59名、ス

　　　　　タッフ60名　計684名

〔9〕第１回GSCの集い

　実施日:1993年６月16日

(10)環境保全研修見学会

　実施日:1993年４月２日

　場　所：千里リサイクルプラザ

　参加者:69クラブ　93名
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1992～'93年度R.1.第2660地区

　　　行事実施報告

第Ｉ回研修会「太陽の家」見学

拡大委員会

□付1日出　合同地区委員会

　　　　　　ガバナー折角委口合

□に3目円)インターアクト1ljl｣委は長会議

回付6目冰)青少年交換受入ホストクラブ･カウンセラー･

　　　　　　ホストファミリー打ち合わせ会

７月2訓I(和　，?少年活動委員会

７月29日(承)ロータリー・ボランティア鳶口合

口｣3(川床　ロータリーアクト正副委員長会議

　　　　　　会Ｇ増強委員会

８月度　８出8目（火）地区幹雁金
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　　　　　　クラブ|||:界社仝奉仕･lll l原交流｀ljl】委員長会,鳴14:00－16:00

8月19出相　第２回ロータり一財|ヽtl委n仝　　　　　　　　14:00～16:00

８月20目(和

８月22目巾

クラブ規定・情報委員長会議

PSC総仝

1992～'93年度財団奨学生帰[111歓迎報;‘;･仝

則j25口内　GSE委員会

８月26目(恥

８月28目(金)

第１回諮問委員会

ボランティア活動委員会

８月29田L）ガバナー令務所検討小委員会

９月度　９月４出動　クラブ米山奨学委員長会議

　　　　　　　　　　　　インターアクト・提唱クラブ委員長会議

　　　　　　９月５目巾　クラブ職業奉什委員長会議

　　　　　　９月７日(月)クラブ社会奉什委員長会議

　　　　　　９月９目(和　クラブ青少年交換担当者会議

　　　　　　９月12日出　山のライラ

　　　　　　　　～14目(印

　　　　　　９月18口吻　クラブ｀ボランティア活動委員会担当折会議

　　　　　　引斜9日出　I.G.F.第・８組

　　　　　　９月21目(月)環境保全委員会

９月22目(火)

９月26田上)

９月28日(月)

９月29日(火)

地区幹事登

第２回財団増進委員登

国際親筰財団奨学金委員登

クラブロータリー財団委員長登議

日本ロータリー親睦ゴルフ全国大会

ガバナーとマスコミの皆様との懇談会

一

10 －

14

17

18

14

00～16

30～18

00～20

00～16

30

00

00

00

15:30－20:00

14:00－16:00

ガバナー･μ務所

　（ビシ･ネスセンター1

新阪急ホテル

新阪急ホテル

薬業年金会館

西武高槻

　ショ･ソヒングセンタ

多幸梅

高島噸仝議室

ｔ業年金公館

ガバナーlji務所

　（ビジネスセンタ一）

サウスタワーホテル

薬業年金会館

ガバナー4ぶ務所

　（ビジネスセンター）

薬業年金会館

YMCΛ　102

YMCA　103

ガバナー駆務所

　（ビジネスセンター）

芝苑

ガバナー嘔務所

　（ビジネスセンター）

14:00－16:00　ガバナー事務所

　　　　　　　　（ビジネスセンター）

13

16

14

14

14

00～16

50～18

00～16

30～16

00～16

30

00

00

30

00

14:00－16:30

13:00－17:30

薬業年金全館

薦業年金全館

神社庁

薬業年金全館

薬業年金全館

大阪府立青少年野外刮カセンター

(ホストクラブ：茨木淑)

薬業年･金全館

天王寺都ホテル

ホストクラブ：大阪大|循=

15:0（ト17:00　ガバナー事務所

　　　　　　　　　（ビジネスセンター）

16:00－17:00　五色園

11:00～13:00　YMCA

13:30-･16:30　　　11

　　　　　　　　茨木CC

12:00－14:00　ローズルーム

●

●



●

●

10月度　即に帽1巾

　　　　　　川川４目㈱

　　　　　　1岡目411(承)

　　　　　　10月17目巾

　　　　　　I岡120目(火J

　　　　　　1(川27目(火)

1.G.F.第４組

米|||レクリエーション

社会奉什委員会　第２回研修会

1.G.F.第８糾．

クラブ会ほ増強委は長会議

ロータリー財団委は会

財団増進委員仝

第２回　諮問委員会

社会参什第１回実行委員会

】闘2911【昶　大阪中之島R c　all 政総会

　　　　　　　　　　　jJ　　　　　第】|･II例会

】Ojl:1111(|:)第１回ロータリー財団奨学生

　　　　　　　　オリエンテーション

11月度　11JI I 目(目)

　　　　11HIO目(火)

　　　　11 J目６目(月)

インターアクト年･次大会

ガバナー事務所検討委員会

システム・マニュアル改訂に関する打合せ会

意義ある業績賞委員会

11月17日向　GSE委員会

　　　　　　環境保全委員会

HJ□9口吻　地区米山奨学生　喬類審査

11U2411㈹

11J126目(木)

11月26目困

12月度　12月１日(火)

　　　　12川８日(火)

社合奏什　第２回実行委員会

地区米山奨学生　選考委員打合せ

国際交流・平和委員会

クラブ環境保全担当者会議

GSE委員会

12月12日出　ロータリー財団委会

　　　　　　クラブロータリー財団委員長会議

12月14日（月）規定・情報委員会

　　　　　　クラブ規定・情報委員長会議

12Jj18口吻　米山書類選考会議

12月22日（火）第３回諮問委員会

12月24～29目インターアクト海外研修

１月度　１月18日(月)

　　　　　　１月18日(月)

　　　　　　１月18目(月)

　　　　　　１月19日(火)

　　　　　　口回3日出

　　　　　　１月26出火)

　　　　　　１月26口吻

　　　　　　１月28日南

　　　　　　１月28目南

　　　　　　１月28口南

規定情報委員会

米山委員会

地区幹事会

大阪梅田ローターアクト創立総会

I.G.F.第１組

第３回実行委員会

大輪幹事会

大阪御堂筋ロータリークラブ創立総会

提唱RC正副ローターアクト委員長会議

地区インターアクト委員会

-

11

13:00～16:50

10:00－17:30

14:00－16:00

13:30～17:00

14:00～16:00

10:0(トー12:00

13:30～15:30

16:00～20:00

14:30～14:30

11:30～12:30

12:30～13:30

13:00－16:00

09

17

14

16

14

15

14

14

14

15

14

14

11

14

12

14

15

16

12

14

16

18

13

14

14

11

14

17

30～

00～20:00

00～16:00

00～

00～16:00

00～17:00

00-･17:00

30～16:30

00～16:30

00－16:30

00～16

00～16

00～13

00～16

00～13

00～16

00～18

00～20

00～17

00～16

30～20

00～20

00～17

30～16

30～16

00～12

00～16

00～19

00

00

30

30

30

30

00

00

00

30

00

00

00

30

00

00

00

00

ホテルセイリュウ

宝保夫劇場

大阪私かで盲学校

フクトクホール

薬業年金会館

五.色園

ガバナー事務所

ロイヤルホテル

薬業年金会館

太閤園

ＹＭＣＡ

金光ハ尾高等学校

七生

ガバナー事務所

ガバナー事務所

ヒロセビル

ガバナー事務所

　(ビジネスセンター)

薬業年金会館

石.色園

ガバナー事務所

　(ビジネスセンター)

薬業年金会館

ガバナー事務所

　(ビジネスセンター)

薬業年金会館

薬業年金会館

薬業年金会館

薬業年兪会館

サウスタワーホテル７階

相生楼

ロザンゼルス・アナハイム

ガスビル会議室

五色園

阪口楼

ホテル阪神

池田市民文化会館

薬業年金会館507

ニューオータニ大阪

ホテル日航大阪

薬業年金会館401

あじびる南



２月度
２月１目引)

2J口口(陶

２月５目(金う

２月５目(匍

２月６目出

２月８目(Jj)

2月8 II即

２月９Ｈ㈹

割付O目(水)

２月11目(木)

２月14出目)

２月17目(相

２月17日(和

２月17目(昶

２月18目(和

２月20目(土)

２月23目(火)

２月23目(火)

２月23目(火)

２月24日(瀕

２月26出潮

２月27出七

３月度　３月１日(月)

　　　　　３月２日(火)

　　　　　３月３日南

　　　　　３月３目(相

　　　　　３月６目[七

　　　　　３月71](日)

　　　　　３月引1㈹

　　　　　3月引1(火)

　　　　　３月10日南

　　　　　３月12日[匍

　　　　　３月131]出

　　　　　３月14田日)

　　　　　３月14出口)

　　　　　３月15日(月)

　　　　　３月16出火)

　　　　　３月17日(瀕

　　　　　３月22出月)

　　　　　３月23出火)

　　　　　３月24日南

　　　　　３月28田日)

　　　　　３月31日(水)

４月度 ４月２口吻

４月５口(月)

４月５口(月)

４月６口(火)

４月６口(火)

規定情報委員会

地区大会表彰委員会

米山選考委員打ち合わせ

青少年活動委員会

I.G.F.第５組

規定情報委員会

インターアクト海外研修反省会

地区大会会長部門打合せ会

ガバナー事務所検討小委員会

米山奨学生選考試験

米山奨学生選考試験

規定情報委員会

米山奨学生最終選考会議

地区ロータリー財ﾄ月功労賞委口語

地区協議会幹事部門打合せ会

I.G.F.第５組

提唱RCインターアクト委員長会議

第４回実行委員会

地区大会表彰委員会

第４回諮問委員会

規定情報委員会

第２回ロータリー財団奨学生オリエンテーション

社会奉仕委員会

地区幹事会

地区大全表彰委員仝

地区大会青少年部門打合せ

I.G.F.第３組

米山奨学生終了者歓送会

GSE団員選考委員会

社会奉仕実行委員会

拡大委員会

社会奉仕実行委員会

I.G.F.第２組

ローターアクト・フェスティバル

GSE団員選考委員会

社会奉仕実行委員会

環境保全委員会

職業奉仕委員会

ガバナー事務所検討小委員会兄学会

大阪梅田ローターアクト認証状伝達式

米山委員会

2640 ・2660地区ローターアクト交流会

ガバナー事務所検討小委員会

環境保全見学・研修会

地区幹事会

地区大会リハーサル

春の交通安全運動

拡大委員会

12

12:00～17:聞

14:00－16:00

14:00～17:00

17:30－20:30

13:00～17:00

12:30～16:00

18:()0～20:00

12:00～14:00

17:00～

09:00～17:00

09:00－17:00

10:00－14:30

14:00～18:00

15:00--18:00

14:00～16:00

13:30～17:00

11:0{}～12:30

14:30～16:30

14:00－16:00

16:00－18:00

14:00～16:00

13:00－16:00

14:30～16:30

11:00一一12:30

】4:00－16:00

】4:30－16:30

12:30－16:30

11:00一一14:30

14:30一一16:30

14:30～16:30

13:00－15:00

14:30～16:30

12:30－16:30

10:00－15:30

10:00～14:00

14:30－16:30

15:00－17:00

14:00－16:00

13:40－16:00

18:00～20:00

14:00－16:00

1.3:00－16:00

14:00～16:00

13

12

14

10

13

30～

00～

00～

30～

00～

15

14

18

11

15

30

00

00

30

00

ガスビル会議室

ビジネスセンター

li.色園

関西文化サロン

全日空ホテルシェラトン

ガスビル会議室

白'楽

ビジネスセンター

藤久

新阪急ビル

新阪急ビル

ガスビル会議室

新阪急ビル

ビジネスセンター

ビジネスセンター

大阪国際交流センター

五色園

薬業年金会館507

ビジネスセンター

ホテル日航大阪

ビジネスセンター

大阪ＹＭＣＡ

ビジネスセンター

サウスタワーホテル７階

ガバナー事務所

ビジネスセンター

四条畷市民センター

新阪急ホテル

薬業年金会館507

ビジネスセンター

ビジネスセンター

ビジネスセンター

高槻市立文化仝館

中之島公園

国際交流センター

ビジネスセンター

ビジネスセンター

都市交通調査会

ORC 200

ホテル阪神

ビジネスセンター

羽衣荘

菅生法律事務所

千里リサイクルプラザ

大阪グランドホテル

フェスティバルホール

大阪城公園

ビジネスセンター

●

●
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●

則]7 11水

口18口床

･口目口I冷

則目１目前

･口口2目賄

,口Ｈ２目(H)

j口Ｈ６口座)

IJ口9目引)

則口(山吹)

４月20口吻

･口□0目(火)

4 H21目(和

4 H21目(承)

４月22田和

則j23目(勿

川口4目巾

４月25目㈱

則j25田日)

４月26目【1】)

4月27目(火)

４月28目(水)

㈲原大会オリエンテーション

地区入会17少年部門打合せ

社会参仕高齢折海遊館招待の集い

　μ　身障児等仲良し運動会

17少年活動委は会

地区|帽渡会財団打合せ今

次問地区委員長会議・PETS

インターアクト顧問会議

地区大会部門別り一ダー打ち合わせ

ガバナー嘔務所検討小委ほ会

弟４回諮問委員会

社会参仕反省会

大阪空港ローターアクトクラブ印□回心会

地区大会記念ゴルフ

地区大会　第１日

地区大会　第２日

RAC大阪ゾーン交流会

青少年交換学生座禅体験会

地区協議会クラブ奉仕部門打合せ

地区協議会幹事部門打合せ

拡大委員会

５月度　川２トロ1　海ｸﾞ｀)ライラ

訓16目(t)

5月８目(|:)

回目2目(氷)

回□３目(和

回目5日(t)

回目５目巾

５ＪＨ６出目)

６月度　6J12日南

　　　　　　６月２目(水)

　　　　　　引j5目(t)

　　　　　　引15目(L)

　　　　　　61j6目(日)

　　　　　　６月８目(火)

　　　　　　６月1111吻

　　　　　　6 H1211(L)

　　　　　　6月14日(月)

　　　　　　６川16日(水)

　　　　　　６月17目(和

　　　　　　６月18日(勿

　　　　　　引付9日出

　　　　　　６月23目(水)

　　　　　　６月25口吻

　　　　　　６月26日出

　　　　　　６月29目(勿

東大阪ローターアクトクラブ卯いjﾉﾐ総会

地区協議会

米山奨学生オリエンテーション

大阪中之島RC認証状伝達式

新旧合同地区委員長会議

地区ガバナー指名委員会

ローターアクトクラブ年次大会

特別会計委員会・地区委員小委ｎ会

次年度学友委員会

第3 lll]ロータりー財団奨学生オリエンテーション

豊中空港RAC認証状伝達式

IACクリーンハイク

拡大委員会

次年度青少年活動委員長会議

財団奨学生第１次選考試験

第６回地区諮問委11仝

青少年活動委員会

大阪御堂筋RC認証状伝違式

東大阪東RAC認証状伝違式

新|||米山委員会

青少年交換オリエンテーション

新|||地区幹事会

財団奨学生第２次選考試験

次年度IA'Iljl』委員長仝議
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30
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薬業年･金仝館601

ビジネスセンター

海遊館

大販11昂l体育館

関西文化サロン

ビジネスセンター

槽天宗サラスバティホール

清風学lal

サウスタワーホテル７階

丸水楼

丸水楼

ビジネスセンター

大阪空港ビル

茨木CC

ロイヤルホテル

フヱスティバルホール

今宮中学校

神峯山寺

ビジネスセンター

ビジネスセンター

ピジネスセンター

大阪府青少年海洋センター

(ホストクラブ:枚方くずは3

ホテルセイリュウ

樽天宗冥応寺信者会館

薦業年金会館

太閣閣

薬業年金会館

薬業年金会館

国際交流センター

ピジネスセンター

ビジネスセンター

大阪ＹＭＣＡ

ホテルアイボリー

八尾高安山

ビジネスセンター

薬業年金会館

大阪ＹＭＣＡ

ロイヤルホテル

関西文化サロン

ホテル日航大阪

ホテルセイリュウ

辨天宗冥応寺信者会館

西武高槻SC

アイル・モレ・コタ

大阪ＹＭＣＡ

薬業年金全館



国際交流大いに盛り上る

㎜ ･ ■ ■ ･ ■ ■ ･ ■ ■ ･ ･ ㎜ ■

メルボルンで｢2660地区の夕べ｣

　本年度の国際大会は豪州・メルボルン市で聞かれた。仝場は、新装なったナショナル。

テニス・センター（フリンダース・テニスコート）という、テニスファンならよくご存･ヒ

の、あの有名な全豪オープンの会場である。大全登録者は､115の国家･地域から約２万2000

名、そのうち日本からは3､288名でオーストラリア、アメリカについで第３位の成績だっ

た。ちなみに４位・ニュージーランド667名、５位・韓国522名とい引||liで、以下台湾、カ

ナダ、フィリピン、英国…と続く。開催国のオーストラリアが多いのは当然としても、上

位３ケ国だけで登録者全体の３分の２を占めたことになる。肖地区からは、約2501?;の参加

者があり、これまた日本の全地区平均から見ると極めてよい成績であった。これには地区

国際交流･平和委員会の皆さん、とりわけ松本一夫委員長（大阪中央RC）のご尽力に対し

て深く敬意を表したい。

クラークメルボルン市長も出席して　･･

｢2660地区の夕べ｣は大いに盛り上った
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１ポートフィリップＲＣ会長夫妻と

　交歓する山中ガバナー

●

●



●

●

　さて、大会|狗日の５月22日（土）には同市内の和風レストラン「燦鳥」で、「2660地区の

夕べ」が開催された。これは?11地区からの大会参加者250名のうち約60おの有志が集って、

山中文和ガバナーをl川んで異国での交流を楽しもうという企画である。この夕食会には、

大阪市の姉妹都市であるメルボルン市のクラーク市長夫妻も出席し、山中ガバナーと記念

品を交換するなど、両市の親密な関係が印象的だった。クラーク市長は翌日の開仝式にも

開催働を代表して列席し、祝辞の中で、特に姉妹都市大阪との密接な関係について言及し

たのは、ひとしお感銘深いものがあった。

▲「友愛の広場」 ▲ロビー風景

１大会会議場

　会議は４ケ国語に

　同時通訳された

　また大阪本町RCは、この大会を契機にして、かねて交渉を続けていたポート・フィリッ

プＲＣ（メルボルン市）との友好関係を樹立した。両クラブは、その歴史、規模、ポールハ

リス・フエローの数にいたるまで似通った、全く似合いのクラブである。ここに至るまで

のそれぞれの関係者の周到な準備と努力には、今後の国際交流を推進する上で示唆に富ん

だ多くの教訓が隠されていると思う。両クラブの代表も、この夕食会に出席して改めて国

際交流の実を挙げた。今後の両クラブの友好発展を期待したい。

　「2660地区の夕べ」はカラオケこそなかったが、このように大いに盛り上がった。帰り際、

冷んやりした夜気にフト見上げると、南十字星が美しく輝いていた。　　（文責：中田）
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故中田厚仁君へ地区内外から厚い友情

1白:前ガバナ 山中　文和

　当地区財ﾄ月学友の中田厚仁君が、国運ボランティアとしてカンボジアで奉仕活伺中に殉

職したことは「ガバナー月信」（1993年５月り）に記叔した。　また、多くのメディアもこの

中田君の奉什活動とその「死」を取り［こげ、ボランティアのあり万などについて多くの時

間と言葉を割いた。とりわけ、父君の中田武仁氏が会社を退職して、ご子息の遺志を観い

で国連ボランティアを支援するために「中田原仁記念基金」を設’茫された事は大きな波紋

を投げかけた。当地区では大阪うつぼRC､大阪本町RCが率先して暮全活動を展開した。ロ

ーターアクトのOBの有志でつくる「つたの会」もメンバーに募金を呼びかけ基金に協力し

た。このほかにも地区内のいくつものクラブが同基金への協力を表明している。

　また、「ガバナー月信」に掲載した中田君に対する私の追悼文が、奉仕の精神を共有する

全国のロータリアンの共感を呼び、とくに第2710地区（薦鍋直前ガバナー）、2790地区（内

９クラブ）ではそれぞれのガバナーのお呼びかけに呼応して早連、善意の寄付金が同基金

に届けられた。　うれしいことである。

　また、「ガバナー月信」に掲載した中田君に対する私の追悼文が、奉仕の精神を具有する

全国のロータリアンの共感を呼び、とくに2710地区（薦鍋直前ガバナー）、第2790地区（内

９クラブ）ではそれぞれのガバナーのお呼びかけに呼応して早速、善意の寄付金が同基金

に届けられた。　うれしいことである。

　他人のために尽くす、困っている大を助ける、他人の痛みや悲しみをわがものとして感

じる、人間が待つ最も大間らしいこのような感情、言い換えれば「優しさ」をあらゆる価

値観の核として育てたいものである。そしてこのことこそが、ロータリーの基本理念であ

る。ロータリアン各位の善意に対し、改めて心から感謝を申し上げる。
……………………………1…………1･･:i.･=j°･･ﾌ………:"万'･･゜･:7……:lil･'゜I'1･:.･'1･･li7?i7一　写真は1993年６月10日

- ← － - L ｀ 9 －
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第2660地区ガバナー事務所で

大阪うつぼR.C.横井浩会長より父君中田

武仁氏に中田基金の募金を手渡した。

出席者　第2660地区　山中文和ガバナー

　　　　大阪うつぼロータリークラブ

　　　　　横井　会長

　　　　　藤井　幹事

　　　　　野崎　国際奉仕委員長

　　　　　押付　会場監督

　　　　大阪本町ロータリークラブ

　　　　　片付　会長

●

●



●

●

国際青少年交換の輝かしい足跡

バストガバナー　戸田　　孝

§1.

　1992～’93年度の最終の諮問委員会が６月

14目（月）に開催されました。フ（’ログラムの

最終に種田憲次PGからメルボルンで行われ

た国際大会についての報告があり、その中で

特に私達の心を打つ青少年交換（オーストラ

リア←→日本）の話が出たのです｡メルボルン

大会が行われた機会に、ある小さな集いがも

たれました。その会合は故渡辺和美PG（D.

2750）のお嬢さんのご主人（菊池氏）がメル

ボルンの総領事として駐在しておられるので、

故渡辺PGの奥様（和子様）、ご子息（ロータリ

アン）を囲み、親しい人々が集う楽しい会合

でありました｡種田PGご夫妻もその席に招か

れ旧交を深められたのです。

　菊池総領事が挨拶に立たれました。

　「私が、書記官として1972年に赴任した頃

は、日本とオーストラリアの関係は非常に悪

い状況でありました。戦争での感情に加え、

大量の砂糖の買付約定を、日本が他の安いも

のを買うことで約束破棄したこと、などなど、

対日感情が非常に悪くなっておりました。し

かし最近、総領事として再びオーストラリア

に参りましたとき、以前と天、地のように変

わり、非常に友好的になっていたのです。と

ても驚きました。なぜこのように良くなった

のか？それは、オーストラリアと日本との間

でロータリー国際青少年交換が行われ、毎年

多くの高校生が日本を訪問し、日本の文化、

習慣、国民性、特に日本人の温かい心を学ん

で帰国し、日本の良さ、真の姿を､母国の人々

に伝えてくれたお蔭であると知りました。延

べ約2000名の純真な高校生がこんなにも大き

い力となったことを思うとき、ロータリーの

国際的な偉大な奉仕に対して深く深く感謝致

しております｡」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　その席に列席したロータリアンは、政治力

などで到底なし得ないロータリーの国際的な

無債の奉仕が年月を経て、偉大な力に増大し

ていることに大きい感動をおぼえたとのこと

であります。

§２。

　オーストラリアと日本との青少年交換が、

劇的ともいえるオーストラリアのロータリア

ンの熱意によって始まったことを私は知って

います。それは私達の胸を打つ話であります。

　第２次世界大戦、オーストラリア空軍にド

ン・ファクファーが志願しました。

　不幸にも彼は1942年９月、日水軍の対空砲

火をうけて負傷し、永遠の盲目の身となりま

した。彼は極度の人間不信に陥ったのですが、

1955年､ローズバットRCが創立されるにあた

り、全盲の身ながらチャーターメンバーとし

て加入することができました。

　彼がロータリーに入会してからは、戦争の

愚劣さを力説し、世界平和がいかに重要であ

るかを周りの人々に説きました。それには蓋

しは、かつての敵国日本との友好を確立する

ことこそ、最も重要なことだと悟ったのです、

彼は思障を越えて、青少年交換という新しい

プログラムにより日本の高校生を招待し、日

本のクラブでホストなることが一番の近道と

考えたのです。彼はパストガバナーのショ

ー･ブラッドバリーに相談して、各RCからの

募金500ポンドを集め、1961年５月、東京での

国際大全に参加したのです。幸いに福岡県ハ

幡RCの故松本藤太郎ガバナーに会うことが

でき、合意に達しました。松本PGは対日感情

の悪いオーストラリアヘは女子高校生が適し

ていると考え､久留米RCのスポンサーによる

宮崎洋子さんを決定し1962年１月、ドンのク

ラブヘ派遣したのです。これが日本人交換学

17 －



生の第１号となったのです。

　ローズバッドばらのつぼみ″とい彭XSし

い名のRCで始められた青少年交換は､年間そ

れぞれ１名を超す高校生が両国間の友好・親

善の実をあげ、民間大使としての使命を果し

ているのです。私達は、日本と戦って全盲と

なりながら、かつての敵国である日本と青少

年交換の糸口をつくってくれたドン・ファク

ファーの偉大なロータリーの心、平和を求め

る熱い心に深甚なる敬意を捧げたものであり

ます。

§３。

　私が、かつて国際奉仕部門担当の諮問委員

を３年間つとめたとき、青少年交換学生の受

入れに当って、各段階でたいへんな奉仕が行

われていることにびっくりしました。引受け

クラブの熱意、担当される学校と先生のご理

解、ホームスティを引き受け、日本のお父さ

ん、お母さんとして愛情をそそがれるロータ

リアン家庭、又、外国との巾広い交換によっ

て交換学生を受入れ派遣し、巾広い面倒をみ

られる地区委員会の熱心な活動などなど…そ

の中で特に、帰国に際し、抱き合って涙を流

す日本のお母さん、ご家族、交換学生、国境

を越えた人間愛、これが純真な青年の胸に刻

み込まれ､帰国後､生涯にわたって多くに人々

に語り伝えることにより本当の国際理解、国

際親善の広がりを確実にするものだとの思い

を新たにしたのであります。

（付記）

　青少年交換は現在日本では、米英独仏など

14ケ国に及び年間約650名を越えています。

又、世界のロータリー国際青少年交換は年間

約12､000名に及び、将来を担う青少年が広く

他国で学び、他国を理解し親しくなることで、

世界平和への確実な礎（イシズエ）を築いて

くれるであろうと前途に明るい希望の光を見

る思いであります。
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｢第1回ＧＳＣの集い｣

地区社会奉仕委員長　新　津　敬　直

　グランドシニアサークルは菅生ガバナーの

時の地域対策委員長会議の高齢者問題のディ

スカッションにおいて、70才以上の80％の方

は元気でおられるので、美しく楽しく老いる

為に相集い各RCの枠を離れ､元ロータリアン

を含め友を作り、好きな時に好きな事をする

サークルです。

　みなさまに御案内をさしあげたところ多数

の入会希望があり、その上、もう少し暇にな

ったら又はもう少し加齢してから入りたいと

いう方が30名近くいらっしやいます。

　Ｆ成５年６月16日水曜日、武尾さん、廣瀬

さんを始め、総勢23名で和気蕩々と、お互い

に話し合いました。　２時間の間、居眠りをさ

れる方も全くなく、誠に実りのある集いでし

た。

　御希望が一番多かったのは、友を作りたい、

サークル内外の方からいろいろな話しを聞き

たい、いろいろの趣味の会合を待ちたい、旅

行・グルメ紀行・音楽鑑賞など。 30代からＬ

の方は各RCで奉仕･親睦を実践しているが20

代の方々とはＲＡＣの行事に、又、10代の方々

とはIACの行事に参加する。

　以上の事などを話し合い、いろいろと多方

面に渡る集いを待ち、好きな時に好きな事に、

気楽に参加し、いろいろの友と楽しく語り合

うという結論を得、事務的な事は、地区社会

奉仕委員会で、御世話させていただき、会合

は受益者負担で実行する事に決まりました。

皆様の益々の御参加を期待いたします。

●

●



●

●

｢身障児等と

　ロータリアンとの

　　なかよし運動会反省会｣

地区社仝奉仕委ｎＲ　新　津　敬　直

　平成５年６月19日山中Ｇ、廣瀬PGご臨席の

もと、各施設代表者、RAC代表者、実行委

員、地区委員が集合し、上記の会が開催され

ました。

施設より

　子供にとって大きな体育館での運動会は初

　めての経験

　金光八尾高校のドリル演奏、レーザーショ

　一に感動。

　障害児と健常児との運動会は他でもあまり

　経験がない

　ぬいぐるみが大好きでもっとたくさんいて

　ほしかった

　競技種目をもっと増やしてほしい

ＲＡＣ代表者より

　ぬいぐるみ等、やりたい人が結構いるので、

　次からＲＡＣで担当する。

　大阪キッズのした事は、ＲＡＣでもできるの

　ではないか。

　IAC､米山奨学生､交換学生と、もっと連携

　を深めたい。

　企画の段階から、ぜひ参画したい。

実行委員、地区委員より

　招待児と、ロータリアンとのふれあいの為

　に、事前に、２・３回ロータリアンが施設

　を訪問し、仲良くなり、当日は一緒に座り、

　競技をしたり、おやつを食べたりすること

　が徹底していなかった。

　ある組ではよくやっていた。

　挨拶は平易に子供向けにする。

　二階の席へは大勢のロータリアンや家族の

　方が来てほしい。

　次年度、IGFホストクラブの社会奉仕委員

　長に、本年度各組の実行委員補佐をなさっ

19

た方が、完全な連絡をお願いしたい。

以llは話し合われた要旨で、池いろいろと和

やかな雰囲気でした。

当日のもろもろの意見を参考にし、次年度は

益々楽しくり限な運動会を開催したいと思い

ます。

｢視覚障害者

　　　コンサートヘ招待｣

地区社会奉仕委員長　新　津　敬　直

平成５年６月５日、シンフォニーホールにお

いて、大阪城東ロータリークラブと大阪ライ

トハウス共催で、全盲の世界的バイオリン奏

者和波氏率いる弦楽合奏団の演奏と幼なき頃

より歌った懐かしいママさんコーラスのチャ

リティコンサートに、大阪府立・大阪市立両

盲学校の生徒、それぞれ30名ずつを招待しま

した。

視覚障害者の卓越した音感教育の一助にもな

ればと、期待しています。

生徒さん達の感激ぶりは招待してよかったな

と思いました。

大阪城東ロータリークラブが単独で12回もコ

ンサートを開いておられることに敬意を表し

ます。

固



大阪中之島・大阪御堂筋ロータリークラブ

　　　　　認証状伝達式

　11ごII之島ロータりークラブ　牛　嶋　奎　宇

　私共、大阪中之島ロータリークラブは、昨

年10月29日47名のチャーターメンバーにより

創立され、11月20日国際ロータリークラブ第

2660地区の75番目のクラブとして加盟が認証

されました。これをうけて、去る５月13日午

後４時より京橋の「太閤園」におきまして、

認証状伝達式ならびに祝宴を総勢350名余名

の先輩ロータリアンの皆様のご来駕を得て無

事挙行させていただくことができました。

これはひとえに、スポンサークラブである大

阪大手前ロータリークラブの皆様をはじめと

いたしまして、関係各位の多大なご尽力と、

ご支援によるものと心から感謝するとともに、

厚く御礼を申し上げます。

現在、51名の大阪中之島ロータリークラブの

メンバーのひとり一人は、ロータリーの基本

理念である四つのテストをベースに、当クラ

ブのテーマである「連帯と融和で、楽しい輪

をいつまでも」のもとに、大阪のロマンを匂

わせる中之島という名称にふさわしいクラブ

として、超我の奉仕に努力させていただく所

存でございます。

どうか、今後とも一層の指導・ご鞭麹をいた

だきますよう、よろしくお願い申し上げます。

一

　ごﾂﾞ障筋゜‾タリ‾クラブ　近　藤　貞　彦

　国際ロータリー第2660地区の76番目のクラ

ブとして誕生いたしました大阪御堂筋ロータ

リークラブの認証状伝違式が去る６月17日ホ

テル日航大阪で、山中ガバナーを始め、スポ

ンサークラブである大阪市ロータリークラブ

岡田会長以下、多数のロータリアンのご参加

を頂き、小粒でピリッとしたチャーターナイ

トが何とか思惑通り出来ました。先輩クラブ

の先例と当クラブのカラーを、式典祝宴に盛

り込めないかと意図しつつも、経験未熟な為、

各先輩クラブの通り過ぎたご苦労を忍ばせて

頂きました。一丸となって６月17日に向かっ

ている中で、見知らぬあの大もこの大もいつ

しか我が友、我がメンバーと変わっていくの

を痛感いたしました。祝宴では胸襟を開いて

職業や年令を超えて語り合い、本音の交流が

出来た事は、チャーターナイトの目的を正に

達成した思いで一杯です。酒井特別代表のユ

ニークな慈愛あふれる式典の挨捗もあり思い

出深いいちにちとなりました。

　私どもは賜りましたご厚情に報いるべく立

派なロータリークラブに成長するよう努力す

る所存ですので今後ともなお一層のご指導を

お願い申し七げます。
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　　　　　1994～1995年度

ロータリー財団国際親善奨学金

　　　　選考試験報告

　　　　地区財団国際親片奨学金委員会委員長　名　張隆政（吹田RC）

１．第１次選考

　日時:1993年6 Jj1211（土）

　場所：大阪ＹＭＣＡ

　　今年度は、tll地区単独で実施。

　　午前、翻訳と小論文、午後、仝話試験が

　行われ71名の応募者の中から36名が選考さ

　れた。

　　TOEFL550点以上の保持者は語学試験

　が免除され、二次試験の為の小論文のみ受

　験。

２．第２次選考

　日時:1993年６月26日（土）

　場所：大阪ＹＭＣＡ

　９名ずつ４グループに分け、午前・午後

２グループづつ面接を実施。

　ガバナーを初め、選考委員の慎重な判定

会議の結果、20名の正候補者、５名の補欠

候補者を選考。即日、本人及び推薦クラブ

に通知。

　今後の予定は、地区確認事項の作成に入

るとともに、推薦クラブより各候補者の顧

問ロータリアンの推薦を受け、ガバナー署

名の上財団本部に８月初旬送達する。

　奨学金受領者の内定通知は12月初旬の予

定。

1994～1995年度ロータリー財団国際親善奨学生候補者一覧表

氏私 年齢 性別 推薦クラブ 留学国 課程 出身・在学校 志望専攻分野

桧　山　和　子 24 Ｆ 大　　　東 アメリカ 院 大阪市立大学 社仝経済開発学

占　部　順　子 21 Ｆ 枚　　　方 スペイン 学部 大阪外国語大学 スペインの外交史･植民史

椚　座　陽　子 20 Ｆ 箕　　　面 イギリス 学部 大阪外国語大学 社会人類学・民族学

佐々木　　　睦 22 Ｆ 箕　　　面 ドイツ 学部 大阪外国語大学 経済

下　川　美和子 30 Ｆ 守　　　目 アメリカ 院 京都大学 経済学

田　中　美　穂 25 Ｆ 大阪阿倍野 アメリカ 院 同志社大学 母子保健学

井ノト　美佐子 27 Ｆ 大　阪　東 イギリス 院
大阪必学院短・クリスチ
ャーチ大・同志社女丿子大

応用言語学

本　田　里　美 28 Ｆ 大阪東淀 アメリカ 院
京都外大・院
名古屋大学院 言語学

北　村　育　子 35 Ｆ 大阪平野 アメリカ 院 同志社大学 社会福祉学

神　田　　　淑 22 Ｆ 大阪天王寺 アメリカ 院 聖心女子大学 国際関係

永　井　史　男 27 Ｍ 大阪天王寺 タ　　イ 院 京都大学・院 タイ政治

森　　　正　樹 30 Ｍ 吹　　　田 イギリス 院 東京大学・院 英文学

本　村　久　美 22 Ｆ 吹　　　田 フランス 学部 大阪大学 仏文学

林　千里 22 Ｆ 吹　田　西 スペイン 学部 大阪外国語大学 スペイン研究

桧　本　恵　子 24 Ｆ 吹　田　西 アメリカ 院 関西大学 マーケティング

村　上　奈穂子 21 Ｆ 高　　　槻 カナダ 学部 早稲田大学 環境政策・行政

高　木　あゆみ 27 Ｆ 高　槻　東 アメリカ 院
同志社大学

同志社大学院 英文学

菊　渾　佐江子 22 Ｆ 豊　　　中 アメリカ 学部 京都大学 家族社会学

林　　　直　子 24 Ｆ 豊　中　南 フランス 院 大阪大学・院 フランス文学

中　井　富美子 24 Ｆ 豊中千里 イギリス 院
神戸大学
セントクラウド州立

国際関係論

Ｍ：男性　　Ｆ：女性 院：大学院課程　　学部：大学課程

一
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ローターアクト地区年次大会

地区ローターアクト

　　　　委員会委員長
北村　英一（吹田）

　「とびだそう僕界へ

　　国際化へ向けて今、私たちにできること」

を大会テーマに、５月16日（［1］大阪国際交

流センターに於て当地区ＲＡＣ年次大会が盛

大に開催されました。

　山中ガバナー、大森ガバナーノミニー、種

田パストガバナー、中田地区幹事、地区ＲＡＣ

委員､提唱RC､22RACメンバー及びＯＢ､ＯＧ

の方々等総勢400名をこえる参加者でした｡又

友好地区として2640、及び2680地区よりRC、

RAC13名の特別参加も頂きました。

　午前10時開会セレモニーに始まり、来賓挨

拶地区及びゾーンの活動報告、優秀クラブと

して社会奉仕活動に励んだ池田、住吉両クラ

ブが表彰されました。

　記念講演は「さくらんぼに見えた梅干し」

　゛目を覚ませ日本の若者″の演題でタレント

としても有名なシェフ・パークランド大手前

女子学園教授の。－モアあふれる日本人顔負

けの巧みな話術に魅了されました。

　午後はザイール、アメリカ、中国、韓国、

ミャンマーの５ヶ国の国際色豊かなパネラー

一

によるディスカッション

　｢私達若者にとって国際化はどこまで必要

か?｣のテーマで夫々の国、民族の風習の違い

の中から世界理解はどうあるべきかと熱心な

討論が続いた。

　次いで各クラブの成果発表も独特のパフォ

ーマンスが続き満場を楽しませた。

　最後の記念パーティもにぎやかに和気あい

あいの中に午後７時閉会、別れを惜しみつつ

意義ある一日を終えた。

　本年度は３つの新クラブの誕生があり、各

クラブの会員増強も進んで、地区全体として

大きなもり上がりがこの大今にも反映されて

きた。今後も国内、国外他地区との交流を一

層広げ、当地区ＲＡＣの内容を一層充実した

い。
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国際ロータリー第2660地区1992～'93年度地区大会収支報告

参会剖

人

大

地

科

一
会

会

区

収人力部

　　　目

ぴ録料

分

補

1目

前

金

貨

雑　　収　　入

　　収入合計

分

61 042

釦

,

0【】0

16,650,000

　1，100j】{}()

79

956

748

,

6 3 1

- 一 一 - - 一 一 一 一

6 3 1

摘 安

16,00011』×3.742yl

】{1.000111×117:M.

3,000円×5,500名＝16,650,000

RI会長代理,ILj念II111.代，IIIljjガバナ

ー,記念I'｡I.代，地区大きllli助，RI会

長代理歓迎費

祝い金，利息等

(111μ:111)

問会計

ＲＩ会長代理ご人証歓迎晩餐会収支報告

収

・参加者仝費

　(20,00011jx380削

一本会計より補助

合　　計

ゴルフ大会収支報肖

入

　7,6【】0.000

618.831

8,218,831

　　　　　支

　　　　　－……
・晩　餐　費

・余　興　･費

・雑費

　　　合　　計

IIIII

　　　　一一

　7,430,588

　　651,000

　　137,243

　　1　1=･=　j･■

　8,218,831

　　陣位:111）

収　　　　　　人 支　　　　　　出

・参加折会費

　　(10,000円×203帽

2,()3()､000 ・懇親会費

・賞　ぷ．　費

・参加,心急品費

・カッフ代

・会場設官費

・写　良　代

・雑　　　費

・本会計繰入れ

816,051

447,631

473,897

　70､000

　40,000

　26､571

　50､000

105,850

合　　計 2,030､000 合　　計 2,030,000

25

円一位:円）

本会計

　　会　　計

　　会計Ili:,･.ri

支出の部

國

海

分

厚

紀

目

科　　　目 金　　額

・総　務　費 27,239,853

印　　刷　　費

交通・通信費

会　　合　　費

ひ　　録　　費

記　念　ふ｢1　代

記　　録　　費

雑　　　　　費

人件費・事務所費

7､014､618

　303,783

1,550,499

　831,350

6,910,847

6,180,000

　208,756

4､240,000

・フログラム 21,098,505

記念講演費

火入の集い

シンポジウム

余　　興　　費

舞台進行費

記念事業費

(伝統ぼ展･青年の集岡

　118,000

　193､708

2,174､332

7,233,780

7,424,355

3,954,330

・会　　　場 20,741,592

会場使用料

会場設官費

牧　　護　　費

　7､855､146

12､823,356

　　63,090

接　　　　　待 9,858,824

接　　　　　待

来　　　　　賓

食　　　　　牡

1､106,045

3,190,779

5,562,000

・補助（本会計繰入） 512,981

RI会長代理晩餐会

ゴ　　ル　　フ

　618,831

－105,850

・余剰金(地区資金繰人) 296,876

支　出　合　計 79,748,631

陣位:円）



　木　会　計

収入の部

　国際ロータリー第２６６０地区
収　支　決_＿筧＿-ilE

　　　自平成　jり･IE　7 J】　｜|」
　　　￥甲成　５年　6Jj3【】||

　
一
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務

バ
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万
咄
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和
郎
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文
．
紀
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中
田
分
□

　
　
　
―

山
池
國
ぐ

村　　　　　　　　　　　目 〕゛　算　額 累　計　額 陥　　　　ろ

前　　　　期　　　　繰　　　　越　　　　金 １７，０００，０００ ２２，０２１，５４２

Ｒ　　　　Ｉ　　　　交　　　　付　　　　金 ８００，０００ ９６５，６０１

咄　区　資　金（１５．０００円×５，５５０人） ８３．２５０，０００ ８１，９５０，５００

米　山 ｄ　念　奨　学　会　交　付　金 ９４４，０００

雑　　　　　　　　収　　　　　　　　人 ７００，０００ １，８１６，９０５

合　　　　　　　　　　　計 １０１，７５０，０００ １０７，６９８，５４８

支出の郎

科　　　　　　　　　　　目 】゛算　額 累　計　額 備　　　　考

委

員

会

活

動

費

地　区　ｶﾞ　ﾉﾍﾞ‘　ナ　ー　指　名　委　員　会
意　義　あ　る　業　絹　賞　委　員　会

２００，０００
　５０．０００

６０，６４６

クラブ奉仕部門
会　員　増　強　委　員　会
広　報　雑　誌　委　員　会
規定　晴　報　委　ｎ　会

２００，０００
５００，０００
７００，０００

□５．６７０
３６７，１０４４０４．８２６

職業奉仕部門 職業　奉　仕　委　ほ　会
ボランテ４７活動委員会

４００，０００

１５０，０００
１３５，３２４
００，９７８

社会奉仕部門 社会奉仕委員会
環境保全委員会

１．９５０，０００
　２５０，０００

１，６１８，７５２
　　１４９，７７４

肖少年奉仕部門
青少年活動委員会インターアクト委員会
11－ターフクト委員会

２．

３．
５，

００，０００

００，０００

００，０００

２，

３．５，

００．３４９

３６．５□

４１，０５０

国際奉仕部門 巴界社会奉仕委員会
青少年交換委員会
国際交流平和委員会

２００，０００
５００，０００
２５０，０００

　７８，３３９
４９２，７９２
０５，０３９

ロータリー
　　　財団部門

ロータリー財団委員会
国際親善奨学金委員会
研究ク･トフ’タ換委万|会
財団増/委ぽ会

財［引　学　友　委　員　会

　　１００，０００
１．５００，０００

１，３００，０００
　　２４０，０００
　　６００，０００

１，５
１１

　　１
　　６

４，８７７

８，８２０

７，７９４

３，４８８

４．訓０

米山奨学部門 Ｌ‰気高掃討
７００，０００

５３３，４５４
７５３，０６１

拡　大　部　門 拡　大　委　員　会 ２００，０００ １８４，７４５

委　員　会　活　動　費　予　備　費 ９００，０００

計 ２２，３９０，０００ Ｈ，４９７，７３９

会

議

費

地　　区　　大　’会　　嬰　　助　　費

地　　区　　協　　議　　ヱg　　　哺　　肋
地　　　　区　　　　委　　　　員　　　　会

ガ　ノ4｀　ナ　ー　打　ち　合　わ　せ　会　議　費
Ｒ　　　　Ｉ　　｀　会　長　記　念　品　代
Ｒ　．　１　　　　会　長　歓　迎　費

直　前　ｶﾞ　ﾉﾍﾞ｀　ナ　ー　記　念　品　代
ガバナーノミニー国際会議参加哺助
予　　　　　　　　　備　　　　　　　　　?7

３，

２，

１０，０００

１０，０００

００，０００

００，０００

６０，０００

７０，０００

６０，０００

３０，０００

００，０００

　　３１０，０００
　　３１０，０００３，３９３，９５６

２，０７６，４３４
　　１６０，０００
　　３７０，０００
　　２６０，０００　　８３０．０００

計 ８，６４０，０００ ７，７１０．３９０

日本国内地区Ｆｙｔ一会　（200円×5,550人） １，１１０，０００ １，０８１，６００

ロータリー文庫協力費　（300円×5,550人） １，６６５，０００ １，６２２．４００

地区大会分担金（3,000円×5,550人） １６，６５０，０００ １６，６５０，０００

ガバナー月信
印　　刷　　費

製版．印刷．ホ　ル　ダ　ー
予　　　　　備　　　　　　費

９，４００，０００
　　３００，０００

９，５５２，３００

計 ９，７００．０００ ９，５５２，３００

ｌ

ａ

借　室　料　　　　光　熱　費
賃　　　　金　　　　給　　　　料
ガ　ノヾ　ナー交通通信費
印　　　　　　刷　　　　　　費

交　　通　　通　　信　　費
文　　　　　　猷　　　　　　費
事　務　用　消　耗　品　費

　t’　器　　備　　品　　費９　　

備　　　　　　芸

　５．

１２，

　１，
　１，

　２，

　１，

　１，

６０．０００

２０，０００

００，０００

００，０００

００，０００

６０，０００

００，０００

００，０００

００．０００

００，０００

　５，１５１，２
１２，９０．７

　１，２６７，１
　１．８６１．０
　２，ｎ２，８

　　目７．５
　１．０９４，３

　　Ｈ２，７　２，１９５，４

７

６

２

５

】

６

７

７

７

計 ２７．５４０，０００ ２７，０７，２２８

Ａ　　　　　　　　　　　計 ８７，６９５，０００ ８３，２９１，６５７

差　　　引　　　収　　　支　　　差　　　額 １４，０５５，０００ ２４，４０６，８９１

私は国際ロータリー第2660地区１９９２年～
について監査した結果、正.確であること 陽俯

一

26 一

支決算書に表示されている本会計＆ぴ･物別会計
す．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．
　月　２６日　　　公認会11･|こ　　淘　原　UI.‘.　.'.

●

●



肪_＿＿＿＿別___……＿_J｡_______ZI乙

（１）青少年又換ファンド

収　　人　　　の　　　部 支 1､jl　　の　　郎
項　　　　　　目 金　　　　額 項　　　　　　目 金　　　　額
前期繰越金 ８ ７８６　Ｈ５ di　　助　　金 ８，０００，０００

各クラブ分貧 金 １６，８２７，０００ 行　　事　　費 ４７６，７９８

預　金　利　息 ３４，３７８通　　信　　費 ２０８，４０４

雑　　収　　入 ２７９，９１１ 青少年交 負委員 １５０，０００

雑　　　　　　費 ２３０，３４８

次間繰越金 １６，８６１，９０４

合　　　　　計 ２５，９２７，４５４ 合　　　　　計 ２５，９２７，４５４

（2）ライラ指導指針
収　　入　　の　　郎 支　　出　　の　　部

Jik　　　　　目 金　　　　額 項　　　　　　目 金　　　　額
四月繰越金 ６９６，６９４雑　　　　　　費 １，２３６
唄’金　利　息 ２，９８７

次期繰越金 Ｈ８，４４５
合　　　　　計 ６９９，６８１合　　　　　計 Ｈ９，６８１

（３〉世界社会奉仕委員会基金
収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部

項　　　　　　目 金　　　　額 項　　　　　　目 金　　　額
前期繰越金 ５，２６４，２５４支　　援　　金 １２，９８６，０００

各クラブ分担金 １２，８４２，７８４ 雑　　　　　　費 ４，３２６

預　金　利　息 ２４，８３４

次期繰越金 ５，１４１，５４６

合　　　　　計 １８．１３１，８７２ 合　　　　　計 １８，１３１，８７２

（4）社会奉仕委員会身障児等参加費

収　　入　　の　　郎 支　　出　　の　　部

項　　　　　　目 金　　　　額 項　　　　　　目 金　　　額
前期繰越金 ２，８６８社会奉仕委員会 ２，Ｕ８

預　金　利　息 １２ 雑　　　　　　費 ４１２

-

W 次期繰越金 ０

合　　　　　計 ２，８８０ 合　　　　　計 ２，８８０

（５）社会奉仕委員会身障児等招待費
収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　郎

項　　　　　　目 金　　　額 項　　　　　　目 金　　　　額

前期繰越金 ８，６３５社会奉仕委員会 ７，６４８

預　金　利　息 ４３ 雑　　　　　　費 １，０３０

次期繰越金 ０

合　　　　　計 ８，６７８合　　　　　計 ８，６７８

-

（６）マニュアル編集委員会

収　　入　　の　　郎 支　　出　　の　　部
項　　　　　　目 金　　　　額 項　　　　　　目 金　　　　額

前期繰越金 ６５３，２０４システムマニュアル １，９５５，３５８

各クラブ分担金 １，５２５，２００雑　　　　　　費 ２，４７２

預　金　利　息 ２，７９９
雑　　収　　人 １２６，４００

次期繰越金 ３４９，７７３

合　　　　　計 ２，３０７，６０３ 合　　　　　計 ２，３０７，６０３

（７）Ｓ＆Ｃ海辺館の集い

収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部
項　　　　　　目 金　　　　額 項　　　　　　目 金　　　　額
前期繰越金 ５８バ５９雑　　　　　　費 １，２３６
預　金　利　息 ２５１

次期繰越金 ５７，１７４

合　　　　　計 ５８，４１０ 合　　　　　計 ５８，４１０

（8）職業分類編集委員会

収　　入　　の　　郎 支　　出　　の　　部
項　　　　　　目 金　　　額 項　　　　　　目 金　　　額
前期繰越金 ３２，２４８雑　　　　　　昔 １バ３３
預　金　利　息 □６

次期繰越金 ３１，２５１
合　　　　　計 ３２，３８４合　　　　　計 ３２，３８４

（９）島原災害義 両全

収　　入　　の　　郎 支　　出　　の　　部
項　　　　　　目 金　　　　額 項　　　　　　目 金　　　　額

前期繰越金 ４，２３４雑　　　　　　費 ４１２

預　金　利　息 １８

次期繰越金 ３，８４０
合　　　　　計 ４，２５２合　　　　　計 ４，２５２

（10）世界社会奉仕災害義損金

収　　人　　の　　部 支　　出　　の　　部
項　　　　　　目 金　　　　額 項　　　　　　目 金　　　　額

前期繰越金 ６６，７２４雑　　　　　　費 ７２１

預　金　利　息 ２８３

次期繰越金 ６６，２８６

合　　　　　計 ６７００７ 合　　　　　計 ６７，００７
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・続々新ＲＡＣ誕生μ

　大阪梅田、大阪空港ＲＡＣに続いて今年度３

つめの新クラブが誕生しました。地区22番目

のクラブとなります。

　創立総会　５月６日（木）

　クラブ名　東大阪東ローターアクトクラブ

　提唱ＲＣ　東大阪東ロータリークラブ

　例会日時　毎月第２、第４水曜日

　例会場　ホテルセイリュウ

　　　　　　東大阪市上石切町ト1ト12

　事務局　ホテルセイリュウ306号

　　　　　　東大阪東RC気付

　創立会員　25名

　　　　　　会長　城戸常利

　　　　　　幹事　北村光昭

　認証状伝達式　６月18日（全）18:30より

　　　　　　　　ホテルセイリュウ

　この１年間、ガバナー月信の編集に際

しましては、パストガバナー、各委員長、

各地区幹事、並びに関係各位に原稿を御

依頼申し上げたところ、快くご投稿を賜

り、お蔭をもちまして無事編集を終える

ことが出米ました。不行届の点多々あり

ましたことを深くお詫び申し上げると共

に、御協力頂きました。ガバナー事務所

や大阪南ＲＣの事務局の皆様、印刷関係

の各位に厚く御礼を申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　月信担当幹事

国際ロータリー第2660地区

ガバナー φ々友ふ，

訃 報

潭　　潤一君（豊中R.C.）

　平成５年６月2［1逝去（享年76歳）

　大正５年８月３目生まれ

　昭和34年８月18日豊中RC大全

　昭和44年６月３日豊中RCより移籍

　1972～1973年度　会長

　昭和48年７月　PHF受章

藤田　貞三君（大阪ちややまちR.C.）

　平成５年６月５日逝去（享年71歳）

　大正10年11月19目生まれ

　平成４年１月27日入会

　チャーターメンバー

　米山フアンドフェロー

中田　正信君（大阪一淀川R.C.）

　平成５年６月12日逝去C享年76歳）

　大正５年12月１日生まれ

　昭和43年12月１日入会

　1984～’85年度会長

　ポールハリスフェロー

　米山功労者

千原　通纏君（大阪港R.C.）

　平成５年６月14日逝去（享年68歳）

　大正13年10月６日生まれ

　昭和56年３月２日入会

　ポールハリスフェロー

　米山功労者

杉森　芳雄君（東大阪東R.C.）

　平成５年６月26日逝去

　昭和41年２月17日入会

　昭和54年～55年クラブ会長

　地区財団学友委員会委員

　P.H.F.米山功労者

小寺大次郎君（大阪北R.C.）

　平成５年７月12日逝去（享年86歳）

　明治40年１月２日生まれ

　昭和39年２月19日入会

　ポールハリスフェロー

　米山功労者

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

〒542大阪市中央区難波5-ト60

　　　南海サウスタワーホテル大阪1403り･室

　　　電活大阪(06)634-7511

●
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